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安 三 尾 ア ス フ ア ル ト タ イ ル の 高 級 姉 妹 品 で 価 格 ば 同 程 度

安 基 本 色 12 f竜 類 あ り

乞 カ タ ロ グ 請 求

三星ＩｾーフインクＮめ

田島応用化工K.K.
東 京 都 足 立 民 小 台 町 T E L 壬 子 @1181- 7 

大阪市西区京町掲上通 T E L 土 佐 堀 @1773- 5 
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 簡 易 鏑 矢 板

我 如、回日産ー の設備

連 続 式 冷 間 整 形

ロー ｊｾ 棋 による慢吾製呂

ガス・水道管箸の

地下埋没工事例反土止

河川工毒の締切汗柘

及び護岸工事に最適

文化的多安7舌φ先づ一

リノリf ム

リノタイル

の 使 用 か ら ・…・・・

ｾｉ ・

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 伊 丹 ( 代) 3531

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社 東 京 支 居 中央区銀座西 ・三和ピノレ電京橋 1加

大阪事務所東区瓦町三 ・三和ヒソレ電北浜375・376



田

園

るくなりました

田正主家庭電器M : 望号線式 含赤土 自 主 狼 住 所

。IIcr]

ｾ＠ 特 許 出 願 中

平川々ｾｾポイラ

ス-J¥:"ラEッド

安定吾首光ランヌ

0 日立製作所が特許をもっ蛍光体ハ ロ燐酸カノレν ワム ・

カドミクム1 ( ，さらに改良を加え，ハイ ・ノレーメン重量

光体を完成しました。

0 このため現在市販されている目立後光ラ γ プは日本で

いちばん明るい寿命の長いランプになりました。

|ι |叫 却 ワッ ト

白 色 | 白 色 |白 色

型 式 IF L - 4 0 WIF  L - 30WIF  L - 2 0 W 

光 来 他 |新 12， 8  5  0  11， 7  3  0  11， 0  0  0  I  

( ノレーメ γ ) 1 1日 1 2， 6  5  0  1  1， 5  5  0  1  1， 0  5  0  1  

スーパーラピ ッド・ランプの特長

速くて確実につく すべての配線κ 使える

グロースタ ーターが不要 導電板が不要です

人， ｾ￬ｾｉｃ 強く寿命が長い ラジオ維音がすくない

沼流波形が良い

経費節減527万円の

利益を生も

女 高 性 能 • 福 射 型

女 石炭・オイＩｾ . 刀ス焚

煙管式ボイラの「革命児. 現るノ

:.J ｾ ＭＭ - .  女 1年間 (7200時間) の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 龍

汽 公 式 試 験 成 績

fa 11 
石提供lこて

排刀ス温度 1Q7

0

C

<J 営業課目 じ〉 平) 11- 水色: ボイラ 、平川~機関車型ボイラ

平川~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

本 社 o ]_: J . 品大阪市大淀区大仁西2の1 Hl 活福島@ 1 9 7 5 - 8

東京営業所東京都中央区八: i l l : 州6の7 m諮 ⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九 州 出 奴 所 福 岡 県 小 倉 市 沼 野545 r包 括 小 倉 ① 1 3  6  2  

、、
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家が倒れるまで被害IC気づかない，おそ

ろしい白践に対して，アジト ックスは絶

大な偉力を示します。アントックスは ベ

ジタクロロフェノーノレ，多寝化ベシ ゼ

Y ，γ .  B HC などを主成分とし防腐 ・

忌避刻を配合したものであります。

無色の油剤で，使用法も簡単，効果は長

時間持続 し，変質もなく ，防蟻，殺蟻，

防腐などの作用を強力 iζ 兼備してお りま

す。価格も低廉です。

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北 詰 電 ( 25) 631- 635 

支社・東京都中央区西八丁堀1の3

電 ( 55)23∞・ 5055

局
、
.

ｬ ｾ＠

'‘ 

F

F

1

・



本 社

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481- 5 

の

新 製 品

S - 170 

ス ミ付ロ ータ ンク

ζ お宮古お' f <. i "

(金具マーク )

弊 社 は本社 ・茅ケ( ，: . 1の 各 衛 陶 工 場

及 び金具工場共 lζ J 1  S の指定を受け

た唯一 の衛 主主器具総 合メーカーです

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセットで御使用下さい

東洋間吾抹式奮社
茅ケ 崎工場

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T  E  L  @  4518- 9  

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌

神奈川県茅ケ崎市

T E L  2 10 5- 8  

床材料的決定版ノ

ー

東京地下鉄 ・東急，新車に使用されてい ます 0

Ｎ］ＮｾＮＮＺＮＮ＠ それは感触が柔らかく ，手入れが簡単でしか

' 叉索人でも容易に貼れます。 ._ ・・・・ も毎日 多数 の ｾｉ 峰者 ｋ 耐え符る等その特性が
インク，袖， 手垢等の汚れも石i験水できれい 他の床材より優れている事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願 '1' ) 標準寸法幅6尺 × 長 30碕 × 厚 2.5粍( 1巻15坪〕

佼γ11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

¥¥Lヘ¥JJ 東京都葛飾区本悶凹ツ木町 54 電話葛飾 (69) 1946- 9  

、立ぷコク， ( 全国有名内装工事! 却ζ 御J ¥i司会下さい) ( カタログ贈呈)

/  

、3

ー
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9 月

若 い 会 員 の 集 い

19 日 午 後 6 時

?可

..r 
、a

J  

第 3 回 若 集

A
-

一
品

員 の

6 月より初めましたミ若い会員の集いミは毎月開催する予定でありま

したが，先月( 8 月) は炎暑の季節でもありましたので休会いたしまし

た。ζ ん月は前 2 回とはテーマも変えて下記 l乙より催しますから何卒多

数御出席下さい。

記

1. と き 9月19日( 木) 午後 61時- 8 時半

1. ところ 本会 4 階集会室

1. テーマ 「地盤と施工のあれ乙れJ

・特に罵場善雄氏( 阪大) . 政岡基次氏( 松村組) Iζ 御出席を願う乙と

になっております。

・御出席者は夜食を済まされた上定刻を厳守御出席下さるよ うお願いい

たします。



愛 知 ト マ ト 株 式 会 社 大 阪 工 場 見 学

1. と き 9月28日( 土) 午後 1時15分集合( 1 時間厳守の ζ と)

1. 集 会 所 本会前集合( 貸切パスで出発します)

1. 申 込 20日までにお申込み下さい 。定員 (50名〉に達した時は〆切り

ます。

1 . 建築概要 設計 ・施工 株 式 会 社 戸 田 組

位 置 大阪府茨木市西河原

工 期 着 工 昭 和31年?月 竣工 昭 和32年6月

敷 地 面 積 1  1，7  0  0 坪

愛 知 ト マ ト 株 式 会 社 大 阪 工 場 に つ い て

設計者のことば: 調味料醸造工場の機能を能率的にする為再検討した結果，製

造工程を立体的に構成し，原料煮沸を最上階に設計，最下階lζ 貯蔵庫を配置する

方法とした 。また製品の性格が弱酸であるのと高温処理のために ，絶対条件の耐

酸工事ι 換 気 欄E 留意し，その上食品製造工場の使命の清潔 と明 る さ を 殺

せしめるよう設計した。

敷地内各所 IL植えられた笛木がやがて憩いの影を作るようになったら，本当 1<:

楽 し い 工 場 に な る だ ろ う 。 ( 加 納 秀 雄 )

施工を担当して : 乙の工場で特記すべき施工上の問題は下記の三点でありまし

7こ。

①壁，天井耐酸塗料。 ②耐酸床仕上。 ③製品中間処理ビニ ール槽。

①については弱酸の為，モ ルタノレがはがれる恐れがあるので，コ ジクリ ート 打

放しに施工する事とした。而も如何なる耐酸塗料が最も適当であるか充分試験を

して選択した。

②については煮沸した液体が流れた場合も考慮し，相当溶触度の高いものを選

び，且叉弱酸度にも充分耐えるものを十種に余る試験片から研究使用した。

③コソクリ ート 槽の内部IL貼るビニール板の取付方法( 而も湧水の危険多き

所) とその板自身の強度と変形に就て，相当慎重な考慮を払った。

以上は特に意を用いた諸件であるが，乙れが初期の目的を満足させてくれて，

工場全体の機能を充分発揮してくれる事を心から期待しております。( 杉山畠義)

. 0.  

2 玄 告 2

愛 知 ト マ ト 制 大 阪 工 場

見 学 会

28 日 午 後 1 時 15 分

， 
/ '  

e  

可F

τ  

司.

愛 知 ト マ ト 株 式 会 社 大 阪 工 場 規 模

製 品 倉 庫 R C  平家建 160. ∞坪

瓶 詰 工 場 R C  平家建
246 ∞" 

製 造 工 場 R C  一部二階建 312.∞。

原 料 倉 庫 R C  平家建 184 ∞， 

ボ イ ラ 一 室 R C  平家建 36. ∞。

事 務 所 R C  二階建 107. 50" 

社 宅 w  平家建 84 "75" 

共他附属建物 w  平家建 124.80"  
a  

高 架 水 槽 R C  容水底量高 3100m 石

計 1，255. 05坪

L

「

也

守

、



会 告 3

会 員 グ ル ー プ の 結 成 に つ い て会 員 グ ル ー プ

本会では，職場内の会員相互の和親協力を図る と共1( ，本会の健全な運営とー

'毒噌ヨ，.

届の発展lκζ 御協カいただくため，昭和30年 6 月に会員グループ規定を発表，その

結成をお願いいたしました ととろ， 本年 8 月現在におきまして，下記のとおり会

員グループの結成をして救きました 。御協力いただきました会員各位 IC厚く御礼

申し上げますとともに ζ んどとも何卒よろしく御協力の程をお願い申し上げま

す。

尚未だ結成されていない職場の会員各位にも何卒グノレーフ。を結成下さるようお

願い 申し上げます。

日 本 建 築 協 会 会 員 グ ル ー プ 規 定

目的 日本J l ! 築協会会員グループは職場内会貝相互の和親協力を図ると共に協会との述絡を密にして.

会費納入の容易化，健全な協会運営の助長に協力することを目的とする。

1  同ーの職場で5名以上の会只のおられるとこ て脇会との速絡に当る世話人若干名を選出す

ろて1 協会に職場名，会員名及び世億人名を る。世話人の任務あるいは選出方法，任期な

届出れば，本支部を通じて職場述絡の 1単位 どはそのグループで決める。

として取扱う。 4. グループに対する特典，または報償は次によ

2  グループは次のことを行う。 る。

〔イ) 会資の一括徴収 (イ 〉 会費は毎月分納でまる。

〈ロ) 会誌，刊行物の配本 〔ロ〉 毎月の徴収会授の 10形を手数料として

かつ新入会者の勧誘並手続の斡旋 払戻す。

〈ニ〉 会員動静の儲会への連絡 〈ノ、) 新入金者 5 名以上獲得されれば入会金

〔ホ〕協会事業を職場内への速報連絡 の50%を払艮す。

( へ〉 その他上記の燈旨に適する車項 ( ニ) 会貝倍加運動期間中は新入会者の会ft

3  グループに属する会員は，グループ代表とし の20%を手数料として払艮す。

Y  

グ ル ー プ 名 称

(50音順〕

浅 沼

世 話 人 会員数

組 岡 本 弘

新 工 務 所 h白 井 敬

泉 佐 野 市 役 所 天 伴 正 男

池上建築設計事務所 池上勝郎

コ

今 西 組

大阪市建築局( 本庁)

向 。11 ロ)

大阪市計画局( 本庁〕

同 ( 港土地)

大 阪 市 交 通 局

大 阪 市 大 理 工 学 部

大 阪 建 築 事 務 所

大 阪 調 達 局

大 阪 鉄 道 管 理 局

大 阪 府 営 繕 課

同 住宅建設課

大 阪 郵 政 局

鹿 島 建 設 大 阪 支 庖

柄 谷 工 務 庖

河 本 組

J  

J  

J  

安 藤 一 雄

三品哲夫

助

睦

良

平

夫

郎

治

次

雄

夫

諜

夫

己

郎

蔵

吾

舵

正

秀

卓

賢

佑

孝

成

村

繁

樽

舵

有

欣

肌

林

水

井

川

野

本

岡

田

内

治

端

村

野

野

村

中

若

出

今

中

東

金

澄

森

竹

字

川

木

大

地

松

グ ル ー プ 名 称

(50音傾 〉

世 悟 入 会員数
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中
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局

局

心

的
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本

佐

建

通

甑
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気

鉄
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暗
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a

n
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ι
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ι
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4

U

4

E

，
4

・
E

4

E

'

13 I 倉敷レイヨン営繕部 背木健一

31 I 小林得志建築事務所 小 林 得 志

8  I 恒 和 建 設 原 村 登

13 t 三 和 銀 行 建 築 課 小 林 貞 彦

6  t 銭 高 組 広 瀬 幸一

28 I 大日本土木大阪支庖 山本 茂

17 I 東 畑 建 築 事 務 所 佐 々 木 保

18 I 豊 中 市 役 所 西 村 喜 代 未

5  I 日 建 設 計 工 務 川 村 楠 夫

24 I 日本住宅公団大阪支所村上秀夫

| 間 組 大 阪 支 庖 寺 井 孝 消

24 1  

| 兵 庫 県 庁 三 川 栄 吉

18 1  

| 藤 木 工 務 庖 大 丸 捨 利

29 1  

| 松 村 組 貞 継 昇

14 I  

8  I 大阪市大( 准会員) 進 藤 汎 海

6  I 京 大 ( 11 ) 松 井 克 俊
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現 場 管 理 実 務 講 習

. 6.  

::z:;: 開 催 現 場 管 理 実 務

講 習 会

本会教育委員会におきましては昨年来より高校を卒業して新採用された建築技

術者を対象とする諮習会を企画研究いたしておりましたが，下記要項により本年

q月より 11月の3ヶ月に亘り現場管理実務講習会として開催するととになりまし

fこ。

的 学校を卒業し新lζ 採用された技術者を対象として学校教育 IL於

ける一般知識の不足を補い ，現場実務に於て直に役立つ実際的

知識を，各方面に於けるそれぞれのエ キスパート K よる→墓の

系統的講習によって会得せしめ，従来の長期を要した経験的知

識の習得期閣を短縮し，且つ確実に把握せしめる ζ とによっ

て，より有用な技術者を養成しようとするものである 。

2. 対 象 本年4月高校を卒業し採用されたもの，則] ち約6ヶ月の実務経験

者を主たる対象とする 。

現 場 管 理 実

1. 目

務 講 習 要 項

. o.  

Z 玄

• 

.  
戸，吋'

γ  

3. 会 期 昭和] 32年 ? 月 3 日一 11月29日 毎 週 ( 火 曜 ・金曜) 2日

毎日 ・2時間( 午前? 時30分一 11時30分) 延26日間 ( 52時間)

4. 会 場 大阪建設会館6隣集会場( 大阪市東区京橋3丁目)

5. 申 込 8 月末日までに申込書に受講料( ￥ 2，000 円を添えて本会事務

局( 大阪市東区北浜 3 - 37 ・但市電北浜 2 ・.3 丁目電停中間北

側) へ申込の乙と 。尚会場の都合により定員( 100 名) に達し

た際は〆切ります。

6. 科目・講師

科 目

建築工事の着工から竣功迄の業務総論

( 契約，支払などの事務手続を含む)

仮設物と仮設材料の管理

機械器具，工具類の管理

材料の検収とその管理

建 築 労 務 者 の 管 理

現場 lζ 関する諸法規とその手続

土工事，基礎工事，排水工事の施工

と管理

木工事，屋根工事，金属工事，雑工

事の施工と管理

石工事，タイノレ工事の施工と管理

鉄筋コンクリ ー ト工事，鉄骨工事，

防水工事の施工と管理

左官工事，塗装工事の施工と管理

設備工事の施工と管理

3持 日市

喜ZRFr 襲 宇 治 村 撲 氏

皆 ) 九 村 農 政 間 基 次 氏

ザ官Z 7第 楠 瀬 泰 雄 氏

変 句 弘 主 堂 土 屋 史 郎 氏

支 品 産 ゐ 銭 野 村 増 治 氏

r〉γ 急 務 長 渡 部 平 衛 門 氏

F) う 帯 林 器 浅 野 繁 雄 氏

gn 急 襲 渡 辺 秀 幸 氏

要t pgd官 河 原 菊 夫 氏

p) γ 72 矢 野 豊 作 氏

支度PJ A鳴 鬼 頭 寿 郎 氏

伊込当l E2 七 尾 健 三 氏

密〕 J S 襲 高 橋 誠 義 氏

'

t

 

p

'

t

・

九

昭 和 32 年 8 月 教 育 委 員 会 委 員 長 竹 内 成 夫

同 現場管理実務講習会主査 立 花 量 吉
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5235j/ ス湯沸詰14台

L  730.  0  F  A2 8 0j/ ス 冷蔵限れ 1台

ガスオ ートド ライヤー l 台

2 . 5 階 診 療 宝 5333j/ ス湯沸r . } l 台

j /: ス消都世i プγ ゼ γ バ ーナー

3 剖日 食 食 IJj D号 5尺 j l ス V ン ジ 三 段%Cj / ;ス炊 飯出l

食 RH洗祢f *' フライ ヤ - ｩ Ｈｪ ｦ￰ｾＺ＠

T W601土ひ 5235j/ ス湯沸問符 l 台

O F  A280j/ ス冷脱出f: 2 台

4 .地 下 険 械 室 j l スボイラ ー ( 前日¥; .n クν ョナル

ボイラ ー ) 1  ＩＮ ｾ Ｎ＠ j / スs¥! fr 焼 却 炉 I 台

{血にヨ ー クスボイラー 1 )品

{也に l P ，キサーピヌセンターに j/ ス湯沸日出 . jl ;スレンジ . j/ 

ス冷厳ｾｾ手のＧｊＡ泌地

ス. 1'r R帯。Ilfh引揚rr. 即時に D R553又は 5 333ガス渇沸; 措 l 合

各階化健主に ＵＱＳ Ｎ Ｑ ガス渇沸 ｾ ｉ ｬ 台

ガ ス 施 設

大 阪 五 斯 株 式 会 社
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住 友 ビ ル デ ィ ン グ 別 館

日 本 板 硝 子
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株 式

h .  

コヨt
ネ土

iE 而1- : 1唱 に コタ ア ラ イ ト ド ア ー 使 用

タ フ ラ イ ト ド ア ー は上下だけに 7ν ームのつい

た透明な JJ しいガラスの ドアーで. rl 障りなトングマ

ークのなトす 勺去りとした明る い感 じの ドアーです。

またタフライトドアーはT f l iにゆがみのない光沢 ・

俺 J J，:I 伴悦 tI ヲスで。その とj / ラ広には強化加 1: が施

してあり . 1千通の抵UI ラメに比し 5 -- lof f1の強! 立をも

って ¥. ま すので。} E) J illi 喰にも耐え ，五: 心して本く御

f止Jl J いた だけ ます。

ピノレディ Y グ ・デパート ・ホアノレ ・iJ'l jj 暗・レストラ

y ・risJli 告Ii' :' i 'には， ドラ マティックで，品質向型tなニタ

フライト ドアー をおすすめいたします。

二、.  
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も
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干1 東 京 都 港 区 芝 新 橋 2 の30

TEL @i 8416・6714

1回映付厚壁

②CSITUu 

大阪営業Fff 大阪市東区備後町 l 丁目 10 Ｈ億一巳ＩｾＩ

TEL ③ 2 4  1 6  

名古屋営薫所 名古屋市中区草原町918( 大和生命白レ)

TEL ③ 36印 ・6853

九州営業所小倉市大' 1 &町7丁目Ｈ平和笠命ヒＩｾ )  

TEL 4 3 7 4  

類似品に御注意、

東 興 建 設 株 式 会 紅

豆砂利混入吹付可能に怠りました (J シクリートの鮒)



f憂 れ た ナ イ ロ ン カ ー ベ ト . ノ レ

亡T a r alljJ

Tr ade Ma r k  

東 レ ナ イ ロ ン 繊臨 ・鍛通は 100% スパン

ナイロン糸を使用したもので

女弾力性に富んでいます

女驚 く程摩擦に強い

* 吸豊性が非常に少ない

女虫の害を全く受けません

.... 

1  

繊聾・鍛通

発売元 株 式 会 社 泉 商 会

大阪市北 区宗是町 1 ( 大ピ ノレ150 号)

T E L  (44)  2736 - 9  

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社
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み

取

長特

御用命は全悶各地干 ￯ ｩＧ ， ｾ 築金 物居へ御照会

願います カタログ進呈

種 目

トラ ックレーノレガイドレーノレ カープレーノレ

木製扉回 ' 一 一

鉄 扉用 (; 5二rロι ヲ士人) 復車・単車ノ、: / j j ー

重 量型ノ、 γ j f ー

其の他プラケ ッ ト附属 品一 切

1  . 三 谷 製 作 所 .足t 187ム; 2 J  



建 築 と 社 会

9  

施 工 特 集

』主 紙 デ ず 4 γ 山 本 悼 行

表 紙 '1j: J'i 五(/:11jl .スピノレ内部

P hoto  多 比 五t 敏 雄

建 築 と 社

. . 0.  

:z:;;; 

第 3 8 集 ・ 第 9 号

光 悩 l 部 1 8 0 円 ・1品 料 共

H目白13  2 年 9 }j 2  0  11印 刷

H日 HI 3  2  11' 9  )  J  2  5  11 発 行

先 行 1" 剖日l法人 ｕｾｦｦｩｾ 匹協会

大阪l I i . ! Uk! : 北浜 3 丁 目 3 7

｡Ａ ， ｾｦｪ＠ J t 浜@ 9648・9649・9640ifi

仮 借 n 出 大 阪 3 9  9  7  5 岳

先 行 人 沖 111 誠 一
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印 刷 所 作式会社 luf 文 社

大 阪 市 北 区 立 山 町 6 6  
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内 部 仕 上
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付 、 天 井 有 孔 テ ッ ク ス 。
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J;r ms ず ス ピ ル 正 側 外 観
phot os  T .  Tai ra 

殺 計 者 の ニ と ば :  そ れ ほ ど 大 腿 限 な ピ ル で は な い け れ ど も 、 当 分 の "11、 問1mに ピ 川11 幽 は な い

の で 、 四 万 の か な り 遺jlj 般 か ら 盟 比 さ れ る こ と を 地 初 か ら 例 仰Iに 考 え た 。 i泣ぬ

は 敷 地 の 3 方にあり、 主 道 路 1. 1 : 西側と北側で、大きな隅切りがある 。 他 物 の 刊

質 が 事 務 所 と よ 韓 首 室 等 の バ プ リ ・ ノ ク ス ペ ー ス 、 お よ び 陳 列 場 と い う コ マ ー シ ベ・

ル ス ペ ー ス の 3 機 能 に わ か れ 相 互 に 関 連 が あ る の で 、 上況の道路状泌を常I J : し

て 、 は っ き り 平 岡 計 画 で 3 分 す る 点 心 苦 労 し た 。

当然 に 昔 量備計画上で Ｓ 分ｾれたス ペ ースが、それぞれ充分に機能発仰できる

よ う に 、 設 備 の J ー ニ ン グ と コ シ ト ロ ー ル を 計 画 し 、 す べ て が 地 階 の 俺 械京 で

ＡｉＡ ， 中コントロ ー ルできるようにした 。 中制偵のピルｾ L τ は、充実した，!宣術内

容 と な っ て い る 。

カ ラ ー コ ン ト ロ ー ル は 、 全 体 と し て 抗 茶 系 に よ り 、 事 務 家 ス ペ ー スは彩! 虻低

〈 、 明 I:!!: の 裳 少 ( L . バ プ リックス ペ ー ス に は 彩 l支はいl 憾であるが、 U)f I主径を

大 き く し て 量-1'0比 を ね ら い 、 ヨ マ ー シ ヤ ル ス ペ ー ス に は 更 に T.' 干 色相 lのあI比 す る

も の を 付 加l し て 絢子 をおi ( している 。

計 酬 智 子 よ り 普 工 i主8 ヶ 月 . 者 手 後 峻 工 i也 I ｉ ヶ 月 Ｎ 姐 Ｕ 物カＮＮ，設備 全般 、 Ｇｬｾ

示 計画、 司i H品、付，慌のー υJ に つ い て 施主 、 i llfh;;lr 、 能 -[ i行l と 協 議 、 打 介 せ を if(

ね て 完 成 巡 の 夢 中 の 日 を 送 勺 て き た も の で あ る b ( 仏. 型f ，1: ー)
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京 都 ガ ス ピ ル

iJ!築i立自 京都 Ｂｪｉｉｉｊ［ＨＨ 正 烏丸 御池悔 Ｉ［Ｑｾｊ ＳＵＸ 酢地

工 ｉｾｉ＠ 起工 R{l和31年 8 月10 11

竣工 l附利32年 7 月 3 n  

敷地 Iffitll 3  3  7. 7  1 均L

i J ! 策縦波 延函f I t 1， 3  5  6. 0  9  3 同ー

面的内，沢

I也 陀t 1  8  O. "  9  2 同乙

l 防 2  7  O. 0  1  3 坪

2 階 2 6 1. 9 2 6 同F

3 階 2 6 1. 9 2 9 坪

4 階 1  7  5. 4  3  9 坪

5 階 1  7  5. 4  3  9  Jt-

E忌 階 1  9. 6  8  4 坪

結昆防 1  1. 1  7  4 呼

軒高， 5 際問120. 360米 3 附節 目 160米

政 尚 尚 26. 510米 煙 突 刈 28. 560米

総 iil 鉄筋コン夕日ート造

施 工 者 の 」 と ぱ

J;( 冊， ，，; の牛;辺り 烏九通と ，東西の大通御池通の交叉l. i. に建てられ

た ζ の組物は ， 世 ｩ ｾ 、伝統を持つ都大路に析し ｌ ・ｩｊＡＡｬｉＡＺ ￟ をマフチさせ

戦後 ｊ［ ｴＺ仰の ｦｾ 求的組合事物としての凪絡を備えております。しっくり

した地味の '1' に近代i J ! 従来をぷ自に磁り 上げたこのiJ!物を，私述の

干で施工させてmけましたことは喜びにたえない次第であります。

私速は全工l引を通じみ計に1己実ということをモ γ トーとして努力 し

ました。あらゆる耐で順調に全エIUI を了えましたことは各峨方の努

) J の附と思 っております。また，.iit. 刊'fl務所の方々をはじめとし弘

述施工百一 1，'1がr Tl l J を旨として仕引に当りました結見!， 能率も よ

りましたし出来栄えも一段よかったと自 白しております。

ｾｪｊＡ物の特色一 ， ー Ｚをやげますと Ｎ 正面玄関およ び ｖ ョ ーヲ ィ ｹ

ドーの/ i i I ，金物などにスデン ν ス般の特殊品を採111してい ることで

ありまして ， ビノレｩｊＡｾとしては 他 に矧をみない独特の優雅な装飾美

をみせております。また. 外誌の 1 階部分浮金石についてけ. 色 J閣

をt耐える /.i ，に特に官1.!:!: しました。大阪瓦i軒掛ミ式会社のピノレ管理の綬

ちさは 古' 名のことでありますから，このiJ!物が1，'1社の吸い愛情の下

にいつまでもお々しさと尖しさを失わないであろうことを確信して

い る 次 第 で あ り ま す 。 C ! I'IJ¥ロ捨松)



地 階

1. 隙 械 宝 8.  I空 当〈

2.  ; U ｾＨ＠ sn 9.  ) ー タ 一 室

3. 1" 1  ｾ証発 ｾ ￼ 健常
10 組 合 'Jl 務・' 1{ 将司 • • • I  0  ｾ＠ -"  

4. 'Jl  務 主
"  

11 合 I，ji 
5 浴 ｾ＠

階 2 控 ヨ主 4.  ' Jl 務 隙 械主

6. J ' .  U  lii ll' i宅
12 コ ー クニス 1，1，

i  料ｊＱ ｪＡＢ ｊｉｴｾ宝 3.  'Jl 務 室 5.  ，11  Jl ll  

7. PI!  控2 ヨ区 13. I:!( JoI i  

一d  

11  

H開 。 了 図 1，<:.1 4 ト甘， I  掛 t r H  

口• 
日

日

• 圃

'__ '-H 
。 1.  • j‘  • • 

• 
• 

回 • 

場

内

血

相

'

務

階

陳

情

e

-
a

内

4

各階共通記号

a ェν へーター ・ホ ル

b. 化粧五，使 Ifr 

c.  j持 制1¥ 五

d 雑 品 w

C . 物 入

• 

3. ｾＪｉ＠ 共 JoI i  6 峨 民 社i !U 主

4. 喪 主 I珂ホーノレ 7  通 lfI 門

5. 'cj' if i 喰

階

l 集 会 宅

2. 控 室

3. 陵

4.  ' Jl  

同 五

務 当f

3 階 集 会 主



1. ホ ー ル

2 排 気 室

3 水 槽 室

4 階

1. '1、 事 務 室

2 応 援 輩

3. 会

4. 司I

5 廊 下

日 l

1  ェν ベータ一機械室

5  

1. ' ，l ! 話交換宝

2. 食 堂

3. )J j  IJJ 

4. 予 備 室

尽 J l-都 ガ ビス
車

川

山

主

合待

柴

5

6

 
7 診 療
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徳 島 T  イ ン ヲビ ル

設 計 監 理 株式会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 奥 村 組

24 

ｬｉＡｾ匹位置 大阪市南区順慶町 4 丁目 11

敷地雨続 128. 7511 

l I ! 築間的地 防 11O. 53li' 

11li' i - 6附 100. 42坪

治!jl .1防 - 2階 15. 62li'

延商品ｾ 744. 291i1' 

構 造ｾ， 舵 ］ 松 杭 打

厄i.l D. = アスファノレト防本

主 ｦ ＴＧ ｾ 鉄 ｦ ｊＭ Ｚ コンクリート述

将 来 8 階迄f ¥' "121! Ｂ ｬｦｾ＠

ｉＮｾ＠ さ 78. 50尺 i注目 102. 30尺

基礎深さ 20. 5尺

工 期 附 自131flo8 月28日地飢祭

昭和32年 7 月 9 日唆工式

_.，ー

同，

1. 西 南 よ り 見 た 外 観

腰. 万 1出 石 本 ! f'i ｾ＠

壁。 τj' 6  ftl タ イ ル 貼

I 階窓富i姐り ＡＮｵ御ｾＴＺ Ｑ 阻止

2. 玄関エレベータロビー

ｼ、。 テ ラゾＭｾ見研日ノタイル

日 空 ト ラ バ ー チ ン

天 )1 プ ラ ス タ ー

'・

.  
3. 1 階 銀 行 室

日ミ テラゾー現日fアスタイ ノレ

1笠ーモルタ ル ゾ ヲ コ ー ト

お よ び 大 班 石

天; 11 ニ γ テ ッ ク ス



、-

3  

‘' 

‘  

設 計 者 の こ と ば . この雄物 i i J l 耐よりな計まで三転し ，足掛 3

ヶ年を 貸 したが ， その ｉｉ ｮ ｾ［｜ 当Ｉ，ｊＯＧ，Ｇの配 ｬ 置は大変だったと思う。県の 市 務

上の乎統が終ってより訟i単に本 .i)t ;n，人 十L，l i.. c となったが，当時物価

の変動必だしく如何にして予算内に抑えるかに努 ) J した。

敷地面的 128坪75 をJi.tイi 効に利 I I J L て政大効果を挙げて県当局の1 f ; } t

を入れるべく努力されたが，よち押1階Iこ1品、てこのねl s ' の;f riJ H' 軒It J i V、の

ものではなかろうか ? 。ぷ，汁上 l々置された点It ，この他物が徳品保の地

ｊｊ 連絡 ｦ ｬ ｔ 務所であり県物肢の 斡 旋所が主体であり ， 真に ｶ［ｾ 関係者が 人 Ｑ ， ＱＺ

E であるために一部に特妹な‘ l' 面および明面構成を号えた点. および将

来 Ｘ 階に延びた治合を号えて構造設備 ，ｊ ｾにその 単 備がせられたこと ， 冷

房ｦｉｊ水にｩ＿ｬｩＩｾ ｽ i をやめて「クーリングタワー」に依ったニと . 将米6，000

V の交H: 1 を培えたこと ，t，'l泊としては i也附の鉄筋をガス 日:mにしたこと 1

敷地が不蛇}f ; j のために-1¥11持 /I¥! 品を{止mして敷地ー柄、まで[史よIJ したこと

などである。外観外設にl主将にF，L当}.. j の強い荷盟があり現在の} f ; j に説付

いたのも巳むを得ないニとと思う。

敷地の仲Jおよび内側に向IE瓦l軒竹があり ，Yl に fi ノート〆イル」より

の多民の流水があり ，l' t: JVi i 1 の破裂と隣家の傾斜を恐れたが「セ j ント」

の注入に11，り. ことな占を1;} たのはドである。 JiH主に全工・lTl-' J 任必奥村

総が特に 'Hられた工 ft と短期!日lにあれたけの成巣を挙げられたことに対

して感謝する。 (32，8，5 ii 引11氾)

施 工 者 の こ と ば . ピ;J-:.I、スセシター術に主II 設する場合 . ｦｵｬ ｾ Ａｪも
悩まされるのは数i血の狭硲 隣接iJl 物ω健生ならびに補償，交通頻繁に

よる材料持込の凶般などであるが。この J : 'li も先ずその Jjrlti への対策折

衝に追駈けられた。

生 ｉｉ 物峻 ｊ Ｉｊ と ｨｪｬＦ Ｎ ｾ に貨なとして ｊ ｉ ｾ Ｇ 述ＡｩｬＡ ｊｉｉＧｴ るとの施 主 のごＱＲＭ虫により ，

f日5( ・冷ω・その他附 'iW，没仰の完成を) 5 ' えると短か¥，J: 即lがなお短紛さ

れエ ｬｾ を制 ｬ むのに 先 ず ー 芯労した。その ｊＺＱ ｊｬ を 軌 道に 釆 せｩＡｬＡれささぬた

めには ll ....t: より炎 ft 工事に近い作来で進めねばならなかった。

当I)J ' 7 エルポイント工法を ) j @したが，あまりに敷地がイj 幼に府1mさ

れていてハイプを布設する余地 もなくJ ( 胞で占ず，加えて 初水が予恕以

上に激しかったためモルタルグラヲティ γ グをもって 如i水の抑制 ，IIJ 聞

の地盤の強化を計り !IT放防止に努 ) J する - } j ，一升の土でも一日も 早 〈

胤上げ115礎および地下部分を終了さすべく人海戦術と巴われるほどの作

股をもって克服，相当の織牲を払った。

近隣の J j" 々のご理解あるご協) J により施. . 1:上1'1等の文fr . < も来たさず，

特にrJ HiLi北 rlITに接した家屋に対しご迷惑を掛けたにもかかわらず，;/ I"i i，' 

に紳士的態度にてご協 Ｉ ｊ して強 い たこと Ｎ ならびに設計 Ｎ ｾ 且 理者の適切

なるご指導に I/ i . り予定通りの工即lに完成を比るに到った二とを感謝して

いる。
2  
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地 階

1. 食 叩

2. 炊 'Ji ' " 

3. ロ ソ j} -

'1. 隙 械 京

5 イi 民 J，j.:

6.  i.R W 

7.  a; ｾ・ Ｔ

8.  if. 氾池ヨ〈

9.  ｬ ｾ ｦ＠ /Ji l  

10. :u' /li l  ':i{ 

11. ホ ー ル

12.  1，白I l ' i 宝

13. 休 恕: : l i

14 .  in iJ l: 屯

15. 水 ン プ 五

16 脱 1< ::li 

17 浴 宅

18. 物 鼠

階

1 存 潤

2.  'l _:t  Jf! 宅

3. Ll I  車哨 当f

4. )ι t在 京

5. X 凶1民 主

- 6  玄関ホー J レ

7 ホ ー ル

8. T;' t  11占

9.  i卦 討1: 'i， 

10.  ν ョ ー

ワィ γ ドヲ

2 階

地 1. lJi 務 主

2 ホ ー ノレ

3 食堂 ・会議五

3 階

4. 且i i< 屯 7 技 」二 宝

5 氾; r n交換: : l i 8. 待 合 軍

6 治 療 出 9. ;.持 沸 主

-

• 

1. 'lf 務 室 3. 所 長 室 5. ホ ー ル

2.  ｊｊｾ＠ 'J< 主 4. 1'i 五 6. i身 世1: 室

5  

-d  

-， 



• 
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l=t ーl

-、.  

4  階 3.  ie; tli ｾｲ＠ 6 ホ ー ル

1. lJi 務 司r 4. 食堂 ・会a&室 7 渇 沸 ｩｾ＠

2.  -11 長 主 5. ，.'} 陣

5， 6階

1 事 務 室 2 ホ ー ノ レ 3 沿 沸 宝

‘

"

・

‘  

レトf[5乏症

ｾ 壬 ＺＮｾ
4  

_.， 

1 γ  

2  

者

とよ 丁

ト

7 階

1. タ一 日ングタワー 3 ホ ー ル 4. :Cr f. ll 

2 隙 J . ¥ { 線

8 階

1. E . L 機 械 屯

2.  ; j ( 柵

3. ファ γ 室

4 合 昨

日 ペ ヲ γ ダ

塔 屋

1. D.  C 通気持主

4.  エレベータ ー・ 階段室

床 ピエールフローリ y グ

ｾｩＧモ モルタル. ゾヲコート

天 ;1 プヲ y 、 タ ー ボ ー ド

ベイ γ 十1I!l .!

5.  3階 徳 島 ク ラ ブ 室

6. 3階 徳 島 県 展 示 室

ｊｾ＠ ビニールフロ - 9 : / グ

ａｾ＠ モルタノレエマルジ胃 Y

ベイ γ ト

天 井 。プヲスタ ー ボ ー ド

ペイント IIfl j-

徳 島 ビ ル デ イ ン グ

27 



i E 而 外 観

住 友 ビ ル デ イ ン グ 別 館

'  

設計監理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組
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一一一一てごエユコ|

』 玄 関 ホ ー ル 2. ェν ベータホール 3 事 務 室 4 応 援 室

5 役 只 室 6. 銀 行 I . B . M 盆 7. ' d /iIl 8 通 用 門

9. '7 γ プヲェイ

住 友 ビ ル デ ィ ン グ 別 館

姐築位民 大 阪 市 lH 区 北 IJC 5 丁 円 22 爵 I也

工 JUI IIll 和31年 7J1 3 n - 附 AI 32年611 30日

敷 地 荷 積 597. 97坪

生ｾ策波駅 地上 7 隣 地下 H 帯 地問 2 隣

商 問 地 階 333. 2坪

1 階 331. 8坪

2 - 5防 各 307. 7坪

6 ， 7 防 各 261. 11干

絡尽 ( 1 . 2 防共) 83. 6坪

新館延I師m 250 l. 6什3

111官官延TIii M 527. 0J T 

総 延 面 川 3028. 6坪

軒 高 パ ラ ベ フ ト 上端i主 26. 00m 

l止阿部 砂 34.  15m 

m 造 鉄骨鉄筋コ y ク 3 ー ト足i

外部 (.1:上

慢 正 面 凝 石 貼 り ，袈商 人造有主主洗1111.-

窓 全 面 ス チ ー ル サ ':J V ュ ワイヤ ーガ ラス

入， 1 階廻り スチ ーノレV ヤフタ一入

内 装

I P，左 エレベータホーノレ nミ ア ラプー，

f理 大PI[ 石 1 天列 プラスター イＧｊ￮ ｾｮ ベ ｹ キ

仕 上

2 階以上 エ レ ベータ ホール l革 日ノタイ

ル. ｾ立 T ラゾー ，天井 アノレタイル

役員室及 l司会議宅 ，ｾｇ 接室 ｉｾ ミ リノタイノレ

!if 練ベニヤ ，天 )1' :Ii 干し吸音テックス

食 堂 床 ｈ ノタイノレＮｾ ピオ/ ' ! . Iハー ，

天井 市孔吸音 テフクス

一 般 事 務 室 床 3 ノタイル，!i! プラ; t . . ; Y

ースプ V フドサテン . 天井 -11孔吸音 テ y

ｾス

.• 
，.

 
‘  ， 
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- 圃

別館 3 階

住 友 ビ ル デ ィ ン グ 別 館

地 階 4 階

1 機 械 宅

2 ボ イ ヲ ー 京

1. .:r:. ν ベー タホ ーノレ

2. 司I 務 宅

3. 中 央 監 E日銀" i [ 3 綿 花 比 本 ' "

4. 向 家 発 a; 機 宝 4. 繊 維 見 本 室

5. 虫: a; {  芳三 5. 1[. f正 本'

6 てf 首i

'" 

6. 111 FI1 

7. 曹と .f( {  苛' . 7. l'l: n  宝

8. 合 Hl 8 役 只 会 議 宅

9. )也 下 ju 

2  階 5  階

1  エ ν ベータホ ーノレ l  エ ν ベータホール

2. rJI  務 言て 2 τJ' 務 室

3. ¥u 1;( 宅 3 役 n  
F司b、主

4 術 開 見 本 宅 4. ft:: m '.'[， 

百 計 算 険 常 5. .'!  Ji ll  

6. 1世 只 宝 6 会 ;m 京

7. l G m 室

8. ;'} ftli 

9 ラ イ ト コ ート

3  階

l  エレベ ータホール

2.  <Il J首
{  三也

3 役 n  51 

4. Je; ti:! 室

5. 役 貝 会 議 室

6. '1" 倒

'" 
7. Ｚ ｉ ｾ＠ Ji II  

施 工 者 の と 1ま」

当別舶は住友 ヒ' ノレ本館の南側道路ーつを隔てた位 rn.に，

本航とはI也下; ! J ! 絡をする栴忽で J.Il 設さ れ た ピ ルでありま

す。 住友本館は，長谷部鋭古先生のお竹 ( 大体制l 施工) で

ありまして過去20数年，大阪人に肢も親しまれて米たピ ル

i.l!築の傑作であります。それだけに. 私は責任の前大さを

痛感しました。

J'. ' Jli J:.的 3l i l' 7  n  ｊＱ ｩ 二 Ｑ Ｚ 。 約 Ｑ ケ ｊｬｉ聞を主ｾ物 の 撤 ｌ に Ｑｲ や

ｌ ， 全コＧＮｬ ｾＱ ＱＱ Ｗ 月をもっ て去る Ｗｊ Ｑ 唆功しました 。消 工当

初. 七個鉄矢 板線に あっ た南 It および東西に l'ti且する れの

IUI 肯lイi fl l下水( 地下 11尺) の撤去に l'/ i: 労しました。 また隣

搾して R C造 4 階i . l ! ( 地下安なし ) のIn館がありますので，

ｾ ｉｉ ブ ｉ ｲ によってニの ＱＱＱ 似 の 沈下 が起らぬよう 。ＱｩＱ￬快刀 法 ｉ こ

円心 しました。

ｊ 主総および主体ユ ｊ ｊ Ｇ を急ピ γ チで進め ，仕 上 ｊｾＢ ｉ ｉｊ とし て

まる Ｔ ヶ月を 舵保することに努 めまし た ので ｰ 無 ｾｉＡ のない

仕上工郁が脂エできました。これは ;1文 1円側こ' 関係の方々

のよ tI ご政解と ，官官p，[ に当られた nffl ，[ 主計工務技術宅長城

武三郎先生の通切なご指導の賜でありまして ，J♀く感謝い

たしております。また ， 下 説業 Ｎｲ，Ｎ ， 附 ｉｗ 設 備名 ｪ ｾ e. の方々

の終始 .，'，したこー協力に併せてお礼巾します。ご関係の符

際} j ， ありがとうござt 、ま した。 ( 日野 足1)

.  
、.
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設 計 株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

，施 工 株 式 会 社 奥 組村
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主要仕上

玄関ホ ール 天 井 ホモトー γ

壁 ゾラコート吹付 ，一部鉄平石

床 P :? イル

管 理 部 天 井 ゼ ブ ラ ト ー γ 目

!i!t l担I也ネ日ッうr ，W ナテフロ

- ! ，I / ' グ

階 段 教 室 天 井 手1イL ミアヰポー

ド，スプ ν フドサテ Y 1lt袋

ｩ｜ｾ＠ モノレタノレ下地，スプレッ ドサ

:r ｙｾ 産 技 ｊｾＧ＠ P :? イル

ジ守ムプー宅 天 井 プ ラ ス タ ー，

壁 3. 61'1:? イノレ，同日 8分戸1モず

イクグイノレ

一 般 教 宝 天 】| プラスター ，

壁 モルタノレ下地 ;えプレ γ ド; T

f '/ 塗装

日ミ プナフロ - 9/' グ

外虫 色モルタノレ吹付，一部二丁掛

タイノレ貼

， 

.  

E  

所 在 j也 大阪市阿倍野区北舟町東 l の14

規 模 鉄筋コンクリ ー トj古3 隣i告( 将

米 4 階I f l策) 一間I"f Ji' l. 

坪 数 1  F  146. 7  

2  F  11 1. 7  

3  F  105. 8 
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lま

この 学校は夫容師の碇/llt 学校である。

従来のこの械学校には注射がなく I Jt! );( のY 校を除い てはi!i ピル

を改装したものなど応急的企むのが殆んどであっ た。したがって全

〈析しい阪地に，統 .(“ j t.: 別uliil 二) "t 、てill ，;止さ れる学校は;町作品Lで

I t 劃期的であっ た としえよ弓。

設計に 可って保持 された嶋本的々線は次の ような施主からの希唱

であっ た。

①美容学校に相応し く『史的』な感じを ワえたい。

@ 衛生的で明 るい感じが欲 L ¥、。

①各教主は V ョー，研究会にも併用したい。

平面的には Ｎ 敷 地 の Ｎｬ ｴＪｾ に治 って 市 西に良 い 三 階地 の 教室 仰 が置

かれ ， その 触にｩｉＱ交し て 出側道路に近〈平川 の 管ｾＮｉｬ 械 を 配し動線 の

短縮がはかられた。③の条rl ーによ り，各教不川の仕切li "l 動J J i t. と

し折rt pが探J f I され ，ｾ ｉｉｉｉ の多 Ａｉｉ ｦ Ｇ ｬ が 獲 得 さ れた 。

限られた予算は勢い経済的な 直交する平而による空1111を 拠供す

る。 ｩￜＮ ￎ￯ 体空 間 で Ｑ ＺＱＺ ， その ｾか さ は比例 ， 肌 ｾｈ ， 色 の 対比によ って

決定 される。 このill 物では意識し て色が用 いられた。外壁では薄茶

の主調に治uの二丁崎タ イル，部分的な，'" 畳，赤，vf ， t立の瓜，校

長 室のラ イト ス カー ν ッ ト の 前 ｜ ，腕 ｊｈｩ の ヅ ァ ガボ γ ド と 向 の ｾｩＡ而 ，

階段教 ｾの 瓜 の天 ＩｴＭ， Ｇ￞ｾ色 の 廊 ， ＱＧ ，｜ ・ ｲ ＡＧ ， 等 々。

昔い卸やかしトジーに胸を一杯にし てニニ を飛び立つ人々が，生活

に甘｜ ｾ }J .... I"した J古川町 であるJ自主F仰 としての 1' 1己を擁立した時，時折で

ニ の 処物 ーある 時期 ， その 人述 の 生活 を 包 んだ ｾ ｦｬｬｬ Ｍ を也 町 、起し

てく れ るなら ，設計必 として よれ以上の喜びはない。 (赤崎尚 fiJ)

と」の者

ふ

l

-
E
E

 

設
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道路 より校長室外部を見る

.、v

a

・
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町
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1 階階段室 床 P タ イ ル ， 壁 モ ル タ ル 下 地 ス プ ν ッドチ T Y塗装および

ゾヲコ ート吹付，天 升 プラスタ ー

12 

階

J. 主 主 |問 ｾ Ｎ＠ ¥[1 eil ?i{ 

2 ホ ) "  
10.  :(J Jil"t  

ｾ Ｎ＠ ｾ従 ＮＱＭＺ I刻

11 ν ャ ム プ ー 宅

4  目前 u  ＧＱｾ＠
12.  ;l! ｾｬ＾Ｏ＠ t{ 京

13 コE 応

5 小 会' . i 虫
14. 1肖 司毘 ヨ包

6 校 長 ヰE
15 使 所

7 ロ ッ カ 一 室 16. 湯 望島 宝

8. : : . <: 水榊ポシプヰf 17.  UJ! 丁 室

、
l

 

'

 

お'"
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校
出 美

円 ｾ ・

官 曹E 門

-
階 段 教 室

床 P.? イル

壁 . ス プ ν ッドサ T Y t世襲

天井: ミ Y ヰボード



廊下出入口より

校長室をみる

日E ナラフロ ー リング

lli 滋地1、9 :;1 ケ

天井 ゼ ブラト - 0'

廊下 ホモト - 0'

2  階

1. 階 段 教 室

2. 教
堕1

3. 教 5! 

4 倉 w  

5. 使 所

3  階 1 教 主 2 着 付 宝 3. 物 置

Ｑｾｬ ｲ＠ 甲 日ー Ill - '  

教 室 ・ 廊 下 聞 の ス ク リ ー ン

扉 ν ナベニヤ ，7 ラッ ν ュオイルペンキ ラγ マ 近IljjJI ラス

腰 モールガラス 引; u戸 左 側 折 タ タ ミ 戸

指示敏 セミハード 7 -:1 クス



11:: .(11 外t I 1

通 産 省 大 阪 工 業 技 術 試 験 所 本 館

場 所 大 阪 rli 大 淀 区 大 仁 同 3 丁 目

t.Yt .i白 R C 2附地

du 1Il 1 防 400. 75m
2  

2 階 400. 75n1
2  

，H' 801. 50m
2  

工 期I ｉｾｬ 和 Ｓ Ｑ Ｉ｝ 12月- 1I [l AI32!ド 6 }J

書a凡x  
計 近 自民 地 方 建 設 局 営 繕 部

外部仕上限! 笠 モザイクタイル貼 り

施 工 株 式 会 社 神 崎 組 大 阪 支 庖
事 ｦｾ モノレタル1 リビニー J レペイント

神f 生 校 側 K .  K  当2 ｾ＠ R百 i? 
hl 似 ア スフアルト p}j 水脳

m 5t 設 備
八 千 代 '，[; 設 工 業 旅 式 会 社 ｾ以スチー ｊ レサ ァ ｖ ュ

、

36 
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平面図 下 : 1階 上 2 階

l ホ ー ル 2. 応 接 室 3. 所 長 室 4.  ｾ ｊ ｩ＠ 務 室

5. 会 議 室 6 講 堂 7. I空 室 8 医 務 室

9.  m活交侠: . ; r 10.  i品 群 宝 a. 映 写 室 b ス テ ー ジ

c.  Pj' 入 d 便 所

& タ
- - d  

ホール階段



建 設 業 の 今 昔

今は昔，国または公共団体の工事を請負う者はその相

手方の代議員κ なる資絡がなかった 。乙んな状態が昭和

の初めの普通選挙が実施されるまで続いた。

諮負師は暴力団の親類のように考えられた乙ともあ

る。浮浪界から逃れる ために， ｟｟Ｎｧ刊の者が訪ｾｾ ｾ 業の看板

をかかげたこともその一因である 。今は建設業者と名も

改まり ，笑もかわ った。紛争審査会へ持ち込まれる紛争

の"1'で注文者が工事代金を不法に支払わないのがある 。

注文者が裁定に服さない場合，業者は 『柄がよくなり過

ぎた』と| 興ずる 。

前!i 負人というものは工事を コ・7 化すと今でも真面白 lζ

考えている人がいる 。コ・ム化しはクレームと信用の失墜

を考えると別設にならない 。工法を合理化して冗貨を省

き，I百l業者閣の激しい競争担で，より 堅実 lζ 生き延びよ

うと新工法の f!l f鎖 lζ 村進しているのが近代建設業者の災

態である 。 ( MM)

末 端

施主とゼヰ、 ・コントラクターが契約する 。ゼネコンは

すプコンへ仕事を流す。ナブコ γ は親方へ流す。親方は

すプの職プi へ流す。そのたびに仕事は分業化し，細分す

る。それはいいが，単{ ，Hi も低くなる 。最初の契約の内訳

l別調II と比較にならぬ低単価で末端は仕事をする仕組だ。

乙れとそ資本主義の丑11似的形態だと ，わか ったようなこ

とをいう人もある 。

木端の職人は，きま った単価でと K かく走るだけだ。

走り方がどうあろうと ，途 '1' で近道しょうがW;わない ，

仕線香というノレーノレなんぞは，偉い ｾｋ［ｈ さんが ｾｉ っ てい

るだけで，俺に関係なんぞあるものか。

という乙とになると， 一体技術というものを111.いでい

るのは誰なんだ。これは気K かかと ζ とだ。

(Ss)  

38 

高 く 建 て た い

棚橋博士が 2700 尺 (820米) の高附ピルを提案された

( 大阪建設業協会誌 8 月号〉 。 ライトの 1 - <イノレピノレ

(1600米) には及ばないが，しかし今日では世界ーの人

工建造物だ。初l縞案 とライト案との類似点はそれぞれの

形K はなくて高く建てたいという粉村'ICあり，相迩点は

発知、の仕方にあるようだ。ライ トの場合その椛造は直感

的であり ，また日 頃の主張の通りにカンティ ν パ一方式

をと っている( 数本の喬木を束とする原則) 。仰j楠博士

は構造力学を武器としてパベノレの塔に挑戦されている

が，殉dζ 地震ブ' JIC対する ill lJ JUj 的な発: t ! tがあって今までわ

れわれを長く苦しめていた迷信一一日本では高いものは

危い一一ーを打破した。

ｧｾＱ 也 Ｉｪ ｬ ｰ ｊ IC {'I' びてゆくより外にプj 途のつかない日本の

国際環境から見てもわれわれは高く建てたい，国力を高

く積み上げてゆきたい 。それは白昼夢ではないようだ。

( Us)  

心 ぞ う と 心 が け

医学は大変な進歩をしている 。建築でも ，モノレモ ット

代りにな ってくれる建物が沢 111あれば，あるいは，欺け

なか ったかも知れない。その '1:'で も，皆条件がちがう上

IC，や りっ放しで，後で煽りかえして調べた乙との少い

r2Ji礎』については，なかなか，その技術が進歩しない

のは， 1!!¥迎! もない乙 とである 。良か ったのか， ，Ｑ ＱｬＮｾか っ た

のか，よくよくでないと ，ナ ッパリ判らないのが2 & 礎で

ある 。だから， i せいぜい乙の辺でモクケテおとう」と

か， i 乙んな所 lζ 金をかけるのはモ ッタイナイ」などと

いう考ーが出て来る余地がある 。

しかし 、 必礎では ， 万 一 必いと Ｇ ｉｾｉｊ っ てもどうにもなら

ぬことが多い。調べて見ょうという 5誌にならぬのも世! ¥: l ! ll

はなし '0 I家者IC見せさえしなければ州人κ ならないで済

むというのと， エちが似てい る。

どうも ，Jhi¥に大切な乙とがわれわれには欠けている

ようだ。 (WK)

-.  

-， • 
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一

品
日炎座るす関法工下地

元

昇

稔

紀国

泉

々

近級建築会館

Ｈｬ Ｑｾｾ 不問 ・ 敬称略Ｉ

元 市 大 教 授 森

K K竹 "1' 工務庖 小

大 成 建 設 K K 百

- ところ

出席者

昭和32年 6 月29日

質性の

とき

土の盤地阪

" 角島

官

大

内

I  

.  
、.  

法エたし適盤地阪大E  

武

夫

彦

向口

沢

浪

施

岡

谷

寺

陶

布

政

K K 大 林 組

K K 大 林 組

清 水 建 設 K K

市 大 教 授

K K  ｩ，Ｑｾ 村組
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森 田 どうも大変むつかしい注文で図りました。大阪の

地盤のことで，私から皆様にお礼を申し上げたいのです

が， 6 年前に大阪に まいりまして， 大阪市の地盤につい

て興味をもち，少し研究 してみたいものと志しましたが，

その附皆様始めいろんな方面の方から非常な御援助をい

ただいて，幸いに昨年から今年 3 月頃までかかりまして

大阪の地税の土の性質ーと，その重なり工合，その他地下

水の問泌についてのアク ト・ラインをどうやらつかめた

ので， この春この中のご く一部分を，とこにおいでの布

施先生β の御協力を得まし て，発表するようなところま

で進める ことができました。 これも 皆様方の一方ならぬ

御協力 と御援助のたまも の と，患っておりますし，その|悶

御便宜を叉' てま したことを厚くお礼申し上げます。近く

持綴 ｬ こも ｾ ｦ Ｊ をお知らせするととができる よ うな 地盤阿

が一応でき k りました。皆様に見ていただき たいと 患い

ます。

大阪の地盤について最初にごく簡単に 申し上げて，ぉ

f1i しを進めていただく 参考に したいと思います。すでに
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大阪地盤の土の性質

会司

ウエルポイント工法の実例をめぐって

て

布施 土は非常に工学上回佃! な物質であり ，とくに大阪

地盤は軟弱地盤なんです，そとで本臼の議題の地下工法

というとと になりますと，土の中の水が，いわゆる間隙

(柱。

水圧 といいますか，とれが大低の場合惑いことばっかし

をやってい る。 むしろこういうも のがない方がよいとい

うことで，地下工法の大部分は水を放くというととに要

約されるんじゃないでしょうか。地下工法といいますと

まあ姻削とと に軟弱地車牲になる と閏結する方法などです

が，とれに対していろいろな工法があり，とれらは大阪

の地盤にi並j と不通があるだろうと思います。それからサ

γ ドドレーン工法， クエ ノレポイン ト工法，いづれも 重要

なも のにちがいないが，いろいろな事情に よって適，不

適があるのではないか， ζ のようなことの大体を森田先

生に一つお願いします。

{ 柱。

間 隙 水 圧 ; 土の粒子聞はできている I! 日隙は地下水面以下では普通

水で飽和されている。乙れを 1m同日水と呼点。通常問問t水は地下水面

よりの深古 Il : 応じ静水庇と等しい水圧状態にある。透水性の恐い粘

土地舵では荷ill が作mす る，粘土位子情造の圧縮性 1: 1 水と比較して

極めて高いので，荷ill は間関1水にのみ圧力として働き ，開閉1水圧を

静水圧よりも高く狗iill l C 等しい圧力まで上る ζ ととなり，地盤の変

形，強度の変化など のJjjl闘 をなすものである。
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大 阪 地 盤 の 東 西 断 面 略 図

御承知のととと思いますが，了度この附近( 北浜) を中

心とする上IUJ 台地，これを中心として，東西が約 2kmぐ

らいの巾をもっていますが，古いかたい砂記事庖の地盤が

ずーと出ております。との下に中段にかたい粘土陪があ

りまして，また砂磯胞があります。 ζ れは御承知のとと

と思います。そして西の方は秋い大阪の沖約庖があり，

これがちょうどいまの御堂筋附近を税として西側l当りか

ら急激にその深さを増して，まづ取りつきの部分の粘土

( 抗2)

陪のj早さが 5 - 6mの i / ) レト層です。ちょうど現在悩工し

ております新大ピノレ，そのすぐ川をへだてて住友生命ピ

ノレ，住友本社の線を トレー スしてい きますと，だいたい

5 - 6m のj早さの ν ノレ ト層の上に トップセッ トが被うてい

ます。これが梅聞の方に行くとくい込んできて丁度曽椴

崎答祭器の附近がそのような状態になり，そして北側の

方の現在の阪急の当り，と れがいわゆる根回層で約2 7 -

8m迄がj早い粘土貯になります。わす' か約 20- 30m の問

に急激に変化をした形になっておりますが，おそらくは

古い時代の川の流れがあって ，浸蝕を受けた跡なのであ

ろうと思うんです。大阪テレビ ・ピノレが丁度その上にの

つかったかっこうになっています。また現在の江商ピノレ

がその上にあるのだろうと思います。そのような変佼点

になっておりますが，そとから酋の方は末端で約 28mの

粘土用，上に約 10mの砂層，それがさらに西の方になる

と粘土用はもっと深くなっています。次に上野台地の

東側lでありますが，これも同じ ように約 20m の深さ の

同じような粘土用があります。そして布胞の方に参 りま

すと，少し粘土府が浅くなりまして， ごくうすい 5 - 6 m

(位2)

シル ト眉 ; 粘土より は大きし 砂よりは小 さい土蚊子は ンル トと

呼ばれる。 敬子の形が_ej (状のと きは砂K 近い性債を示すが，il#J' i 状

の鶴子から主としてで きていると塑性を色 ち，粘省主lを示し，また

圧縮性を ｢ ら粘土 ｉｾ 近い性慣を示す 。シル トは遜水性は低＼， ill 力

ではほとんど透水しはい。大阪は後者の シルト屈が発達している。
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の砂がこれを被うている ，軟い地盤でその_I : に一部分‘

山からくずれた砂がおおう形になります。

さらに新淀川を越えて北および北東部には 10m前後の

粘土層があり，これが尼崎の国鉄線の附j圧を越えますと

急激に深くなります。

次に問題になるのが厚い粘土層の粘土であります。厚

いとい うことと，軟らかくて弱いという こつのこと，も

う一つは地下水のくみ上げによる庄密，それに よる地般

の沈下 という問題が含ま れて建設技術のよに非常に面倒

な問題を起しています。これはいわゆる沖積陪粘土，こ

の粘土は東側御堂筋附近から酋に行くにしたがってゴロ

( 1主3)

イ 1: 粒子が増加してさて，いわゆる軟かい粘土という状

態?となります。なおとれは築港から此花方南が一番中心

になり南の方に下って大正区から住吉区になると丁度今

の東側! とやや似たような状態になります。 この粘土が相

( 抗。

当に怒くて， f皮世・限界( リキット . 9 ミット) は梅田附

近では 8 0 - 90 の値になり ，これが西の方へは 100- 1 2 0

の値になります。また コロイド の含有が高いと岡i時に含

水比も非常に高く，それだけに収絡をする昆も 多 く，強度

も小さい，いわゆる支持力の小さい，あ るいは重い構造

物の場合は，それ相当に大きい量で沈下をす る。また地

下水をくみ上げると地下水位の低下にともなう沈下位も

非常に高く ，御承知のとおり此花から尼崎になりますと

i昭和九年の測定以来 2m 近い沈下をしております。とれ

(位3)

コロイド粒子; 粘土の性質は土の包子中極めて微細な粘子 ( 2

<  7 ロン以下) ｉ ｾ よる影響が 大 きい 。 ι の大 き さの士 は脇町休 の 幣

債を色っている。

{註4)

主主性限界 ; 土に含まれた水が多量になると土は波i本となり形を保

てず，すなわち強度をもたなくなる。液体の佐賀を示す極限の水の

訟と土の設との割合を液性限界という。
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にたいして東の方になりますとぐっとへって 70- 80cm

程度になります。との沈下i i 1 の大体約半分が梅田層の粘

土の収納と考えてよいと思います。これも粘土を採取し

ての圧密試験による理論的に計算した値と 一致しており

ます。とのような粘土は皆綴御仕事をする上になやみの

秘て' あると思います。その J-_ に先程申しました 10m，所

? とよりますと 12- 1 3 m の厚さで聞の力ーへまいりますと

非常に細かい砂になりますが，東の方の梅田附近ではあ

らい砂を含んだ砂層があるのです。いわゆる沖積層のト

ップ ・セッれことにも痢削する上に，先程布施先生か

ら御指摘のありましたような水の問題が出てくるので

す。とくに下の方の粘土が不透水ですから排水その他の

上にかなり問題が出てきて，堀削の際にいろいろな苦心

が現場でなされています。

次に東の端ですが，閉じような堆積状態なのですが，

ちょっと逃うのです。西の方の粘土は海の中で推mされ

たものと考えるととができます。これは間際水をとり，

それを分析してみますと場所により少し泣いがあります

が，海水と同じ濃度の庖分を含んでおります。部分的に

はもちろんへっておりますが，中心部分では海水と同じ

淡度をもった塩分を含んでおります。ととろが，東の方

( 上町台地から東の方〉東成あるいは城東区附近，それ

から新淀川| から北の三国から十三の附近に出ます粘土の

IH]I際水はほとんど淡水に近い状態になり，つまり真水の

rl"でできた堆秘か，あるいは後に洗脳tといってイ; ; f ; ' ; 白

換が行われたかのいづれかということができますが，地

形その他から考えてまづ淡水中 i乙堆積したものであろう

ということが惣像されるわけです。との粘土I ' C . I . 汲えまされ

た¥1 } 解質の岱と債とが粘土の性質を非常に変えてまいり

ます。とくに淡水で洗脱された粘土は一口にいいますと

粘土の質を非常に悪いものにする，力学的にいって工合

の惑い状態、を作っている。こねた粘土の強度と自然堆ffi

の強度が非常に違 う，すなわち乱れに鋭敏な また圧縮性

が非常に高い，淡水性粘土のあっかいにくさが東の方に

非常によく現われて，工事をする場合に種々問題を出し

ているのです。

とくに掘削や杭を打った場合の状態や，あるいはその

後の荷電が作用 したときの変形に非常に都合惑い状態に

なります。とういったような大阪における粘土一つを取

っても迷いがあり ます。 ν ノレトの琵の含有抵の大小もそ

れの工法を決定するフアクターになっております。さら

に進んで今の間隙水をもっている電解質，とれなんかも

m要なフアクタ ーであります。

次に上111] 台地とその東西にあります砂l深層の地盤，と

れも地盤の強さとか，いわゆる支持カの問題になってき

ますとほとんど問題にならない良好なる地税で，一而透

(註5)

水性が非常によいということ，場所により被圧水をもっ

ているということから，とれも地下工法の上に，かなり

重要な フアクターになります。とくにいま申し上げた沖

積層と上町台地を作っている砂磯層との取合せとの部分

では砂礁を薄い不透水層がおおっております。これは，

掘削に際しては，水圧などのために困難な仕事になりま

す。とういったととろにかなり注意しなければなり ませ

ん。最後に上IIl J 台地，それから東住吉方面の荷台，こ れ

は今まで市上げたととろよりはかなり古い巡った地層で

あって，部い粘土と砂礁層が互庖になっております。と

れは今日まで重要な構造物を作ったことがないためもあ

りましょうが，比較的良好な地盤でいづれにしても排水

その他の問題に対して，大きな問題がおきたというと と

を聞いておりません。いづれかといいますと取扱いやす

い場所で，高い所にあるために自然に排水が行われると

いうことでありますが，地獄の性状から見るとよくしま

った土でありまして，透水性がよいとうわけではありま

せんが，そうかといって間隙水圧を高くもっという問題

もないということで，施工においては比較的容易であり

ます。

ただし新市域に入った東住吉のアパート はかなり悪い

弱い粘土のようですが，実はまだ研究したことはありま

せん。との辺それから平野，八尾ですが，この方面につ

いてはくわしいととはわか円ておりません。今後資料を

お知らせ願って研究したいと思っております。非常に概

念的なととを地撚について今まで 5 ヶ年間研究しました

結栄で申 しあげてみました。

次にいろいろな工法の ことですが，結局先程お話しが

ありましたように深い堀削をする上にいろいろな問題が

あるわけなのですが，結局は水の処狸というととがキイ

・ポイ Y トになっているように思います。手ムはそのよう

な考え方をしているんです。土が動くとか，地下水の水

圧とか，地下水の流れというふうに，それらを止めてや

るか，あるいはその水圧をなくしてやるととが，結局郷

削を成功させるゆえんであるというふうに考えておりま

す。

原: g J l 的にいいますと排水 して水圧をおとしてやるとい

うとと，とれを一つの工法 として考えている。もう一つ

は逆にプラス ・プレッ ν ャーをかけてやって水の中に動

かない水圧差を作ってやる。地下の中で水を動かないよ

うにするためには，いわゆる水耳目勾配を作らなければ，

7 . k はそのままめ状態に保たれるわけであります。 7)( 頭勾

配をなくしてやろうということが，その方法と してよく

使われます。いろいろな工法があり，きいきん発達 して

きていろいろ皆さんが御研究の結栄，たいへん上手にお

使いになれるようになって こられた よう です。

とれもどの地盤に どう適当か，という地総だけの問題

( 駐日

彼圧水 : 地下水が何かの原因でその位置の静水圧より商い水圧を

もっている ζ とがある。 E のようなとき ζ れを被圧水と呼点。
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ではなく，郷削していく 工法，作ろうとする構造物とい

うものの大きさもファクタ←になっていて，一概には申

せないわけですが，原理としてはいづれも水頭勾配を小

さくして行こうということにあるように思います。それ

を一番容易に得る手段としては何かという問題になって

きますが，それには粘土のような透水性の恐いものをど

のようにするか，この場合掛水をしても，粘土自体の排

水性が惑くて間隙の水が排除されないためにその水圧と

いうものがいつまでも残っています。いわゆる過剰間際

水圧というものが発生して，とれが粘土の強度その他に

も直接影響してをます。砂の場合ですと排水が非常に容

易です。透水性がありますから，水圧を低下するという

ことが容易です。が，一面排水をしてゆくのに非常に多

量の7. l <. i u: を揚水 しなければなら ず，時には水圧の減少が

できないというととにもなります。結局つぎつめていい

ますと透水制: のいい地撤に対する仕方，透7l <悩J のlaい地

幣に対す る仕方というととだけに問題が しぼられてくる

ように思います。

で，サンドドレーンとか， クエノレポイ Y トとかいうよ

うなものは透水性の惑いものに対応するもので，ケ - : J

y とかいうものは透水性がよくて非常に水量が多い場合

でこれは水圧をなくすために非常に多誌の水を排水しな

ければなりません。今申し上げたように結局西の方の地

盤あるいは東の上町台地は排水性が恋ーいから，不透水t J :

の地般に適当な工法をとらなければなりません。御堂筋

から策仮側lリl地あるいは上盟野f 台地東側のt裾思

3非|ド三常に良いわけですカか為ら' とれに応ずるような工法をと

る，それにはどのような工法をとるかという問題になっ

てきます。布施先生の御注文に対して，非常に概略で解

りにくい訴を申しょげましたが大体以上のとおりです。

ウエルポイント工法 ごく小径の鉄管打込井( ラ

イグー〉を多数ならべて設置し地下水を揚水する工

法で，通常ヘッダー とよぶ管によって l 台のポンプ

に全ての井戸を接続して排水する。このとき真空ポ

シプによりヘッダー内を低圧にすることにより，ポ

γ プを有効に作用させる方法が智通に用いられてい

る。
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H  大阪地盤に適した工法

布施 有 ｾｦｦｲ うございました。またむつかしい質問をする

んですが， クエノレポイ γ ト工法，ナ Y ドドレーン工法，

とれはまあ比較的透水位の惑い地盤に対して，構造物の

規模が決まらなければ，もちろん施工の方法もきまらな

いでしょうが. 大体の概念からいいますと，どういう |時

にクエノレポイシ トを用いた方がよいか，どういう時にナ

シドドレーγ を用いた方がよいか，大分面倒な諾です

が，およその概念をお願いします。

森田 非常にむつかしい質問で，はなはだお答に困るん

ですが，いろいろな条件があり，ナシドパイノレですと，

とれは粘土の '1'のIIJII隙水圧をなくして庄密の促進をはか

ろうというのが目的であります。

布施 圧密の促進の方が主でしょうか，ワ エノレポイ Y ト

でも …・- 。

森田 クエノレポイ γ トでもできるのです。ただそれがク

エノレポイソトのライずー( 揚水管〉ですね。7 l < をji 苛接rr

空をふれきしておりました部分のみが早く進む，予定し

ました場所全体に行くには時間がかかるんです。

布施 各々特質があるんですか。

森田 そうです。 ワヱノレポイ γ トは どとまでも一種の拶|

水工事であります。ただし V ノレ ト府の場合，あるいは大

阪でよくいっております小砂，ν ノレトといっていいか，

砂といっていいか，丁度税自になっています。これはブ

レー キーな砂で，簿片状の砂なのです。いわゆる害時の

粉のようなものが非常に多量に令まれている。これが非

常にわざわいして動排水が容易ではないのです。ところ

が. N J . 片が重なっているようなもんですから非常に問|旅

が多いのです。こういう物に対しては クエノレポイ: y 1. だ

けで広い地域を圧密することができるのです。ただしゴ

ロイドが入ってきますと，かなり困難になってきます。

範臨が非常に狭まってきます。そとでナンドパイノレを入

れる，とれも J -.にT r 昔、府がないと工合が惑いんです。1沙庖の

中の水圧をなくしてやって，そこに間| 鉱水圧との差を作

ってやります。それで自然に排水さして行とうというの

サンドドレーン工法 秋粘土地盤中に杭状の砂

を，粘土 ｪ 自の ｬ 広面附近に迄作り，これを適当な間 ｉｾｩ

で配置する。適宜の方法で地盤に圧力を作用せしめ

ると，粘土の間隙水はとの砂中に捌| 徐され，間際iを

減ずる。とれにより粘土の強度を増加し，また予め

地盤を沈下せしめて建築物の荷量によって起る沈下

を防止しうるものである。
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が，今のナ γ ドパイノレとクエノレポイ γ トとを組合わせて

粘土を圧密さす。もちろんこのす γ ドパイルは，本格的

な行き方ではないのです。サンドパ イノレは本来からいい

ますと. 荷量を置いてやるわけなんです。そして間隙水

圧を高めて，それで粘土排水をして，その後その荷重を

取りのぞくのが基本的な工法なんですが，それを砂の中

の水をぬいてや り，粘土に作用する有効圧を地や してや

る。粘土の粒子に筒接ったわる 圧力を高めてや る。 これ

によって釧水さしてやろうというのが，ナソドパイノレと

クエノレポイ γ トとを組合わせた工法です。とれはことに

建築の場合大体は郷削をすれば地下室ができるので，そ

こへ荷重になる土を置きますとこれを取り除いて痢り方

をはじめねばならず. 2 m 3 重の手間になってロスが大

きいわけて・す。痢削に際してはどうしても射1:71くをしなけ

ればならないのです。その排水を利用して圧符を促進さ

してやるねらいをもっているわけなんです。

布施 もう 一つ質問しますがね。大体 この大阪の地盤の

沈下は圧密沈下だというわけなのですが，そいつをこう

いう工法をと って，まづ最初にある部分を圧密さ してや

る，そうすると 隣り 近所に迷惑をかけんかということで

すが。

•• 
、

森田 とれはですね。非常にむつかしい問題なのです。

これはどこまで沈下がおよぶかということですが，これ

は解らない。いろいろ理論的に問犯を解いて行き ますと

解けないことはないんですが，実際観測する とそれより

狭い範囲しかない場合もありますし，非常に広くまで行

く場合もあります。今のところその原因ははっさりつか

めないんですが ，しか しクエノレポイジトを ｩ ｾ っ た り ，あ

るいはナンドパイノレを配置すると案外，狭い範聞にとど

まっているようなんです。もしも影響が広く行けばまた

別な使い道もあ るんですけれど案外狭いんだと申し上げ

てもいいんじゃないかと思います。

布施 このような工法はなんといいますか， 昔からあっ

たんですけれど， 大規模にやるという のは最近からでは

ないですか。

森田 ごく最近で，他の都市では突はやっていないんで

す。大阪だけです。大阪以外はとの工法はとられてない

のです。 東京でーケ所ぐらい外国でもあまり例はないの

です。

近所が圧絞しないかという 実例で，いづれ小泉さんか

らお話がありますが，そうひどく沈下させた例はないよ

うに思うんですが，まあそれが圧滑による沈下なのか坊i

削をしたための沈下なのか，これがどうもは っきり いえ

ないのではないかと思うんですけどね。私の感 じではそ

んなにまわりに沈下をおよぼすものではないということ

が出来ます。とれもナ γ ドパイノレの配置だの設計を上手

にするととです。もう一つはナ γ ドパ イノレを使って逆に

粘土の中の ｦ ｩ ｊｉｉ ｾｾ 水圧を一定状態に維持して行こうという

電

a‘  

ととを考えているわけなんです。これは先程申しました

ように，地量生沈下が下の地下水圧を低下させてい る揚水

のためおき てい る，つまり粘土 との間隙7) <1+: の差ができ

て粘土が下の層にすい取られて，それで地総沈下を起こ

しております。それを防ぐ方法 として逆にサ Y ドパイノレ

から水を周りに (:¥:入して行くというようなととで沈下を

防ごう， そうい うことを考え，そういうことを 目的にし

てす ｙ ドパイルの配ｩ￬Ｇ，ｾをやっているわけなんです。これ

は Ｕ 年 間 続 けてまいりましたが， 実験室 では ｾ ｉ Ｚ Ｇ￬￯￭ に有 斜 Ａ

なことが よくわかつて，理論どうりになるのです。

布施 今 日のお話のようにいろいろな工法， ζ れらは皆

すべて土民弐験と調符とを入念にしてからかからねばな

らぬと思います。

森団 結局このような工法のもとになるのは，土質なの

で. とれは場所によって全部ちがう と大さ.つぼに考えて

いいのではないか，そういう 三考え方はJムの持論みたいに

なって，やじられる のですが，どうも私どもエ Y デニヤ

は今まで使ってた材料が人工材料ばっかりで，強度にし

ても抑性率とか変化* にしても，一定の縄問内にあるも

のばかり使いなれてきましたので，ついその粘土とか砂

とか申しますと，その名前が同じものは性質も狭い泣い

しかないように考えがらなんですけど， 一口に粘土と申

しましても性質のレ シデが 広く， 圧 符とを強度なども ｾ ｉ

常にわずかなブアクターが大きく影響 してきます。まあ

その都度，その場所その場所で違うと考えてゆかないと

いけないと思います。

まづ何といっても地盤の構成状態とそれを作っている

土質というものだけをはっきりつかんで御計問を臥わな

いと成功できないということを申し上げてよいと思いま

す。

次に上の構造についても適当な基礎を作る，次にその

ｾｾ 礎 には， 土質に応じた工法を ， というふう に 進めて下

さいますと，仕事も容易ですし，工授の節約も可能です

し，あるいは計画的な仕事ができるな ど多大な利被が各

方而にあるものと信じております。土の性質を知ってい

ただくと同時にその土地全体の性質も知っていただくと

いうととをおすすめしたいと思います。

陶 i良 大阪駅附近から土f : l iで掘にかけてのピノレの基礎は今

のところ種々雑多の形式で，まるで基礎工法の競演の形

ですね。クエノレポイ Y ト併用のすンドト・ν - : Y 工法，既

成コジク Dー ト杭， 松杭をν ノレトで止めたもの，何の考

l I ¥J 、もない建物. m気惨透法などあらゆ る工法の ものが並

んでいますね。
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目 サンドドレーン工法の

実 例 を め ぐ っ て

布施 まあ一応実験室の研究と工法，両者が一つ充分な

連結をとるということに決議して， ぷくに工法に移 りた

い。サシドドレー γ 工法ですか，竹中きんで大分 この工

法をおやりになったそうで，小泉さんどうですか。

小泉 大分といわれますが実は初めてで，まだ施工中の

問題なので，そのデーターも非常に工期を急がされまし

て充分なものもありませんが，少しデーターをもって来

ていますし，それについてお話ししてみます。新朝日ピ

ルにす Y ドドレー γ 工法を使うということなのですが，

実はとれは，さきほどお話しになりました森田先生の御

指導によって笑現 したものですが，その前から梅田ピノレ

の時もこういう工法を進められたわけです。

ところがあの時分にはまだ実施例も他ではありません

し，われわれの方も今までとおり の工法で長く 杭を打っ

とけば，万一の ことが起っても安心だという考えで，結

局あれはケ - : J ' . / を沈めた後で杭を打ったんです。結局

とういう考え方は大分前からわれわ れの方にありまし

て，たまたま今度やりま した新朝日 ピノレなんですが，非

常に大規模であるにもかかわらず，非常に期間が短かい

わけで，どうし ても来年 3 月までには開館しなければな

らない。そういうようなととろであの大 きな敷地に杭を

今までどおりやっていますと，杭打ちに相当大きな期間

を使いますし，費用もかさみますので，これではとても

実現不可能だろうということが，今度あの工事に始めて

この新しい工法が採用された結果だろうと息うんです。

それでまづ政初土質試験は市大の方でお世話になりまし

て，なんとかあの工事は期限に間に合わすためには特殊

な工法をやるというととから，サ Y ドパイノレの提案があ

りま して，それで朝日の方の村山会長も，とれは非常に

面白い工法だからやってみようというととで， 賛成して

早速土質試験の詳細なやつをやりました。

その結果はここにあるのですが，今さきほど森田先生

から御説明がありましたようなもので，上から約 10mの

とと ろまでのものが ，いわゆるアプセ Y トの砂層です。そ

れからその下からずっと ν ノレトがまじった粘土があって

約 20 m- 25m ぐらいのととろにいわゆる砂利層ですね，

今まで杭を持たしておりました支持層があります。その

聞の 15m- 20m ぐらいな層が粘土層なんですが，非常に

ν ノレ トが多く粘土分が割合に少ない，すなわち25% ぐら

いの粘土含有量で，こういう地盤だったらナ Y ドパ イノレ

もきくだろうという結論を得ました。

それでさっそく構造の方の設計を しますと平方 m当り

に平均して 21 t on ぐらいになります。ところが今皮のピ

44 

ノレはその 21 ton の荷重がくる重たい部分は地下 12 mぐら

い掘削してその面に基礎が行くようになります。そう し

ますと 12 mの問に現住ある土の重量を差引き ますと，下

の粘土胞にかかる趨過荷量ー というも のが，約 2t / m
2

ぐら

いしかありません。ですからその わon 分に対 して余儲

圧密といいますか，サ γ ドパイノレによって先に圧密させ

とけば安全だという結論を得まして，先生の方です・ γ ド

パイノレの設計をしてもらいました。 その結果，径 30cm

のす γ ドパ イノレを長さ地表面から約 18m入れて間隔は約

3 m- 4 m と，その間多少荷重に よって間隔を変え たので

すが. 3 m- 4 m の間隔でナソ ドパ イノレを全部施工 しまし

た。 総数は 710 本ぐらいです。

普通のすシ ドパイノレはペデスタ ノレの カンを使って打ち

込んで，そして砂を入れるというのが普通らしいんです

が，との場合は附近に振動音 といいますか，そうい う音

を発しないことと，もう一つ土質試験の結果からみて割

合に ν ノレ ト胞が しま っており，強度も相当に あるといっ

たととろ に，ああいつた街惨を与える とかえって粘土を

撹乱して強度が下るおそれがありますので，なるべくそ

ういう工法をさけるというととから，普通プレパク ト・

ゴ γ クリート に用いますアースズーガー，あれを使いま

して穴を聞けてその粘土を取り上げて砂をつめる ，こう

いう工法です γ ドパ イルを施工しました。そういう工法

でやって上にかける術窓の問題ですが，先程ちょっとお

話しがありました，ワエノレポイツト工法とサジドパ イノレ

工法と を併用す るという工法，それによってクエルポイ

γ トで上からでをるだけ水位を下げて，その水位の低下

によって荷量をかけた と同じ結果を得る。この方法でや

ったわけなんです。大体その すーチャージする荷量は

約 4t on ぐらいになりますので粘土層の超過荷量は 2ton

なので，約倍の荷量がかか るとそ ういう関係で圧密の%

も約50% ぐらいで，ほぼ目的を達することができる ，こ

ういうととだったんですが，その結果いろいろ透水係数

から計算してクエノレポイ γ トが完全にイ) ] いて，約 2 週間

乃至 3 週間すれば所要の圧密が完了するだろうという先

生の御計算で，そういうふうにしてやったんです。そし

て間隙水圧計に よりその結果を確かめて約 2 週間おき，

それで掘り方を始めたんです。

途中御承知の よう に事故がありまして，ヘマをやった

んですが，サシドパイノレそのものによる粘土居の圧密 I I

割合に成功し てい るのではないかと思います。後で土質

試験を していただきま して，その結果も ことにもってき

ていますが， ちょっとこの試験を見ますと予想以上に よ

すきrたんで・・・。

森田 いや，予想、どうりなんです。 とれはね， ν ノレト 層

の間隙水がグν ヶ- i / ョ' . / (乾燥) をして いる からで，

乾燥しますと非常に圧絡が進むのですが，新制円 は非常

に乾燥が有効にイカいております。

-、
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事

( 註6)

小泉 それで，と の結果をみま すと単軸庄紛強度が平均

で約36% ほど噌加しております。それから平均の比緊磁

(註1)

度というんですが，それが約64% になっております。圧

密試験の結果も今ちょっとデーターがございませんけれ

ど，前のと比べますと相当良い結果を得ております。つ

まり 410n の荷重に対して 100 % 近い値になっておりま

す。下の方の地下水の低下による圧密はある程度起とる

かもわかりませんが，それに対 してはナンドパイノレの中

に上の方の水を連絡 しまして Dチャージといいま すか，

レDーフクエノレの作用をさしまして，下からぬけて行く

水を上から補給するというようにす Y ドパイルを利用す

ることに しております。それである程度下の地下水の低

下による粘土防の沈下は防ぎ得るだろうと思います。

布施 今までの既製の材料を使った上部構造物は大体歪

の限度もわかっていますしね。耐力と 歪の関係もわかっ

ているのですが，土量産だけは支持力はあっても沈下しな

いとは限らないですがね。

森田 支持カと沈下は実は関係ないのです。

布施 それが図るんですよ 。

森国 土に対してはどとまでも歪みで決めなきゃいけま

せん。とれが私の持論なんですが。

布施 今までの観念を，今後変えなければならないので

すね。

森田 そうなんです。何回n という 言集がいけないんで

す。何 mm というふうな量で表わすようにしていかなけ

ればいけないんです。地耐力という言葉がまづいんで

す。

陶j良 その上にl時間のブアクターが入らないと妥が また

はっきりしないんですね。

森田 それは構造材料よりも粘土の方の査誌が高いとい

うことから 実際決っ てい るのです。 これは 非 常 にｾｾ性の

高い構造材料に強いス トレスが作用するのですが，その

点から歪f誌を決めてやらなければならないという思想し

私なんかそうなんですがね。それから今小泉さんのお認

につけ加えさしていただきますと， 18mのす γ ドパイノレ

に決めました辺由はそれから下の粘土屈は約 5 mでした

かね。との粘土はすでに過圧縮された粘土で上の沖杭層

の堆fit 以前に乾燥などが行われており，すでに圧縮を受

けてい る粘土なんで，事前圧縮粘土です。 沖積層ができ

ていくとき海水商がだんだん上ってきています。そして

何段にも堆積さ れたのでしょうが， そのときに水面上に

出ていて乾燥を受けてい るらしく含水率は低くなってお

ります。

陶 j良 ν ノレト 胞の上部の沈下の大きいところだけをセッ

トさ せる方法をやっておるのですが，その基準と しまし

( 註6)

単車血圧縮強度; 粘土の到断強度の測定。E 用いられる。側方への

変形を許すように上下方向のみより圧力を加える。コンヲリー卜の

強度成験も 111制圧縮である。

ては，オーバーチヤーヂの深度曲線と沈下量の関係から

上部だけの土質を処理すると とにして， 下の方はそのま

ま放っておくというふうに して ナン ドドレ- : - ' の深さを

決め まし た。それに 20mの地下水圧を恐れてナ Y ドドレ

ーγ の底が吹き上げられ ることを恐れたのです。

森田 それはどざいません。相当な厚さがありま したら

打ち抜かれるようなととはありません。非常に維なんで

すが，大体地上を 4 階作りますとね，地下室 1 階という

割合に とって行って大体ノ4 ランスする んです。 12階なら

3 階というふうに今までの皆さんからのデー ターを盤理

しますと，平均値と して大体それぐらいに当てはま って

きます。

小泉 もっとも朝 日の場合は部分的には 301 ぐらいな と

とろもあります。塔とかエ ν ベー タ一室 とかね。 ζ れは

地下深，地下室なり壁が Pデッ トになれば，全体が広が

るようにそういう風な構造を取っていったらいいと思い

ます。

陶浪 うまいととろに壁があって分散する ようになって

いればよいですがね。なかなか小さな濠を幾つか合せて

みても大したことにはならんですね。建物は周囲の重茸

が大ぎいでしょう。そのために問題は砂地盤と粘土地盤

の地耐力の分布の問題になってくるんですね。

森田 粘土地盤が均一に沈下が起りますとね，周辺に荷

量が集ってくるのが非潟' に都合がいいんですね。かなり

局部的に逃っても粘土層が厚いんですから，と の点から

深いと ころ に作用するス トレスはかなり均一になってお

るの です。

陶浪 均一で計算した場合には下の地中梁がも のす ごく

なるんでね。ある一点の沈下を考えてやってみようと思

ってやりかけたんですが，未知数が多くなって大変なん

ですよ。

小泉 杭を下まで入れた場合もですね，相当な相対沈下

が起ってい るわけです。そんな場合，大ぎな基礎深がは

いっておる建物では，上部構造にクラックが入るととは

少ないようですね。

陶j良 最近の基礎のこういう工法が出てきてからです

が，周囲は地耐力を上げて中を下げて，まあI ' . t 下の問題

からですね， ijl)i 性体上のijlii 性梁として計算をやっていく

のt J ; よいのではないでしょうか。

小泉 私はそう神経質にならんでもいいと思いますが

ね。たとえば地殻なんか部分的に荷重がかかった場合そ

とだけが下 るわけではなし， 全体になだらかな曲線にな

って下る考えですね。私の方は定性的に補強の意味で，

繋深を強聞にしとくという程度，それと建物そのものの

偏心荷重による傾きーですね。と れはi怪力さけるようにし

( 註7)

比緊硬度; 土の含水比は通常液性限界と塑性限界との中聞にある

が，そのいづれに近いかを示す指数を l七緊硬度と呼ぴ，合水比と塑

性限界のi ' ( ! と盟l位指数との比で示きれる。
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谷 口 寺 沢 陶 浪

てますので，そう しないと 建物がかたむく 恐れがある。

局部的な柱の下の沈下に対 して，ど う定量的に処現する

か，今のところ実用的な計算は不可能じゃないでしょう

台、。

陶j良 実体をつかまえてから， それを変化さして行くの

はいいですがね。つかまえないでいくのは危険でしょ

つ。

森田 今までの例でそう 傾いた例はないんじゃありませ

んか。

小泉 外国の計 ｚｾ し た 例を見る と ，えらい大ヂッパです

な，圧密計算なんか。

陶 j良 計算して建ててるのは，日本だけのようですね。

森田 そんな ととはありません よ。村密な計算ができ て

おりましてね。

陶j良 リオでね，j吸も地提も なんにもなくて ，14階がつ

ぶれた例| があるんだそうですね。南米なんかそんな状態

なんですね。

布施 いろいろな問題があり ますが，何か百々さん，サ

ンドド レ- : ; / 工法を大分おやりになったんではないです

台、。

百々 サンドドレーンは最近ゃっただけなんて・す。さっ

き森問先生がおっしゃった沖積層約 4m 弱あったんです

が，それでその下に砂l深層があって，そこに地下 1 階で

すが，場所は本町の南で， そこは 4 階ぐらいの銀行で不

均衡荷重が生ずることになっているのです。吹抜きのと

とろは荷重がかからないの と，片一方つまっているとこ

ろでは非常に荷重がかかる 。わす' カミ 4m ぐらいの ν ノレト

が40% - 5 0% ぐらい，粘土が 10% - 2 0% ，あとは砂です

が，それでそこをどうしょ うかというわけで，いろいろ

研究しましてす Y ドドレ- : ; / で， もちろんクエノレポイ γ

トもや りまして，圧密を促進さすというようなことで，

( t t 8)  

方法は最初オ ーガーで しょ うと思ったんですが，時間的

に猶予がなかったのと，無限だろうというととになり，

逆になったんです。ほんとは荷量をかけておかないとい

けないんですが， ある程度掘削をしてから ν ノレ ト庖のあ

る手前で，上からジエッティングでナ Y ドパイノレをピッ

(JY. 8)  

オーガー ; 土1<: 小径の孔を穿つ泊只で，二つのス プンを組合せた

色の，スクリー型とはしたものなどがHI いられている。機械K より

ｬｄｩＡ ＱｾＱ して穿孔するオーガ一色 ｭ いられており Ｎｭ 柱 の 姐 Ａｍ などに利

川される{也土質刻'i'. ilc t， JII いて似利である.
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チ 1. 5mで下の砂礁周までやりました。そのクエノレポイ

1. はー 13mンほどつっこんだんですが，少しほってから

下しました。

下の被日: 7 1 < をそこで抜いて，上の7 1 < のすンドパイノレか

ら下へぬいて，結局圧，&，t さすというような工法をやって

しまったんですけれど，後で考えてみますと不等沈下に

対しては， どれだけ安心できうるかということが多少心

配になっ てきたんです。

建物の出来上りと平行して，荷重のア γ パラシスが起

ってくるのですね。設計・がア γ パ ラγ スしておりますか

ら，それで解決をどうするかというととは非常に頭をい

ためておるんですが，そういう のはど う考えたらよろし

いんでしょうかね。それと同時に，地下半分ほどやりか

けて同じようなケースになっておるんですが，結局不均

衡荷! T i : が起っていると，まあできるだけ惑い地問は圧浴

してですね，耐力を上げることがいいというは解ってい

ますが，つまりこれに対する圧密の差ですね。

森田 片一方の方は閉じ力を受けると殆んどストレス の

地J.n-がない，片方の方があるとしますとね，増加した方

で穏に沈下が起ぎない程度に圧鮫を沈下させときますと

ね，そこに差がありましでもそれ以後の圧密誌は非常に

小さ い品，非常に差が小さくなってくるのです。

百々 圧密をさすためにJ tーに荷量をかけとく といいんで

すね。それがある方法でかけられん場合は どうですか。

森田 今の お話しでは相当水を抜いていらっしゃる 。上

下抜くというと とはm貯に効果がある。大をい方に余計

かかっているのですから，娃物の構造がク ロー ズするま

でに相当かけましてね， 構造がリヂットになるまでにあ

る程度の水が出てきますので，できた後に青j. r，r外のスト

レスは起きないと兄ていいんじゃないでしょうか。

IV ウエルポイント工法の

実 例 を め ぐ っ て

布施 谷口さんのところではクエノレポイ γ トを大分/J ' 1J i 工

なさったようですが。

谷口 そんなにたくさん施工したわけではありません。

最近やりました実例として，新大阪ヒソレの場合を簡単に

説明しましょう。あの場所は獄図先生が最初に土質。調査

をやっておられるのですが，それによるとクエルポイン

ト以外のエ法でも施工できるのです。しかし以前に御堂

筋で*fi 'l粘土層の下の被圧71くのボイノレに相当なやまされ

た経験があったものですから，施工の重点をこの被l主1)<

の71<1¥1低下に向いたわけで. と のためのもっ とも縦突な

工法としてクエノレポイ γ トを探り上げたのです。 この現

場の - 8m までの地肘は砂でこれにかなりの水をもって

おり，その下に不透水の iljqJl 粘土居がありー 14m ぐら

.  

‘  



‘  

.  

いからかなり粘土分が減って砂分が増し. - 17m前後で

完全に砂となりとれに被圧水があるのです。予定掘削深

さはー 12mなので，不透水層より上の湧水と掘削底から

の被圧水の吹さ上りの二つが施工上の問題になりますの

で. 鉄矢板をねった上にさらに念をおすようで少々せ' い

たくな気もし たのですが. あえてこのこつの水の開館を

処理する手段として. 二段のクエノレポイ Y トを設置した

わけです。やりました結果は非常に工合がよかったので

す。

地表水処理のための第一段は. とくにとりあげて申し

上げることもありませんが，第二段すなわち，被圧水の

水位低下を主目的としたクエノレポイシトの効果をみます

と，着工直前に測った時の水位は - 6 - - 7 mであったも

のが， クエノレポイ Y トの稼イ力期間中 Ii : . 約一 14mに下る有

様で，ボイノレなどの現象は全くみられず，土工作業は41寸

常に能率が上り，周辺の民家におよぼした沈下など のＩｾ

響も非常に少なかったわけであります。用水量は，これ

はどういう加減かあの辺の湧水が他に比して少いのかど

うか知りませんが，前に御堂筋でやった場合に比して約

% 程度でした。まあ，たまたまよく事前に村山先生や延長

問先生の詳細な調査があったおかげで，向信のあるクエ

ノレポイ Y トの計阿ができ，非常にうまく成功した事例に

なったのではないかと思っております。なお，この クエ

ノレポイントの詳細については‘ 現場担当の谷主任が本誌

に報告を載せるはずでありますので，詳しくはその方を

読んでいただきたいと思います。

布施 どのくらいの調査をし， 計算しないと揚水晶とい

うものは合わんものなのですか。

森田 要するに設計はむつかしくて，なかなかうまく行

かないんですが。

布施 何%のエラ ーが。

森田 私は大体 5 割のエラーを見込んでいるんですが，

今もまあ計算で 11 とでたら. 1. 51 から 0 .51 箱閉ぐら

いだとみていただいたらいいと思いますが. 191'7] くをやっ

てまいりますと途中でだんだんへってまいります。

それとやはり設備の方に非常に関係して，ストレイナ

ーの作り方が悪かったり，井戸の作り方が恐かったり ，

またヲエノレポイントの庄密の仕方が惑いと非常に少ない

んです。まあ地下というものは均一でないんですから，

調査した場所によって違いも出てきましょうし. 50% の

エラ ーを見ておまますと，まずまずうまく行くように思

いますが。

小泉 谷口さん，今のク エノレポイシ トは下の方の7 ] < . を下

げられただけですか。

谷口 地表水を下げるもの と被圧水の水伎を下げるもの

とのこ段です。上の方は矢板があるんですから，いらん

ようなものですが，矢板打が理想どおりにもゆかず，ラ

ップ してすきがあいているような場合でも ，砂が水とと

布 施 政 附

もに吹き，11¥すようなことが全然ありません。その点でも

周辺におよほす被害は非常に減退 したようです。

百々 まあ， 7比五i が少ない場合は. かなりたよってもい

いと患いますが. 7.kf立が多い場合， クエノレポイ γ トをか

けておりまして椀削しているとき，その途中まで行きま

してれら屯とかいろいろな事故があった折に. ジー ゼノレを

附く品¥df i J i がなかったりする。

森田 クエノレポイ γ トの外国の文献を見ますと . クエノレ

ポイジトはf区気を使つてはならないと ibいてあるんで

す。 Ht 源は予知ii として使えと いうことらしいんで，今後

はその方で業. r ;ーを指導して行かないといけないですね。

V  電気固結法について

布施 それじゃ大体クエノレポイ Y トとナシドドレーンの

話は出つくしましたが，次に固結法ですが，化学的聞紙

法とかいろいろありますが，大阪の地般には概論的にい

うと，セメント注入法とか化学的薬品注入法は大体粘土

層にはき かないので，砂利層 ，砂層にはいいんだがという

ような問題があるんですが，最近の電気回給法ですね。

それらの概論を森田先生何か。

森田 とれば私あんまり専門にやっていませんので，あ

んまり御説明致しかねますけれ ど，先程ちょっ とふれま

した氾解質ですね，これは電気のプラス，マイナスをか

けま すと，あの遊離していた水溶物がですね. m荷をも

っているものですか ら，マイナス極の方へ引っぱられて

いくんです。各々反対の叙.IJ へつまりプラスのイオ γ はマ

イナ スの縫へ，マイナスのm価をもった イオ γ はプラス

の板へ，これを利用して粘土の中へi . f 1 械を入れておき，

それにむ圧をかけます と，そのイコt y が，それは7]( にと

けたイオジですから，いっしょに水をもってきて先程申

し上げた圧密状態ができますんで，とれが ｈｾ 気浸透法で

かなり透水性の lf ! f ，い土盤にも有効にきくのがこの方法な

んです。

この際逆に一つの娠の方に化学反応の起る ようなもの

を入れておいて，それで引つばら して行って反応を起し

てやるというのが屯解融合汐、ですが，そういう方法も出
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同じく塚本さんが「建築と社会」の本年の 5 月号に笹い

ておられますので，一応皆さんど存じのと とと患います

が. さきほど終問先生のお話にもありましたように. 庖

分が非常に多いという ζ ともあるのでしょうか. 予測し

たよ りも氾気J 1 l 抗が少く て‘ 電線の太さや M. G. の終日

l亡制限を受けまして. 電圧があまり上げられなかったん

です。通電は 5 ヶ月間行ったんですが. 始めは 20V . し

か上げられませんでした。それでも終りごろには 6 5 V

まで上げても，まだむしろ電流が減るぐらいに変ってき

ました。それで，どのくらいの鉱泉ーがあったかというこ

とをよく質問されるのですが. まだ他所ではこういう工

法が用いられておりませんので，疑問をもたれるのが当

然ですが，私，声援関係しました者としては，非常に効

果があるというこ とは確信をもっていえますね。

司

， 

.  
.  

l

-

-

-

-

-

電流を流す期間ですがーこれに制限がなければ. つま

り建物の竣工後も通電 し得るとか，建物と道路と の取り

合いの トラブノレがない としますと，沈下の少いところだ

け通電して，その方の沈下を促進し，建物をある程度水

平に沈下させるということも可能ですね。あの時は工期

が少くてそこまで出来なかったんですが，確信だけは持

ち得ましたので，何かの機会にそこまで充分に研究して

みたいと，思っております。

谷口 周辺の構築物におよぼす電蝕ですね。とれは始め

一番心配したのですが，ほ とんどなかったようです。

寺沢 それに，あそとは毎日新聞の本土屋 とすぐ並んでい

るんですが，その方の沈下はほとんどございませんでし

た。

百々 かなり水が ｊｾ りますか。

寺沢 水は沈下の虫よりちょっとよけいに上りますね。

百々 電流はどくぐらいなんですか。陽憾と|段級との距

縦ですな。

寺沢 j この化常的な安定をはかるために陽阪にはアノレミ

ニュームを用いましたので電流はアルミの監から定まり

ますね。 m気診透としては土中の屯佼勾配を上げればよ

いんですがね。

小泉 理想としてどのぐらいの屯圧がいいんですか。

寺沢 理想としては屯圧は 90V ぐらい。

布施 今日は2・いととろを建物の地下工法についていろ

いろ と有益なお話しを承り，有難うございました。大阪

のようなデルタ地帯は日本にはいくつもありますが，大

阪のように工業が発達して寸土も有効に利用したい土地

は少い と思います。それで今後私どもはますます地下工

法の研究を発達させねばなりません。皆さんの御健闘を

祈ります。

来ます。とれもずい分私の方で実験しましたが，なかな

か技術的にむつかしい問題があるようで，確かによく水

は出るんですが，私はいろいろなテクニックが解らない

ためにできないと思っております。均一 'Pl : がなかなか得

がたいんです。それからm気はどうしても. 何というの

ですか. m導率の高い所へ多E が流れて. そこへ築まる

傾向がありまして，その部分が早〈圧してくる。これは

圧密の場合でも透水位の高い所は早〈圧密するのと同じ

ととで. そういう傾向がどうしても出やすいんです。と

れも ν ノレトなんかでは非常にうまく行くんですが，粘土

になるとかなり困難となります。それから不均一性が出

やすいのですが，今後の研究でよい方法が見出されるも

のと思います。

布施 それについて大林の寺沢きんですか. 何回会館で

非常に御成功になったと聞いておるんですが. その成功

談を一つ。

寺沢 コ二期その他の関係で充分なことは出来なかったん

(:t. 9)  

ですが. 一応成功といえますね。沼気化学的安定工法は

私どもの方で提案してやったわけではなくて. 京都大学

の土木工学科の松尾先生の御指導で， 日恋・設計工務の御

設計で施工させて頂いたわけ ですが. 終始これらの方々

の御指導. 御指示がありまして. frr の事故もなく無事実

了いたし ，非常に感謝している次第です。也気参透工法

と申しましで も，今まで大分: お話が出ましたす γ ドドレ

- : / 工法とか， クエノレポイント工法と全然かけはなれた

ものではどぎいませんので， 非常に透水性の思い土質に

極めて有効な工法であるととは，今，森田先生がおっし

ゃられたとお りです。毎日会館の場合は，現在私どもの

方で施工しております大ピルとは地層が大分異っており

まして， ｾ散は ｇ Ｎ l .  - 12 .3 mですが， ν ノレトが - 8 .2 m

か ら ー 11 .0 m その下は 25 .7 m まで粘土層になってお

り，さらにその下は砂およびI深層となっております。こ

の粘土居の圧密を促進させるために，長さ 10 mの陰陽極

棒を，陽駆が陰極の j司閣を囲むように配置しました。そ

れから荷流氾流を得るためには M .G. (筒i流発電機を交

流モーターで回転させる) を使用しました。第二期工事

ではベルトーロ( 変圧整流機) を併用しております。

大体のことは「建築技術」の昨年の 7 月 0" t z : 日建の塚

本さんが古いておられますし，その後の終過についても

(1主9)

電気化学的安定工法 ; ゥエルポイント工法では，透水係数の

低い地胞では，真空E湯水を行っても排水効果が得られない。かかる

地周において，ウエノレポイント壱陰極とし，それらの聞に働鋸持を

婦人して直流電流を通じると，ウエルポイントからの錫水量は飛般

的IC坦加して，圧密を促進きせる乙とができる. 乙れが電気" 透工

法である。はお同時R 鍾俸にアルミユウムを用いると . m解 ICよっ

て生じたアルミニウム化合物のために地盤はさらに図紡せられ，乙

の反応は元R 民らない。乙れを低気化学的安定工法といっている.

木工法は地盤安定のための仮設工事 IC も用いられるが，是正縫工法と

して用いて，杭打基礎などK 比較して，工費，工l仰を短縮する E と

ができる場合がある。
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土 質 安

キサ

.  

、.
1. 緒 言

土質安定工法を字義通りに解すれば，地盤や土構造体

を空間的にも時間的にも最も安定した状態に保つための

すべての工法を指すといえよう。しかし通常土' l ' : i '工学で

いう 土質安定工法 ( 50il 5tabi l 印 刷 ion) とは，土の強度，

体積，形状などを保つに必要な土の性質を改善する目的

をもって土に締固め，脱水，固結あるいは駈基置換の処

世をすることをいっている。ただ道路の路盤や路aなど

のどく浅い基礎地般の場合には，直接その基礎の土に対

して処理がしやすいので，現地の土に適当な粒皮の土を

1111えて混合し，締固めを行った際，粒子のかみ合せをよ

くして安定度を泊したり，セメ γ ト， ｭｴｬｾｪＧ 剤，その他凝

結散の化学薬品を混合して，土を回給ーしたりする方法が

採4れるとい= ある。そしてこのような添加剤の混合に

よる締固め法や困給法のみを指して土の安定工法という

ととがあるが，と れは安定工法の特殊の場合であって，

狭義の定義というこ とができる。

建築の基礎地雛において，安定工法を要するような軟

弱地盤を大別すると土質によって 2 つに大別 される。そ

の一つは緩い状態の砂質地盤であり，他は軟かい粘土質

地盤である。従来はこのような場所に基礎を作るには，

杭を打っか，井筒やケーソンをちt; 設するかして基礎と し

たが，近来こ れに代り確実な土質安定工法がつ.ぎつぎ と

各種考案され，自然地盤自身の土の性質を改造してその

支持力を高め，あるいは沈下を防止することが可能 とな

り，しかも条件が適当な場合には，杭基礎や井筒あるい

はケー ソy 主主従に比してエ1r もずっと少く経済的 となっ

ている。すなわち基礎の浅い軽い建物，または土の排除

tの多い深い建物では特に有効で. 今後の発展がのぞ ま

れるものである。

なお安定工法を施工するには，他の基礎工の場合 と問

機に，十分な施工上の設計原理を確立するとともに，そ

の効果を明確に判定するととが必要である。本文では安

定工法に関して明らかにした 2， 3 のl底辺! をのべる とと

もに，諸工法について概述する。

.  

..  

-
・

‘

2  土質安定効果の判定法

安定原理の説明にも関連ーがあるから，原地盤の軟弱程

定 工 法

山朔 lls 

度とか安定後の効果判定のために行う地主主試験法につい

て概述する。基礎地盤の試験法には各種あるが! とこで

はその一つである標準貫入試験について略述する。

との試験法は一定の形状寸法の管状の金属製採土揺を

一定の打撃力で地 中に打込み，採土器が地 中に一定長さ

貫入するに要した打ｾ些回数 ｎ を測るものである。本法は

海外に用いられていたが，筆者は昭和27年始めて本法を

大阪における基礎調査に実用するとともに，その粉度に

ついて検討した。それによれば特別の場所では誤差を伴

い修正を要するが，一般にはすでに知られているように

N は平均的にみて地盤の力学性をよく示すととが認めら

れた。

すなわち砂質土の場合，緩い砂層ほどN が小で締まり

度はN とと もに噌 し，打撃数N と内部マナツ 1fJ 伊，支持

力係数N y， N q との関係は 図ー1 のようになり，また

本 ｾＧｦ守土の場合にはその単 ｾｱ ｨ 圧縮強度 仇 は ， q.u= N /8.2 

( kg/ cm
2

) で示される。そして これらの値を用いると，

安全率をG としたときの破壊沈下に対する許容支持力強

度 九 は次の公式から算出できる。例えば幅2 B，根入深

さD の連続基礎が砂E雪地盤にあるときは，

図- 1
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いま 2でのベた関係によって，基礎の必要とする N の

値が判れば， 図- 3 のような砂の特性曲線を用いてその

N に対応する I切断i比が知られ，この間隙比になるように

砂を締固めればよい。図- 3 は砂の相対密度とせん断強

S】

度に| 刻する実験をもとにして理論的にN と1M] 隙比 e との

関係を画いたものである。ただしこの特性Ilt l線は，砂の

粒度，粒形によって変化するから，その地方の砂に対し

てそれぞれ予め求めておかねばならない。

.. 

4.  砂質土の安定工法

砂貯を締回める手段によって次のような方法がある。

(  1  ) 砂杭 ( Sond pile) 地中に必要長さの仮杭をJ] ち込

み，つぎにこれを引抜いてできた孔に砂または砂利まじ

り砂を入れ，7 ] ( を1111え水締めするとともに居ごとにつき

固めつつ上まで仕上げる。地下水位が高いところでは仮

杭を抜いたとき周壁が刷れる欠点がある。 Sond pil e はし

ばしば Sond droi n と混同して使われるが，粘土問の排水

を目的にするものでない。

(  2 )  Compressol sand pile 重い先の尖った錘を落下させ

て地中に孔をあけるとともに，土を周壁におしゃり，所

定の深さまで達すれば，孔内に砂を録でっき閉めながら

次第に表面まで仕上げる。( 図- 4) 図- 4

表面近くの砂の締固めには平底の錘

も用いる。本工法は粉々深さ ＶｾＷｭ

程度しか適用できない。また(11の工

法 と同様の欠点がある。本工法はフ

ラ γ スの Compr essol 宇土が コγ クリ

ート杭を問様にして作るため考案し

たのであるが，上記のように砂杭に

も適用される。

2  4  G  ( 同 }

7 ー チ ン 今 01 1'& 8

Pa=rCB Nγ + DNq)/ G  Cr : 土の単村重詰〉

粘質地盤表面におかれた幅 B，長さ L の基礎では，

Pa= 2.85quCl  + 0.3B/L )/G  

また建物の沈下室を{ 制限するようにして，例えば砂' l 1 地

線上の基礎が 2 .5c mの沈下を許容するとしたときの基礎

l底面下の接触土庄は 図ー2のようになり ，N が大きいほ

ど許容接触土庄は大きくとりうる。ただし，粘質土の場

合は，その圧密沈下立を推定するのには，苦しきれない試

料を別に採取して，その圧管試験より算出せねばならな

い。

図- 2
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( 3  ) 締固め杭 ( compoct i on pile) 砂杭の砂の代りに木

とかコγ ク Dー トの杭を多数打込み，砂層の締問まり度

を増して杭のマナツカの向上をはかった一種のマナツ杭

基礎である。 杭は砂杭よりも 高価であ る欠点があり ，ま

た地下水位の低いところでは木がくさるので用いられな

し、。

3.  砂質土に対する安定工法の原理

前述のように，軟弱な砂層 とは間隙比の大きい緩い地

盤で，標準貫入試験をすればN は小さく，支持力が低< .

沈下が大きい。とのような砂層は大阪市北部の地表部や

広島市その他にもみられる。しかし，砂はその本体は固

い砂粒であるから，よく締めて間隙比を小さくすれば丈

夫な地重症となる。ゆえに軟弱砂層を安定化させる という

ととは， 1弘、を締固めると とにほかならない。

図- 3
」
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(  4 )  Yibroflolalion 工法 砂に振動を与えると流動性が

増してよく締まり，さらにこの砂が飽水していれば一層

流動悩司が増かする。本工法はとの現象を応用し て砂層を

締めるもので， 施工には vibr oflot と称する機械を用い

る。約20年以前ドイツで考案され，i j ，( 近わが国でも試作

と実験ふ行われている o vi brofl ot は直径約 批 m， 長さ

2 m 足らずの杭型をした円筒体で， 内部に起振機を包蔵

し，杭先付近と胴の中程とに水ジェット用の孔を有する

ものである o 1ftli エは杭先を下にして立て，下方の孔より

水を噴出させて砂を飽水させるとともに，機体に振i Iibを

与えると，機体は砂をお しわけて地中に入る。所定深さ

に達すれば，下方の"ft 水を上方の噴出孔に切りかえ，機
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5.  粘質土に対する安定工法の原理

粘土が軟弱であるのは，それがν ノレトや粘土のような

微粒子からできているととと，その含7. 1 < 比が高いととの

ためである。地盤の粒度は簡単にかえられないから，こ

の土を安定化するには，脱水して含水比を減らすか， 7.1< 

を他の結合性の物質におきかえて固給を行うかである。

粘' f . t 土は脱水すれば強度が増し，沈下E が減るが，地盤

の土を所要の強度，沈下量とするためには，どれだけの

円の脱水を必要とするかを明らかにするととが問題とな

る。とれらの問題を明らかにするため，飽和粘土につい

て圧縮強度，圧密圧力，合水比の関係を求めると 図- 6

のようになる。図中の布下りの実線は圧密のために加え

た圧力一検軸に示すー とその圧力下で到達する 含水比一

縦軸ー との関係を示す実験曲線で，圧密 l柱l線と称されて

いるものである。曲線の右半はとの粘土が過去に受けた

圧力以上の圧力で圧密試験を行った場合のもので，図の

ように直線状 となる特徴がある。ま た左半部は過去にう

けた圧力以下の圧力で圧密試験を行った場合のもので，

含水比の変化が小さい。ゆえに粘土を予め設計荷電強度

以上の圧力で圧密しておけば，設計荷重を受けた際の粘

土の脱水量は僅少となり，従って圧密の沈下の防止がで

きる。とのように新たな荷重の載荷による圧密沈下を防

止する目的で，予め粘土原をその術賞に近い荷量を1111え

て圧常脱水を完了させるととを予圧密( pr econsol  i do l ion)  

という 。予圧密は粘土の間際水を予め排出するととにほ

かならないから， m気診透や乾燥など，他の方法による

図- 6

うに本工法を粘土居の圧密にも用いている。
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局、

体を引上げる。地盤は締固まるにつれて，表面がくぼむ

から，機体の周囲に砂を補給する。海外の施工伊j による

と， 4- 5mの深さまで使用されている。飽水した砂の締

固め特性については，なお研究の余地があるが，不飽和

の砂では，流動性すなわち施工中の砂の内部 7 サツはそ

の砂に加えられる振動加速度の対数に正比例して減少す

るこ とが実験的に求められた。

(  5 )  CDmpDzer 工法 本工法は最近不動建設会社が施工

しているものであって，特殊な構造の一組の管を用いて

行う一種の Sond pil e 工法である。この管は 図- 51'C示

すように，円筒形の外管と中空で特殊なつばのある 重い

内管とからなる。まずこの一組の管を地上におき，内管

を通して砂，砂利の混合し たものを外管内に入れ，とれ

を内管の下昔前で打撃して刃先となる密実体を作る。つい

でとの刃先を内管で打ちつつ外管を所定の深さに入れ，

ことで内管の下つばで外管の上部を上方に打って僅か外

管を引抜く。外管の抜けた部分には内管を過して砂を入

れ，との砂を内管で打つことにより外方の砂層の締悶め

と砂杭の拡大を行い，以下同様に繰り返して砂杭を製作

するものである。本法は外管を有する ため111のような砂

層周壁の樹洛がない。同社の報告によれば，施工後得ら

れた支持力強度ρ を平版戦荷試験および標準貫入試験で

測定 した結果， ρ は次の実験式で示され，これはとの工

法の目安を与えるものであるといっている。

p ・d= a WH

ととに，W : 内管重量 ( 1) ，H : 内管裕下高さ ( m) ，

d : 一回の打撃による砂杭表而の沈下量 ，a : 実験係数で

1 m 間隔の砂杭のときは α=封 。 なお同社では後述のよ

図- 5



脱水処理でも全く閉じ効果をもっ。つぎに同図中の各点

は，その粘土が含水比を変えたとぎの圧縮強度を，前者

を縦刺 ｬ に，後者を横 ｾｾｉ にとって圧密曲線 図 と同 一座 標上

に画いたものである。本図によって明らかなように， 合

水比一圧紛強度関係は圧密曲線の直線部に平行となる。

この関係は粘土の ｬ 脱水安定工法の ｊ Ｑｈ論的ｾ根拠を与える重

要な特性であって，自然他の粘土の合水比を低下して新

たな合水比としたとき ，その得られる圧縮強度と 予圧秘

庄力を与えるものである。

6.  脱水による粘質土の安定工法

粘質土は砂' I ' 1 土に比して透7 ) ( sf が低いので，脱水が困

難である。そのため次のような各種の工法が三号えられて

いる。

(  1  )  well point 工法 地中にフ イノレタ ー付きの鉄管を

水ジェットで挿入し， 管内の気圧を減圧 して土中の水を

フイノレターを過して 吸い出す方法である。 砂中の井戸の

ように水が重力で自然に流れるほと' 透水性は大きく ない

が，また締った粘土ほどに透水係数の小さくない中程度

の透水位の土質に用いられる。

(  2)  sand drain 工法 粘土居に単に荷量をのせて予圧

密するとすれば，長期の圧密11寺聞が要する ので，図"':_ 7の

図- 7

ザンドドレーン

ように鉛直に多 くの

砂柱を地中に作り，

7 ) ( の通路を与えて il員

荷による圧偽t脱水を

短期聞に完了させる

ようにした工法であ

る。砂柱の代りに紙

製の枠を機械で地中

に姉' 入して水の通路

とする工法がスエーデジで発明され，これをペーパー ド

レイ γ と称している。いずれも問| 係水をか圧して水を押

し出すもので，111の減圧して水を吸い出すものと対しよ

う的な工法である。なお本工法では必らず重い予圧密用

の荷重が必ｾで ，こ の荷重には通常盛土が使われている

が，主主深の場合には基礎を作るとき盛土を除去せねばな

らない不都合がある。

(  3)  Well point - sand drain 併用工法 地盤の表層近くに

砂層またはV ノレト 層などの比較的透水性の地庖があり，

その直下に不透水位の粘土居がある場合，上層中の地下

水を Wel l poi nt とか Si eme山 工法( 負圧をかけない排

水井戸法〉などで排水するとともに，下層の粘土j留中に

おnd d川 n を設けておき，上居中の地下水伎の低下の結

果，上回が受けていた浮力が減少して，粘土層表部に作

用する上層の有効圧力( 上層の lヨ並に よる圧力) の増加

分を，粘土府の予圧密荷量とする方法である。本」よ法は

かつて大阪市の水道用沈澄地の基礎安定工法として使わ
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れたも の込あるが，とのような土質構成の場所は少なく

ないので条件がよければ応用範囲は広いであろう。この

工法は sond droi n 工法のように大量の盛土などの予圧密

荷重を使用しないだけでなく，上層の基礎摘さく( 根伐

り) の際おこり勝な boili ng， 流砂現象あるいは法くず

れなどの危険を防止する上に，上層の地下水拶| 除により

上胞の締悶めも行われるなど多くの長所がある。しか し

その適用については土賀市事成，設計荷重，隣接! l ] ! 物など

について ｾｬ￮ｬｊ 約される 条 件があり，とれを 守ら ないときは

次の欠点を生ずる。 (0) 砂層やν ノレト 庖などの上層が

余り j写くないときは上回の地下水位を極限まで低下して

も，浮力の減少のため生ずる粘土居の予圧密荷量は比;1淡

的僅少であって，高層建築物のような高い接地庄の建物

には，予圧密荷重が不足して竣工後の沈止が防止できな

い。 ( b) 圧密中に根伐 りを行う場合がよくあるが，この

ような根伐り は予圧密荷量を一層少なくして sond droi n 

の効果を減少する。根伐 りの滅重を補償するため建物を

築造するとすれば，時期的に不均等な沈下のため，建築

部材に残留応力を残す。 ( c) 上層中の水位を極端に低

下すると附近の地下水位をいたずらに低下し，浅い基礎

の隣接建物を沈下させたり，木杭基礎を暴気させ，木杭

の腐食を発生させる。

(4)  Compozer 工法 前記 4 ( 5) でのベた工法を粘性土

に適用するものである。粘性土中に砂杭を衝般的に圧入

ヂるととによって，砂が入っただけ粘性土を機械的に圧 ・

密するもので，この際砂杭は sond droi n における砂柱

として排水路にも使われ，圧密の促進をはかるものであ

る。なお粘土居は圧密によって強化される一方，砂杭も

地盤の一部として協力するので，それだけ地鍛の安定化

が向上する。

( 5  ) 電気途透工法 ( el ect ro osmosi s met hod)  極めて

微粒の土粒子は通常の p H では負に帯屯しているため，

土中の間隙水は正の帯ｾｉ［Ｈをしている。ゆえに粘性土に直

流電流を流すと7 ) ( は負極に向って流れる。これを屯気惨

透という。本工法はこの現象を脱水に応用したもので，

土中に有孔の金属管を打ちとみ， 一方を正，他を負の極

として直流を流すことによって間際水を負極の管内に集

め，との管内の水を: f : J 1出する ことによって脱水をはか

り，一種の予圧密を行うものである。電気穆透圧は力学

的に加える水圧に比して極めて強力であるから，透水係

数が非常に低くて sond droi n 工法によっては緩めて長い

圧倒時日を要するような微細な粒子よりなる粘性土の脱

水には好泊な工法ということができる。

7.  固結による粘性土の安定工法

粘性土は不透水性であるから，セメン ト注入や薬品注

入のように圧力を用いて結合剤を土中に注入することは

できない。このため粘土中への注入は沼気惨透あるいは

d  
e  

P  

， 

.  



ｾｔｉ 気力によるイオ γ の移動によらねばな らない。このよ

うな電気化学的国結法には次の 2 工法がある。

' (  1  ) アルミニウム電極による電気化学的困結法 m気

惨透法に用いる fIi 極にアルミニクムを用いると，陽極の

アノレミニクムが溶出して正の A L イオ γ となり陰極に向

って移動し，土中でボーキサイ ト となり土中間 ｉｾ を充し

て土を固給ーする。本法はドイツで考案され，実用された

が，回結は土全体を囲めることはできなく，両極問の-

ｦｾｩｬ に国結 ［ Ｚｷ が生じ ， 他部は ｪ 脱水圧密されて ，安定化が行

われる。この[ i ' . 1制 1は土によって発生しない場合や発許

場所が変化する場合を発見したので，この ｾｬｬ 由を解明す

るとともにその対策を工夫した。

(  2) 電解重合工法 との方法の原J l J l は，混合すると徐

々に重合して国代するようなイ町オγ を.もづた薬液を，は

じめ土中の別除した個所におき，それを直流Hi 流によっ

て互いに引寄せ土中で会合させて土を回結するものであ

る。そのため土中に多数の孔をあけた管状の正負一対の

fl } i 極を打込み，その、中に上記の梨液を入れ，同極聞にR主

流を印加して沼気分解した両極内のイ才少を土中に移動

会合 させる。重合性薬剤として珪酸 ソーダと嵐化カノレν

ク ム を 用 凶実験もは極聞の土をほ とん町ど全域にわたり

強固に固結し，その強度が時日とともに漸増する傾向が

みられた。また鉄道線路の軟弱粘質土路盤に実J ( t J i した結

果沈下を減少するととができた。

8. 結 び

土質安定工法の中特に建築基礎に関係のあると とを簡

単rcJ 己したが，今後土'l 'f 工学の発達とともにさらに各積

の合理化や考案がされるものと息われる。この工法ーは構

造された基礎を製作するの と異なり 自然地盤をi宙接対象

として処理するものであるから，特? 仁土質調査によって

予め十分現地般を調査した上，施工するととが必ｾであ

る。 ( ! l 王者京都大学教授工問)

X  ×  ×  ×  ×  
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被 j玉 水 と 施 工

谷 口 尚 武

との一文はもともと「大阪地盤の 20- 30m の圧力地

下水について」という 題で「防災特集号・」のために求め

られたものである。大阪市内のある部分は地下 20- 30m

に存在する砂I深層にかなりの7. 1<. 頭を持った地下水を持っ

ている。これが「防災特集号」にとり上げられよう とし

た理由はどとにあるのだろうか。まず考えられるのは，

との地下水を冷房用水などに利用するととによりその水

頭が次第に下り，それが原因となって，この討li 水層の上

部にある俗に梅田層 と呼ばれるかなり 厚 さの大きい， 軟

弱な沖積粘土用の圧密沈下を促進し ， とれがため地上総

造物に種々の構造上，機能上の破損を生じ，また，高潮!

被害などを地大することである。第 2 は地下数階 という

根切の深い工事を施工する 際1 1 : ，この被圧水の処理を誤

り，とのため土留支保工のI政媛，近隣地般の冊目淡などを

生じ局所的な災害を生ずるととである。しかし第一の問

題についての答が筆者のごとき 一介の施工技術者に求め

られるわけがないから，編集部の狙いは第二の点にあっ

たにちがいない。 ところがきいきんの土質工学 とそれに

伴う施工技術の進歩 とによって， この程度の圧力地下水

をもてあまし，それによって 災害を生ずるような施工業

者はもはや，存在しない( 地下工事による近隣被害が皆

無になったというのではない。被圧水の処理以外の問題

がまだまだ多い) ので， 企画の変更を願ったととろ， 11青

( 数字は下端の深さを O.P. からのm で示 したもの)

れて 「施工特集号」に掲載させていただくこと となった

次第である。

まず)1国序 として，首題の圧力地下水の実態を説明しよ

う。大阪地般の表層には砂の堆積があり，とれが地下 5

- 8 m で沖積粘土層に変 るのであるが， ζ の粘土層の厚

みは大阪市内でも場所により 大差がある 。 Fig.l にとの

粘土居の下端の O .P からの深さが図示されているが，

西大阪にゆくほど次第にj写く，築港附近では - 35m に

iきしているとと，堺筋附近より以東，上町台地に至る 聞

では殆んどなくなっているとと，中の島以北の梅田を中

心とした地区では，市沼南北線と御堂筋との問附近で急

速にうすくなっていること，などがとくに注目 される。

との粘土層の下に問題の砂l深層が存在する。との砂線層

の下端は大体において O .P. - 35- 40m に達 している。

( 中間に局部的なうすい粘土胞のみられ る個所もあるが〉

Fig.  1 のAB断面についてのこ の砂磯層の分布を Fig. 2 に

示す。さて，この層には上町台地より堺筋までの聞のー

Fig. 2  A - B 断 面 の m- ｾｾ水闘の佐 世 帯から地表7 . 1 < . がどんどん惨透してきて，豊富

。p土♂ J 町 、 ・ 一一 :β 山 あ る の で西大阪で は 俗 山If 水層と

-::. ｴ ぷ七 泌ｾｾＧ＼＼ ｾｾ Ｎ ｾ迂ぷｾ辺、品、｜ 品川 、 山 、、 ｾプ ｉ 1呼ばれている。きて， との71 < . の水位は，当初

了| 帯 夜F 開 ヰ : " Ｎレ， 斗胤過半凪ｉＡＢｾ ， ‘ー ｬ
ヱ ｬ 寸ヨ ト ー に ｾＮＧＮ 守庁 、 宇 一一ｾ三 ρ  7司 克 l は極めて高 く，明治初年には自噴していた と

与ｾ必州都ｾ ………一 ……孟 ＭＭ l  

唱。 I ' 了、，、一 一 の記録があるそうであるが，I府杭] 10年前後の

M' 積粘土周 砂際胆( 被圧水を持った周)
地下水利用の最盛期に入ると 急激に低下 し，
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Fig. 3 の大阪駅観測弁の例では当初

+ .9 - 1 .4mであったものが， ，昭和 18

年にはー 7.5 - ー10 .0m に下って

いる。その後，終戦前後の地下水利

用減少とともに次第に水位が高くな

り， 1昭和23年頃にはー 1 - - 2m程度

にまで回復したのであるが，諸事復

興とともにふたたび急激に降下を始

め，現在では殆んどli 災前の最低位と

同寄与，もしくはそれよりもいく分低

くなっていると推定されるのである

堂島川右岸の新大阪 ピル敷地におけ

る昭和28年の調査では水位 - 6. 0m，

昭和31年の調査では水位 - 6 .7m と

なっている。御堂筋の淀屋橋一本11汀

間附近の現在水位につい ては，はっ

きりした資料をもっていないが，工

事計画のためのデーターとしてはー応水位を - 3mと仮定

して安全を期している。

きて，まず順序として，との滞7 ) ( 層の水位低下がなぜ

に上にある ｾｉ Ｚ ｉ 積粘土の圧密を促進するかを簡単に説明し

よう。土中のある水平面にかかる全垂直応力が，有効応

力 と中立応力 とにわけられ，圧密などの作用をするのは

前者のみである ζ とは，一般の土質工学教科答の説明す

るととろである。( 例えばテノレツアギ ・ペック共著，小

野氏等訳の土質力学一丸善発行- 44頁以下を参II演のと

と) 厚さ H mの粘土層の下にある滞水厄の水位が，上に

ある滞水胞の水位より h71l. 低いとき，粘土居の上端より

ｚ 怖の深さの所の中 立 応力は，下部 ｾＱＱ Ｗ Ｑ＼ 厄の水位が上部

滞水胞の水{立に等しい時に比し i x z mX l げm3 = i x z I  

1m
2  

( i = hI H ，1  I/ m
3

= 水の単位体積重弘〉だけ小さくな

る。上部首117)( 層の水位に変化がなければ， z を巡る水平

面にかかる全垂直応力には変化がないわけであるから，

中立応力が小さくなった分だけは有効応力が大さくな

る。すなわちとの場合は有効応力が i x z 11m
2  

だけ増

すわけである。下部滞71<層の水伎が低くなるほど i は大

きくなり，したがって有効応力の増分はいよいよ大きく

なるわけである。 充分に狸解していただくために， 実際

例にあてはめて有効応力の増加とそれによる沈下を計算

m 

.  

‘  

。

- 2 

/k  .3  

f立. 併

P

カ

イ

サ

ヘ

M

基

孝

-10  

、

、

ー11

ｉｾ＠ 15 

日目孟ロヰー_ .

Fig.  3主 大阪駅創世u列・地下水位経年変化( 森田研究室資料)

してみよう。

Fig.4 のような地層状況を想定してみる。すなわち地

表面下 10m まで透水層があり，その7]<lSLは - 2 .5 m，と

の間の土の単位霊i l l : は 1.81/ m
3

とする。 - 10- 25mの問

に不透水粘土層があり，その下に7 ] <頭 - 6mの被圧水を

もった透水層があるとする。不透水粘土の単位重量は

1. 6 1/ m
3

と仮定する。さて，との被圧水の水位が - 6m

から - 8mI'C減 じたときに不透水層の中心，すなわちー

17 .5mの水平面にかかる有効氏、カは，どれだけ地カ11する

IW 2  J o  :1 7  21 

水 周

土の単位置ftt 1. 8t/m
3  

不 透 水 周

土の単位霊.:L1 1.6t/m"  

‘ー .. '_  ｾ、、司

一 ・ 、 . '

. ー“ . 司 、・

，・"・

Fig.  4  制定地問柱状図

ととになるであろうか。この答は前記の数式からぎわめ

て簡単にｴＮｲｾＱＺｬＺｉされる。

( 8 0- 2 5 6 い 5 _ _ ¥ 

ｾｘ ＷＮＵ ー ｾｘ Ｗ Ｎ Ｕ ド Ｑ ｭ Ｒ
=  111

m2  

i欠にこれだけの有効応力増加でどれだけの圧密沈下が

生じるかを計算しよう。簡単のため厚さ 15mの粘土は，

すべて Fig.5 の圧密試験結果に示す性状をもっているも

のとし( 実際には厚
一一ーァ ｰｾ 骨量Ｈ帆刈

0. 1  0，2 叫 O.ι 1.0 '2，0  <<0 6.010 さ 15mもある粘土居

1.5 

h 、ｾ＠ 1勿階 1.7.

、ミ

X  

、、
1¥ 

、

h  

'l/_'  が，すべて同ーの圧

密性状を示すような

ことは少いので， ｾＺ＠

層かにわけて考えな

ければならないと と

が多い。) 圧密誌の

吾 ｉＧｾ 式としては下討

を採用するとととし

M
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ょう。

Po+ d P  

ｓ ］ ｈ ｸ ， 与ｾ ! Og1 0 ーと吉一一

4 λ " 0 、 ' - 0

s  … 沈下位 ( m)

H  … 粘土貯の厚さ ( m) 本伊j では 15m

P o ・・最初にかかっ ている有効圧力 。1m2)

本似lでは 1. 8X 2. 5+ ( 1.8ー1.0) X 7  .5 + ( 1.6- 1.0)  

6- 2 .5  15 .  .. _ _ .  

X 7.5+ ー一一一' :::x' :' ;x 1  =  16 .75t / m
2  

15 " 2 '  

d P …右恋/ ，圧力の地力 ( t/m
2
) 本伊lでは 1t /m

2

e
o  …ん のかかっている ときの土の間隙比

本例では Fig.5 から 1.40 

Cc  … 圧'1ft' ‘ 試験に よる 109 10 P- e  曲線の前線部分の

傾斜角の正切 ( 圧縮指数と l呼ぶ。)

本例では Fig.5 から 0 .60 

( 本公式については小野氏等訳「土質力学J 57頁

参J! ti)

これらをあてはめて数値計算をすると

0 .60 16 .75+ 1  

S = 15X 一一一一7 ' Og 1 0 一一一一一一 = 15 x O  .25X O.  0253 
1+ 1. 4 __v 16 .75  

= 0 .095m= 9. 5cm 

どなる。すなわち 2 mの水位低下によって 9 .5c mの圧

密沈下を生ずることとなる。また，前掲の教科書 215

頁にはとの圧密の60% が生ずるまでの l時間を計算する

式が出ている。すなわち

t = T 60 H
2
/Cv  

T 60 ' " 圧密度60% の時の時間係数，教科舎にはとれを

求める図表が出ていて，梅田粘土のように上下

に透水府のある場合には 0 .28 となっている。

H  " 粘土府の厚さのM，本例では 7 .5 m

c. " … En!¥' 係数，圧密試験の|時のトー. f t 山線の解析に

よって求めら れる 。純国粘土につい ての一試験

例によると，2.2X  10- 3cm2/ sec 

とれらによ って数値計算してみると

ｴ ］ Ｐ Ｎ ＲＸ ｘ 立 旦 ＲＲ ｸ ＱＰ Ｓｳ･ ｣ ］ Ｐ Ｎ ＲＸ ｘ ＷＵ Ｒ ｘ ＱＰ ｾ ｄｯｶ
2. 2 . .  2.2X 36x 24 --， 

= 830 日 二2 .3年

で，かなりの長期間 とな る。同じく圧密が90% 完了す

るまでの|時間を算出 してみ ると 6 .9 年 とな る。いづれ

にしてもかなり長期にわたる緩慢な沈下である。

西大阪の地盤沈下のすべてが被圧水の水位低下で割

切れるほど笑際は単純ではない。また，圧密沈下その

もの弘 二次圧密などの迎論的に不明な部分が多 く上

に述べたような簡単な理論ですべてが説明できるもの

でない。しかし，水位低下の歩み と地盤沈下の速度 と

は非常によく一致し ていて ( 例えば終戦前後の両者共

通の停滞現象など) 水位低下が地盤沈下の有力因子で

あるととは疑う余地がない。したがって地下水利用の

制限，工業専用水道の設置，使用地下水の日チャ ージ
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などの手が打たれて，地盤沈下防止の主対策 とされてい

るのである。

つぎに掘重量作業に伴 うこの被圧水の処理につい て考え

よう。被圧水が作業の障害 とな るのは，掘重量が次第に進

んで，被圧水の上にある層が次第にうすくなってきた|侍

に，被圧水の圧力に よって上層

の土を吹上げて しまうことであ

る。予定深さまで狐i盤 したとき

に，その下に厚さ H mの不透水

層が残り， これに下の被圧水か

ら ん = h x rω1m
2

( h." 不透7. 1<

Fig.  6  銅万数のN' し上げ 庖の下而を基準 とした被圧水の

水Vfi ，単位 m，r叩… 71<の単行l 重量，単位 t/ m
3

) の圧力が

かかる場合，不透水筒の土の飽7. 1<重訟を rsot ( t/m
3

) と

すると H. rsot 5:. h  r仙 す な わち H が h r，u/r sot よ

り小さく なるような状況では掘方底の吹上げが生す' る。

以上は被圧水の上に不透水層の査がある ような三考え方で

すすめたが，透水性の細砂層のようなものと考えても問

様である。掘方底から H m の深さの滞水層に打込んだ

水作計の水位が郷方氏 よりも ( h- H ) m の高い所にあ

るとし，領i方政表面では水がたまらぬように処理されて

砂のポイリ ング現象

有効応力 = Hr '

いる とすると，水の下から

の湧き出 しが生じる。 楓方

底より H mの深さの水平面

で 考えてみる と，ＷＱ＼Ｎ の湧ｾ

出しのない場合は，

= H ( r sot - r1U)  

(但 r' … 砂の水中単位重量 rsot ". 砂の飽水単位

重量， r1U"'71<. の単位重量)

中立応力 = H . r叩

であったものが，湧き出しのため 中立応力が ( h- H )

T叩だけ増し，有効応力はそれだけ減ずるのである。

故に (件h一H ) r叩二注主H r ' = H ( rs叩。 t

一
Tれ包叩o

になると有効応力は 0 になる。すなわち完全なボイ リ

γ
グ現象になるわけである。上式を整理すると

H 三二h r1Ulr sot 

となり ，不透71<Fi'i の益と考えた場合の l噴き上げの式 と

一致する。とう したポイリングまたは噴き上げが生じ

たら，この部分の土層の支持カおよび受仇土庄は殆ん

どOになるので，術i方底では作業貝も機械も土砂中に

陥淡して作業のilll1歩は全く不可能 とな り，矢板の繰入

れの抵抗力がなくなるので，矢板は最下段切梁より下

は片持梁のような状況となり，矢板が作業場内にdおり

込んだり，または最下段切梁の砂損を生じたりして，

周辺に被害を生ずるのである。また，とうして密度の

弛んだ土居は再び締固める ことは困難で，建築物完成



後の不問沈下などの原因となるのである。

さて，との現象は H 三二h rw/ r  sot なる関係式に尽き

るので処理も極めてn : o 単である。 H が大きい場合，す

なわち掘方が浅い とか被圧水府が深い場合には，上の関

係は成立しない。現在の掘り方は深いものでも 12- 13m

程度なので梅田附近のように被圧水府が 25m 以下にあ

るような所ではこの事故は生じない。むしろ御堂筋周辺

を中心とした，被圧水府の比較的浅い所にのみ生ずる問

題である。対策は 1 つ， すなわち h = 被圧水の水頭を

さげるととである。五 ＱＱ 解をたすけるため ら ｾ例を一つ示そ

つ。

( 例) 姉方はー 11 m の予定，不透水府は - 8- ー15m

の間にあり，との土の飽水単位重量は 1.68t / m
3

， -

15m 以下の被圧水の水頭は - 6 .7mに迷するとする。

この場合，作業中に不透7 . . kmの噴き上げが生ずるか。

また，それを防ぐには水位をどの位さげればよいか。

(答) H = 15ー11 = 4 m 

h = 15- 6 目 7 = 8 .3 m

r  sot =  1  .68t / m3  

4三二8 .3 X 1/ 1. 68 = 4.94

となり噴き上げを生ずる。被圧水の71<頭を ーχm まで

下げて，とれを防止でき たとする と

4二三( 15- ; OX 1/ 1.68 

z二三 15- 6 .71 = 8 .29m 

となる。すなわち水位を 8 .29m 以下，現在より少く

も 1.6m さげなければならないことがわかる。

上記除噴き上げを生じない，最少限度の水位低下であ

るが，被圧水の水位が持il 方敷より上にあるかぎり多少と

も有効霊筒土庄は減り， し たがって支持力も減ずるの

で，重機械などを投入して作業せんとする時は，なるべ

く水位を低下させることが望ましい。被圧水の水位を下

げれば下げるほど有効土庄は増し，作業商からも構造物

の将来の影響Fの而からも好影響が考えられるのである。

また，とれによる粘土層圧密の周辺沈下を心配する向も

あるが，前述したように圧密にはかなりのl時間を要する

ので，数ヶ月だけの水位低下では大した被害は生じない

のである。

全面的に水位を低下させる工法としては， 19世紀末か

ら使用されるようになったジーメシス法，それにつづい

て発達したクエノレポ イγ ト法などが，土質力学的にも解

明されて，第二次大戦後はわが国でも広く使用されるよ

うになったので，状況，土質に応じ工費的にも最肢のも

のを選ぶととができる。したがって現在では綿密に計画

された工事では被圧水を持てあますようなことは殆んど

なくなった。ただ，まだ S u mp 法的な考えから一歩も出

ない技術者の管理する現場で，せっかくかなりの深さの

井戸を堀りながら，その水位を常時低位に保って，敷地

全面の被圧7 . . k { 立をさげる配慮をせず， 111] けつ的にポンプ

をかけるのみで，被圧7 . 1 < を支配し切っていない例が時に

見受けられる。

さて，大阪の第一首11氷層の透7 . 1 < 係数は 1Q-
2cm

/ sec 程

度であるので， ζ の水位を例えば - 6m からー 11mまで

下げるにはどの位の揚水位になるかを略t ' i L 式で出し てみ

よう。
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a  .. 被圧71<K' iの)Cf. み 10 m 

tJ h ・・・水位の低下 旬

K  … 透水係数 10- 2  cm/ sec = 60X  1  Q- 4  m/ mi n  

R … 影轡飽阻 ー般に 100m程度

長辺+ 短辺

R ，… 敷地の一一ーす一一一

100mX 25m の敷地とすると 31m

Q  ］ ｾ ｘ Ｓ Ｎ ＱＴ ｘ＠ 10 X 5 X  Ｑ ｑＭ Ｔｘ Ｖ ｾ ｭ Ｓ Ｏ ｭｩｮ＠
2 .3X O.5  

= 1.65 屯/分

したがって 1 ;本の揚水量 0 .015m
3

/分のクエノレポ イ

シ トならば， 110 本が必要ということになる。なお，と

れは水位が，予定通り低下してからの安定状態の計算で

あるので，それまでの低下進行過程においてはより多く

の揚水位が必要となり; 設備はこれを考えて余裕をもた

せておく必要がある。

以上は極めて簡略化した計算であるが，堂島川右岸で

被圧水層上端がー 15m の地点で実施した工事で，との

被圧水処理のため約 160 本のク エノレポイ γ トを敷設し，

71<伎を - 6 .7m か ら ー 14m まで下げた伊j では安定後の

揚水虫 1. 5 屯/ 分，水位降下進行中の最大揚水誌は 2 .66

屯/ 分で，事前計算とかなりよく一致し，その施工結果

はあらゆる点で満足すべきものであった。なお，以前に

御堂筋で深井戸により，被圧水位をー 12 .65m まで下げ

た工事では，五支大揚水位 9 .7屯/ 分と記録され，上記工

事の 3 .5 倍程度の揚水となっている。被圧水位の高低，

透水係数の差によってとの程度の揚水量の相爽司は当然生

ずるから，経済的な施工設備をしようとすれば，事前に

充分な地下調査を行う必要があるととを強調して，との

一文の結びとする。

( 本文を躍するに当つては京都大学村山朔郎，大阪市立大学岩f41潤，

森田紀元， 竹中司直之介絡先生の御資料を随所K 引用言ぜていただいた。

1: 1: 11 : 厚く御礼を巾上げる。)

( 筆者 K K大林組工fhll!)
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新 大 ビ ル 新 築 工 事 に お け る ウ エ ル ポ イ ン 卜 工 法

谷

A. ま え が き

新大ピノレ新築工事の姻削工事，その他のために採用し

たクエノレポ イン工法について， 笑施をもととし，同工法

の概念はすでに御存じのものとして説明する 。

新大阪ピノレディングは現在の大 ピノレの新館として大阪

市北区堂島浜辺 1 丁目 25番地に建設，W，，31年 10月に工を

起し，明33年 4 月末に竣工予定である貸事務所建築であ

る。目下地下部分の構築をすでに終り，クエ ノレポイント

も撤去して浬艮 しも 完了し 3 階 ゴンクリ ート の作業中

である 。

敷地は約 2，600 py. で周辺は公道に面 し，その南側に 15

ｭ 離れて堂島 川 が流れている。建物は ｾｴ 平 ＷＲＰ 坪で地下

2 階，ー部地中 2 階，地上 9 階，塔屋 4 階の延 8，500 坪

で， 設計監理は村野 ・森建築事務所，全構恕の 3 分の 1

の第 ｱｾ ｊ 工事である。

日本工法を採用した目的

木工法には長所とともに短所もあるが，当工事におい

て上下 2 段のクエノレポイン トを採用したのは主として次

の理由による。

1  ) ドライワーク ( Dr ywork) による穣伐作業の安全 ，

迅速な施工

当敷地の土質構成は後述するが，堀方! 飲面が粘土質を

少量含んだνノレ ト質で，もし水替作業を充分完全に行わ

なければ， rヘドロ」化して作業困難となり，完全施工

がむつかしく，ひいては工期も 遅延するおそれがあるの

で， ドライワークが楚工前より強〈要求されていた。

2  ) 鉄矢板面における水圧の軽減による土留支保工材

の節約

掘削後，掘削面に て基礎 杭 ( コγ クY ー トパイ ノレ，径

30c m，長6 .5 - 7 m) を約 1，100 本打込まねばならぬ。と

の杭打作業の振動にて土留支保工材に危険をおよほす

が，安全性を保つためには，粘土層上部〈地表滞水層〉
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の7}< ( 常水位約一 3 m) を第 1段クエノレポイントにて吸い

揚げておかねばならぬ。( 第 4図参照)

3  ) 調方進行によって生ずるクイックサンド ( Qui ck-

sand) の防止

との粘土居の厚みは約 7- 8 mあるが，堀削 I政面に てそ

の上部を 4m姻り取ることになり，成りの粘土居厚みは

3 - 4m とな るが，堀方が進行するにつれこの層が薄く な

ると粘土層下( 第 1 滞水層) の水( 被圧水に て自然水位

は - 6 .7m) の場圧力のため粘土を押し上げられる危険

がある。とれは京大防災研究所に依頼し て現場実状調査

の結果， この水位を 1.6 m 下げれば揚圧力とのパラシス

がとれるととが解った。また基礎杭がこの粘土問を突抜

き ｾ ｾｾ 1 討lf7}<腐の粗砂層に達するのであるから， 杭打作業

の際被圧水が杭の外周に沿ってul 1 出するおそれがあるか

ら少くとも， ドライワーク のためにはとの水位を掘削敷

面 (ー 11 .54米) 以下に下げる必要がある。 との2つのた

めに第 2 段クエノレポイントを採用 した。 ( 第 4図参照)

4) 土の圧密の促進

本建物の全荷量がとの基礎面に架か れ ば 会沈下呂は

33 .5 mm と計算さ れ，仮にささに堀削の平衡状態を保つ

ための水位を 1. 6 m下げれば，全沈下訟の約半分 17 .3 mm

を建物荷量を待たずに先に圧密できるが，との所要期間

は約 2 ヶ年余り かかる 。と れは工事中に促進できないが

その50% 即 8 .6 mm を圧密するには約 5 .5 ヶ月を要する

とともさきの京大の調査で解った。とれはクエノレポイシ

ト工法採用の副産物で，との矧聞は同工法現場実施期間

としても可能である。すなわち宿l工法採用のため，全荷

量級術後の地下を待たすーに，胸工 中にいくぶんにても粘

土居の圧密を促進でき， 竣工後の建物沈下を助けると と

ができる。

しかしこ の圧管促進および地下水位低下は附近に被害

をおよぼすとともしばしばあるから細心の注意お よび検

討を3与する。

‘  
.  
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E. 予 備 調 査

クエノレポイ γ ト工法を採用するに先立って行わねばな

らない重要なと とは予備調査である。との結果が計画お

よび施工に対して与える影響は非常に大きいので，地質

状況，土の透水係数，地下水位，地下水の流動状況，ポ

イン ト打設に必要な水源，動力源および揚水処理等の予

備調査を行った。

第 1図で示す場所で，ボ- 9::/ グテス ト5 ケ所 (Nol

- No 5) ，地表滞水層揚水試験 1 ケ所 ( A 点)， 第 l 滞7.1<

層揚水試験 l ケ 所 ( B ) で行った。試験方法は省略する

が，テストボーリ γ グでは i /: : / ワ; t - / レサシプラーの使

用による不怒間L試料採取と標準目入試験を行った。

1) テストポーリングの結果

上記ボ- 9: : / グの結果の一例として，第 1 図の Nol に

おける土質主i 状図を第 2図に示す。

なお着工当初第 1図のC および D点にさらにポ- 9: : /

グテストおよび様準白入試験をして土質の状態を再臨認

した。

地表か らO. 5 - 0 .6 mは戦災その他のMb土であるが，そ

の下 1m までは褐色中粒砂よりなる表土で，一般と異り

有機質汚物の少ない清滞な土であった。また 4- 8mは次

第に組砂にうつり主開局色を呈し少量の磯 ( 2 - 3 c m) も混

り) 8m においては礁の蒋屑となるととろもある。この
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庖は Nol ボ- ! ) : / グにおいては比較的種

々の変化が少く，一般に東側および北側は

礁の含有が多< ，また径も大g . い。 8 - 1 3 m

には粘土が 0. 5- 30 %混る ν ノレト層が存在

する。との層は員波浪りで粘性が少〈含7 ] <

i立の多い制状を示していた。この! 日以降も

16m までは問綴に粘土層で，東より西に向

って 0 .8 - 1 m程厚くなっている。以上の諸

点、から兄て Nol 附近より河岸寄りは，中

央部にかけて絞めて近き |時代まで川底にあ

ったものと息われる。 8 - 1 0 m のV ノレ ト層

は大阪市内の上町および天神橋筋方面を除

いたすべての地域に広く分布する所詔大阪

府に連るものと恩われる。また 10m より

大略 3 mのJIj ..さの V ノレ ト粘土問は，織田附

近に見られる粘土胞の上端部と性質がよく

類似し， ν ノレトを混えた比較的塑性の低い

粘土で，若い堆積土に特有の性質を持って

いる。 13- 18mの粘土を混えた弛い砂は梅

田附近には見られないとの地域特有の層で

ある。 18m以下はごく密に締った砂層で，

との下部は軍事層に変り， 38m まで約20mの

厚さを持っ ている 。

2  ) 水位の測定

配 置 図
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1，材 料 賓 場

自然水位は地表から - 8 m までの地表滞

水層ではー 2. 5m，ー17mから - 38mまでの

第 1 滞水層では - 6 .7 mである。との敷地

は堂島川に接しているので， 川の水位によ

る影響を受けるであろうととは予;怨、され，

かつ堂島)11は感滞l河川であるから大阪湾潮位が間接的に

影響している。測定の結果では河岸より約 60m断れたと

ころの地表滞水庖の水位が昇る l時間は満潮ではなく ，時

間的にす' れて干潮時において最高を示した。

3  ) 揚水試験と透水係数

地表滞7 ] < 層の揚水試験は当社工務部にて行い，第 1 i干if

水庖の揚水試験は京大ならびに当社研究室にて行った。

揚水試験の方法は平衡法 と回復法を併用して行い，地

表ilT1<層の透水係数は 1. 1X  10-
2
c m( sec という 結果が出

たが測定は杭打試験 と1jf' 行して実施 したため， 試験方法

に多少無理があったので，参考として別に粒径加秘曲線

より求めたが，数値は 6 - 4X  1  0- 2c m(  sec であった。又

第 Ｑ 滞Ｗ｝＼ｾの透水係数は Ｑ Ｎ Ｒ ｘ 10-
2c m( sec であった。

B. ウヱルポイン卜の計画

クエノレポイシ トの計画は，前記予備調査にもとづき，

当本社工務部にて計画を行った。

1  ) 揚水量の算出

dh 

ダノレν 一法則 Q = 2π7 hhEF の基本計算式より

60 

金 息 川

第 3 図

地表消i71<陪の湧水 …・ l m
3
( mi n

第 1 滞水層の濁水…・・ ・2 .53m
3( mi n

という数値が求められた。

2  ) ウヱルポイントの本数

地表滞71<層は Q = l m3( mi n であり，ポイ Y ト1 ケ所の

揚水量を 20- 40l ( mim とせば 1000l -:- ( 20l - 40l )  '* 50 

本となる。

第 1 ilW7]<層は Q = 2.  53m3( mi n であり.，ポイン ト1 グ

所の揚水誌 20- 40l ( mi n，放に 2530l -:-C20l - 40l ) 中 125

本となる。

以上の計算は安全係数が入っていないので，あらゆる

条件を1111床して次のように修正した。

地表日li 7.k層

前記のよ うに透水係数のiRJ り方にあいまいな点があ

り， l m
3
( min の釦出の基礎と した透水係数も 3 倍値とな

る可能性もあるので，安全惑を 3 .5 にとりポイシト数を

175 本とし( 平均間隔 1.6 m) ，さらに堂島川側は河の影

響を考え，万全を期して間隔を 1.2 m とするとととし，

計岡本数を一応 200 本とした。
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第 4 図

第 1 7!1i 7)( 陪

透7 K 係数が正隊にinu定されているので，安全率は 1. 5

にとり，ポイント本数を 185 本( 間隔 1 .6 m) 白で計画し

た。

3 ) 計画図の作成

第 3図は第一段 クエ ノレポイ Y ト( 地表7l lf 7K層に おける

ものを第 1 段と l呼ぶ) および第 2 段ワエノレポ イY ト ( 第

l 滞水層においてるものを第 2 段と呼ぶ) の配置凶で，

第 1 段および第 2 段の揚水の排水は敷地内の公共下水前

( 廃泌) に流す。 第 4図。主その断面図で，南側路面下に

はm訴ケーブル線，市上7)( 送水管，ガス tf 等重要埋設物

があり，各関係官公会社主 協議の結果，市外電話中継線

ケー プノレは. 中央部 より東半を河岸寄りの空地に移設 し

( 第13図参照) ，他の上水管お よびガス管は敷地の東お

よび西にてストッフ.パノレプを新設 し不慮の災害に俄える

ことと した。

4) 鍋水ポンプの訟置

揚7Kポ Y フ. は第 1 段クエノレポイシ トには東北隅および

西南 ｉｾｬ に各 ｱ 札づづ設置する予定であったが，笑Ｑｦ ｴｬｩ は 第

Ｓ 図 のように東北隅に Ｒ 組を集め，西端 ｈｾ てグ ート パ ノ レ

プによっ て南側l廻り と北側廻りの回路に 2 分 した。

第 2 段揚水ポ Y プは北側の凸部の土留支保工 3 段切梁

の上面に 2 組据え，南側の中央部にてグート パルプをつ

けて，右廻りおよび左廻りの 2 回協 とし た。
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5  ) 使用鑓材について

クエノレポイシ ト工法の成否は計画の適正お よびポ イジ

トの打設技術が大きく影響するが，それに増 して使用器

材の選定が必要条件だと恩われるので，中央開発株式会

社に命じて使用予定器材を提出させ種々注文をつけた。

クエノレポイン トは旭製作所のもので， 第 5図に示すよ

うな形をし，櫨過網は 16メッ V ュの真鍛網を使用した。

第 6図は第 1段ク エノレポイ γ トポンプ室の写真で，手

第 5 図
前に見えるのが揚水ポンプ ( 6吋ヒユガノレポシプ- 15IP)

先方にあるのが真空ポシプ ( 2.Ji 吋- 10IP) で， これを

1 セットとして第 1)設は 2 組，第 2 段は 2 組お よび予備

として 1組計 3 組を設置した。 第 7図は第 3 段切梁上に

設置 した第 2 段クエノレポイン ト室の写真で手前に見える

のが揚7 k ポシフo (第 1段と同形のもの) である。

従来のヘッダーパイプは長さ 3mのものを連結したも

のであ，るが，今回は長さ 4mのものを使用し てジョイジ

トも鋳鉄製のピク ト9 ックジョ イシ トを使って，接続作

業が迅速にできるように した。またライずーパイ プのス

ヰγ グジ ョイントもビニール製の管を採用 した。これは

透明であるので各ポイン トの揚水状況が手に とるように

観察でき て便利である。 第 8図は第 1段クエノレポイシ ト

のヘッダーパイプ，ライヂーパイプおよびスヰ γ グジョ

イY トを示す。

揚7j(ポ γ プは真空ポシプと ヒュー ガノレポ γ プ とセパ ν

ｾ Ｖ 図
ータータシクを組合せたものである 。 ヒュ ーガノレポシプ

はメカニカノレジーノレのものを， 真空ポジプは ロー タリ ー

式( ナッ ν ュタイプ) のものを採用した。

E. 計 画 の 実 施

1  ) 第 1段ウエルポイン卜

堀削工事が順調に進んで東半分の揚水が急を要するよ

うになったので，第 1段目のヘッダーパイプを東西の司

心 部で Ｒ 分して東半分を先に設置し，これを先に揚 Ｗ ｪＨ Ｑｾ 日

始できるように布設し ，堀削の進むにつれ引続き西半に

およぼすようにした。 .  
、.

第 7 図
まづ矢板外周に図のような排水溝を掘り，ライヂーパ

イプ打込にはクオーターゼラッ トを使用したから，その

廃水を導いて適当な箇所へ集めた。これを捌水するにセ

ノレフプライミ γ グポジプの据付け，またゼッテイジグす

るための口径 3" X5段 x 30IP の多段ターピンポンプの据

付，揚水ポ y フ・の排水用会

所およびぴ排水量測定の ノ

ッチ箱詰L滑などをした。

クエノレポイント 設置は上

記の準備完了次第 11月30 日

に開始，全打 設終了は 12月

111 ｾ＠24日で障害物などあって

2日8 図 200本の予定の ととろ 191本

62 



CT. I 

ｾ＠

防

諸準備器技織1

Ie.ヘUサ引ダVーずJ 判h A?奇"4Eエ3府滋

t長ウ却しがイント組主

、う |如白井νレポグイジンヲトイhントヲ耳針元付ン要サ)  

!エ

ジエツM師 7臥費( 色)
J レ

￯ｴｾ＠ 9-七ノポ刀1重転防印刷

イン片〈位測定同ウ工JL，t: イント

ト ポ ン 7・説付

ポ ン7

0

運転

虫主

転エ

面
千五

第

器対椴入

ｦ へ ａ ＭＭｖｷＷｦ ・ ｌ ハ取・ィ材＿袋加Ｉｬｉ＾ ｩｾ

; _  

夕刻レ，)-r，' イント伊.JL

段ＱＦ 如 ｬｦｾ ぱグ Ｇ Ｎ Ｎインｾ ｻ トンジ ヱ ト 取ッ ｆ 骨 ｾＱＩ

'7 ジェ y トイ苦闘水4量(t 】

::1-

7・Eン;t;;，1i A転時間( 骨)
)1" 

ポ 7K也迫'1定申"J.xIV;f' ，'1ント

イ オむ Ｗｾ ＮｴＥＮｦサ
ン

点。ノr 運転

ト

ｾ＠
i宣車え エ

riJ J 子 イ長

L.... .-. J ._ーー

数量

l開 駒

|剛

延 290

m

I  q  

Iql ネ 18 

5  本

V.P. 4' .P.-!O. 

2包‘ソト

ｾＲＸ Ｐ ｭ＠

157 ｾ＠ 113 

5  )ド

ZなWR+同R事p.借A且告

.  .... . ... .・
e  l ・ ‘ Z ・

第 表

。l同 12同

イ脅 考

22 11312今 25 126127128 1Z9130
• 1  z  11  14 ラ 6 ヲ B 19 1.0 111 " 21/ 311""115116 円 18 119 120 121 172123174175 [26 [z_1_[ Z!! lZ'  130131 

21へ3守7備ゲV仁メ川4ボS・ィ付“f手lc"r陶4 u降4、1j  

(tf )  

今0. 今 ＸＢ ｾ ｳ ｉ ＱＶ
(j ili 平

2S Z 5  

刊

{葺羽
l，.T • 6  116 8  115  ZZ l16  

晶約

q  11  15  1  S  22 可 今 ゐ 6  JI 之 .g_ l日平灼 10. 6斜 地

u  4守ilZ量応山同#鼠ル州J前J1:1Fイ筒唱-ンピZト1マ1ふ3必七‘1  11. 6  5ω 18s  ｢ｏ ￟ｬ｢ｾｏ＠ ＵｾＰ＠ 3i O  595113.5 1'Z51770 24.5  民 Ｐ Ｑｬ ｾ Ｎ Ｐ 18.0  5.0 10.5  

10 901240 120lZZl 220 Ｒｾ＠ 120 IISl3CO 75 1330 105 60160  120 BO 60  
1L，5rr介'-'7・

2  z  

ー1I 目

ー

回2・伺・ 岡 圃

I  t; ltlti 1Il'包

zon 

1 11  111 111 111 111 111 1 11 111 111 111 Z  1  Z  2 12  212 21 2  2 12  Z  12  2 12  212 2 12  212 

3 13  3 13  313 3 13  313 313 3 13  3 13 5 15  51 5  5 15  5 15  51 5  5 15 5  15  5  15 5 15 515 515 51 5  運ゅ ｺ 転 ｡ 鈴 工蘭 広 縁 ｾ 曾 Ｗｈｦ 栂 ＺｲＮＧ 句〉アｻ正

4  4十 4 4 14 4 ヰ 8  9  111  13111 8 19 121 13 13113  13110110 817 キ 3 3 13 31 3  3 13  
。。。。。

の測首E定車五圭且汁がfー^ｉ＼ ｻ ｾ ｾ＠

iKAエ削・刑 判 畑 L

111 Ｒｾ＠ 3月

備 考

l ol zI12712312.i1- 12. 5  Ilb 127 12s ll 9 130 3111 1%  1314 15 1  O 守 619 1101 11 1121

'

311今 15 凶 17 1181191201%. 1122 11. 312今 2512612ワZ s 1  12. 13  14-

開

同

4ヘ15・2l ソｓ ＱｆａＲ Ｏ 三 Ｔ ｴｦ 事 ｒｦ 稀イ ｅＷ 付辛・ ＴＯＵ ・ 自 ｾＴ
( 制)

H I20 

晶平

18 137 

体 ー
』ー

』

ー

除平 IJ. ーヲ 同L

Ib 1  l b  9  1  5  9  19  8  110 14132 IBj 附 11.1，料 1込

運b

1&. 0  49.0  110，0  ｉｉｾ＠ 112，0  790  m 63.0 &30 5bO  TCO ｉ ｏ ｉＮｾｬｬＫ Ｎ ｏ＠ イワ量エ嗣lは"バ〈量ント喧l$tz轟t・}

1320 280  620  i4D 640 

“b  

200 360 3ω 320 

"。
6QO  Ｖｾ＠

:J車u 時リ7嗣ービ3シ7ポ骨わ 7'

Z  

国i J ! .
Ｈｾ Ｉ＠ {孟』 hーｉｾ ｊＩ＠

ｾ＠ I(ふ 1包 一

1  12 212 211 2 12  2 12 2 12 21 2  21 2  2 12 2 12  2 1 2  2 12  21 2  212 212  Z IZ  :2 12  2. 12 2 12 2 12  2 12  2 12 

616 6 16 6 16  616 616 6 16 61 6  61 6  6 t6 6 16  616 6 16  61 6  61! > 4  4- 14  6 16  61 6  o l 6  6  6 1 6  616 もも
t ! 鼠エ#. 府ニr.高F揖F方日 1  

賞 Ｍ ｴ￮ Ｎ ｾ

I  12  212 313 313  31 3  313 5"1 5  313 315 4 1 6  ol o 211 21 3  312 3  31 2  
。。。。。。 。。。

0 10  
。。

を宅雪量



設置した。揚水開始は東半分 1 セットを 12月 8 日にまづ

運転し，また 2 台目排水開始は 10日後の 12月18日に運転

して全運転に這ぶった。パキューム調整のため数個所に

グー トパルプを設置し とれにてベッ; ダーパイプ内の真空

度を平均に保つようにした。吸気圧はパキュ ームポ γ プ

のところで 650- 670mm，末端1で 500- 550mmであった。

クエノレポイシ トは地下水低下の重要ーな役割を果すもの

で，自らゼッティングによって打設され，これがそのま

まクエノレとサク ν ョY されるようになっている。また地

下水がクエノレポイジトに集る状況は広い断面から漸次狭

い断面へと流入してきて，しかも各断面を通る 7}くJ. ! .は同

ーであるから，地下水の流速はク エノレポイ γ トに近づく

にしたがって大きくならなければならない。とのために

クエノレポイシ トの周囲には粗い砂を入れて流通性をよく

し，中心から速さ' カミるにしたがって粒子を細かくして最

外側では自然土に近いような粒子の砂で円柱( フイノレタ

ーサ シド) を作るのが理想である。

ゼット用水は 1 ;本当り平均3 .73J i i ! i . 打込所要時聞は 15

分にて平均1日 10 . 6 本を打設した。第 1 段クエノレポイ y

トを打ち込むには矢板に接して打込めば坊! 方の進むにつ

れ矢板に隙があれば，それから空気を吸い込み吸気圧が

低下して揚水能率が務ちるから，ポイン トが矢板より少

しでも離れるように少し斜に打込んだ。結果として空気

を吸込んで揚水停止しなければならないクエルポイシ ト

が20本ほど出で，スヰ γ グジョイシ トの止水 コ ックを締

めねばならなかったが，地下水位高にはあまり影響がな

かった。

2) 第 2段ウエルポイント

この段で揚水する水は，粘土居下の被圧水であり，ポ

イントを打込めば 4 .5 臨程度の水圧で7) C が噴出するおそ

れがあるので，まつ' 坊! 方の進むにつれ第 3 段切梁の版起

下 ( IFL - 9 .5未) にヘッタ7ーパイフ・を先にギ11設し揚水ポ

シプにも接続しておき，何時にても運転1m始，揚水でき

‘ こ、A

t百9 図

64 

' f . t  

-
.  
4  .  

る状態にしてヲエルポイジ トの打込を始めた。打込が終

れば逐次ヘッダーパイプに接続し揚水開始して湧水を防

ぐようにした。

第 1 ;本自を打込んだ時は第 9図のように溢水したが，

l順次打込みD直ちに述結揚水して行けば 10本目ぐらいから

溢水は少くなり，終りごろはこの溢水もなくなった。こ

の溢水およびゼット用水の排水のため，5 1/- 6'1ポγ プを

4台用意した。打込は第1段と反対に内側に傾斜して打込

み，矢板の直ぐ内 ｾｉｉｊ であったから矢板の地中支持力を失

わないよう 1m以上ポイントが離れるように注意した。

32年 1 月26 自に打込開始， 2 月 9 日打設終了し揚水開

始は 1 月27日，全運転するようになったのは 2 月13 日で

これでクエルポイントの全設置を完了した。その他詳細

は実施工程表( 第 1表) を参照さ れたい。

F 揚 水 管 理

揚水ポンプの全運転開始後は運転士がポシグの調整，

ヘッダーパイプのグー トパノレプ， ライずーパイプφ止水

コックなどの調整監視を常に行い，毎日 4 回所定の時間

( 0時， 61時. 121時. 18時) 'に現場内数グ所に設けた水位

測定井戸の水位、を測り，これをグラフにして地下水の維

持に万全を jl J l すようにした。

最大時の錫水昆は第 1 )設で約 2 . 43m
3  

/ mi n.  第 空段で

は約 Ｒ Ｎ ＶＶｭ ＳＯ ｭｩｮ を記録した。第 Ｑ 段では揚Ｗｩ＼Ｎ Ｑｾｈ 始後 ＴＰ

日で，水iJ: 1  m3  / mi n 内外で安定し水位は - 6 .2 m とな

り，第 2 段では約30 日で安定して水量 1 .5 m
3

mi mで水位

はー 14mを上下した。さきに予備調査によって出た透水

係数の{ 自に種々の事情に より割りだした予想数値を実施

結果から逆算してみれば，地表辞If7) C 層においては6 - 4 X

1  Q-
2

c m/ sec が 7X  10-
2
cm/ sec と，やや大きいが爽常に

大きいというほどでもなく，また第 l 滞水層においては

1 .2X 10-
2

cm/ sec が 1. 03 X  10-
2

cm/ sec とほぼ正しい値

が出プヒ。最大時の揚水量もさきの計画l時の予想最大数値

を下廻って，所婆の目的以上の水位を維持するこ 『とがで

き た 。 ( 第 2表参照)

ポンプ運転が事故のために止るととがあれば，図のよ

うな( 第 2 段クエノレポ イシトの場合) 状態で水位が上昇

して危険であるから，停電またはポンプ故障の起らない

ように充分対策を考えておかねばならぬ。当所にては{自

に保安線回路を -9210 

別に入れて 2 回

線と したが，約

主半幹日伶停，f氾Bが数回

あつたがI事F故は

f，J何l

- 10加ゆ

- 11.000 

J K  

9181 

20  4 0  60 

ζ れがなければ

自家発i浴u設備を

なすベきである。
逐転停止定経過 時間
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・.
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ro 10 図

E. ウヱルポイント運転後の工事状況

クエノレポイ γ トJ防水は各係貝の協力で順調に運び初期

の目的を充分に果した。

1  ) 当初の第 1 目的であった ドライワーク に よる根伐

作業の安全，迅速な施工に対しては，従来の主主場工法の

排水作業の場合には，ポ Y プおよびブ ート パルプの故障

または集水井の理淡な どに より掘削の進捗を妨げる時が

しばしばあるが，とれらの心配もなく，あたかも地上の

濁水なき ととろに て作業をするの と同様な安全性をもっ

て，能率も上り予定以 上 に 進 捗 し き れ い な 作業がで

き， しかも釜物作業の困難な場合の40% の工期を短縮す

るととができた。( 第10図参照〕

2 ) 土留支保工材の安全性ーに対 しては，官Ij 述の基礎杭

打作業のための振動の危険を予期 して，スチームハ Y マ

ーにてなるべく振動のない ようにしたが，支保工材は第

1 段クエノレポイシ トの揚水のため補強の必要もなく，一

般支保工材に て節約でき た。 基礎杭の梨重試験を してい

る一方にて杭打作業をしたが，約 50m離れたと とろでの

振動はダイヤノレグー ヂに現われたのでは 0.003- 0 .005 

mm で打込作業部地上に ては人体に僅か感ずるていど で

あった。
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3 ) 痢削進行によるクイ γ クサ γ ドの防止については

前述のように地下水を杭打作業のため予定以上に下げた

ため，少しの湧水もなく，また当時は幸運にも干天続き

にて杭打のためにもり上る粘土は表面亀裂を生じたほど

である。 第11図は杭打作業中の写真で左端に見えている

パ イプが第 2 段クエノレポイントのライずーパイプおよび

ヘッダーパ イプである。この時期のある日の敷地周辺 の

地下水位予惣は各観測井の水位 よりして第12図のよう に

想像される。

4 ) 土の圧密の促進にたいしては，当工事場はさいわ

い周辺は道路に而して隣家はなく，近隣の建物にも被害

をおよぼすとともなく基礎地盤の圧密ができ，地表面も

被害をおよぼすほどの沈下もなくまづ成功 したもの と恩

つ。

基礎面の圧密沈下

第 1 図の B 点に て地表 - 8mの粘土居の上端にて圧密

沈下を測定したのである。さきに京大防災研究所お よび

当社研究室にて透水係数測定と同時に，圧密試験の測定

竿を ( 19mm 丸鉄の先にベースプレートを附した もの)

粘土田上に他の 1 ;本はこれを笑抜いて粘土問下に立てて

1 対となし，とれを数組設置していたのを 1 組残白して
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とれを利用して測定した。粘土層下測定竿はとの位置に

ては水位が下っていず常に水中にあるから不変( 定点)

とし，とれに対する粘土居上の圧? 努された点の測定竿の

降下をilltlj 芝したのである。

第 1回同は 4 月12日，すなわち第 2 段運転IJH始後 2.5

ヶ月目で 6mm 沈下， 1$ 2 回目は 6 月14日，すなわち運

転開始後 4.5 ヶ月 目( 運転は約 1 グ月前停止していた)

で当初より 9mm 沈下と測定した。基礎堀削部の水位と

との測定場所の水位などを勘案して，基礎面にては少く

とも 9mm の圧密は促進されたと思われる 。とれの数値

はさきの京大にての計算の結果， 50%圧密には 5. 5 グ月

を要しその圧密は 8. 5mm と出されたものにほぼ一致し

ている。

地表面の圧密沈下

前記の粘土居上の圧密沈下iWJ 定の時の測定竿の外管(

il 制定竿を地表滞水層にブ Pーにするため，地中に打込ん

だ 2 吋の』附瓦斯管) は地表滞水府に接殺していて粘土層

上 30cm でとまっているが，地盤の圧密沈下と同時にー

絡に沈下するものとし，粘土層下の測定竿の定点よりの

沈下を 21mmと測定したが，しかし地表滞水の復元でと

れは 3mm浮上 した。

別に路商の沈下を測定したが，これは着工時に一階床

高を op.4m以上とするための高さを出すため，敷地より

約 1km酋にある B MNo.237より ν ベノレを路面の各iZt柱 (

コシクリートパイノレ製〉に移してきた。またとのレベノレ

を敷地周辺の鉄筋ゴ Y クリート造建物( 地下室付不変 と

思われる建物) にも移しておいた。路面は諸車通行また

は他の原因などにより各条件は! A l るが，クエノレポイント

のためにいかに変化するかと数回高低測量した。一応敷

地西端より 150m西にある。前記也柱の B Mが残ってい

たので，これを :t 0 の基準として測定した。結果は第

13図のとおりで，各基準点では約 7 ヶ月後測定にて 8. 5

- 6 8.5mm の沈下で，路面では揚水開始後 5 .5 ヶ月測定

で当初よりの差 2- 72mm の沈下でクエノレポイン トによ

66 

る路面沈下は僅少であった。この間矢板のゆるみのため

の沈下，ポイ γ トの土砂吸上げに よる空洞の陥淡などは

なかったことを附記す。

H. 第 1段ウヱルポイントの水位復元

かくして地下構築工事も完了 したので第 2 段クエノレポ

イン トは 5 月10 日より撤去にかかったが，これは遂次撤

去して埋戻ししていったため，復元状況は明確でなく(

第 2表参照〉 約 4 - 5 m復元した。第 1段クエノレポイ γ

トは 7 月 6 日に一斉運転中止して水位復元状況を調査し

た。約 7 日後に大休復元した。( 第 3表参照) 第 3 表の

op は堂島川の位7 J < にて， No.5， No.6観測j井は他のもの

より河岸に近いため，復元も他の井戸よりも早〈河水の

干満にも影響されている。

1 . 結 び

今後大いにこの工法が採用されることと思われるが，

いかなる土質にも適用できるというものではなく，まづ

着工前に必ず土質調査を確実に行い，しかる後各工法(

クエノレポイ γ ト工法，サンドパイノレ工法， ジーメンスク

エノレ工法，基礎地盤iU気回結工法など) について十二分

に検討を行い，土質にもっとも適した方法によって安全

にしかも迅速確実に施工することが原則である。

終りに当工事におけるクエノレポ イン ト工法が好結果に

終ったととは，敷地がこの工法にもっとも適した土質で

なったことはいうまでもないが，下請業者の中央闘発株

式会社の熱意ある施工，京大防災研究所の御援助ならび

に本社研究室および工務部の御支援，また各関係者の協

力によって得られたことを ここに深謝いたしますととも

に，この記述が表面的な浅薄な観察でったないものであ

りますが，さいわい添附の諸表をもっと深く御検討願っ

て今後の御参考に役立てば幸甚と思います。

(昭 32 .7 .24 ?己)

( K K大林組新大 ピル工事ヰ1泊所総主任)
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新 朝 日 ビ ル の 基 礎 に 応 用 さ れ た サ ン ド ド レ ー ン 工 法
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概 要

軟弱地般に霊E 建築物を建築する場合，従来より行わ

れていた方法は， 基礎杭または井筒によ ってその荷量を

下層の硬地盤に伝達する方法が普通であった。それとは

また別に主主嘆物の基礎を深く し，現在ある土を楓撃 し，

その排除した土の重量 と建築物の重量をパ ラソスするこ

とによ って，その建築物を安定さす ととができるという

考えもはやくから行われ，これを実施 して成功している

例もかなりある。依近の土質工学の進歩はとの浮基礎構

造に対しても科学的な根拠を与え，施工上の具体的な問

題にも解答ができるようになった。軟弱地盤で主 として

問題となるのは長年月の聞に起る沈下，すなわち粘性土

の脱水圧密による沈下であって，建設当時一応問題とな

らなかった沈下が年を経るに従って徐々に増大し，中に

はその不等沈下によ って構造体に亀裂を生じ ， また建築

物が傾斜し た例さえある。と の粘土層に対し て何かの方

法で， ー定の荷重に対して将来起り得るであろうと予測

される沈下監を，建築前にあらかじめ起すことがでをれ

泉 昇

ばその荷量以内であればJ王密沈下の心配はなくなるであ

ろう。ナシドドレ- : / 工法はその一つの方法であって，

粘土居の中に砂のパイノレを一定の間隔で作り上部に荷重

をかけて粘土層中に含まれる間隙水をこのサシドパイノレ

を通じて短期n日に絞り出して圧密沈下を建築前に完了さ

( 脚位。

す方法である。

新朝日ヒソレは極めて短期間にあの大工事を完成する必

要にせまられ，計画の政初に基礎工法がまづ問題になり

その可能性を左右する大きなファクタ ー となった。 との

点につい て付近の土質を参考として種々の面から検討 さ

れた結果，杭打ーをやめて浮基礎の考えを採り入れ，なお

掘量産土量を上廻る荷重に対してサ γ ドドレー レ工法によ

る予圧密を実施し将来起り得る圧密沈下を防止する方法

が採用された。なおこのナ Y ドパイノレは建物竣工後にお

いては上部の青1171<層 と砂で連絡し ，間隙7l <補給井戸一一

ν y ーフ ・ヲエノレ として，将来下部の滞水層 ( 本敷地で

は ー 2 0 m- 2 5 m) の地下水位低下によって起る粘土層の

( 脚駐2)

圧街沈下に対 しても備えるよう 計画された。

脚註 ＱＮ 粘土問 ｉ ｾ 圧力が 加 わり 間 隙水が絞り出さ れる Ｑ Ｑ 在 Ｑｭ はそ の ｦｬｊ 早の

Ｒ 乗 ｉｾ 比例するＮサンド パイル を粘土開中に作る ζ とはそ の

姻原を小にする E とを: u 味する。

脚 股 Ｒ 西 大阪 の 地盤の沈下は節 Ｍ ｾｕ 水闘の水位低下が主な原因といわ

れている. 木地点K おける段近一年間の地紋洗下 は約 4cm 程

度でそのうち l c m- 2c ml 1l ! 度が第一粘土胞の圧惰t，l ; 下による

ものと考えら れている 。
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土 質 調 査 と 建 築 物 の 規 模

敷地は堂島川と土佐堀川の聞にはさまれた中之島の一

部で，東西約 89m，南北約 91m でほぼ正方形である。

土質調査は第 1 図に示す位置に 6 カ所ボ- ! ) / ' グを行い

ペネ トレ - i / ョY テストおよ び粘性土に対しては ν ンク

オーノレ・サンプラーによる不撹乱試料を採集し，試験室に

おいてかなり村密な土質試験を行った。その結果の代表

的なものを第 2図に示す。 第 3図は No. 4 ボーリングの

粘土の圧密曲線である。本敷地地盤は大阪市の西部一体

に分布する域川粘土居のほぼ東端にあたり，との地点よ

り東に行くに従ってその層厚を減じ，御' 主筋に至ればこ

の粘土居はもはや存症しない。本地点においても粘土居

の厚さは東西において約 5 mの差ーがあるが，粘土の物理

的および力学的性'1' 1はほぼ均一である。土質の概要は，

G .L. より - 8 m- ー11mまでは砂{ 深層に被われ，それよ

り - 2 0 m- - 25mに至る約 11m- 16mの聞に問題の粘土

層が存在する。この粘土は ν ノレ ト分が多く粘土分は比較

的 少 し 最 大 で25% 程度の ν ノレト質粘土である。との粘

主

.  
'・

法よ星A晶

土の強度はJ梅田附近のものに比べて大さし単利I圧縮強

度は最小 O. 9kg/cm
2

，最大で 2 .6kg/ c m
2

，平均 1. 15kg/ c m
2

を示し，また圧密試験の結果も相当圧密度が進んでいる

ことを示している。とれらの結果より設計根切底におけ

る地盤の局限支持力( 破嬢時の耐力) は，安全率を
3 と

しても，なお設晋| 荷量を充分カパーすることが確認され

た。従って問題は粘土層の圧後沈ー下という
ζ

とに局限さ

れる。

本建築物の規模の概要を述べれば，建築面むi約
2 ，230

);' 1" ，延面積約 22，490 坪であって，西および北側プロッ

クは事務所およびホテノレで地上 13階，地下 2 階，基礎の

深さは肢において G .L. - 12m である。また東南プロッ

クは劇場部で基礎の深さは - 8 m である。基俊雄下の荷

量は西北プロックにおいては平均 23t / m2， 東南プ ロ ッ

クで平均 15t / m2 である。劇場開iはl次放を有し，荷重の

分布は相当不均一で，またホテノレ，事務所部に比して荷

重にかなり差があるが，劇場部の掘撃深さは - 8 mで，

- 12mの水平断面における地盤の応力はその聞の土ill :i i1

を見込めばほぼ玉iえ均した値に近くなる。

J  
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第 3 図 4 号 ポ ー リ ン グ 粘 土 の 圧 筒 誠 験

超 過 荷 量 と 推 定 圧 密 沈 下 量

根切底における現在圧力一一ーその点より上の土の霊長

一ーの計算は実際には各土居毎に単位重量を求めこれを

ｴｮ Ｎ ｴｾ すべきであるが，ここには簡単のために土霊訟の平

均を 1 . 75t / m3 として深さ 12mにおける現在圧力を求め

て見ると ， 1.75 X  12 = 21tj m2  となる。との場合地下水

による浮力によって有効圧力は減少するはづであるが，

建築物に対しても同じ浮力が仇くからことには考胤しな

いとととする。建物の何重は基礎盤下で，前述のごとく

72 
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円

.  

23t / m2 であるから， 差引き粘土居に加わるJ i i j 過荷量は

2t/ m
2

となる。今かりに粘土層になんらの処理を施さず

建築した場合に粘土居の圧密によって起る沈下昆を，圧

密試験によって得た資料より計算すれば，層厚 11m の

東側で約 12 .4c m，庖j写 15mの凶1J t IJ で約 15 .5c mとなる。

実際には二次圧密の影響 もありとの値は幾分増加する

はづである。また計算によれば この沈下畳の90% を起す

に要する期聞は約30年である。そこでこの沈下を建設の

JJ 前に完了さすために下記のようなサ Y ド・ドレ- ; / 工

法が計争闘されたのである。
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ム

首l 4図 ウエ J レポイント ーサンドドレ ー ンの機例図

サ ン ド ・ ド レ ー ン 工 法 の 計 画

サンド ・ドレ- ; / に採用したナ Y ド・パイノレの径は

30cm，その間隔は 3 m 乃至 4mの千鳥配置で総数約 710

本である。その深さは G .L . よりー 16m乃至ー 18 m で

粘土層の深さに従って変化している。圧密に必要な荷重

は圧密期fMj を短縮さすために趨加荷重の約 2 {i告を目標と

した。普通との荷重には土盛をするのであるが，圧密後

は直ちに榔重量するため本工事の場合には非常に不利であ

る。そとで本工事の場合はクエノレポイシトによって地下

水を低下し，ナシド ・パイノレ内の附，11I t t 7] ( 圧と粘土層の問

l深水圧との聞に水圧差を生ぜしめ，とれによって荷量を

載せると閉じ効果を得る，いわゆるク エノレポイジ トーー

サシド ・ドレーシ工法を採用した。その原理! を模型図で

示すと 第 4図のごとくである。地下水位は G . L . - 2 .5 m 

であって - 24mの骨w水層の水圧低下がなければ水圧分

布は図の点線のごとく三角分布をなすはづで - 24mにお

ける水圧は 21 .5t /m
2 となる。しかるにとの第一滞水層

の現在の水圧は笑測によれば - 8 .0 m まで低下している

から ，- 24mにおける 笑際の水圧は 16t / m
2

と推定され，

との変化 は ー 11m から - 24m の不透水性の粘土層で直

線的に変化するものとする。区| に示す A 8 C D が現在の

水圧分布である。いまク エノレポイ ン トによ って地下水を

- 8 m まで低下さした場合はナY ド・パイノレ内の水圧は

区l中破線で示す A ' B'  C' のような分布となり，粘土層

とナンド ・パイノレの凶，JI'L. 図中斜線で示す ように7.ki2Ji勾配

咋』γ - 2 5 U

ヲ民

- 110 -

明

- 18.0 -

"" ＭＲ ｾ Ｎ ｯ Ｍ ｂ＠

ト Ｍ ， ｏ Ｎ ｏｾ 仏・

ト一一一16.0ち仇・

ro 5 図 レ リ ー フ ウ エ ル の 機 械 図

が生じ ，粘土厄の 11司隙7 ] ( は徐々 にパイノレ内に流 出して粘

土Mは圧術沈下を起すと とにな る。 サンド ・パイノレの間

隔は粘土の圧密係数，パイノレの径および予圧密の期間に

よって決定されるのであっ て，本工事の場合は圧密JI1I1瑚

( 抑 位3)

を 2 週間j として前述の間隔が決定された。サンド ・パイ

ノレの深さをー 18 m に止めたのはそれ以下の粘土は既に

圧衝が著る しく進んだ状態にあ り，沈下にはあまり 移響

しないことがわかったからである。いま一つの理由は，

竣工後 とのすンド ・パイルを利用してレ Dーフ ・クエノレ

を形成し ，第一滞水層の将来の水位低下による圧密沈下

に備える目的である。レ Y ーフ ・クエノレの原理を模型図

で示せば第 5 図のどとくで，今かりに第』消f7J <層の7] ( 圧

が現在よりなお 6 m低下したとすれば，その7 l < 圧分布は

図中の A B C D となる 。す Y ド・パイノレの上端を上部の

地下水層ーーとの供給源は敷地両側の河川でほとんど無

尽蔵ーーに砂層に よって連絡すれば，ナソド ・パイノレ内

の水圧分ギji は図中 A B'  C' のようになり，水位低下に

より減少する水圧 ( 図中核線で示す〉に対 して， 今度は

パイノレ内の水圧は斜線のご とく 大 となり パイル内の間隙

水は粘土府中に流入し，第一首If 7 ] ( 庖の水位低下によって

失われる間隙水が補給されるこ とになる。との ようにし

て，第一討If 水婦の水位低下による第一粘土府の圧密沈下

は，ある程度防止し得る。 レリーフ ・クエノレは前に予圧

2必のため施工したサ Y ド・パイノレの上端をただl沙問で上

部の7I 1} 7 ] ( 侶に連絡するだけで自然に行われる地下水巡元

法である。

¥ 

¥ 

脚註3. 3. 5m r;自l摘の場合の圧密時r I 日 を求める計算 圧密係数 C旬は圧密試験結果よりl ! J られ，C句 - 4

例は次の通りである。 X lO-

3

c m"/sec をJ l l ぅ 。圧官官時間 t は次式よ り

ｓ ｾ ＳＮＵ ｭ ，＠ ､ 叩 ｾ Ｐ Ｎ Ｓｭ ＮＮＮ …サ ン ド ー パ イ ル 筏

de= 3. 64m. . . ー井戸の$ 水範囲

a.  3. 64 

n=一一. 一一一= 12d，Q  0.3 

今圧宮程度を50% として，上犯のn をJ l I いパロ ンの

図表より時11日係数奇求めると ，T  = 0. 16 をぬる。

t=ま(手rX T

- 芯コ(乎r
XO. 16= 1. お0，ωOsec

= 15day 

即 ち約15日と なる@
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第 6 図 アースオーガーによる穿孔

第 7 図 粘土府中にできたサンドパイル

サ ン ド ・ ド レ ー ン の 実 施

ナジド ・パイノレを作る方法は普通，ペデスタノレパイノレ

に用いる外管を打込み， コンクリートの代りに砂を狽充

しつつ外管を引抜く方法がとられる。

この法は外管の打込時に粘土層中の l1i J 1涼水圧を高め，

圧密を促進さす利点があるが，市内においては杭打と同

様附近に躍動 と騒音を与えトラブノレを起す原因となる。

その他新朝日の地殺は第 2 図土質試験結果に見るごとく

単純圧縮強度相当高< ，また超鋭敏な粘土であるために

外管打込みによりこれを撹乱し強度を相当低下さすおそ

れがある。以上二つの理由により本工事にはプレパク ト

74 

杭に使用するようなア ースオーガーを使用し て察孔し ，

しかる後にクォ ーターヂェッ トを併用しながらかなり涜

自の砂を喫充した。敷地の中には既設建物の基礎，また

は護岸と忠われるような コンク Dート 魂や石桜が地下深

く温!淡されていたために，パイノレの! ; ¥! 孔は予想、以一lニに困

日I f であった。 一. 1: 1の施工本数はこのような障害 と機械使

用の不慣れのために初めは能率怒しー台で 4 本程度で

あった。次第に慣れるに従って能率も上り終り頃には 1

日 1 台 7 本平均となった。これは将来機械の改良により

もっ と敏速になるととと思われる。 第 B図はオ ーガー使

用中の写nで，第 7図は施工したナシド ・パイノレを搬出

した写真である。サ γ ド・パイノレを作るのに，別に クォ

ターヂェッ トを行いつつ外管を下げる方法も試験された

が，砂府の部分は容易に入るが粘土厄に至って外管は下

り得ず結局とのような中庸度のl硬い粘土居ではヂェッ ト

による穿孔は不適当であることがわかり中止し た。ナシ

ド・パイノレに併行し てクエノレポイ Y トを設置 し，完了し

た箇所から部分的に揚水を開始した。クエノレポイシ トの

揚水は - 8. 0m までは極めて順調に行われ，間隙水圧音|

によって粘土中の間隙水圧を測定し所定の域に途して掘

撃をはじめた。種々な理由で予圧密による沈下立の現場

笑測ができず， ｦｬｬ ｊ 陥 ｾＷ ｊ＼ 圧計から結果を推定 し な けれ ばな

らなかったのが残念であったが，これに対 しては後に不

撹乱試料を採取試験して予圧密の効果を確認する方法が

とられた。

結 果 お よ び 考 索

掘方の進むにつれてν ノレ ト層が録出したが，とれを観

察すればかなりよく締りス コ ップで削り取るのに相当力

が要る程度に硬化していた。 - 12m の敷における粘土で

は 2 段目のクエノレポイシトの施工不確実のために完全な

ドライにならず，数表面は漏水のため締り悪かったが，

表面から 1.2 尺深い箇所の粘土はかなり圧密が効いてい

たようである。圧後処理後第 1 図に示す位置 2 カ所にお

いて不撹乱試料を採取しこれを試験した。その結果の

例を示せば第 8図および第 9図のごとくである。 第10図

は圧密処理前と処理後の単和h圧縮強度および比緊脱皮を

比較 して図示したものである。図において単制h圧縮強度

は平均 36 % のめ1mが認められる。 また含7 . l < 比は粘土の

L .L  が奥っているため直接比較し得ず，とこには比緊

寝室たよって比較しているが，平均64% の増加である。第

11図は圧密試験における先行荷量を比較図示したもので

脚註4. t七獄碩! I . 民とは粘土の締りの1瓦合を示す数1自で， 次のような式で

" ' & わきれる。比緊硬度の大なるほどよく締っているととを示す

ｾ＠ L. L. - W 

C，. =ーヲ J ナー X l∞

L. L. は枯土の液性限界における含水

W は粘土の含水量

P .I ーは艶性指数で L. L. - P . L.

P .L . は粘土の塑性限界における合水s

J  

.  

九
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節 10 図 圧密処国自白および処理後の比緊硬度と圧縦' Ml 皮の比

る。との建築は来年 3 月の竣工を 自ぎし

て目下工を急ぎつつあるもので，竣工後

の沈下状況の測定を待って，特・にレ 9ー

フクエノレの効果については始めて確定的 ;11， 4  

なことをいい得るのである。本工法は建

築物の，とくに本工事のような大規模な

ものに応用された最初のケースであって，

施工上の問題や現場測定の問題など今後

研究工夫すべき点や改良すべき点も 多々

あるようである。終りに本工法には最初

の計画より土質試験，現場指導に至るま

で熱心に御尽力，御教示をいただいた，

元大阪市大の森田先生をはじめ同研究室

の方々，また新ら しい工法の現場施工に

色々御努力をいただいた永山現場主任，

笠原副主任その他の人々に紙上を借りて

厚く感謝 します。 ( 7月25 日)

(1(1者 K: . K.竹中工f 6広自主計部次長)
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阪 急 ビ ル 増 築 工 事 の 基 礎 工 法 に つ い て

木 曾

I  はしカt き

阪急 ピノレ増 築工事は昨年 Ｓ 月活工以米工 ｊｾ Ｑ ＱＵ グ月 余を

以って 6 月12 日無事完成した。第一生命ピノレ，梅田ピノレ

に続いて梅田地; 貯に出来た三つ自の竹中式潜函工法によ

るピノレである。このピノレは見取図 (Fig 1) の如く阪急ピ

ノレ. m鉄ホーム，国鉄高架線と三方を固まれ，日々数十

万の人が乗降する大阪の玄関口であり，もしその方法を

誤まれば重大な結果をおよぼすので阪急電鉄ではとの基

Fig 1  阪 急 ピ ル 自 国 策 工 事 見 取 図

優

-:::t:::-

同

礎工法決定については細心の検討を払われた。特ーに年々

何セ ソチかのち( ; 下を続けている 国鉄高架線に影響を与え

ないととを第一条件とされ，国鉄当局よりも基礎工事中

に地下水位を下げない方法をとるようにとの強い要望が

あった。 (7]<{Sl が低下すると高架を支持する木杭を腐蝕

さす恐れがある) 。

幸い竹中式潜函工法は刃型( 潜泊沈下に当つての土切

刃〉を造った上に，地上に地下室となる部分を構成し，郷

土しただけ建物が沈下するので，常に外部とは壁面で遮

断され地下水の流入はほとんどなく，従って地下水位の

低下をきたさないので，是非潜画面工法でやろうというと

とになった。ととろが第一生命とか純回ピノレは単独の建

物であったが，阪急ピノレは旧館に接続せねばならない関

係上，との潜画工法実施に当って新しい二つの課題に直

面した。一つは如何にして 旧館の高さで潜函を正しく定

着さすかということ。今一つは潜函体の中で旧館と同じ

支持カの杭をど うして打ち込むかとい うこ とであった。

以上二つの課題を解決するため，当社取締役中出定夫氏

は新しく圧入式井筒基礎杭工法( 特許申訪中) を案出さ

れた。この工事の: o 'tll 工担当者として，基礎杭工法を主と

した工事概要を報告し，今後の施工上多少とも御参考と

なれば幸と思っている。

E  杭打工法決定までの経過

1.  潜函工事と杭打

梅田庖の潜画工事で，杭を先才] すると，潜函体の沈下

に際し刃型周辺の土が内測に移動し，その土圧のために

杭が傾くおそれがある。また潜函着手前に杭打をすると

粘土層を撹乱し，地耐力を弱め潜函工事にも悪影響を与

えるととは明かであり，必然的に杭は under pi l i ng とな

る。
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Fig 2  A 型 井 筒 基 礎 抗 鮮 細 図
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Fi& 3  B ! I l 1 井筒蕊 磯 抗 詳 細 図
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2.  独立した建物ではなく旧館との接続工事であると事

梅田ピノレは基礎版下地耐力 ( 20屯1M2) と杭の支持力

との両方に建物の荷量を支持せしめたため，杭の数も少

<  ，配置にも困らなかったが，阪急の旧館は地耐力を無

視して全荷量ーを杭に支持せ しめているため，梅田 ピノレの

考え方では取合部で不等沈下を起す危険が多分にある。

3.  将来 4 階分の継足 ( 12階となる) に耐え得る杭であ

ること。

旧fiii で使用さ れた総ti'c，既成コシクリー トパイノレの打

ち込み，または梅回ヒソレ式圧入杭は杭の径が 50cm 以下

であり，建物の車誌は将来の建地を予想すると 38. 3001

と なり，とれを Ｕ Ｐ ｣ ｭ の杭のみの耐力で 昔 ｼ ・ ｾ ｾｲ すると，約 J  

1. 200 本を安 し，￬ｻ空面体 内 の地 中 梁で区切ら れた ＴＰ ｾ 舛の

中tζ ，平均30本の杭を打ち込むととは，極めて困難で不

可能と恩ーわれる。従って杭径の大きなものを打ち込む必 勺

婆があ る。

4.  臼沈式井筒杭の検討

一般に杭の径は大きいほど経済的であり，でき得れば

柱下を一本の杭( 井筒) で支持する ζ とが望ま しいが，

在来の自沈式井筒基礎杭工法では井筒の重品( 自重+ 積

載荷量) に自ら限度があり，井筒ーを外壁の} l j l : 撚抵抗( 粘

土 居では 凝集 ， 品 Ａ ｩ ｪ Ｘ ｾ 力Ｉ ，刃型の支持紙抗，その他の抵

抗 ( 杭の傾斜) に打ち勝って沈下さすためには刃型下を

必要以上に堀過管る傾向があり，井筒内への土の流動

( 隆起〉を起し， 従って周囲地盤の低下は免れない。

以上の理由により本工事では，社の荷重分イ11を考1益し

て潜函体内で圧入可能なる中間杭( 外径 1.0 5 M および

1.556M の井筒) を設計使用するととになった。

5.  潜画体の定着方法について

先に述べたように潜函を旧館床面と「レベル j I L. 定着

さすことは最も重要な課題であり， 粘土問上に浮いた潜

画面体 ( 12 . 000屯) を定差さす方法として次のことが考え

られた。

1 匁型周辺に工形鋼または コンクリー ト杭を予め打ち

込んだうえ潜面白に固定させ，潜函の沈下とともに杭も沈

下し ，その先端を砂礁層に達せしめる。

ii 仮基礎版( J 写 30cm- 5 0c m) を構成し，との上に潜

函を接着させた後， 杭はすべて後打し，杭の出来ただけ

逐次基礎版を完成する。

iii 潜函を沈下残量 1.50M 前後で一旦停止させ( 堀方

の中止，サンダノレに よって潜函を支持する) 予定の井筒

圧入杭を打ち込み，仮基礎を構成 した上に潜函を定着さ

す。 i は潜函沈下中に I 形鋼 または ヲシクリー トパイノレ

が土圧で傾くおそれがあり， ii は杭の打込中に仮基礎版

下に隙ができる可能性がある。iii は杭の打込期聞に潜函

が沈下する危険性があるが，こ の方法はすでに梅田ピノレ

潜画工事で経験済であり，停止期間中の沈下残fil l L. 余裕

を取ることに して iii の方法を採用するこ とにした。
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]IT 杭の設計 (Fil 2.  3 参照)

井筒の長さは建物内部で打込む関係で階誌に制限さ

れ，下杭は長さ 3.00M. 上杭は 2.415M( ヒューム管定

尺) とし，下杭 1;本，上杭5本にて杭の全長は 15.075M

となり . Fil 6 の如く第 1 天満居に達する。井筒の ioint

は当初鉄板製パンドを計画したが図の如く 10 川 部のゴ

γ ク リート を櫛型に形成 し ，上下の主筋を ｮｾ 気熔接する

ことにより継手鉄板を節約し得た。( 実用新築申訪中)

［ ｉ ｾ ｉ ｾ ｉ ん ｼｊｩ ｭ ｼ 外径 ｊ 厚， I長1m

岨 lJ I 41品l r 124 3F卜判 品ml 3判6F

叫河川11付1212.4151  2.0  11. 0621 20 1  3∞I  2. 9  

W 杭打用機械設備 (Fil 4.  5 参照)

この機械は潜函内で打込み得る最大径の杭を7.1<.圧 (ま

たは油圧) プレスによって圧入することと，才 一ガーパ

ケットによる堀土を同時に操作し得るように設計 してあ

る。従って打込は途中で中断されることなく連続的に作

業ができ，かつ杭の先端部は圧入により常に所要の板人

を保ち堀土より先行するので井筒内への土の流動は起ら

ない。この機械を大別すると下記の通りである。

Fil 4 抗 打 級 品目 立 図

1. 水圧( または油圧) プレス (75屯 X 2基)
4.  ギヤード モーター

2 .  杭打本体 3  ロッド

大型パケットオーガー

5 .  オーガーパケッ トおよび仲繕ν ャフ ト

大型パイルm750中X1.4∞H

底聞きコ ン合リ ートパケット

Fil 5 杭 打 用 各 翻 パ ケ ッ ト 詳 細 図

大型パイル内而クリーナー
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1. 圧入ヨヤフキを主s物K 悶定

2. 井 筒 の 圧 入

3.  上下井筒の接続

4. 抗 打 織 本 体

80 

5.  庄入中の全容

V  打込の方法 ( Fi g 6，写真 1，2， 3， 4， 5 参照)

杭打・の圧入反カを建物に取 る関係で杭の配置は柱の周

辺および地中梁の中央部に集約さ れる。圧入ジャッ キを

建物に固定さすためには杭打機械のロッドグージに合し

て，コ γ クDート打 込の際，予め地中緊に Fig 4  Q の如

〈ポーノレト穴を明けておく 。

1. 先ず先端抗 ( l = 300M) を据付け る。「ダプノレクイン

チによる。以下符号 D. W)

2 .  )王入ジャッキ M ( 水圧または油圧 75屯 2t;l; ) を聞記

ボーノレト穴に合 して地中梁に闘定する。

2  3  

1. 抗立込および段取

2.  抗圧入および揃l進

3.  抗底盤大刷

4. 抗底コ ンヲリート打

5. 完 成 図

Fig 6 弁 筒 基 礎 抗 打 込 要 領 図

5  

H  

.  



3. 杭打機械を先端杭上に移動，両側のロッド ( K ) を

圧入ジャッキに割ナット( L  ) で固定する 。 この場合本

体 ( P ) を上部に上げておく。

4  上杭を先端抗に合して銭続，杭の主筋を添筋の上両

仮.11 より沼気熔接を し，111紡邦l入モノレタノレにて術形の接続

用穴を 充 喫，杭の ｦｾｦ ｬ独而もモノレタノレを敷均す。

5 .  杭を霊iEH'C. j百し， t也中梁との隙にライナーをかまし

圧入中の移動を防ぐ。

6 .  本体を上杭の上に乗せる( この場合ジャッキの ν ャ

フトを上げておく)

7 .  llit 捻子 ( J  ) にて本体ロッドに接続。

8 .  圧入ジャッキにて圧入 ( 1 回のストローク 30cm)

9.  移動用チェー γ ホヰーノレにより本体を上げる( チェ

- : / の回転は竪型ギヤードモーター A による)

t"' 10 . 再び圧入する ，1本の杭の圧入完了まで8 .9 . を繰か

えす。

11  オーガーパケット ( 5 ) および堀穿用伸縮ν ャフト

( N )， ジャブトプラケ γ ト (0) を本体に取付ける (D

W による。)

12 . ギヤードモーター ( A ) のクラッチ ( G ) をパケッ

ト回転用に切替え ( 0 ) を回転さすことにより ( 5) も回

転する。パケットの先端には掘進用ドリノレが付いており

( N) を吊っているワイヤーを緩めることによりパケッ

トは逐次期進し，痢った土はパケッ ト内に入る 。パケッ

ト内に土が溜まればこれを吊上げ，開閉擦のピシを外し

て管外に捨てる。

13 . パケットの堀進に伴い ν ャブト ( N ) は逐次伸長す

る。

14 .  4 - 12 を繰返えすととにより ( 5 本目よりは 9 と12

を併行して行う) ，井筒先端は 15M下 ( GLより 2 5 M) の

砂礁層に迷する。

15  オーガーパケットを刃先部明土用パケット と取替

え 刃 先 、山 の 一 山 肌 ー 底 ま

で下し，井筒内に附完ました残土を落し内部を清掃する。

郷土が完了すれば社員が必ず点検する。

16 五j (: {表にコ γ クY ート投入用パケットにより，杭底に

生ゴ Y クPートを流しとみ，井筒杭は完成する。なお最

後の圧入に際しては杭打機械高の関係で 日g 6工程 N O.3

の如く 2 本のヤットコ杭を必要とした。また堀土が完了

すれば直ちに杭底をゴンク P ートで固めないと， 1時間が

経過すれば地下水が情出する。

vl 打込の能率 (Fig 7， 8 参照)

杭打機械の設計に当つては 1 t;¥iの機械で，杭を完成す

るのに2 日を予想し，166 本の杭を， 3 カ月で完成する回

途で杭打機を 4 基製作したが，以下掲げる事情で 6 ヵ月

をｾし，平均打込能率は Ｔ 日強となった。

1. 工期に制限され，テスト期間なしに直に打込工事に

入ったこと。

2  杭打機械製作が遅れたこと( 平均 15 日〉

3  機械部品に不備な点が多 かったくパケット ν ャブ

ト， ｪｦｪｾ ネジ，チェイ γ ホイーノレ等々Ｉ。

4 .  圧入用オイノレプレスがほとんど使用に耐えず，途中

で水圧フ. レスに切替えたこと。

Fig  7 基 礎 杭 打 込 所 要 時 間 表
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官主 上表は圧力日告における一般的な舶を示すもので封筒内の土の多

少11: より圧力を異る。

上 表の値は Ｎ ａ 型 で① ι Ｍ｀ ｉｉＺ土かあり Ｎ ｂ 型 で ③ ｾ ｀ｬ ｣ 土 があ

る時告示す。

なお B 型は全く姻土せずに圧入する ζ とがで きるが，そ の時の

圧力は大体上表のA 裂の{由民近い色のとなる。

Fig 10 杭打過程における tc下の状況

lZ罰則
世田' " "

IIIt<fA%" % 

L叫

ト戸
y  

7  

t忠 日

同ＡＮａｾ＠
M 

4  
ｾ＠ k  

In 
|位E 年 J  

再JiI!l 戸

， 

， 

kμ 
区_W

・ ーー

l l i  
Ir  児k t且 H  

ードニ

Ixj! 
立 民

|四14 s  
レ'T:'f-

， ｊｉ ＲＱ ＧＰ ｾ＠ jr! 

。10

/ ー

_. .  .... .  

位 1. 抗iJ l来高とは杭の底而積 ICて示し，基礎版コ ンヲリート打日

をもって日 時とす。

2. 2F. Cとは2階のコンクリート打を示す。
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5 .  従って打込工事を推進しながら機械を改造するとい

う事情に立至ったこと。

6.  オーガーパケットに入る土監は同じ粘土府でも深さ

および合7 ) < 率により非常に差がある。

7.  ｾ｝設 機械としては在来のものに比べてオートマティ

ックであり，かつ始めて使用する機械のため. J倣人が機

械に慣れるまで相当の時日を要した。

8 .  潜函が定着するまで潜画工事の堀土と杭打工事が錯

綜し，チ|ニi笥および機械の移動に困河1を極めた。

9.  1王入プレスの反力支持部が弱かったとと。

以上の欠陥はあったが. ζ の貴重な経験により，私た

ちは今後この工法で仕事をする場合さらに工期を短縮し

得る舵信を持つととが出来た。それは機械の改良により

能E轄を向.1二するとともに必要なだけの圧入機を取揃えて

おけばよいのである。 工事中圧入機の能力が予惣の半分

と判っていても，その製作に長期を要するため追加する

ととができなかったのである。

Vl I  打込中圧力計に現れた圧力 (Fig 9 参照)

wl 杭打による周囲地盤の影響

杭打工事期間における周閤地盤の低下はほとんど認め

られなかった。

Ｑｾ＠ 杭の進行過程における建物の沈下状況

(Fig 10.  11.  12 参j ! eO

地上部の主体工事は杭打が完了してから開始するのが

望ましいが，杭打の完了を待っていては百貨胞の先場拡

張計画( 各階毎に逐次開后〉に副えないので建物の重量増

加によ る柱の荷量分布を計算し. Fig 11 の如くプ ロック

別に杭をまとめ，基礎版を構成したうえ逐次各階のコジ

Fig 11 l . ! i 磁抗配置および基礎版コンクリート打込工程図

tI. 0  A 'f. D '  1. ".  q O 4ド
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クリ ー トを打込むととにした。杭の完成度と

荷量増加による沈下状況は Fig 10 の通りで

ある。

X  潜函作業 (Fig 13， 14 参Jl. i日)

潜画作業は 8 月11 日算lj 土を1m始し，途中の

仮iiE礎杭: f J 工事 ( 2 カ月 ) を含めて 1 }j 6 口

沈下を完了した。沈下状況陰| は (Fig 13) の

通りである。所要日数 147 日，仮法l従杭J " J 工

事期間を除いて87目。沈下位 10 .299M. 平均

沈下t : l : 11 .8c m/ 日平均搬出土1141坪。刃型長

177M，刃型 1M 当り 67 .8t i笛面白作業用計告書，

空気噴射袋置については梅田ヒソレ工ー事と大差

なく，沈下作業中の状況もほとんど変らなか

った。

他の; 悔回層での潜画作業の例に漏れず，多少の周囲地

盤の低下は免れなかったが，最も心配された国鉄高架線

は北側のレ ー トパイル養生と相まって何ら影轡はなかっ

た。なお仮基礎( 杭打を含む〉工事中の沈下を考慮して

沈下残fit 1.655Mのときに潜函の沈下を止め，杭打にか

かったが， Fig 13 I t : . 見るようにこの jUl 聞の沈下呈は 29cm

に過ぎなかった。今後間じケースで作業をする場合は沈

下残品 50cm ぐらいで充分であり，その ) J が浴両沈下に

よる杭への影響も少< ，かつ作業能率もよくなる。仮基

般総成および定着状況は Fig 14 による。

〉旺 結 節

以上阪急ヒ・ノレの基礎工法について概要を記述 したが，

との基礎杭工法採用に よって本工事は， 15カ月と 10日で

完成することができ た。梅間層での同じ} 俗画工法に よる

第一生命 ピノレが 21. 5 ヶ月，; j i 居間ピノレが 22 .5 カ月かかっ

たのに比べて似か3 - 6年の間に 3 剖近い工期の短絡をな

し得たことは施工上の一つの進歩であると信じている。

Fig 12 

Fig 13 l ! ! 函 工 郁 夫 胞 図

Fig 14 仮基礎偶成および舵肴状況図

駐 数 字 は，仮基礎コ ンクリート打臼を示す。

終りに当り，木工法を考案された中出定夫氏の

剣ｾＺと不断の御努力に敬志［を表する と ともに，全

工事 ｪ ｾ ｬｉｩＱ｝ を通じ懇切なる御指導を賜つ Ａ た阪急 ￭ ｛￮鉄

常務鈴木祥六郎氏，阿部美樹志先生，村山朔郎先

生の御好忠: に厚〈感謝している次第である。

<i[f者 K K竹中工務 応 現 場 主 任 }
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阪 薗 シ ヨ ッ ト ク リ ー ト 工 法 に つ い て

1. は じ め に

V ヨッ トクPー トという 言葉は最近 よく耳にしますが

，その実体についてはあまりよく知られていないように

思いますので，その一般的なことについて述べてみたい

と思います。

ν ヨッ トクHート ( Shot cret e) という 言柴はアメ P カ

の P. C.  A .  ( port l ond C ement  A ssoci oti on) の Concr et e

I nf ormot i on の N o. 17 ( St r uct ur ol ond Roi l woys  Bureou) の

" Shot crete" の項にその Definiti on として次の ように記載

されています。

「ν ヨットク Pートとは A meri con Roi l woy Engi neeri ng 

Associ ot i on が空気作用によって作ら れた Port l ond C ement  

Pl oster あるいは Conc r e te を指定するために用いる名称

である。

圧撚空気によって廻転する Gu n の給材輸はセメシ ト

混合物を供給するために用いられる。

7. 1 < . はガンのノヅノレを通過する時に空線材料に添加され

る。 」

とれらのために用いられる機械に C e ment Gu n ， Bon-

duct or ， J et cret e などの機械があり ます。はじめてとの

目的のために製作 されたのが C ement -Gun の機械でまた

わが国へはじめて輸入されたのもとの機械です，従っ て

既往の経過年数も最も古く，わが国では Ji : ，/ によるコシ

クDートの意味からか，ガシク Pートといわれてきてい

ました。

ガニッ ト" Guni t e “ と呼称していますのはアメ日カの

セメシ トガシ会社の製作にかか る畿銀磁燃のセメ ン トガ

シの機械で吹付けたいわゆる ν ョッ トクリートに対して

1912年に ( Guni t e) という新語が作ら れ，同時に米国裁

判所において，とのセメ γ トガシの機械によるセメン ト

砂の製品にのみ専用語 として使用する ととを裁定 したか

84 

永 本 善

.... 

らです。

乙ノョ γ トク Dー トのための最新の機械 として， Tr ue 

Gu n-AL L という画期的改良を加えられた機械がアメ P カ

において製作されました。 ζ の機械は東京興業貿易商会

が 4 台輸入し，目下東興建設株式会社において稼動 して

いるのでありますが，との機械については本年 6 月号の

" Archi t ect urol  For um" の 169 頁に写真とともに紹介 され

ています。との機械の特徴は前記セメン トガY を dr y

syst em とすれば wet sy st em というべきでしょう。

との機械は従来の機械の欠点を是正した画期的な施工

機械で，その特徴とするところは，

① 水セメント比の調節可能。( 従来はノヅノレマシの

勘による) ② サ Y ドポケッ トができない。① 跳返り

材がほとんどない。① 施工上砂の含浪度にかかわらず

施工可能。@ 所要空気量が少くてすむ。( 125c  .  f. m .  )  

① 施工能力が従来の機械に比し著しく大きい。などの

点が挙げられています。また従来の機械のごとく構築物

のみならず平炉，炉壁の補修を耐火材を吹付〈ことによ

り炉の稼動中でもできます。

ν ヨットクリ ー ト工法がわが国に紹介されたのは，関

東震災前後の頃で当時は主にモルタル塗のかわりという

意味において使用されていたようでした。その後は磁道

貯水池などの一部に ライニングとして使用されていたに

過ぎなかったので. 用途も局限された範囲に止り ，一般

的にはあまり顧みられなかった状況でした。しかしなが

ら米国においては機械の改良と能力の増大により，この

工法を単なるモルタル塗から，建設建築諸工事に利用さ

れ，非常な好結栄を得るとともに，理論的な研究も行わ

れ，ますます発展の途上にあります。

とれらの試験結果は，耐火試験については 1922年 5 月

ν カゴ火災保険会社研究所で実飽きれ，次のような結果

が報告されています。
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吾悶の耐火器削

4 時閣抵抗， (川 3' C ) ， 5" ガニット蛍
1級 3時間 1052' C  

3時間抵抗 I(川 2級 1. 5時間 978' C  

2 時 開 蹴 I(山 O' C ) 12U" ガユ Y ト堕
3級 45分間 892' C  

1時間抵抗 I(  927・C) 11U"ガニット箆

また版の試験については Report Showi ng Resul t s  01 Tes t  

mode on G uni te sl obs として Lehi gh 大学の M. O. Full er  

教授指導の下になされた報告舎があります。

わが国においては構造物に利用のため，昭和28年 3 月

V ヨット クDート研究会が建設省主i策研究所構内にモデ

ノレハク ス ( 3 mx 5 m)  を当社のセメン トガンの機械で施

工 し， ν ヨッ トクリー ト造平家建物について種々の試験

を実施されました。との結果については本多次郎氏が述

築雑誌昭和30年 2 月号に記載されております。

とれ らの結果に基いて，天王寺鉄道管理局主主築ぷが ν

ヨッ トクリ ート 工法による自動車mr，住宅などを始めて

構 築 さ れま し た。また 中 部 ｮｊ 力においては火力発ｾｴＱ所の

外壁に，関西屯力においては鋼製煙突の内部ライニング

に採用されましたのをはじめと し て，遂次ｾｉｬ力会社その

他の建物，水路，ダムなどに利用されてきています。

京都における'J.i 山観音像( 座高75尺) は主体を鉄骨造

とし外殻は5- 6極厚の ν ヨットク Pー トで，施工致しま

したが，この種記念建造物の ν ヨッ トクリート施工はお

そらく 世界最初のこ とで，アメリカでも驚歎しました。

また火力発m所におけるタ γ ゼ Y トチュープボイラー

に対 して耐火セメシ トを吹付け施工したのもわが国にお

いてははじめてのことであり，かつ特- 殊な施工例といえ

ましょ う ( 昭和28年九氾相補発電所その他) 。

2.  施工法の概要

ν ヨッ トクPー ト工法に使用する機械は，セメ Y トガ

;/ ，エ ァーコ シプ レッナー，昇圧水ポシプなどで上図の

ような構成になります。

その順序は

① セメシ ト，砂( 要すれば 6務以下の豆砂利あるい

は火山総その他) を空事li し，ガシのチャシパーに投入す

る。

① 圧搾空気をガ γ に導入し，問時に給材輸を廻転す

る。

( Q.刊e. nt ｾＢＢ＠

① ｾ鯨混合材は空気圧に よ りまた給材輸の廻転に よ

り材料ホ ース内を圧送され ノヅノレに達する。

@  ノヅノレ( ノ、ム ノヅノレ) に透 した とき加圧された水

が，小孔をi i 1i して l噴出し ， ノヅノレ内で完全に混和 し目的

物に噴射されν ヨットク Pー トを作る。との場合7 ] < は常

に材料の圧力より 15封度/ 口。( 約 l 砥f cm
2

) 高い。

ツノレーガ Y においては材料空事Rの必要なくその依チャ

ンパー内に投入すると内部の廻転棋によって混練され同

時に所望の水セメシト比に応 じて水を添加します。材料

はが1圧されて材料ホ ースを通 じてノ ヅノレに達し ます と，

別 ホースによって圧搾空気が送ら れ，さらにか! 圧さ れて

噴射し， ν ヨッ トクPート を造成 します。

3.  ショットク リー卜工法の最適工事

施工概要により適用工事については概ね推量できる こ

とと思いますが，

0 新築工l : j c.. … 'F!J 壁，薄床) 坂，鉄筋 コンク 9 ート タッ

ク，貯水槽，隠道，水路などのライニシグ( 内張一〉工事。

OJ 二塗… … 'W瓦， コシクリー ト，石造組松構造物の上

塗吹付。( 防水，補強)

ｏ 被ｾＮＮＮ … 鉄Ｇ舟，鉄本 ｌ の耐火被援，大口経管の内外被

覆。

0 補修……貯水池， トγ ネノレ，ダム，水路など漏水補

修，法面防談， i(.¥裂補修工事。

などが挙げられています。

4. 使 用 材 料

ν ヨッ トクPー トの使用材料は通常の場合ポノレ トラγ

ドセメシ ト，砂( 豆砂利，火山I深) および水で，とれら

の品質規格などは普

通コシク リート 標準

示方訟の規準をその

まま適用します。砂

の粒B t については，

No.  4 を通過するもの

No.  8  

No. 16 

No. 30 

No. 5O 

No.1ω 

St ondord Tyl er Screen の上の節の通過誌を満足するか，

あるいはできーる限りこ れに近いものを使用すれば圧縮強

度が高く ，吸水率 も少い，この場合の粗粒率は約2 . 14で

す。

砂の乾燥はよいほど施工容易なわけですが，普通の状態

の3% - 5% の湿度ある砂を使用します。ただあまり湿度

が高過まます とセメ γ トと の混和に よってホースを諮ら
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モデルハウス紙作状況( 於建設省犯築研究所)

すととがあり作業iil l 1 : 影秤します。

ツノレーガンの場合は湿式のため砂の合湿度は考慮する

必要がありません。

特殊な構築物や炉壁補修，またはライニシグには砂の

代りにあるいは砂の一部として火山礁，抗火石，蛭石，

ノ号ーライト ，ifu; t火セメ: y ｾ，石綿などを混和して吹付し

ます。( 断熱，耐火，保温などの目的に応ずるように考

癒せねばなりませんが)

材料調合比はその目的に応じ 1: 2- 1: 6 など適宜配合

が可能です。一般的用途の場合について後節 ｾ￨ ，ｪｪ Ｑｾ の採 ￬ｖ ミ

{:I了綴を参J l . f 1下さい。

5.  空気圧と水圧

セメ γ トガ γ の圧力は材料ホース 100 尺に対し 35 lb/  

in
2
を維持し，ホー ス50尺延びる毎に 5 lb/in

2

の上昇を標

準と します。水圧はセメシ トガY の圧力より常時 15 lb/  

in
2

高いことを必要とし ます。 とのために昇圧水ポシプ

によって加圧します。 7]<:@: は普通水和に必要な位以上使

用しない。通常7 . k セメシト比3 0 - 3 5 - 4 0% 程度によって

路工 しま す。

6.  シ ョッ トクリートの物理的性質

正しく作られかつ施工された ν ヨットク Dートは極め

て強< ，級統なコシク Dートで対風化性が高く， かつ種

々の化学的作用にも 高い抵抗性を有します。 ν ヨッ トク

Dー トは高温度に対しても熱抵抗性があり砂の代りある

いは砂の一部に耐火性骨材を使用するこ とにより，より

以上のものが作られます。

l汲7 . 1 < . 率は低〈優れた耐水位を有します。

彊重体吹付先了{ 天王寺行部品宿舎}
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海創lに対する祇抗恒: は同様の骨材からできている良質

のコ Y クリ ー トの抵抗性に勝るとも劣らない。

7.  ショ ッ 卜クリートの強度試験結果

わが国では構造物に利用という面において非常に立返

れの感がありま したので， 3者種の試験街1，梨につ いてもコ

γ クリ ート のそ れと比較して ｾ ｩ ￫ 常に乏しい のを 巡憾とし

ますが，いままでの資料結果によりますと大約

圧縮強度 1: 4 W /C  32. 9 6∞k g/cm" ( 28日) r  

1 ・4. 5 W /C  3 3 ω O k g/c m" α l Al  

耐 1I 強度 1:  4  70kg/c m"  

弾性係数 3.3X I0
5
k g/cm"  

1933年 mr .  C . B.  Mc  C u l1aug h  による

のような数値が出ております。

試験結果は コγ クリートと同じ調合比のV ョァ トク P

ートと比較して，常に強度上決定的な利主fcを持っていま

す。とれは低水セメント比と強圧によって吹付施工でき

るからです。

床版に関する荷重試験では ν ヨッ トク Y ートは同じ圧

縮強度を有する普通コンク Pー トと間様の設計，仮定と

一致します。

8. ショ ッ トクリー卜工事仕様の概要

ν ヨットクリー ト工事標準仕様については土木学会無

筋コシク Dート標準示方替附録にがν ヨットクリート施

工指針H として記載されていますが，建築関係には撚準

示方言? 的なものはなく，当社でl土建築物その他に使用の

場合，アメ D カで採用されている仕様を基準に して施工

しています。( 土木学会の示方警記載事項も私達が採用

してい る仕織の内容に合致しています。) 以下にf士様の

概要を述べます。

0 施工前の注意

①l次付表面は飽」二前に水 と空気の噴射あるいはホース

の水の l噴射で消姉し，弛んだ材料を除去し，かつJ ! J J . 挨，

i由分，その他異物を清掃しておく。

②跳返った砂で表面についたままで' 落ちなかったも の

あるいは水平面に集まった砂は床版にサ γ ト・ポケッ トの

できないようにときどき水と噴射で除去する。( ツノレー

ガソではこのサ γ ドポケットができない〉

①弛んだ表面あるいは古いコ Y クPート 面は託fi り，ナ

γ ドプラストで生のコンクリ ート 而にしておく。

①霜や氷のある表面に施工しない。

吹 付 状 況

、
、

‘  



.. .  

①湿りを与えながら養生するととが肝要で， 養生JUJ!I¥j

はコ Y クリートの場合と同じ。

①凍結または急速な乾燥を防ぐ方法を講ずる。急速な

乾燥は収* 1d性K 基く亀裂を助長する。

①鉄筋は y ヨッ トク Pー トをその両面から 交互に l次付

くと最も!盗|山iに期!i 置される。このためには鉄筋にリプラ

スあるいはメタルラス附熔後鉄総を取付けラスコス Dの

上両面より l次付く方法がよいと思う 。

③ｾ下端などは ｬ 次 ｝ｉｊ Ｒ Ｚ Ｕ 糎 ｪ 字以内で数府に分けて徐々

に1州、j守く。

O工事仕様の中吹厚，調合，その他について

① 鉄' 舟村，大梁， 小梁の被絞

被桜とは設計部材を仕様告に基き設計図あるいは指示

により布! I ' ) 盗事k網と ν ヨッ トクリー トにより被泌すること

をいう。

制 合 比 1: 3 あるいは 1: 3 .5  

ｦ＿ｾ 網 Ｒ ＱＯ ｘ Ｒ ＱＯ ｘ ＱＲ 普 ｘ 12#， 31/ X 31/  X  10#X  10# 

21/以下のエクスパシドメタノレ，の何れか

鉄納豆り 4吋

取付けについては図而参1¥日 吹j早は5題以上とする。

① 床 お よ び屋根版のガニット

調 合 比 1: 3- 1: 3 .5

補強鉄網 その床が支持すべき静荷量および圧縮荷

重を交うるに充分な断面mを有-するとと

鉄網重り 鉄網の網目 1目あるいは 1. 5 自で30糎毎に

緊結。

床版の1次付はその厚さに応じ2回あるいは数回吹き。

仮枠残置期間は施工後48時間以上。

①建築物の壁体としてのガニッ ト

調 合 比 1: 4 

壁 厚 通 常5 - 6極j享とする。

鉄 網 3吋あるいは4吋目以内の熔接鉄網。

鉄網断面ＱＧ［ｾ 縦横ともその壁断面積の3/ 1000を最少

限。

鉄網重り 網目 1目あるいは1.5目とし 30糎毎に緊結

関口部四聞は25糎 x 60極の鉄網を斜に取

付く。

@  :lJ R瓦，コ Y ク 9ートのl勿7 . 1 < 壁としてのガニット。

調 合 比 1: 3 .5

I次 j写 最少限 2狸

l次付けどき鋭い刃型あるいは銀で注意深〈定規閉 し

刷毛引または銀塗仕上とする。

既存の壁が水洩あるいは} 白書置の倶ある ときは21 / X 14

-.  

新東京火力鋼製傾突内部ライニング

ノ

内 部 鉄 鋼 取 付 状 況

ガニット吹厚5cm

グ
号

付吹
ゐ

J付取
7

、

先を仲

咽

思 定 貌 摺 状 況

韓の鉄網をエクスパ γ ドボーノレ トその他で取付く。

① ゴ Y クDート 構造物の修理

制 合 i七 1:.3  

鉄 網 Ｓ ｉＯ ｘ ＱＰｾ ， Ｔ ＱＯ ｘ Ｘ ｾ あ るいは Ｒ ＱＯ ｘ ＱＲ Ｃ の熔接

鉄縮。

各方向75糎聞にエクスパ ンドボー ノレ トを取付けとれ

に緊結する。鉄網の重ね網目 1自あるいは 1. 5 目。

水槽，貯水槽の場合も上記にiVl す' る。

① コーノレパ γ ヵー，鋼製煙突の ライニ γ グ

調 合 比 1: 3

鉄網の取付 ・別紙図面参照

9. あ と が き

以上でV ヨットク Pートについて一氏、の御理解令持っ

て頂けたととと患いますが，なお 写真 と施工要領図 を

参照 して頂きますと ー初よく御判りのととと思います。

この工法で，さらに仮枠を使用しないで施工するた

め，近倣| 決闘劇場( 村野森建築事務所設計 ，大村総施工

ガニット東興建設施工〉ではメタノレラス張りの上モノレタ

ノレに てラスコス 9 を実施し，これを仮枠 とし ，V ヨッ ト

ク9 - 1 : を施工しました。米国においてもこれと同様な

方法で住宅のE遺体を造成しています。この場合配筋の両

側|より吹付随工になります。 経hl 骨材使用の上 との方法

によるときは住宅茶色漆は容易にできるととになると思い

ます。建築基準法 との関係については昭和28年 12月15日

付住防発第99号 i V ヨットク Y ート 造平家7虚構法につい

て」 参j ! (1J mいたい。 (lll 者 東J H1!投K K)
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.  

， 
， 写 真 1 i這1? l ra 合 写ｬＧｾ 2  ｾ定 Ｑ 世 間的合

鹿I シ ヨ ッ ト ク リ

5 ま え が き

御承知のとおり，国鉄の建物も従来の一般EE築と同様

にほとんどのものが木造で，寿命が短く，火災のおそれ

も多く，台風のたびごとに屋根瓦は飛び，板塀は倒れる

といったぐあいに建物誌が多ければ多いだけに，改築，

修繕に追われている 実tfj' にあり ます。

そこで，商用建築はともかく 1- 2階程度のもので鉄筋

コンク 5 ートより簡単に，安価に，重量のl経い， そして

寿命の長いもの一一ーとうした条件にかなうものとして選

んだのがジヨットコ γ クPートで， 東京興業貿易商会の

御協力で" 日和28年以来住宅を主に数カ所胞行しておりま

すが， 長所も短所もあり，試1 ' 1 ' 期といった程度ですが，

実例による結果を発表して御参考になれば幸; 主です。

S  シ ョ ッ 卜 コ ン ク リ ー ト の 施 行 に つ い て

I  材料について

1 . 砂

ν ットコンクートは，砂とセメ γ トを混合したものと

水をノズルのととるで， ミックスして住民付ける工法です

卜 の 国 鉄 で の 実 例

天王寺鉄道管理局建築課

が， 7. 1<セメン ト比( 約40%前後) のモノレタノレを空気圧で

l次付けるため，はね返りがかなり多く ，これを少くする

大ぎな要素は砂の粗粒率によるようで，その関係を示し

たデーターとして米国で実験した結果によると，組粒率

2.415 の{ 沙が最も強い圧縮強度 とはね返り を少くすると

されている。

2. 仮 枠

本工法では鐙の仮枠は片面でよいので，仮枠全面般の

約 3 剖が節約される。( 写真 3参j ¥iの

なお，当課の設計では木毛板を仮粋 ｾｲｴ 用に使用し，極

材をパタ材によって支えている。比較的パタ材も制強力

をｾしないので，簡単に本工事に使用する根太大引をパ

タ材に使用している。( 写真 4参J¥(i)

3. 鉄 筋

米国では，壁は 4 吋目 10番線を'I ' t にしているようです

が，当課ではgz筋は 6 mm世- 3 0c m ピッチに，横筋は 10

- 8 番線を延ばして鉄筋同織に使っているが，ヘヤクラ

ック防止に横筋もやはり 6mm世を使った方がいいようで

ある。斜筋は 12mm世を使っている 。 ( 写真 5)  

4， ガソリン

工事に使用した機械は，米国 ｾ Ｑ Ｙ Ｕ Ｐ NI 型ガ Y とつン

プレ γ ナーは75馬力ガ ' ) 9>' エγ ジンで，ガンに比" 安し
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写 真 3

写 真 4

写 真 5

写J ! i 6

92 

てコY プν ッナーは馬力が大きく，一台のガ Y ではあま

りにもガソ 5 ンの消旋盤が多く( 当時 1日4.000円) ，と

の点，平屋程度のものではガンを二台にするか大きくす

るかしないと不経済である。もっとも高所のl次付けの場

合は吹付iil にも よるが，ホースを長くするだけでコ Y ク

リー ト の運搬設 備 および迩搬入件 ｾＱＨ［ ＡｊＧＧｬｦＮ ・らないため，木

釆の使命を果 している。

5. 71< 

前述のように，と の工法では水はノズノレにきて初めて

添加されるので，7 ] < . のE は ノズノレマンの判断によるわけ

で，その点注意が必要であるが， 7]( は50% を越えると l次

付けら れたモルタルは垂れ下り，また水が30% 以下に少

な過ぎる と，はね返りが大きくなって施行しにく くなり

ます。結局7 . k セメン ト比は40% 程度が適当のようです。

4  

.  

( 写真 6，7参!問 、

E  はね返りについて

使用した砂の粗粒唱は平均 2. 778，1弘小 2. 45， 1訟大

3 .08 となっているが( 表 1参照) ，この うちはね返 りの

最も少いのは粗粒率 2. 45 のもので， hl ，J、と最大ではm:

f訟で約 3 倍のはね返りがある。

はね返りの中に含まれるセメン トについても組粒率の

小さいものが少く，約 1/ 10，すなわち空事I i り "1:
1
のセメン

トの約 1剖が失われることになる。

はね返ったものの配合を調べた結果ーでは，約 1: 10 (丞

E 比〉以上のものがはね返っ ており，水セメン ト比で70

- 9 0% のものがはね返っている。一方附着したν ヨッ ト

コγ ク5 ー ト( 空錬配合 1: 4) は7]( ，セメン ト比35- 45%

1  : 2 .7- 2 .9程度のものがl次付け られている。〈表 2 参l!(.i)

lli 労務について

1. 実作業時間

砂中に含まれる水分が多過ぎると，セメ Y トと砂の空

事長りさ れたものがガ γ やホ ースにつまりやすく， この故

障が多ければ能率の低下は甚 し し 時 に は 1 日2 1時附程

度の笑イカ となる。従って粗粒率も六事であるが， i . 援制度

も5 % 以内が要求さ れ る。

写 rd



表 1 各 シ ヨ ッ ト ヲ リ ー ト 建 物 ， 摺 鍛 ， 打 上 . 跳 返 材 料 尖 納 表

件 名 材
鋭 | 捌 Im3 1打 上 |批 /m" 1銚 返 | 跳返附

組 殺 事 l z a品企

使用セメ

ン ト強度

セメント 1 36 似 | o F| 342t l o d r|  2 おt | o F

3日強度

385. 5m
2  

k/c m
2  

和 歌 山 太閤町指合
10. 8袋 10.2袋 0.6袋

2.45 

2ω 
iill 薬

67. 0m
3  

( 紀官砂歌ノ川山)
l|| 131  9t ll|  

1.9t6/m
引

1|
9515t  ||| 1.4t1r  mnl|1 

35 75t ||l 
0.0t5/5  

m8  

幣分度型不ノ

充

Z

不

S

充

強

分

野

小野田 156

沢 118

メン ト

1

6 即

1

ｾｲ ｴｳ ｼ＠ 5 %t  

l o i C|  

o m l o

ば

3日強度

56. 7m"  

実 f江 闘 m合
Ｑ ＱＮ Ｘ 袋 ＱＰＮＱＴｾ I  I  1.  

2. 96 32k6/c6 

m2  

(石大砂阪川府)
||| 31. 5t ||| 

2.6t6/mal1| 
1637t  ||| 1  

3t8/m
司

1|
1513t ||| 12t8 

/m3  野 沢 118

11. 8m
3  

メント l m t | o F|一| 0 5 r 1 1叶 。。; i mn

3日強度

225. 0m" 

ヨｾ il l  宿 舎

11袋 10. 34袋 0. 66袋

2. 8 

k/c m
2  

I! J . 困 133

(1級事) 1104. 7t 1  2 門

お3

47. 4m
3  

野 沢 118

f  

45. 5m
2  

セメント 1 6.7おt | 07; /ma| 6 m l o Fl  o 叫 o r

自 動 耳1 Jil 1  3.08 31k5/c4 mS  野 沢 118

9.5 m
3  

(出)1  26 附 1 2 7 y m81 12 蜘 t l I J mml M t | 1 3 y mB

1  25. 3t 1 叶 l r | | t/ m

3
一週強度 3日強度

225. 0m
2  セメント お .3t

01.62

袋

22. 6t  

010.7
袋

2.7t I  0.064 

長 府 f白 舎

{京木都砂津府川 }

l|| 133. 4t l|| 
3.1t5/m13||| 

66t l|| 1  

6t4/rY113|1l 

67 4t ||| 

1

一

1

τ258 

8

万袋

五五
2. 6 239. 2 

峨 国 133

42. 6m
3  

野 沢 118

l w |  | o F|  
0. 598 0.055 

平 均 値

砂

1 1  

2 F|  1 1 4 r|  

2. 778 

表 2 各 シ ヨ ッ ト ヲ リ ー ト 建 物 打 上 配 合 比 そ の 他 表

件
返 | セ メ ン ト :l i hJ<

1

機 械 圧 力 | 鍛 回 数 | 実 働 時 間

| 3645t 1 342t  
2.25t 

セ メ ン 卜

1∞%  94%  6%  

| 9 5 m | 3 9 m  
和歌山太田町宿舎 砂 1:2.8:0.5 ＲＮＸ ｾＳＮ ｏｫ Ｏ ｣ｭＲ＠ 15日 901時間

1∞%  72%  I  28%  

1

1路6ω叩8

セ メ ン ト + 砂

1∞%  I  76. 6% 幻 .4%

1  Ｑｾ 即 ｼ
0.97t 

セ メ ン ト

100%  86%  14%  

1 1 6 m l 1 5 m  
奨i ¥' i 闘 宿 舎 砂 ＱＺＲＮＸｾＲ Ｎ ＹＺＰ Ｎ ＵＸ＠ ＲＮＸｾＳＮｏｫ Ｏ ｣ｭＲ＠ 4日 24時間

1ω %  52%  I  48%  

| 3 8 m l m t 1 161t  

0. 47 

セメン ト + 砂

100%  I  58%  1  42%  

| 引

5 t | 2 1 mt |
1.32l t 

セ メ ン ト

1∞%  I  94%  6%  

l M t | 4567 
業i I l t白 舎 砂 1:2. 74: 0.457 Ｒ Ｎ ＸｾＳＮＰ ｫ Ｏ ｣ｭ Ｒ＠ 10日 55時間

1∞%  57%  I  43%  

l - |

制 59t

l m l t  
セ メ ン ト + 砂

、
100%  I  63. 5%  I  36.5%  

| 6 m |  

。
ω5t

セ メ ン ト

1∞%  91%  9%  

| 制
4t |

叩

t l M t
自 動 車 五11 砂

1∞%  I  49. 5%  I  50. 5%  

1: 1. 52: 0. 38 Ｒ Ｎ Ｕ ｾ ＲＮＸｫ Ｏ ｣ ｭ 日
5日 211時間

l - | …
| 1 3 m 

セ メ ン ト + 砂

1∞%  I  58. 6%  I  41. 4%  

l m l 27t  セ メ ン ト

100%  89.4%  I  10.6%  

| “

ot l m 
長 居 街 舎 砂

100%  49. 5%  I  50.5%  

試験セズ不明 ＲＮＶ ｾＳＮ Ｐｫ Ｏ ｣ｭ Ｂ＠ 9日 72時間

| 制

t | 701t

セ メ ン ト + 砂

1∞%  55. 6%  I  44. 4% 
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表 3 a.  各 ν ヨ ッ ト ヲ

名

手

左

大

人

b.  各 ν ヨ ツ l ク

ト， ｾ物実助人口 表

表 部 裕 己 励 III 臨 | 長 居 俗 合 | 平 均 的

て: : : : 1 1 : : : | 2; ; ; : :

1  0. 133人/m"1 1  0. 193人/m" 1 1  0. 174人/m引0. 182人1m"

30人 1 9人1 1  39人1

| 0.71 人m/叶 1 0.95 人/m" l 1  0.93 人/m吋0. 828人It n:
J

ω
人| ロロ:l m人|:: 勺: ] 刈

:;;5
洞古江

1  0.0382人/m"1 1  0. 066
人

/m"1 1  0.04 人
/m"10.04696 

8
人

1 1  3
人

1 9
人

1 1
人

/m"

0 204人/m"l 1  0.315
人

I m" l 1  0.213
人1m

・
':0. 2406人/1n

/J

; ; 江|刈 ::; ロトベ :; 江|: : ; コ

0. 134
人/m21 ¥ 0. 198

人
/m

2
1 1  0. 173} ，J m斗0.163

人/m2

1  9人 1 1  39人 1 1  

0.71
人

/m"¥ 1  0.95
人

/m"l ¥ 0.925人/m
3
10. 838

人/m3

0.111人Im"¥ ¥ 0.154人Im
2

¥ 1  0. 111人/m
2
¥0.119人/m2

O
的人

/m"1

人¥
0. 74

人/州
1

25
人

1 0 臼人/m
3
10.62払 川

ト， 礎 物 使 HI 材 料 表

ガ 1.
- - -..- 1  

..，:，:1  
1. 22

m2
/
m

"1  .'.""1  
0. 73m" 7m可 m"1  1・19m2/m"L _

n:'. "1
2.7 ｭＲ Ｏ ｭ ＢｌＢ ， ｾＲ Ｑ＠ 1.19m2

/
m

"11. 41
m

"1
百百

| パ ネ ル 1474.01 1  41  1  ¥ 267. 91  ¥122.6  ¥ 12出7.9 1  ¥ 

ご1 1 1  7. 05m" /m" l  1  3. 46m
2
/m叶 1

6. 35m2/m"I- --
1  13.0 m

2
/m

ロ
1 ¥ 6. 35m2/ m"l  7  .24m"/m

H  

ｾ＠ 1木材 ( 再度使川可 | 石¥ 0.074石/m21 石1 0. 015石I m"1 石1 0.0875石1m引 石1 0.0154石/m"1 石1 0. 0875石/
m2

10. 0! 6石/m"

IIii¥他大) 号 Ijt; 他当工 128.8 1 1  0.851  119.741  ¥ 0.7 1  116.7 1  ¥ 

ｾ ｉｬ 耳ｻ山 Ｉｉｊ 1  1  0.43 石/m"1 1  0. 72 石/m"l 1  0.466石/m川 ¥0. 074石/m" l ¥ 0.465石/m:) 10.43Hi/m
ll

ｾ ｬ 隷農邸宅 ｬ ｊｒｚ 泊 ＱＲ ｚ ｼ Ｚ［［Ｕ ＲＺ Ｑ Ｘｚ ｼ Ｚ ＲＲ Ｑ ＱＰ ｆＱＲ ＺＺ ｼ Ｙ 司 ＺＺ［Ｑ Ｒ 罰烹百Ｚ
:::l; 1  1  tl  0.0168t/m

2
1  t¥ 0.02佑 t/m" 1 tl  0.0205t /m

2
1  t¥ 0. 0166ν m

2
¥ tl  0. 0205ν m

2
1  0. 02 t/ m

2  

e ¥1鉄 筋 1 6.441  ¥ 1.5 1  1  4.641  10. 75唱 1 4. 64¥ ¥ 

¥ ¥ 0. 097t /m
3
1  1  0. 128 t/m

3

1  1  0. 11 t/m"1  1  0. 08 t/m"l  1  0.11 t/m"1  0. 105t /  

l 石1 O. ω6石/m
2
1 石1 0.0215石I m

2
1 石1 0.0071石I m

2
1 石1 0.0但5石I m"1 石1 0. 0071石/m" 10. 013石/m"

足 場 1 2.1 ¥ 1  1. 2  1  1  1. 6  1  1  1.14¥ ¥ 1.6 1  

| 1  0. 032石/m
3
1 1  0.102 石/m"1 1  0. 038 石/m

3
1 1  0.12 石/m:) 1 1  0.038 石/m

3
10. 066石/m"

い ト 笑 働 時 間 | ω111 1 35時
/mal A

203時/m31 5
s'"'i

1  

1.3
時/ ぺ 4

2 2時1m

イ

7

ペ

1.81

時ベ
1.74時 川

ガ Y  リ

ント刈
25

川 叶
35 州 側11 30. 71川 抑ぷ刈11 3犯却81小 捌〆刈11 2お5.3幻311

ぺ
3111 

¥ m"可1 1. 4 m"り1m2勺
1 m"勺1 2. 36m"り/μ m2司

1 m"勺1 1.9幻7m"りIm2
1 ¥ ¥ 

m 雪吋
1 1.9切7m2り1m2可

1
1.9偲3 m包り/m2

木 毛 板 ¥5臼36.1 1  1  134 1  1  444 ¥ 1  ¥ ¥ 44

“

4 1  1  

2.  所要人員

この工法による躯体部分の詳紡ほ歩掛り 実績は表 3の

とおりで，左官は出隅および壁面を整正するために使用

した。

仮粋に使用した大工は普通 コンク日ート の約半分ぐら

いで済んでいる。

また平家程度では，スラ プコシクリート の施行に全部

人力に よるか，機械設備するか迷 うところですが，その

点、でも運搬の必要は全然認めない点は非常に有利です。

(写真 6，7参照)

5  ショ ッ トクリー卜の強 度 に つ い て

I  圧縮強度

ゴ
γ

クリ ート のテストピース と同じように採取あ るい

は養生 しては実情にあわないため， 金網の中に ν ヨッ ト

クPートをl次付け，はね返り 材をi徐く( はね返り材は強

9-4 

m' が務ちる〕方法を採ったが，写真10のよう にν リンダ

ーに戻し て整形しでも完全な数字にならないで，いくら

か少なめな強度で表われています。( 写真 8，
g
， 10 )  

次に養生方法 としてなるべ く施行方法に近いものとし

て砂養生 または空中放置としたが，今後完全に近い現場

養生ができればテストピース の強度も必然的に表 4以上

にあがります。

表 4

1  :  4  

1  :  4  

1  :  4  

1:  5  

以上により 1: 4 モル タルの4
週強度は約 300kg! cm2

の

圧縮強度は充分期待できる。

、宅



... 

.  

写 真 9

写 真 10

E  郵断力および附着力諒験について ( 表 5参na)

表 5

前 |何同打悦込万法山|同製断叩作何月州日叶|材問令制白阿司呼草z詑恕2習?腎戸雨同玉司1  

面「7 一寸19.17円 9 1 2勾8 Iい8.3鈎4 1- 7刈4. 5 寸τ 7言;1

二) J I_ _B  Ｑ ＹＮＱＷｾＱＺ｟ ｌ 竺 Ｑ ＹＮＱＸ Ｑｾ Ｕ ｟ Ｑ ょと
附|他方法|製作月日 |桝日 |汲ヤ叫 12児貯| 制作

れ 1 A 19. 17 1  28 1  1 ω 1  43.7  1  1: 3. 5 

力 ｉＭ ｂ Ｑ Ｙ Ｎ Ｑ ＷｾＱＹ Ｑ ー と ｾ ｊ 引 いＺ 4  

打込方法は霊前 ( A) ，水平 ( B) と別々にした。

試験方法にも若千疑おはあるが，g朗q断力およぴ附泊

が大きいので，コジク日ートのすl 継而に心配なく胞行で

さるもの と，思う。

][ 仮枠撤却時の持軍みについて

仮粋撤却 ｬ 侍 の 壁休〈厚 Ｖ｣ｭ Ｉ およびスラプＨ即 ｾ ＶＭｂ｣ｭ Ｉ

の偏位を測定したが， ( 写真11) スラプの故大銭み 2 mm

でこれはスパ γ に対し 1: 2250 は当ります。

皇主体の偏位は認められない。

lV 水平力荷量鼠験

写真12，13の袋置のように甚だ不備な方法ですが，

台のジャッキで同時に荷量をかけ，全体の椴造物をパタ

を通じて押してみた。

震度 0 . 1，0 .2， 0 .3 とかけて 0 . 375 になったとき，

地総がめり込み測定不可能になったが，それまで壁休部

分にへヤークラックさえ認めなかった。

荷監をもとに戻した時の残留ｾは ｏ Ｎ ｬｭｭ ，荷量ｼ時の最

大偏位は 0 .65mmであった。

5  鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 構 造 と の 経 済 比 較

一例として| 昭和28年度に本工法に よって施工した奈良

市泊阪 l町宿舎 ( 68mりについて，普通鉄筋コ γ ク日ート

造で泌策した場合との瓢休だけの比較をしてみました。

羽 目 別 |ν ヨットヲ | 幣 コ ン ク |

リート工法 ト工法
i瞳 考

仮 設 エ 90，1∞ 91，8ω 下具小ｾ屋 ，そ 足の場他 ，総械照

土 エ 13. ω5 17.490 叙伐，栗石

コンクリート工 56. 日5 224. 日)() コンタ リート，仮仲

シ ヨ ッ ト

148. 割)()

νヨッ ト空リート工，

ヲ リ ー ト エ 木 毛 坂 そ の 他

鉄 筋 工 64. 316 105. 2∞ 鉄筋工費

li'. ff 工 81. 412 86. ωo 

防水モルｾＩレ法院

その他

絞 ｾｾ＠ 卯 .978 105. 118 

支 給 セ メ ン 卜 136. 080 152. 320 

合 苦十 681， 946 798. 028 

約10. ∞O/m'  

約

l 1. 500/m'  

本例においては 1m
2

当り 1. 500 円安くできことにな

る。
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5 む す び

当課がこの工法を採用したのが1I f{和28年9月で，約4年

を経過 してある程度の結論を得たものと思いますので，

街l参考に しましよ う。

I 畏 所

1.  壁厚が 6 - 8 c m の軽構造で，構造耐力は鉄筋コ γ

クPートに劣らない。

2.  自重が軽いため水平，垂直荷重に有利で鉄筋セメ

ジ トの節約ができ る。

3 .  鐙休を施工する場合，仮料'は片面でいい。

4  壁j写が予互いため室を有効に使用できる。ことに小

さい部屋ではその効果が著しく 表われる。

5 .  仮枠が簡易で，工期の短縮ができる。

6 .  高所の吹付けとか，凹凸商にも簡易にl次付けられ

る。

7  普通鉄筋コシクリ ート に比較して安仰に施行でき

る。

五 短 所

1  現在の とこ ろ一般の壁構造規準に よって平家程度

に認められてい るが，今後二階建まで発展すれば採用範

囲が広くなる。

2 .  竣工後2 - 3 .5年経過した建物を調査すると，壁お

よびスラプにへヤークラックが相当現われている。

とれは吹付け時期 と養生の方法，期間である程度補い

得る と考えられるが，壁厚が薄< ，仮粋が片面で養生も

しにくく，乾燥も早いこ とによるも のと考えられる。

また砂利が使えないことと，高圧でl次付けられたモル

タノレが比較的調合比のいいものになるのも収納クラック

の 大 き な 原 因 で も あ ろ う 。 ( 以 上)

"

何

酔

町

宮

F

-

z

製

造

販

売

器風通

問

式

日

日

光

〕

「

包

m
m

害 ｅｴｭ ｩｅｉ哩 ｾｺＢＢ ＮｊＺＺｉ

1; S  
大阪市西区江戸娼上過 1 の 5

田辺工業株式会社

電話・土佐姻@ 7437- 9
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写 真 11

、.

‘  

写 只 12 ↑  ↓ 写 真 13

東洋レーヨンのナイロン紋fi ，鍛 通 代 理 庖

アコーデオンドアー，ペネシャンブラインド

ア ス タ イ ル， ゴ ム タ イ ル

室内数飾設計 ・施工

美 工 装 飾 株 式 会 社

代表取 締 役 小 早 川 美 武

大阪市西成区姫松通 l の30 TEL ｾ＠ 2  5  6  4  



I D 
シ ヨ ッ ト ク リ ー ト 工 法 の 大成 建 設で の 施 工 例

山 暢 雄下

施 工 例
使 用 燃 料 55ガロγ

工事名相変学園南本館r . :tIJ: 堂
ii ) 屋 根

構 造 鉄 骨 造 V ョ γ トクHー ト打 数 益 面 積 592米2，厚 5糎

工事施工期日 昭和32年 6 月 仮 粋 普 通コγ ク リー トに倣う

i )  壁面( 一部)
配 筋 鉄 筋 サ プ トラ ス 聞 に ゆ9 @3 0糎

?  

数 五i 面 積 104米2，厚 4糎
( サプ トラ ス間隔 6尺)

仮 枠 パネ ノレ片面建込み
とれに直角方角 。6 @30極

配 筋 鉄 筋 併 @2 0纏 縦横共
鉄網 Ｑ Ｐｾ ク ＹＺＯ プ網 Ｔ Ｂ メッ ｖ ュ

鉄鋼 Ｑ Ｐｾ ク ＹＺＯ プ 網 Ｒ ｾ メッ ν ュ 調 合 セ メ シ ト 1 : 砂 4

調
合 セ メ γ ト 1. 砂 4

ゴム プレッサー圧力 5 0 - 65封度

コY プ レ ッサー圧力 40- 5 5封皮
揚 程 及 距 離 水 平 55米，垂直 16m

揚程及陳謝t 水平 55米，垂直 16. 5米
実 的 日 数 8 日間

実 イ力 回 数 2 日 ( 1日約1011寺問)
延 人 口 工 貝 27人，人夫 32人

延 人 貝 工 日 5人，人夫 8人
跳ね返り ill: 30%  

跳ね返りほ 30%  
使用燃: ! 1 l 270ガロγ

シヨッ トクリ ー ト吹付申

コ ム プ レ ツ サ ー

床 版 図 天 端 均 し

セメントガンよりの送 り出し
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施工に対する考察

i  ) 砂の乾燥が充分でないと往々にして材料のホース

のとおりが忍l くなるこ とがある。その他工貝の技術，

袋白の制子によっ て能率が左右されるきらいがある o

ii ) 仕様によると砂は粗粒を相当入れるととになって

いるが粗粒が多いときは跳ね返りが50% にも迷するの

で，勢い紡l粒の多いものを選ぶととになる。

跳ね返りのロスは ν ヨットク P ートの政大の欠陥と思

われる。

iii ) 収縮亀裂はほとんど起らないようであった。

載荷試験

昨秋行った載荷試験の結果は次のとおりである。

鉄筋を入れた場合と入れない場合と二通り行った。

試 験 体 ジ ヨ ッ ト ク 3 ー に j早4糎，司J l 00題。

支点距離 140糎。

荷 m 袋入りセメシ トを均等に桜前

!n l 号試験体

鉄網 ＱＰ ｾ ク ｙ Ｚｙ プ網 Ｓ Ｂ メッ ν ュ

鉄筋 が @24:!Ni

調合 1  :  4  

材令 2周

f，'J l f ( 一変則l線は第 1図のとおりで，コ γ クPートとは

思えない大きな鏡みを生ずるまで破壊しなかった。しか

も破壊は鉄筋の切断によって生じ，圧縮側のゴンクリ ー

ト部はまだ破壊に迷しておらず，とのときの推定応力は

2701it/極2 であった。( 次頁の写真参照)

第 2 号試験体

鉄網 ＱＰ ｾ クリ ンプ網 Ｒ Ｂ メッ ν ュ

鉄 筋 無 し

刻合 1  :  4  

材令 2周

荷量一歪曲線は第 2図のとおりで，鋼材盆が少い ため

当然歪が大きくなり磁波前mが減じている。

第 1 図 第 1 号 試 験 体 裁 荷 試 験 荷 重一歪 曲 線
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第 2 図 第 2 号 試 験 体 載 荷 試 験 荷 重一歪 曲 線

紙 荷 開 始 被 毒 自 直 前 の 挑 み

節 1号銭験体餓荷積験の破桜後の状態

同 亀 裂 鮮 制 図
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同 他 裂 詳 細

-ノ J レーガン吹付中

x  x  x  x  

liij i Zl 5のごとく ν ヨッ トクDート では，材料の跳ね返り

が相当あるとと ，骨材の乾燥を要するとと，極の!iqli 点が

あるため，近頃ツノレーガシオ ーノレ True Gun.AII 工法が

採用されだした。

とれはコシク Dートそのものをホースで送るものでよ

記の欠点は除かれる。機械装置も若干異る。すなわち

i  ) コシプレッサー圧力は約 100 封度を要する。

ii ) ミキサーは不安 となる。

iii ) 水ホ ースの替りに空気ホ ースが着き ， とれで1次付

けを調節し ，かつホ ースが詰まった ときは逆に吹

いて清掃する役目をなす。

などである。調合はいろいろ変えてやって見たが，

セメント 1 : 砂 3 : 豆砂利 ( 5分下) 1. 5  

w度がうまく行くようである。

前記作業場の二，三の場所で試みに施工して兄たが，

はじめ てのことでもあり ，能率を上げるととろまで行か

ず，資料としてまとめるに至らなかった。

Ｈ ｾ 医者大成ｩｉＡ殻株式会社大阪支庖紋計限 構 造係長Ｉ

第 2 号訴験体紙拘置車験の磁波後の状態

γｾｬｾ 町 一一一

世界の工? ? 存型社

販 売 代 理 屈

社 菅 商 庖

西関

ム

耳
株 式

TRADE 

支
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プ レ パ ク ト

プレパクトコンクリートとは適当に混合された粗骨材

V< : . プレパク トモルタルを注入して作るコジク リートで

ある。天然の地層中に注入するグラ クト 工法や，自然土

を骨材とするソイノレコ Y クPートパイノレを作る工法もあ

り，建築工事でもその利用範囲は非常に多い。

1.  工法の発展

この工法は今から約20年前，米国で ト:，/ ;/.、ノレ復旧工事

に当って，セメ γ ト注入を行うととになった際，桜工脊

後に大きなｾＱｬｊＡｴのあるととがわかり，とれを経済的に充

填するのには，予め粗骨材をつめた後で注入するのがよ

いという着想がこの工法のはじまりとなっている。

そして現在では予め仮枠中に粗骨材を投入しておき，

これにプレパクトモノレタノレを注入する工法を総称してプ

レパクト コシク 3 ー ト工法といい，名称が尚様登録さ れ

るに至っている。

その後米国では現在までに約3000余の施」二例があり，

最近では遮蔽コンクリートの施工には必ず使用され，ま

たP-Sコγ クDート， マス コy クDー トなどにも多用され

ている。

わが国には 4 年前に技術導入さ れ，現在西松建設KKと

清水主主設 は が極東地域の実施機を得， 両社を併せて約

200例の施工突結ーがあるが，その内建家関係が15例 ，杭関

係が50例ほどになっている。それ以外は土木関係工事で

ある。

2. 材 料

材料としては普通コンク Pー トに使用するものの他に

混和知j としてイジ トノレージョ Y エイドを用い，とれがこ

の工法の眼目となっている。

骨材 : 組骨' 材は 15務以上の清浮なものならば，型

枠寸法と鉄筋間隔による制限を除くと最大寸法

の制限はない。ただ粗骨材の粒度は空| 際率に影

響があり，空|涼率が少ないほど コY クPー ト強

度は IJT I l くなり，モルタルの使用E は減るので注

コ ン ク リ

高

長

橋

田

慶

正

ト

夫

雄

ｾＺする必要がある。逃散胤 コ ンク Ｓ ート の場合

には粗骨材として， 重品石，褐鉄鉱，鉄ボーノレ

などが使用されるが，骨材の寸法については上

記とほとんど同 じで，ただ空隙率が33% - 4 0%

程度に定められてい る。

納骨材は流動性をよくするために普通工法 よ

り細自のものを使う。

セメシ ト: 普通ポノレト ランドセメ Y トを使い，硬化

を急ぐと きは早強セメントを使って もよい。

フライアッ ν ュ : クオ ーカピ 3 ティーを よくす るた

めにセメ γ トfii:のMから間E 程度ま で使用す る

イントノレージョンエイド : これは米国で特許となっ

てお り， わが国では前記 2 社が輸入して使用し

ているが，成分は油状潤滑材として の水縦性セ

ノレローズエー テノレ， セメント 分散剤，アノレミ粉

末などを適度に含有するもので， とれを使用す

ることに より

イ) モルタノレに対し コロ イド状の性質を与え，

材料の分離を防ぎ. 71<. 中路工を可能にする。

ロ〕モノレタノレの早期硬化を制止し ，パイプに よ

る長距離輸送ができる。 200m ぐらいは楽に

圧送できる。

ノ、〉初期凝結中僅かに膨l炭し，骨材や鉄筋に対

し光全に付着する1J J きがある 。

ニ) 空気連行剤としての作用もす る。

水 : 普通飲料にたえる水なら使用 できる。

3. プレパクトコンクリートの性質

強度 : 普通 コシク 3 ート に適用される法則は大体あ

てはま るが，初期強度の地進は緩慢で，強度を

指定する場合は90 日強度の方が妥当である。高

強度コシク Pートの例としては28円強度で 400

kgfcm
2

を記録したものもある。

発熱量小 : フライアッ ν ュを使用し，セメシ ト11を

少なくして， しかも化学変化が緩慢であ るから
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当然発熱量も少なし温度上昇は普通 コジクリ

ート に比べて 40- 80%程度となる。

凝結収縮 : セメシト使用量が少い上に，粗骨材が確

突に点、接触を してい るの で，収縮f誌は普通コン

クY ー トの約半分である。前項とともにマスコ

ンク Y ートに適する一因である。

附着力 : 旧コシク Pート のれ継面に満足な処理がし

てあると，普通コンク Pー トを施工した場合よ

り50% 以上大ぎな附活力が得られる。とれはイ

ントノレージョン エイドの膨脹性と コシク 9 ー干

の収縮量の少ないのが影響していると思われ

る。との性質を利用して柱，はり， 煙突などの

補修に使われる。

透水性 : 普通コンクリ ー トの場合， 7. 1<I ' C. 溶けて流出

する水酸化石灰がフライアッ ν ュと結合するの

で， 7. 1 < 密性は非常に大きい。とのため，耐久力

も増大する。

施工 : 粗骨材を予め投入しておくので，プラントは

小規模のもので充分である。また大訟のコンク

日ートを粗骨材だけ投入しておけば，あとはプ

ラシトを運転するだけで打継を作らず，一度に

均質な コジク Pートとして施工でを る。

水中工事 : プレパクトモノレタノレは水と親和性がない

ので， 7)く中コ ンクリートの場合も仮仲さえ作れ

ば，比較的容易に水替な どを省略して施工でき

る。

その他 : フライアッ ν ュを混合しているため，滋類

に対する抵抗が大きい。

4. 施 工 法

プレパクトコンク Pートの路工法は，まず型枠内に粗

第 1 図

型 仲 の 取 付 内部紐仕材先祖1

3  

特妹モルタル注入
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骨材を投入し，そのｾ隙にモノレタノレを注入する工法が基

本であるが，それから発達した種々の工法について述べ

る。

プレパクトコンクリート工法:

との工法は基本となるもので，地上または水中の工

作物に対して型枠を設置 し，粗骨材を投入したうえで

プレパクトモルタルを注入するものである。注入に当

って最大 2m 間隔に 1" パイプをたて，高さ 1- 1 .5m

毎にパイプを引上げて注入する。スラプやはりのよう

なものに対しては型枠の底面に注入孔を設ける。( 第

1 図・第 2図参照)

イントルージョン工法:

これは自然の地層中に注入パイプを掃入し，自然土

そのものを粗骨材としてイ γ トノレージョジモノレタノレを

注入 してプレパクトコ ソク Yー トを作る方法である。

とれは土木関係ではダムの仮締切工法とか，橋脚の様

固め，石積みの補強などに多用されているが，建築関

係ではアンダーピシニングとか，根伐底からの湧水を

押えるために利用できるのではないかと考えられる。

パイリング工法:

地中に杭を作る工法であるが，これにはつぎに述べ

る2種の方法がある。

1) キャスト ・イγ ・プレースパイル( プレパク トコ γ

クYートパイノレ)

これはオーガーで地中に穴をあけ，それに粗骨材を

つめて，粗骨材仁l' に建て込んだパイプからプレパクト

モノレタノレを注入して，プレパクトコ Y クPートによる

杭体を作 る。径は普通 30cm で，長さ 20m までの笑

施例があり，; ; t ーガーは可搬式になっているから移動

第 2 図

トレーラー E キサー
l t !l¥1 ，キサー

中 型 ポ ン プ

喝
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は簡単である。現場載荷試験によると，既製ヲシク D

ートパイノレより 20- 30% 支持力が大きいととが確認

されている。粘土層に巡し ，崩壊しやすい砂層を含む

ときはケージシグを必要とし，また厚さ 10cm 以上の

燦層があるとオーガーの運転ができないので困難とな

る。特I'J えとしては依民勤，無騒音であること，大きな

第 3 図

大型パイルオーガーマシン

の作業状況

パイルを割nり上 げた とE ろ

"' .ーヌ4

， '" ｾ ，於 ｾ

仁令〆、t

ぜ 一神田町_. ‘

J  

甲 巴 "

小型パイルオーガーマシン

パイルを銅り 上 け' たと ζ ろ

“ ‘  

キヤ λ トインプνー λ パイ Jレ

段取，設備置場を不要と し，工期が短縮できる。ま た

オーガーを継ぎながら撃孔すると，かなり空間の制限

される場所でもよいので，アンダーピ Y ニ γ グに利用

できる。欠点としては君主孔の簡単にできないところで

はケー νγ グを使わねばならないので相当高価になる

ととである。( 第 3図参照)

21 ミックス，: . イγ ・フ. レースパイノレ( ソイノレコ y ク

リートパイノレ〉

第 4 図 1 ミックスドインプレースパイル慌

とれは キャス ト・イγ ・プレースパイノレのように土

成をおきかえる煩をさけて，土壌そのものを骨材とし

て，いわゆるソイノレコシク Dー トを作るもので，最初

地盤に 4 枚または 6 枚の羽根をもったドリノレを立てて

撹宇t しながら堀り下げる。とのド Dノレの V ャブ トは中

空になっており，と れを通じてプレパク トモルタルを

流入してソイノレコ γ 夕日ートによる抗体を作る。径は

30， 40， 50cm の三種類が可能であり，現花わが国で

は 10mぐらいまでのものが施工された例がある。との

杭の特長としては前者と異なり，地般の軟弱な， 7)<の

多いところでもプレパクトの特長を発揮して施工でを

る点である。また凝闘をおくらせであるから 1:割ぐら

いの電ね打ちが可能であり，完全な止7 l < 壁，山留など

に利用されている。施工に際して無震動，無騒音であ

るととや，支侍力が既製 コγ ク日 ー トパイノレより多少

大きいことなどは前者と問機である。欠点としては，

当然のことながら土質によって強度に差ができること

で，粘土質の場合にはせいぜい 30 - 40kg/cm
2

の圧縮

強度 しか期待できないが， 良質の砂の場合には
300kg

I cm
2 程度の強度が出ることもある。また補強鉄筋を

自由It : . 掃入できないことも大きな欠点となるが，中心

部には圧入できる。なお，土E空中に礁が散在する場合

には， ドリノレの回転が阻害さ れので総工不能となる。

粘土の場合にも，粘性が強い場合には撹持してもなお

塊状 となって充分混合されない場合がある。結局 この

方法の一番通するのは砂層である。

建築工事において最も有効に利用できるのはと の工

法によること留， 11-. 7 ) < 壁であるように思われる( 第 4 図

参照)
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第 4 図 2 ミックスドインプレースパイル機

注入工法:

これは軟弱地銚の補強，地下掘削工事の逃水壁など

に応用するもので，1'1世パイプの先端にキャップをつ

けて打込み，所定位置に達するとパイプを苦千引きも

どすとキャ Iノプは自然に脱落する。ついでプレパ クト

モルタノレを圧入硬化させる方法である。

5. 応 用 例

以上の工法をとくに建築工事に適用した応用例として

は前掲のパイル工法，勧業銀行地下室の逃水皇室兼用の土

留ミックスド ・イン ・プレースパイノレなどがあるが，そ

の他に次の ような応用例がある。

放射線防禦用遮蔽コンクリー卜:

放射線防禦用の遮蔽コ γ クY ー トは，コ γ クY ート

の性質としてｾＺｬ｜Ｑ コ ｙ ク ｄ ート であることを要求さ れ

104 

第 4 図 3 遠賀川堤防漏水留工事

第 4 図 4 勧業館行虎ノ|可支桁の土留堕

るが，その他にも粗骨材がコ γ クy - 1. の内部に常1 i t

1' 1: . ，かつ均一に分布する ことが要求され， J:!H淡される

パイフ. 類の位1電を正確に保持しつつ，間際を残さない

ようにコ Y クリートを打設するととが必要である。 と

れら の条件を満す施工法 として近来プレパクト工法の

採用が考えられ，米国ではi況に 5000m" 以上の実施伊l

がある 。 ( 第 5図参H茂)
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第 5 図

A  

.， 
ID' ' i r，石と鉄J i を佼った普通コンクリートの斯iITi 11Uffl 1 l を使った ブレパヲ トコ ンウリートの聞両市

A .  ｬｬｬ ＮｬＱ，石と鉄ポールの粗骨材をＡｉＧＱｦＧ，戸内 ｉｾ 結めていると ι ろ B.  骨材を絡め終り ，注入直前の状況

C 噂 入り艇 ｬ んだパイプやＡＡｊＡ投物が多い。乙のような簡所 ｉｾ は ， D  完成されたケー プ ・マニピユレーター( 織械の手) が; 設問

＿守通コン Ｙ リートでは非常 ｉｾ 符ちにくい。 されている。
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第 6 図 i : r 土 製 鉄 綜 式 会 社 釜 石 製 鉄 所 一 号 均 熱 炉 基 礎 築 造 工 事

上 : 補 強 前 下 . 補 強 後

基礎工事における遮水コンクリート:

大規模な基礎コンク Pー トの施工に当って根伐底よ

り湧7 . l < 甚だしき場合など，あらかじめ根伐底の位置に

逃水層を水中イシトノレージョシ工法として施工した後

堀進を行う。 第 B図は炉体基礎作成に当ってとの工法

を応用した例である。

補修，補強コンクリート:

プレパク トコγ クリートにおいては既設ゴンク 3 ー

トとの附活強度の大きいことを利用して，コシクPー

トの腐創! 甚だしき場合とか，鉄筋iil が多くてコンク P

ート が充分回っていない場合など，ーたん被援コシク

Pー トの部分を除去 した後，プレパクトコ γ クPート

で打足しするととが多い。 第 7図は茶化学工場におけ

る補強前と補強後を示すものである。とのような場所

は普通コ γ クPートでは到底満足な結果は得られない

と思われる。

第 7 図

以上によってプレパクトコ γ クPートの性質，特長ーを説

明したが，近|侍米国においてはとの工法による施工五tが

著しく増加していると伝えられるが，わが国でも土木に

劣らず建築方面においてますま す利用さ れるととを祈念

するとともに ，資料の提供をいただいた西松建設は およ

び清水建設は の関係者の方に感謝する次第であります。

(!jf者r K K大阪建築事務所)
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重 品 石 を 骨 材 と す る グ ラ ウ チ ン グ 工 法

一一 材 料 試 験 原 子 炉 用 遮 蔽 体 に 使 用 一一

アイダホ州にある原子力委貝会国立原子炉試験所 ( N

RTS) の材料試験原子炉 ( MT R) 用生物遮蔽休の建設に際

しては，重品石を骨材とするグラヲチング工法が採用さ

れ，それが，特殊な技術的諮問題の解決に役立った。

根本の問題は，操作員を保談するための最小厚の遮蔽

体を設けるとと . そしてとのコ γ クY ート遮蔽体に，多

くの実験用窓のほかに，冷却水用または他のナーピス用

のパイプやダクトを収容する ζ とであった。

MTR は，将来原子炉に使用される各積の材料を試験す

る施設として計蘭されたもので，強い中性子線 ( 4 X 10
14

熱中性子/ 糎2/秒) を出す。

基本設計は司アノレゴ Y ヌおよびオーク P ッヂの国立研

究所を代表する共同委員会によってなされた。主主環技術

面はプ ロー ・ノックス 建設会社が担当し，主体工事の契

約はプノレオーノレ会社に与えられた。グラクチ γ グ工事は

プ3 パクト ・コジク日ート 会社が施工した。設計および

施工の管理は原子委のア イダホ業務所が行った。

とれまでの生物遮蔽体は，鉛鋼，普通コシク Pート

または重量コ Y クPー トなどで造られていた。この重量

コシク Dー トは一般に， 鉄または鋼のパンチ Y グを粗骨

材として造られたものであるが，とれは取扱い中に分離

や隔離を起しやすかった。初めはとの骨材が MTR の遮

蔽体用に仕様されたも のである。

しかしオークリッヂ国立研究所は，重量ある原鉱石を

粗骨材とするコ Y クリ ー トを試験し，また限られた範聞

ながら，それを実際に使用してみた結果，窓品石( 硫酸

パリューム) コシクリートを MT R の遮蔽体に使用すべ

きであると推奨した。試験の結果，重品石を使用すれ

ば，遮蔽体の構造は，ガシマ線防禦の能力にI刻するかきr

り，普通コシクリー トでつくる場合の% の厚さでよいこ

とが判った。

最大限の比重をもっワーカプノレなコ γ クPートを得る

l E WI S  N A R R O W  

室 井 修 ( 訳)

方法を決定し，かつ種守の条件の下での コγ クPー トの

性状をしらべるために，関与石局の手により試験が行われ

た。 ζ れらの試験により，重品石の粒度を適当に撰定す

れば，ワーカプノレな配合を設計するととが可能であり，

そしてこのコシク Dートは満足な遮蔽性を有し，また普

通工法によれば 218ポY ド/ 択3，グラクチシグ工法によ

れば 224ポジド/ 択3 の最低比重をもつことが分った。

また試験により，耐候性に乏しいととと，処' l i l l 工程中

の骨材減損の多い ととが判明した。しかし，他のすべて

の点では，重品石骨材により良好なコシクリ ート が得ら

れるととが分ったし，遮蔽体は風雨削除されるわけでは

ないから，この材料が使用されることになった。

重量ある自然の骨材を用いる ように再設計さ れた MTR

の逃蔽体は，約 9 択j享の壁体を有する 32X 32 択の中空

の立方体で構成されている。 この立方体の上方の部分に

は，直径 1 11すから面積 8g尺2 までの閲孔が 100 カ所ほど

も貫通し ている。とれらの孔の多く は、許容誤差を 1 P>j

の 1/ 1，000 として施工された。貫通孔以外に，遮蔽体に

はパイプ，ダクト，屯線および器具用配線などが収めら

れた。

逃蔽体用コ Y クDー トの絵、所要f立は，約 1，000 立方ヤ

ードであって，その% に当る遮蔽体の下部は普通の工法

で打込まれ，符I入物がーばいある上部% のコンク Pー ト

はグラクチソグ工法によって施工された。

コンクリート打を函倒にした砕けやすい骨材

重品石骨材は 8 吋飾を通過させた後に産地から発送

し， NRTS  ( アイダホ) において所要の粒度別に分類し

た。との取扱いと処理は，別途契約により，モ Dソγ .

クヌードセン会社が行った。

普通工法のコシクリー トに用いる骨材は， MT R の敷地

から約 4 マイノレ離れた中央ミキジ Y グ ・プラシトの近辺

107 



- 、吉弘

一 、ふおよぶ

111品石骨材の処l l I ! システム 。有か ら左へ，魁度分類の淡ill . 飾分

けと 水洗，型仲へi ! ! ! ぷためのパケット叉はフ オータ ・リフトへの

積込み。

パイプの閥聞はど の制約古れた部分には ，小舵の'ili品イi f.t材をT

で入れ る。

造献体の頂上部分のm品石骨材が見え ている。 なお， ｾ ｮ 強 筋， r.t 

入管，通気作およ び測定労色見える。

グラウト 注入用水平砲ミキサーを 始動すると ζ ろ。
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11:. 山積みされた。と のコY クP ー トの調合仕様は，通常

の骨材を用いる コジクリ ー トの場合 と 全 く 同 様 で あ っ

た。 1 .立方ヤ ードの単位混合量は， セ メシ ト486 ポ γ

ド， 重品石砂 2 ，369 ポ Y ド. お よび組骨材 ( 1?i - Y. 吋〉

3，109 ポ γ ドであった。水セメジ ト比は 0. 67，ス ラγ プ

は 2?i! J'j'- 4  .Jii hI であった。

一台j湿の打込方法に よるゴY クリ ート は，rl .'失プ ラγ ト

でJ t-: ti l : ，混合 した後， ミキサー ・トラ ックで MT R 現場

まで述搬された。箆誌が通常以上であるため，通常の約

半分の畳を単位混合長 とした。 との骨材は非常に脆弱で

あったが， プラン トから型枠まで持続的に混合 されてい

る問に，大髭の破損を生じると とはなかった。

型枠内へのコY クY ート 打込みには，ホッパーと トレ

ミーが使用された。 ミキサー ・ト ラックの拶|出口やホッ

ノそーがつまったのは，明かに， ゴシクリー ト取扱い '1:'に

:mい骨材が分離 したからであった。ス ランプが約 41吋に

なる ように配合を調節 した後は，と の難点は相当I降滅さ

れた。 逃補正体の下部Mに対する ゴγ クDート 335 立方ヤ

ードは， 2 固に分けて打込まれた。

銅製型枠を使用

最初の型枠は，tf 通工法に よる コンク Pート の頂部の

真上に主主てられた。次の第 2 段階は工事中の難関であっ

た。鋼板を内側lから頑丈に筋違で補強して，型民粋に使用

した。燃姥が可能な場合には，各鋼板を熔接でν ーノレし

た。その他の場合は，鋼板をボノレト締めするかまたはお

互にかみ合わさ せた。

上部は，コ γ クY ート 施工上のむつかしい問題を含ん

でいた。いくつかの可能な工法について考応 した後，プ

リパ ク ト会社の考案に か か る グラクチング工法によ っ

て，遮蔽体の この部分を施工する こと に決定した。

この工程は，まづ型枠内に粗骨材を入れ，次にプ Dパ

クト ネ 上供 給の混 和邦 ｬ 入注入セメ γ ト・ グ ラクト でｾ隙を

充填す る方法 である。パ イプやダク トが多数存主Eする個

所におい ては，所期の比重を与える ために，骨材は手 で

入れられた。グラク チγ グ工法を採用したおかげで，所

定位置か ら移動 しやすい種々の埋設物を，グ ラク ト注入

の直前に，最終点検する こと ができた。

実際の遮蔽体において出くわす と恩われ る状態のいく

つかを模する ために，供試プ ロックがつ くられた。種々

の寸法 と配合の粗骨材試料 を 用 いて， 空隙の研究を行

い，ま た採用した工法でつ くられる コγ クDー トの圧縮

強度を決定す るために，円筒供試体を作製 し，とれを試

験 した。これらの試験は1951年 2 月に行われたが，その

結果，予想された多 くの問題に対す る角草答が主浮き出され

た。

粗骨材は較いたまま入れる

遮蔽体の J '. 怖に用 いる粗骨材は，原子炉建物の近くに

.. 
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山積みされた。粗骨材の最小寸法 は %吋であり，またグ

ラクチ γ グ工法によって打込まれる材料として，最低強

度 2，500 ポジド/ ，サ2 のコ γ クPー トがf土犠された。

粗骨材は， 5 111 ， 3 111' ， ｬ ｾ ｉｬ ｊ および Ｉｻ ｉｊｊ の Ｔ 種に分類

さ れ，ｾ吋以下のも のはすべて燐来 した 。

ｾｾＱｦＧ � に入 れ る 前に， こ れ らの組骨材を 再 び組合せ た の

であるが，制約の多い例所には， 小粒度のもののみを用

い，とのような個所では組骨材を手作業によって煙設物

のま わ りに配布 した。との材料の粉' I l ' ，' な粒度分類に関し

ては規格がなかった。重大な考慮を必要としたのは，グ

ラクト注入前の空隙率で，これは33% なじ、し 40% と仕様

された。

グラクチ γ グ工法における納骨材は， 30番街を通過し

たものを用い，それより大きい粒子は，ポンプの能率を

よくするために除いた。この材料は粒度が* ，1 1 . 1 いので，尾

内に貯蔵しておき，現場へ搬出する前に袋につめた。

粗骨材は，可搬混合プラントで再び組合された後，31

吋怖の上で再び水洗され、それから ベルト ・コγ ペヤー

によって 1 立方ヤード容E のコγ クDート・ パケット内

へ遥ばれた。とれらのパケ ット はフォーク ・Dフトで原

子炉建物に持込まれ，パケット内のＧｾ材は，恒久的機器

の一部 としてすでに設け られ ていた高架クレーγ によ

って，ホッパーとトレ ミーを経て， ｾｾＡ枠の ＼ ＱＧ へ 送入され

た。

破損を防止する試みとして， Et 初は帆イH製のトレミ ー

を使用したが，これは敏速に動かすのが困難であり，か

つ帆イHは耐久性がなく ，かえって骨材破損の原因にな

った。途中からそれを， 6  IJ.j の金属製トレミーにかえた

が，とれは満足にf力いた。ただしn込中の破損を防止す

るために，排出される骨材を持続的に動か しておく必要

があった。 1，292 トγ の粗骨材を打込むのに 5 日間を要

した ( 1951年 11月6日- 1 0日) 。

骨材の打込みがはじまるとと もに，両端を面取りした

直径%吋のグラクト 注入信2を骨材内に挿入し，それらを

骨材表面上に突出せしめた。障時物の下側で屈曲してい

るグラクト注入管は，エノレボのすぐ上側で接続し，その

直線部を，グラクト 注入の進行に伴って，全体的に真直

な注入管全部 とー絡に， 抜取ると とができるようにし

た。

通気管もやはり I汽径%吋で，同様の方法で接続した。

深浅測定井 ( Sound川 9 well ) は全長ーに亘って滞のついた

2 吋恰= からなり，ポ Y プ作業中のグラクト液イセをしらべ

るために設けられ， こ れ は i' H殺しにされる。全体で約

150 本のパイプが使用された。

注入高の連続的な記録を採るために，パイプには標識

をつけ，配置表に宮入れ，グラクト注入中たえず測定井

でしらベた結果を記入した。

粗骨材中に注入する のに使用 したグラクトは，可lilt 比

ミキサーから緋出きれたグラウトは ，ロータリー ・スクリーンを通

って ，三つの 2ノムプレツヲス ・ポンプ( そのこつが前方K 見えてい

る) fl : 接続した水平wm燥に入る。

グラウトの注入商をしらべるため1 < : ，測定弁 ( 立っている人のお足

の前方) で測定が行われる。

グラウト注入作業中の遜献体の頂部。 r:!: 入管，通気管および担11;宣労

がみられる。
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31. 61 ドルになった。このうち， 9. 71 ドルは運搬授であ

った。型枠内に打込まれたコシク Pート の綜合価格は，

本工事の場合，普通の工法によるものが 193. 25 ドル/立

方ヤードで，それに対し ，グラワテシグ工法によるもの

は 188. 41 ドル/ 立方ヤー ドであった。

原子炉が完成し操業をはじめた際に，遮蔽体の遮蔽能

力についての大がかりな測定が，運転契約者であるブィ

P ッフ. 石油会社の手で行われた。測定を行った人々は，

との巨大な遮蔽休が大体において，工事の欠陥に帰せら

るべき放射線の漏出を示さなかったと，いっている。

.，. 

結 語

工事および操作の体験により，施工法についての次の

ようなー般論がいえると思う。

1. 重量のある自然の骨材でつくられたコンク Dー ト

は，満足な，そして相当経済的な生物遮蔽体になる。

2  埋設物( それの，位置に関しての許容誤差は梅め

て小さい) の非常に多い，複雑な型枠に，盈骨材コ γ ク

Dートを打込む場合には，グラクチング工法によるのが

有利である。

3. 飾別けの仕様規格が厳重なのと，鉱石の性質が脆

いため，重品石骨材の処理設は高くつく。石はスコップ

またはパグットで取扱い，プノレドーヂーで扱つてはいけ

ない。

4 .  コγ クリー トの処理と打込みに都合のよいよう

に，スラ γ プは 4 吋土 1 吋と仕様すべきである。

5  グラクチング工法を採用する場合， 71 < またはグラ

クトの漏洩を防ぐため，型枠商と埋設物の聞のすきまを

ふさぐことに，とくに注意すべきである。との点に関し

ては，鋼製型枠は木製型枠よりも閉さが困難である。

6.  注入管の数は最低限にすべきである。

7.  骨材を入れるとき， 8  nすまたは 10吋の銅製 トレミ

ーを使用するのがよい。震いペノレディ Y グを調節板とし

てトレミーに用い，または破損をへらすためのクッ V ョ

ンとしてパケットやホッパーに用いるととがある。

( 訳者日正s設計工務K K)

配合で，タイプE のポノレトランド ・セメ γ ト1 と重品石

砂1泌を含んでいた。なおセメ γ ト重量の 1% に相当する

iのイ γ トP ュージョ γ ・ヱイド( 注入助成剤) が加え

られた。含有水分は 0 .55 であった。

グラクト混合機はプリパクト ・コジク Pート 会社によ

り供給されたもので，ガソ !J:Y発動機付の容量約79尺8 の

水平型撹宇f式ミキサーであった。ミキナーからのグラク

トは，ロ ータ Dー・ スク P ーγ を経て， 3 台のジシプレ

ックス ・ポジフ・に接続されている水平俊持者喜内へ排出さ

れた。こ の設備は原子炉建物のすぐ外倶.IJ に設けられた。

ポンプからの排出ライシは，長さ約 150 9尺の 1 1サ径の

ホース とパイプによって，建物内および原子炉の頂部へ

引込まれた。とれら のライシは原子炉の頂部附近で相互

に連結せられ，必要に応じてどのポジプからでもグラク

ト注入がでさるようにした。

グラク ト注入の進行に応じて，骨材を完全に湿潤させ

ておくため，最初は型枠内に 1 9尺ほど水を入れておく計

繭であったが，銅製型枠を充分水密にするのは非常に l時

間と費用がかかるので，との構想は放楽された。グラク

ト注入は 11 月13 日の午前 10時に開始され，はじめのうち

はやや緩慢であったが，徐々に進行速度を増して最高能

率に達し，・1 時間にグラクト液位を 1 9尺上昇せしめる速

度になった。高さが 2) i 択に達した後に，型枠の下部に

漏洩が生じたため，能率は 1 時間当り ) i 択に減じた。そ

の後は程度の支障を除けば，全体の注入が完了するまで

との進捗率が保たれた。最も重大な支障は，混合プラシ

トの故障とパイプおよび容器の閉塞が原因になって発

生した。とれらの故障の後I ' C ，機器を起動するに当つて

は，何らの困難にも遭遇しなかった。

締めくくりの作業は，末端を面取りした短い掃入管

を，それがグラヲトの上部表面に達するまで，表面骨材

の中へ突込むことによってなされた。
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最初の計画では，上部平面を平にするとともに，浮く

のを防ぐため，天端仮枠を使用するととになっていた

が，試験の結果，重い骨材を用いれば浮くおそれのない

ととが判明したので，その必要はなくなった。注入コン

クPートの天端は，所要の高さ より 6 吋ほど低いととろ

でとどめられた。

との点、でグラウト 注入を停止したのは， 11月15 日の午

前 9 時であり，作業開始後56時間の問に， 5 ，8659尺3 の

グラワトが注入された。翌朝，空気と水をi噴射して余分

なグラクトを表面から除去し，注入コジク Dートの上に

普通の コγ クDート で表面仕上げを行なった。

工費記録の作製

今後の設計に利用するため完全な工費記録を作った。

骨材は， 受取価格で トン当り 19 .69 ドノレであったが，

処理. 貯蔵に要した費用および減損のため，合計価格は

110 
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最 高 の 品 質 - 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl - 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈の嶋印衛生陶穏には J 完-;;;;:;;z;;つ 印附属金具をセ γ トで御利

用下さいます総おす〉め申上げます。

<8> 伊奈製陶械式曾紅

本社永工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 電 話常滑( 代表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 痢 2 - 8 電話築地@5261 ・5262



藤 森 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 柄 通 1 ー 5 (rl' 内ピノレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6  2  7  1  ｾ＠ 3 若干

大阪営業所 大阪市西区土佐期通 1 丁目 1 務地( 大同 ピノレ 709号室)

電話十.佐痢 (44) 0225・7569・3527 ( 前通) 3131( ピノレ交換)

d P  = 自明白守

ドア・事 Z 噌布

、 ｾ

型 状 優 美

故 障 絶 無

③ 

日 本 金 異 製 作 所

後 主主叉 タイ火、，工業株式曾匙

，、

.  

t  
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最新ノ機械設備

最高ノ設計卜技術

不携/ 研究卜改良

ェＮメタ ｊｾ ラス ( J IS557)  

株 式 会 社 岩 佐 鍛 工 所

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 主 也

電 話 淀 川 (47) 代 表 4351. 4352. 4353. 0903. 0904
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ｾ Ｑ＠ 本 社 及 工 喝 尼 崎市長 州 字 刺11新回44番地 沼 郡 大 阪 @山 ~側

、 $l.l. τ Q Y 東京支庖及エ土日 埼玉県北足1 I . 型轡町駅前 m訴 川口5978 厳 252

九州支 広 及 工 場 福 岡 県 八幡市界里町16帯地 m，抗八幡723 ・2512

東北支 庖 及 工 場 福島県郡山市外'IJ 久山町久保 f[l 142 屯話 1m山267

名古 思 営 業 所 名古屋市熱田区三三本訟町2の35 氾 郡 名古屋③7674

延 岡 作 業 所 宮 崎 県 延 岡市北町45帯地 m話 延 岡 3632

!N 国 作 業 所 山 口 県 岩 国 市今津川口 Hl. 1J i 語国776

宇 部 作 業 所 宇都市浜通り 2丁 目 電 話 字 蔀511

特 許 オリエシタ ノレメタ ノレ製

屋 根板 ・谷 樋 ・il汗樋 ・堅樋 ・I呼樋

事長色 ・ 雨 押類 ・ ダクト 並 ｾ突類

特 許 オリエンタノレ スカイライト

特 許 特 殊展 線材 「セラクタイ ト」

特 許 オ 3 エ Y タノレ・アスフ アルトプロ ック

業

作晶、
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目

..，苛4・b 司官1・

一 枚 一 枚 が 最 高 級
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六 大 特

モ ダ ンな カ ラ ー 絶対にム ラのない 、上品で美 しい 、ハ

ーモニ ーカラ ーで48色も用 怒 しております。

完 全な プ ラ イ ト プラ イト ( 光沢品) は 7 ッ ト( 舵無 し)

に比 べて張り上りが優美 で消潔 感に浴れ、汚濁せず技術

的 にも 完全焼成品です。

衛 生 的 で耐 久 性 何時までも 衛生的 で、半磁器ですから

クラッ 夕、剥裂はありません。

容 易 な 施工 寸法は機械雌工のため正確で，索l情らし く

早く仕上ります。

薬 品 に は 不 浸 蝕 特に 耐酸、耐アノレ カ日性に優れており

ます。

納 期 の 正確 本邦最大の月産100，000へーベに達する 生産

量は 、如何なる 御前:.!lーに も知ー期に正 し く納入出来ます 。
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本社製品 を御保Ａｦ ｬｭ ｾ 、た帝 国 ホテノ レ新館

土山梨陶所

詳 細 は 圏 内全 域 に あ る 特 約 居、 販 売 庖

多 治 見 市 上 山 町

T E L  2 1 5 1 - 5  又 は直接会社 i乙御照会下 さい。



堀 方 障 害の

'  ・.

五支近は各者s市に大建築がいたるところで建設されてい

る。とれらの建物は上空にのびると同時に，地下にも深

〈捌下げられている。深いのになると姻方の深さも 1 2 m

- 1 6 m もある。もちろんこれらの郷方をするのには万全

の処践は講じているのだが，この事ii ) J を実施するのに因

った問題がある。それは市内を縦横に走っている下水道

の処置問題である。一つの例を引くと，大阪でいうなら

ば中之島地方の下水管は径が 1 m 以上もあり，路面から

の深さは 6 m前後という位向にある。統計に よると大阪

中央地区から西地区にかけて毎年 4 - 5c m の地盤の沈下

があり， 下水管自身もけっして完全なものとはいえな

い。ことに河川に萌した道路などは満干の差によって，

土砂が河底に流れ，道路下は穴だらけとし・ったところが

多い。そこへν ー トパイノレなどを打って地般に震動を与

え，道路に亀裂を生じ，排水管の漏水にハク ν ャをかけ

る結果となる。連日の降雨つづきで道路下はゆるみ，排

水管は漏水して漏水量も最大となった時，思わざる水圧

が土留ν ー トパイノレにかかり不足の事態を起さないとは

いえないのだ。新朝日ピノレ北側道路I l (At支もとの一例であ

J f  

る。この排水管をいかにして処理するかというととであ

る。事前に掘って移動するのも一つの方法であるが，交

通経費その他の点からそう簡単にはできそうもない。新

朝日 ピノレの場合クエノレポイ Y トによって排水し，水圧を

下げる工法を取ったのであるが，ワエノレポイントも深さ

5 m以上にもなると効果は充分とはいえない。

掘方には隣家イ寄生は最も注意せねばならぬことはいう

までもないが， ｾＱ ，ＷＮｫ管もまた注意すべき政も大きな問題

ではなかろうか。仮設工事は安全を見るにこしたことは

ない。しかし安全には予算がともなう。この予算は施主

のものであるととをわすれてはならない。ただ安全にす

るために多額の金をかけることは詐されない。ところで

われわれは安全の限度に一応の線を引き，できるだけ費

用のかからぬように心掛けることが施主に対しても会社

に対しても親切であり，技術家の務めでもあるが，その

線の引き方が問題である。それは技術家の良識によって

定めねばならぬ。技術家の多くが認めた良識によっても

なお，不足の事態が生じないとはいえない。仮設のむつ

かしさはとこにある。紙一重で安全と不安全とにわかれ

る。でき上った建物の良否は批判されるが，工事中の仮

設に対する批判はあまりないようだ。仮設もまた完成建

物と同様に批判されるべぎではないでしょうか。

( k k竹中工務応 釆 山 畳 二〉
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E aI!!II回E 置圏 7 彊

現 場 の ウ マ の 高 さ

-.  

施工する個所が丸太足場を架けるほど高くもなく，ま

たそれほど長い期間でない| 時 IC，そのものそのまま，ま

たは足場板の受台として使用されるのが私たちが[ うま

」といっている脚立です。

なかなか気のきいた愛称で， 実際できたばかりの木製

のものには子供でなくても，ちょっとまたがって来・って

みたくなるほどです。

とにかく「うま」は身長の不足を者li う道具なのですか

ら，その高さは，使用する伊1所の高さ，および身長によ

って変化するのが当然ですから，イ日I米何涯が最適である

と断定できるものではありませんが， rうま」はあくま

で「うま J で梯子や踏台ではないのですから，おのづか

ら高さの範囲も限られてきます。

「うま」は主として室内作業に使用せられる場合が多

く，従って大体天井高さ 3 m5 0 c m 内外のととろに使用さ

れるとすると，身長の平均 l m6 0 c m とし， 頭上から天井

までを 10c m，足場板の厚みを4 c m，受の角材 1 0 c m とす

れば

3 m5 0ー ( I m6 0+ . ml 0 + ー 10 + 0 . 0 4) =  1  m6 6  

(約5尺5寸〉

となります。

あまり高いのは足の聞きが大きくなり，作業上にもｾ

Bまになりますし，また重くもあり，持ち運びにも不便な

ので 1 . 3 5 m- l  . 80m 佼のものが利用度が一番多いよう

です。

市販の鉄製ノ〈イプの既製品にも 4 尺 5 寸および 6 尺の

ものがあります。

ζ の 2 種類で大休の用が遥ーせられています。

希望としては足の長さをネジで調? をできるか写真機の

宍仰のようにせめて二段ぐら いのび紡みできる ようにな

ったものが，安くできたら便利だがと思います。

( K K銭高組依術部長 七 尾 健 三)
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防 7j く 失 敗 談

防水失敗談について との編集からのど依頼であります

が，私は過去三十数年にわたってほとんど設計方面の業

務のみに終始し，直接現場の施工を指導監督した経験は

まづないといってよし竣工引渡後のメンテナンスにも

関係したこともなく，与えられた問題に適切なお答えを

するには全く資格はないと思います。建築家にとって雨

漏り水漏りは苦手の一つで，とれに関する失敗は結果が

あまりに明瞭すきrて，なんら弁解の途がなく困られた経

験は，多くの方が持っていられるかと思われますoki f 物

の防水工事を要する部分は主として屋上，地下室回り，

便所，炊事場，浴室といった部分の床などで多 くはアス

ファノレト防水を施工したことはただいまでも同様です。

失敗とか故防とかの大部分は樋の務口，各部の立上り部

分，ダク ト，パイフ. その他防水層を1 ' 1 通するところとか

多少錯綜した部分で，施工技術の熟練を要する箇所に多

く，平坦の部分にはまず失敗はないようです。というこ

とは欠点は材料にあるよりも施工方法にあるように思わ

れます。私の関係した最も古い建物は峻工後約四十年に

なりますが，防水層の改修工事をやった話をIlaかぬとこ

ろを以ってしてもアスフアルト防水の耐久性が半永久的

と申 して差支えないと，恩われます。

むしろ本問題より脱線しますが，とれと関連があり，

なお相当経験もある滋能な現場主任を狼狽させた話を申

上げて御茶をにどします。大阪市内のある代表的な建物

の工事で基礎抗打，地形，拾 コシク 9- r . 防水工事，

基礎工事，鉄骨建方と l順を追って進行中，気がついてみ

ると基礎が相当波下せるを発見，大騒ぎをやり，私に鑑

定して対策を識せ・ よと のこと。実はその数年前，地方の

紡t ' i工場の施工中とれと同様の事件があり，その場合は

床下のJ ! } f 道であるむu瓦fi' lのl情渠全体が水圧のため持ち上

ったのを，まさか重いｾ瓦 ｦ ｩＧ ｉ が浮上ることはあるまい。

建物が下ったと早呑込し，基礎の設計の手予告A ちなりと突

っこまれ，日行渠内へ注水させ，やっと現場を納得させた

例があり，そのとおり地下室内に適当に水をはり，ほぼ

元の位置に復したことがあります。地下水面が高い場合

上部にかかる構造休が所要の重誌に遥せぬ場合にまま起

る現象で，予め ζ のととあるを考雄、にいれ対策を要しま

す。浮上った場合はおそらく防水層の部分で肌隊れして

その間隙に土砂，ョ γ クリートの破片などが挟まり，荷

重によって正確に復元することは至難であり，かつ防水

層に故障をきたす ζ とが考えられます。工事中高低の基

準を確定して常にこれを検することが重要であるかの一

例です。

( 大阪ガス K K嘱託 今林彦太郎)
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P. C 建 築 対 談

A  東京に二層ラ ーメγ の工場がプレストレトスコン

クリートでできたという話ですが?

B  オーノレ P. C の工場です。杭・大梁・小梁とも P.C で

ジョイン トにも全部プレストレスを入れたものです。

A  どのような規模のものですか Y

B  主ラ ーメンのスパンは 18 .6m，ラーメ γ 間隔 9m.

その問に 3m 間隔に小梁を入れております。床面積は

18.6X 36 = 670m2
です。

A  新しい構造法の施工には思わぬ困難もあったろう

と思いますが，苦心談を一つ。

B  はじめとの工場は，R.C 造の計画で，村ー問を6mと

する予定だったのです。すなわち梁方向 3 スパン，桁方

向 6 スパシで，室内に 10本の中i が立つことになっていま

した。それを P.C 造として室内のねを全部外してしまっ

たわけです。しかも現に使っている工場を除いてその性

問に il J 1 短期間内に新工場を再現しなければならない。工

期短縮が非常に重大な要諦となっていたので， P.C でや

るζ とが肢も適当という決論になったのですが，何分に

もはじめてのととで相当苦心しました。
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A  現場施工の手順その他について大略お話し下さい

B  堀方，抗打，基礎コγ ク日ート打ちを追掛けて施

工している間に， P.C 工場では，柱，梁などの部材を作

り，基礎が出来上った部分から建てていきました。丁度

鉄骨を鉄工場で作って，現場へ運んで組立てるのと同じ

です。現場が広ければ現場で椿えるととも出来ますが。

A  18mもある梁では随分重 くなると思いますが F

B  三つに切って運びました。とれも丁度鉄骨と閉じ

です。 3 プロックに切って運んだものを現場で継ぎ，プ

レストレスを入れて 1 ;本としたものを吊って組立てて行

くわけです。材は二階分で長さ 10mですから 1本に作っ

て運びました。

A  現場で主に苦心された点、は?

B  何分にも鉄骨よりは重たいし，: n 中を吊れないし，

駕が慣れるまでは大分骨が折れました。しかし案外早く

慣れ，その後は速くなりました。組立ててからジョイ γ

トのコンク Pー トを打ち，そこにプレストレスを入れれ

ば O K ですから， 跡始末は鉄骨よりも巡によいわけで

す。 P.C と一度取組むと，どこにもプレストレスを入れ

たくなります。

( オリエ ンタルコン空リート K K京m営業所 河 合 三 郎)

-
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一 施 主 の 立 場 よ り

施主側より見れば，その目的の工事を早く，安< ，よ

りよく仕上げることが望ましいととはいうまでもない。

しかしながら現花の約負工事方法で，これらを十分期待

することはなかなか容易なこ とではない。とくにいい施

工をするためには，十分な予算と工期が必要なと とは当

然であるが，さりとて，工事前負業者の要求をきいてば

かりもいられない。

特命または笑1't wrf.， あるいは競争入札における杏定

予算の最近似叡i浴中| 方式をとれば，比較的よい仕事がで

きる可能性が多いが，主L明単価が高くなる傾向がある。

施主側としては，やはり長年の笑証による信用度の高い

訪負業者を指名し，競争入札し，最低落札するこ とがよ

いのではないか ? と考える。 しかしこの落札し受注した

訪負業者が，いつもいい施工をしてくれるものとは限ら

ない。過去の幾多の例に兄ても，期待ーに沿わない場合も

麗次見受けられる。従ってとの工事をよりよき施工にし

てもらうための方法 としては，ただ一流会社に限定指名

して入札するばかりでなく，施主側 としでもあらゆる面

に，周到な計画準備と，推進力を持つ必要がある。すな

わち，

①設計図および仕様訟を綿密詳細に，かつ正確にして

おく。

① 兄:W検討し発注する場合にも，数11， {::I :織に相違

あるかどうかをぷ調J H仁淵1f し，相互の旦11解をlifli 実にして

おくこと。

①施主側の工事に対する熱意をf; I'l tl 側fqm<反映させ

るとと。

@  W;.1当主f : ; 築士! z : : . 俊秀なものを指名するとともに，? 設に

工事 ｬ￤ｾＮ 将としての ｩｙ 任遂行を督励すること。

① 2111負似11の工事主任以下の幹部に対してもできれば指

名し，または希望! 条 rl ニをつたえて良好な人選をすること

を'Jrtt 謝する。

① エリ(j9JIIJJ9' は， M次郎I i 主. ｾＺｧ ｩＧ ｬ ヨ， ｾｉ Ｇ￭Ｎｦｾ＠ s{IJ の合|口J 1J 合

会をIJMき，相互の起: 志の疏証1 i および工事純工の l向上を計

る。

① 工事5完成後の竣工検査を厳ill司に行うとともに，工事

全般を通じての批判，考証を行い， ilIH去の参考とし，か

つ不良例所は祈j尚して染者の反省を求める。

以上のごときことは反面当然のととであるが，なかな

か十分には行いがたいものであり，これを強〈推進する

ことにより ， よりよき施工をしてもらえると信じている

婆するに，百1'1負業者内の独立採算制による利潤追求に

のみ終始せず，建築士としての自党と ，施主への献身的

ナーピスI r . ，努力せられてとそ，長い目で見た場合に，

よりよき刺潤として，帰って来るものではなかろうか F

( 呉羽紡績K K 元 木 貞 次〉

11川川11川11川川11川11聞11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11聞川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川111川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川|川川11川11山川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川|川川11川川11川川11川11山川11川川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川11川111川川11川川11川11川11川川11川11111川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川111川川11川11川川11川11川川11川111川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川11川111川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川11川川11川11川川11川川11川11川11川11叩11川川11山川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川|川川川11川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川川川11川川川11川川11川l川川11川11川|ド川川川11川叩11川川11川川11川川川11川川11川11川Ii川iI川11川川11川川11川川11川川川|川川11川川11川11川111川11川11川川11山11川
11 l  置理 I ｾ盟圏目

工 事 の 出 来 栄 え

工事出来栄えの良否は設計，施工業者の良否によるは

もちろんだが，施工業者の現場員の良否に より最も大き

く左右される。役所や建築事務所の監督員についても同

様であるが，施工業者の現場員は終日現場へでて職方の

仕事振りを監督 し，詰所へは時々帰るのでなければいい

任事はできぬ。現場へ行ってみて，現場員が詰所でふん

ぞり返っていてたまに現場へでる ようではいい仕事がで

きぬと断言して よかろう。主任以下現場員が全貝第一線

に立って指揮している現場では，全現場の隅々までy f r f 督

貝の頭に入っているから何を聞いても速答でまる し，現

場民の気持がi倣方の末繍まで波み渡っていて，緊張 した

清々しい雰囲気に包まれている。現場監督の要諦はでき

てしまってからやり i宵すのではなく，事前によく過を犯

しそうな要点について注意を喚起し指導 して施工せしめ

るととである。後からやり直すのでは出来栄えも映えぬ

し，手直しをする J[i彼方も内心不愉快であるに違いない。

工J切にも影響するし，折角スムースに進んでいるイ士事も

停滞することになる。

現場良が常に現場へ出ていて早い目早い自に職方を指

導し手直しを皆無にする ζ とができれば，その工事の出

来栄えのいいことは太鼓判を押してもいい。また現場員

が終始現場にいると i彼方も知らず知らずのi切に緊張し，

いい加減な仕事ができぬととになるし，工事も大いに進

捗し事故も皆無になる。役所や事務所の監督員について

も同様であって，詰所で座っていてときに現場を見廻る

ようではいい結果は望めない。

とれは各監督員の心掛けや性質によるのはもちろんで

あるが，やはりその属する会社の社風が最も大きく作用

すると恩われる。会社によりそういう点を強く族けてい

る社と，全く無関心なのとあるが，前者の仕事には魂が

入っており，後者は形ができているが魂が入っていず，

前者は何となく肢があり奥床しく l床がある。前者は11寺間

がたてばたつにつれ，索人にも工事のよさが分ってくる

が，後者は次々とボ ロを出して素人にも不誠実が知れ，

信用を失墜するととになる。従って前者ーはますます信用

を増して繁栄するが後者は衰える。

現場貝はいづれも独立した現場を委されると上役もお

らず，自然にノシピリとしてしまいつい現場へ出るのも

怠り勝ちであるが，工事の出来具合は正直に精確にその

勤「振りを示す故Y K i 1J 貝は，ゆめ油断大敵である。

〈回中小西姐祭事務所 小 西 抑)

113 



置理ｾ t

O  

'.;1 ｾ週 1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII illllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll llllllllll11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII n  

施 工 精 度 基 準 化

一艇に製品を作る場合f土枝容に よって作られ るが，仕

4進出が IIJ 狭くでをている のかあるいは社会通念がほぼ

定しているのか，あまり問泌をきかない。 II¥H. Ki があって

も私が寡 ｼ 日 ｬ で知らないのかも知れない。がとと ｈｾ 第とな

ると，ことごとに {I 桜古のjgi(- 釈が問題になる。一例とし

て木材を照りあげて見ると，仕様古 ｴ 町長林省ｾＺ｜ｬ怖という

文句j で指示してあるのが多い。なるほど' n 報に拘示して

ある。 lj 成時 '1' 検脊を国が施行したことはある。現在は

部の府県が] 彰ばかりの検査をしているこ とになってお

り，ほとんどの府県は形ばかりの検ヂ1・すら実! f l ) j していな

い。( 三年前の調査)

とれでは検埜fする立場にあるEt; 督者はお困りであろう

と推察する。政林省規絡を片手に一つ一つ節を数えて適

否を決定する真面目型があるか と思 え ば - 方 で は ， 世

|尚一般の通念によって適当に判断する融通型もある。農

林省規格なにものぞとばかり唯我独尊型もある。施工者

はまるで鍛引同様監督者によってどうでもなる始末であ

る。砂利もとれまた解釈がむづかしい。 25粍飾を 100 %  

通過と記載しであるのが多い。なるほど鋼筋コンク Pー

トならそれ位が理想である。砕石で製品を混合するのな

らとにかく自然の河砂利を利用している現状では仕機諮

通り実行すれば市制 ｦｩ の Ｓ 割方高くなる。設計者も見 ｦｾｾ 者

も仕秘書は凡ながら我不| 刻駕で入札，議中しして笑胞の段

で間j ，! j J になるやにl際く。 1Itnl j- 般の建築に附係のない人

迷は， 一・つIl f J 泌が新聞にでも 111ると litli 工業者が全部不正

かのごとく思う。また批'1王者も色白で兄られる。 ζ れみ

な仕段、! ? に似凶している。継が読んでもほぼIlil ーの解釈

になるｻｊＺ級占であり，どのｬｊｩｊｩ工業者がｾ胸 してもＡ日Ａ 一程

度のI iUi T. がJUJ待できる II J の狭い仕級占が型ましい。現在

の仕様、5には平且i とか，平とか，紛腐とかの11]1象的な文

句が大変多い。また前記砂利のごとく現災ばなれのして

いるものもある。これらを会郎数字で( 蛍平坦とは許容

誤差 2 粍とす) と表示 し，砂利木材などは実際的な数字

にて ｊｃｍＴ すれば計目 ｬ￮ ｪ 者も設計者も凡航者も ｾｦｬ Ｑ ｴ 当者も施工

者も，余分の苫労をせずみなが岡ーの条件でこ とが処丑Il

できると思う。

宝医者は.(t 官当時前認のことを治二される範聞でお: 会一般

lffi 念に基く胤準程度をきめて実施して見たが，よい結果

であったと考えている。また僅少ながら資料も作った。

今4，5年長くいたならある程度集め得たと思う 。官庁で

はイ土級古の改訂はなかなかむづかしい。もちろん施工業

者からはいえない。一つ協会で採りあげて施工事lt度基準

化を研究してmきたい。

( 仰ぬU! : st K K大 阪 支 后 建 築 部 長 岩 下 久 裁)

建 築 工 事 施 工 の 成 功 失 敗 と そ の 根 元

建築物は人間の意欲とその行動によって建設される。

どんな場合でも人聞がその材料を選定し， 1111工し，組合

せ，その上にお化粧を施して仕上げるのである。なお加

工組立仕上などにはそれぞれの器具機械を含めた設備と

との行動を管理する組織を必要とする。しかしいずれの

場合でも，その根元に人間の意志と行動とが幼いている

のであるから，もし成功や失敗があったとすれば，すべ

てが人間の能力の反映であるといっても差支えない。ー

般には，とくに日本ではすべてを技術的な知識の不足に

もって行くことが多い。そうでなければ経済いわゆるお

金の問題にもっていく。もちろん，この両者，知識とお

銭の問題も lli ' ! J な因子ではあるが，その外にも人間の能

力で大切なものがある。今回はその問題につい少しく記

述してみたいと思う。

米人の Dチヤード氏とアレシ氏は，現業に従事するだ

れもがi欠の能力をもっていなければならない。そして仕

事の能率はi欠の公式で表現すると とが出来るといってい

る。なお集団の場合でも同様のと とがいいうる。ただし

集団の場合は各個人がそれぞれ相当高い能力才能をもっ

ていても，その指揮者に腕がない集団の特質，とくに協
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調協力の紛争] i が欠けている場合には，その集団の能力は

相当に割引せられなければならない。そ ζ で近来次第に

やかましくなってきている集団力学はいかにしたなら

ば，個人の能力の算術的な総和に近かずかせるこ とがで

さるか，またはそれ以上のカを期待するととができない

のかを研究する学問である。

リチヤ ー ド氏の公式は次の通りである。

E= M+ T + I+ J 十 M。

E  は仕事の能率. . effi ci ency 

M は手工的な鴇用さ… mani al skill 

T  は臓能上のj祖能さ… tall ent

C，IU )  

l  は仕事の上の知識… intel l i gence

Cttz) 

M。は士気，気質，その職場での道徳… moral e

J  はその]俄能上の判断力… j udgement

ここに注意すべきことは，これら能力は相互にｾＺしい｛刈

辿性をもっていることである。たとえば仕事上の知識は

J  Jfl成能的判断力や， Mo  J俄場のモラ ーノレに影響するこ と

が多い。 M 手先の穏用さは熟錬工として重要な能力であ

るが， T 峨能上の上手きに関連する。 T は訓練や実習で

Ｑｾ られるものであるが，一種の性能であり ，いわゆる世

、

、、
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E 軍軍. .  圏園E・

9  

.  

fliJ でいう「カン」とか「コツ」を会得することによって

「みがき」がかけられる。よく「目先が見えて J rツポ

を知っている」という ようなと ともとの T に属する。 J

は職場に起る色んな問題，特- に人間対の問題がよく起る

ものであるが，よりよく解決し得る能力を指している。

とれは 1にも M。にも l刻述している。 M。は俳1人的には

仕事に対する熱意，集Iヲ!としては士気などを指している

カタギ

が，なおそのl減そのl般においての気回や峨場での道徳，

規制などを指してい る。 との M。は協淵協力というよう

な民主社会の道徳を怠 ｉｉｾ＼ するもので，現代では特に重要

である。しかしいまなお封建時代の巡物として「へ Y ク

ツ」 といった職人気質も残っているが，その時その時に

適宜善導し ていかなければならぬモラーノレもわが国では

残っている。

そしてその現場々々で，その位置や係りによっては要

求される能力の質と: I l i とは違ってくる。 l隙工の T は手先

の上の上手さであるが，現場主任の T は統制指導上のう

まさである。ことに Dチヤ ー ド氏の推定による職場内で

の各貝の能力量表を示せば次の通りである。

M T  1  J  M。 計

4  2  1  1  2  10  

.il' 

J[，成人，徒弟

職長( 世話役〕 2  2  2  2  2  10 

工場支配人( 業者監督)

工場長( 設計監督)

1  4  3  2  1 0  

4  4  2  1 0  

ただし( ) の内は筆者のさ入れ

それで工事現場においては，各係J ; ' ! ならびに下Ui 職工

がそれぞれ必要な能力を必要なだけもっていれば，立派

な仕事ができる。もし職人で能力のたらないものがおれ

ば世話役などが援助しない限り，見劣りのする仕事とな

る。監督者にして能力が不足している場合は有能な峨人

がい ても立派なものはできない。工事の成功も失敗もす

べてが人間関係の良否によって決る。

職工にはなんといっても手工的な熱紋が最も大切な才

能である。またすぐに「カ ;/J や「コツ」を会得する能

力，すなわち T の性能がないものは将来性・がない。また

職人で熱意の欠けているものなら進歩の望みがなく，彼

等十l' 聞の道徳をまもりえないものなら，協同協力して工

事を仕上げることができない。

世話役 ともなれば，手工的熟練さは平織のものに少し

く劣っていても差支えないが， J[ i成工を指部管理するこ と

に地能でなければならない。すなわち指仰命令は即刻そ

の場で発せられなければ順調に仕事が進まぬ。工事上の

知識や現場の判決も職工よりは勝っていなければなら な

い。

業者の現場長主将主任者は，手先の熟練は殆んど必要で

ない。しかし ，仕事上の知識はだれよりも侭れていなけ

ればならない。仕事以前の問IIIiで日IJ 刻その場で判決を下

さなければならぬことが，工事現場にはなかなか多くな

ってくる。この判断が誤ったり遅れたりすると，能率を

阻害したり，わるい工事となる。ー叩工事の係口で削l成

人に嫁するととが多いので T の能力を必要とするが，主

作者・の ように各般の知識は必要としない。しかし十11 当工

事の知識は一人前でなければならね。

設inw. i作者はその現場工事上の知識は些富にもってい

なければならぬ。現場に起る訪問題の裁決も業i:?t loiJ 織に

迅速に取倣わなければならない。

どんな純白にある人でも，およそ現場でイ土・事をする人

( 誌の

ならば，その現場社会の道徳をわきまえていなければ協

同の仕事を完遂することができない。技術者気質，また

はJ[，成人気質といわれる仕事に対する熱芯がなくては立派

な工事は望まれない。その現場の幹部となる人なら，だ

れでも士気作興の技術を心得ていなければならない。

工事現場の構成に当つては，とれらの人間関係を伝も

恨重に考えなければならぬことである。単なる形式的な

人間構成一年齢，学歴，職歴， ｾｲ，Ｑｴなどを考慮すると同

|時に， lI iJ述の性能なども十分に三号まをして決定しなければ

ならぬ。特に立派な工事を得ょうとするときは，その仕

事に適当した下請を選ばなければならない。仕事の拙劣

な下部に工事を請負し，厳重な監督によって立派な仕事

を得ょうとすることは，木によってf ! . tを求むるの類に過

ぎない。

よい機械設備をもってすれば，職人は熟練者を要しな

いというととにも限度がある。よい機械ならよい機械ほ

ど熟練工を必要とする。

前表を見ても判る通りに，職工世話役などの能力は段

務者などの能力と岡ーではない。従って職工世話役など

の育成訪 ｼ 防ｾは， ｅｴ 督技術者のような教育方法ではい け な

し、。

なお過去の工事での失敗をこの人間の能力の欠陥から

考え合して見ると一つ一つに，思い当ることが多い。現場

配属の決定，下詰およびその世話役の決定には恨重考般

を貸さなければならない。その上常時には宇土日の性能の

研究ならびに下箭( 世話役職人を含めて〉集団の研究を

完成しておくことは，業者のみならず設計者にありても

最もｭＺｾな課題であると思う。

自主1. 1:. ζ で工司I上の知識というのは，施工学上のものと ，それ民側巡

する知織をt冒しているもので一般の建築学の一部分をきしている

註2. 乙ζ でいう「モラ ール」は「モラル」と多少巡ったもので現場社

会すなわち徹観社会のものを指している。

註3. 民主社会とは巨視社会でも大きな社会を指しているのであるが，

現掛. c車場，工場社会はいわゆる徹視社会を: m味するもので，勘

合によってはなお限られた区績の社会を考えて色らいたい。

( K K渡部建築致計事l ' l l 所長 渡 部 釜 吾)
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書 評

米国の建設工業生産性視察報告書を読んでの所感

日本生産性本部で発刊せられた報告は，なかなか広汎

なもので，三日や四日で通読した仰では，悉くを諒解し

得る程度のものではない。経営，労務，技術の三方面に

分けて記述してあるが，微に入り調11に亘っているので，

建築関係人すなわち経営者，技術者ならびに労務者のだ

れでも参考になると ζ ろが多く，また益するところも多

いと信ずるので，団員諸君の労苫に対しては最大の謝意

と讃辞を擁げるととを惜しまない。

しかし，われわれがこれまで聞いている問泌は建築産

業以外のものが多かったが，英国の A .A. C.P 聞の報告

とか，先般大阪での トップ ・マネーヂメン ト・ ゼミナー

ノレの報告，新視察者の講演ならびに報告，近頃さかんに

発行せられる図書などで見られるものは，もっともっと

深い底があるように忍われる。前記 A. A.C .P 聞の建築

工業に関するものは見ていなし、。また米国でも建築産業

では他の産業のように進歩発達していないということが

あるかも知れない。

この報告では，技術部門で二，三初耳な手法もみられ

たが，大体においてはこれまで聞いているいわゆる工学

的な技術関係のととのみである。経営や労務の部門でも

同様であるが，外部から覗き得られる，または一般の文

IDに現われている経営上の外観だけである。労務にして

もとの社会の問題の一部であるいわゆる労務のととを詳

細に記述されているのみだというととを感じた。

そして，今日米国において生産性の問題で最も重視さ

れている人間関係の問題，しかも心理的方面一個人なら

びに現場集団のーに関してふれたものは，少しも発見す

ることが出来なかった。たとえば大業者のトップ ・マネ

ーヂメ γ トはどんなふうにせられているか，同様にミド

ノレマネ ーデメシ トはどう展開されているか，幹部や社員

の育成訓練はどんな方法でやられているか，世話役や職

工，徒弟見習などの取扱いはどんなふうにやっているか，

またその養成と訓練はいかなる方法をとっているか，す

なわち，各職場における T .W . Iの実際はどんなものであ

るかというような点である。また業者全体を通して，あ

るいは職場においてのモラーノレー熱意や士気，態度，気

質，感情ーなどーはいかにして昂揚せしめているか，また

現在急速に発展しつつある集団力学や現場社会の調査，

両面交通の意志疎通，集団心理療法などはどう実際に適

用せられているか，等々のととも聞かしてもらいたかっ

た。

生産性・が向上されるためには，立派な告書具機械を充分

にあてがい，その上安価動力を供給しただけではいけな

い。施工計画一立派な作業方式，熟達じた人による誇綱
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な工程，調和のとれ

た除督集団で熟途し

た人々，下部でもそ

の仕事に適した，し

編集発行: 日本生産性本部.B5版165ロ. V弱。

かも熟練者を選ばなければならないが，いずれにしても

最後には側々の人間および人間集 ｬ 吋関係の ｉＺｾ 姻となって

くる。そして工事に関係するすべての人々が，真実にそ

の工事に協力協調しようとする態度や態勢とならなけれ

ば，生産性の向上は期待することができない。

米国での産業の跳進は今世紀の初めに，テーラーおよ

びその一派の科学的経営には じめり，その後合理化とか

能率増進などの名称でその生産性を研究し，かつ筒ちに

実施されたために精進した。特にへ : .--9- ・フォードが

「流れ作業」方式を創始し，続いてその方式が他産業に

も応用せられるようになったために遂に他国を著しく引

はなした。けれどもその後人間関係の問題が丁度良薬の

副作用のような関係で起ってきたために，との問題を研

究し，そしてとの研究結果をとり入れなかった会社は次

第に落田となってきた。その好例は流作3駐の本家本元で

ある フ ォー ド会社に起ったととを見れば判る。フォード

一世は次第に老境に入り，との研究を怠ったために 1940

年頃には，全く昔日の悌を止めないようになってきた。

しかし，孫のフォード 2 世がその改革を完成したのが 19

45年までであったが，その後におけるフォード社の発展

は自党しくジボレ一社と肩を比べて自動車生産工業の ト

ップを切るようになったととでもわかる。

これらの例に よって，よりよい機械を設備しても ，近

代の工業生産性向上には人間関係の研究をとり入れるこ

となくし て成功 し得ないものであるととが諒解される。

で. 米国では小会社なら小会社なりに人間性ならびにそ

の工場なら工場集聞の社会性を研究し，その成果を実際

にとり入れているようである。かくしなければ，次の時

代の経営の発展は望み得ないという程度に一般経営者の

気持が進んできている。労仇組合でも大部分が生産性向

上の問l起には協力しているし，わが国の総評のように全

面的に反対しているような点は見られない。

以上の窓l珠からして，今後第二回の視察聞を送るよう

な機会があったならば，外部に現われる表面的なものば

かりではなく，もっと内容的なもの，その浪商にひそん

でいるが，重要な事柄，また建築界以外のものであって

も建築産業に影響するところのものなら，なんでも調査

して報告していただいたならば，業界に益するところが

さらに大なるものがあると思う次第である。

〈筆者ｾ古陣祭器開￭ｉｬ ￆ 草所長 渡 部 圭 膏〉

司、
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あ る 覚 え 書
そしてすべての肉品に焔印づけられ

た生産から飯 Ｎｪｾ への命がけの飛雌は

吉村順三氏の設E十になる日本式ホ 生活がどの程度にまで ｾｉ Ｇ 人間化され 向1111ー建築ーにおいてはしばしば道

テノレがアメ Dカでもてはやされ，利 た場面を展開しているか， 日アノレに 学者的建築家をしてギル ド的紛争の

日新IJf J 8 刀18 日付「今日のnrj J 滋」欄は 知る由もないが，ヨ5・えられることは 渦 rl ' に巻きこみ， n称グずイナーを

一くさり日本建築諭美論をぶってい この疎外された日本E必然が突は沼め して命がけのデヂイシを実現せしめ

る。それ口休決して非難さるべきも るがゆえに，食しからざるがゆえに る。その自 EL i とはやがて自らのデグ

のではない。今後もとういうと とが 人間の疎外におち入った一部のアメ イY を尚品化し， m官化しなければ

期待されるならば建築は商品として リカ人にのみ; 1: 1: 1応するものであろう ならないとの門的であるがゆえに。

国際収支赤字の尻ぬぐいに一役目う ことである。 かくていよいよｾ築の建築からの

ととにもなろうから。しかし，この 建築批評における方法論の，従つ 臼己疎外過程が進んでいく，人間の

ニュースは手放しで喜べぬものを含 て世界観の貧困は掩えない事実とて 官IJ った建築が人聞に外的に対立し，

んでいる。 も，あれらの日本国民の現実生活か よそよそしくなり，逆に人間を支配

日本建築がアメリカ国民の深部に らさえ浮き上った逃亡奴隷的建築は していし同時に人間労仇の二重の

まで影響を与えつつある というので 商品生産者を駆る同じ心的衝動の給 主体への分裂に正しく相応するとこ

はない。あれらの賞美の仕方はグイ 果という他ない。 ろの建築の分裂ー疎外された近代建

V ャガーノレ愛玩の心理から一歩を出 民j J ち建築はその芸術性とその生産 築と，他方fに依然として低水準にあ

ず，それも疎外された日本ｾｾであ の特・殊性にもかかわらずますます自 るがゆえに疎外された国民の住宅と

るに過ぎない。現在アメ Mカ国民の らの商品性をあらわにしつつある。 の断絶へ。 (X . Y . ZI 

設 計 の S t  a  n  d  a  r  d  i  z  a  t  i  0  n  

標準設計をもっていかに芸術的に，

港有j I 戸に米国領事館が竣工した… ていけないし，また非能率的である。 かつ芸術味をもっ作品に造り上げて

M.  Yamasaki 自身工事中にはあまり これと同じことが現在われわれの近 いくかが今後われわれに与えられた

監視に来なかったと聞いている。海 辺にも起りつつある。そとで今日わ 問題である。事実 S .O . M事務所の

を隔てたととろとはいえ，日本の建 が国の一部の設計団体でも標準設計 Lever -Hous e など， r eαdy- made の材

築家の神経の籾じきとくらべ大変な逃 仕様が種々試みられ一部実行に移さ 料と様準設計によって立派な作品が

いがあるものだ。それには設計行為 れつつある。近い将来わが国の建築 生れている。しかし ，標準設計仕様

の違いが一つの大きな原因であろう 界にもとの種の設計が多く姿を見せ に平行して金物 sash，その他の建

その設計l受| 訟の内容は突にアメリカ るととだろう。多くの設計を引受け 築材料の標準化と多くの種類が誕生

的である… 。すでに設計計画された ようとすれば個人のカではなくて組 するととを望む次第で， Interi or .  A .  

各所各種の数多くの標準詳細，標準 織力によらなければならず，そうな Revi ew などでは sash-bar e， door-

現寸( 仮りに標準設計仕様と名づけ ると設計は創造ではなく Busi ness handr e ，照明器具などの エ レガ γ ト

ょう) をいろいろと組合せるだけに になる といった著名な建築家がいる な styl e の数 10積もの 問。dy- made

より ，その作品が完成 し て い く と が，個人の創造のみでは今後の社会 があることを伝えているが，とれな

いった方法で，まるでパズルのよう 状態と設計のあり方を考え合す と， らば現寸模型lにより個々の設計に苦

だ。一見事務的に見え，芸術性に欠 幾多の Dr af t man を存在せしめても うザと時間のタ ｾＧＱ＿ をかけ ているわれわ

けるおそれもあるが， Sky- scraper が その設計は充分に処理仕切れない。 れにとってうらやましいかぎりで，

続々と林立していく彼の国では，現 やはり大組織力により，標準設計仕 わが国でも一日も早くこうなること

在われわれが行っているような設計 様をもって設計・行為を行うのが今後 を期待する者の一人である。

行為ではとても充分に設計を処思し の設計団体のあり方になろう。との ( 正会貝清水建設設計部 森 正 信)
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金 額 を 基 準 と し た 工 程 表 大 成 建 設 1 . L. U. 

工程表の表現方法には，その目的とか，それを荊j 用す

る立場により，いろいろ方法はあるもので，いずれが最

もよいかということは断定できないと思う。

とζ では工程表の一般的な意義とか，目的とかは一応

沼! 解済のこととして略し，本工程表の芯I床と，その使用

方法，記入方法のみを概説する。

本工程は実施予算の金額を基準として扱った総合工程

表の一例である。ただとこでお断りしておきたいのは附

図にある工程表は，金額を歩合で表現してある。表内に

舎かれた数字はすべて総工費，すなわち契約金を 10，0∞

とした場合の金額の歩合である。金書員そのものを記入し

たサ γ フツレを示した方がわかりやすいのであるが，金額

を記入したものを表にするとかなり大型になるので，印

刷の都合ででき得るかぎり縮少する都合も考え，数字の

少い金額の歩合による工程表のみを示すととにした。も

ちろんとの歩合による工程表もその利用方法は金額その

ものを記入したものとあまり変らないのであり，これは

あくまで金額をも ととして作られた工程表なのである。

この工程表は，工事計画，進捗計画はもちろん取下金

支払金，本社と現場の貸借関係などを検討するに用いら

れ，工事関係幹部のエ事全般の打合せなどに便利である。

本表の主なる利用は，工費 1J11線とこれを作製するため

に，各項目ごとの斜線工程ならびにその工引工程に合せ

て割付記入されている出来高比率( 金額) である。工事

計画ならびに進捗計画などの検討には，各項目ごとの斜

線工程により，出来高検討には，各項目ごとの出来高比

率ならびにそれを総合した各工事費曲線をもって検討さ

れる。

割付記入は次のどとくする。その費目ごとに，その材

料，手間，その他雑などの如く分割して項目を取り，その

項目ごとに，その検経聞を縦の 100 % として記入する。

との とき稼動期聞は斜線で，休止Jij] 間は水平に. 着手よ

り完了まで斜線と水平線の連鎖線で結ぶ。斜線のととろ

は何等かの工事あるいは材料でいえば材料の購入などが

行われているのであるから，その部分の工事出来高また

は材料の購入高はわかるはずであり，それを金額( との

表では歩合) で記入する。これらの歩合の数字を縦に合

計するととにより，建築工事ｾＧＨ，設仰工事 ｱＧＨ ， 工事授の

諸 1111線が聞け，したがって総工費，すなわち契約金額 l曲

線が聞けるわけである。

取下げ金額の階段形の線は，取下げ叉ー飢円にその令額

に相当する金額尺度( この表では歩合) の点を角として

段形に画かれる。

支払金額の段形も上記と同じ型式で記入される。

本社との11的| 対係は取下げ線と支払総との| 対係を見れ

118 

ば大休の貸借の関係が判断でき，取下げ線より支払線が

上にあれば伯ー方，との例のように下にあれば貸方である。

以上で大体お分りのことと思うが，この表は少しく桜

幸iEに見えるおそれもあり，また具体的な金額を歩合で表

したので，わかれば何でもないが，ちょっと上記の説明

だけでは不十分であるかも知れないので，蛇足であるが

この表中の実際の数字の例を示し，記入方法を簡単に補

足説明する。

. 目の欄: 会社;規定の工事1'( 目別 (ζ れの分類， 11阪

序は各社により多少契るであろう) に芯入する。

内訳の欄: この糊の項目も上記q'( 固に準じて記入す

る。比率の数字は 10，000分の 1 で表わしてある。すなわ

ち総工費 10，000t r . 対しての数字で，例えば表中最上段の

遺方，養生その他の54という数字は契約金額の 1 万分の

54というわけである。以下他の項目の数字も問機である。

費目比計: この数字，例えば仮設工事の 561 は仮設

工事の各項目の比率， 54とか60とかとれらの数字の小計

であり，仮設工事資は契約金額の 1万分の 561 である と

いう意味であり，表中大体tl 中辺りの建築工事1'( 5927は

これら旋回比言| の合苦| である。建築工事費以下の各数字

も上記でおわかりのととと思う。

次に月 別の下の斜線の械に苦かれてある各項目の数字

例えば， 1誌上司:i 円の巡 ) J ，養生，その他の糊では 8 )1 …  

16， 9月… 4，10月… 4… ・・ という数字は各月どとのこの

項目の稼動の出来高を示し，これらの数字の繊の合計は

当然，内訳の椴:1の比率54となる。

またこれらの項目の 8 月の縦欄の計は，建築工事授の

8 月の欄に 182 .30 とでている。これはこの欄より上の

各項目の数字 16+ 20+ 82+ 27+ 7 . 3+ 11 十 19 = 182 .30 で

あり，またその布隣りの 9 月の建築工事費は上記と同様

に 306 .70 である。 8月の計 182 .30 と9 月の計 306 .70 と

の合計 489 .00 がけまでの延喋工事出来高合計として9

月の欄に合せ記入してある。すなわち斜線の左上の数字

はその月の建築工事出来高であり，斜線の布下の数字は

その月までの建築工事出来高の合計である。

との合計の数字を金額の尺度( この表ではーユー 比尺

10 .000 

度) に応じてプロットして画いたのが建築工事q'( 111J 線で

ある。このため，この表では各項目の償線を利用して縦

に 4 つの目を 1. 000として( もちろん 5 つの目を 1，000と

してもよい) 10 .000までの金額の尺度がこの表の両側に

ーユー比尺度という欄に割当れてある。

10. 000 

設備工事比も問機にして記入し，以下工事比，絞1'( ，

総工1'( と1IIIJ 己と! 日|織に記入する。

取下げ，支払の側および段形は' J i : . きに述べたととでお

わかりのことと忠うので特ーに述べない。 0 957.7.25)

“  .  

句、
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京東一 株 式 会 社

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 4 - 33 

包言舌 @ 2 8 1 2 - 3 ・3 1  1  6  

東 京 都 大 田 区 新 井 宿 5 ー 547

氾 話 ⑮ 2 9  4  7  

名 古 屋 市 中 区 正 木 町 2 - 27 

f E 話 @ 0  3  8  8  

京都市左京区東大路三条上ノレ東門前町

屯 話 ⑦ 3 5  8  1  

神 戸 市 生 国 区 加 納 町 4 - 1  

電 話 葺 合 ② 8 8 4 3  

ヤッタユノ

本社 ・工場

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

東 京 支 庖

東 洋阪大



駁尼面 ｉｴｾ ヲィシゲ

⑩ 印 日 石面 ノレ ー ア ィ ン グ に就して

第 4 0 6 8 6 4 号 第 4 1 7 4 8 5 号

実 用 新 案

第 4 0 6 8 6 5 号

第 4 1 7 4 8 6 号

第 4 1 7 4 8 7 号

第 4 0 6 8 6 6 号 第 4 1 7 4 8 8 号

特 許 番 号 第 4 2 9 2 7 3 号

第 4 2 9 2 7 4 号

第 4 4 4 2 5 4 号

今回弊社多年 lζ 亘る 研究、発明 Il_依 り、以上各種の特許番号品を主体となし理想的文化

屋根材と して耐水耐火の性能を有する佐久間式石市ノレーフィ Y グを完成しました。

その 耐 火 力 については 800
0

C 以上の効力を発揮し発火は完全に認められず従って

本製品は全国各都市に於ける木造建築物に対し耐水耐火の屋根材として使用出来る事にな

りました。奮って御試用御用命願いま す。

用 途 と 効 用

(1)  外観は風雅 、美麗、重厚的で而もその 重量は比較的経い。

(2) 従市、木 造 建 築の勾配屋根 lζ 使用、施工 lζ 適し、台風等 lζ 飛散するととがない。

(3) 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 の陸屋根及 びベラシ ダに使用せば、従来施工の

防水押え (ν ンダ ーコンクリート〉等不用である 。

(4)  依而、スラプの鉄筋も節約出来、建築資が安価に仕上り 、其の上 lζ 完全無欠な屋根

防水が出来ます。

大阪市西区新町北通 1 ノ40 ・ 電話新町@5281 ・5282 ・5283

. 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 ・ 電話足立@0131 (代表) - 5  

. 山 形 市 小 白 川 町 3 9 ・ 電 話 山 形 2 3  8  7 ・377 9  

‘  

司、

.  
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大 阪 で の 生 コ ン ク リ ト の ヰ 犬 i兄

1. 概 説

大阪での レディミク ス ト・コシクリート( 生 ゴシク D

ート) 事業は， 昭和21年 ごろ， 当地の先党者によって企

てられたが， 実現に至 らないで経過 し， 昭和28年 2 月大

阪生ゴ シクDート 会社側工場が操業を開始 したのが最初

で， 31年には阪急砕石コシク; J - r. 大阪アナノコ シク

;J - r，小野悶レミコン尻無川の三工場の創業により 現

在 4 社 4 工場が稼動 してい る。

わが国の生コγ ク Dート 事業は|昭和24年以来逐年拡大

発展して東京地区 9 工場，神奈川 2 工場，名古屋 3 工場

いずれも活況を呈 している が， 大阪地区は遺憾ながら現

状ではいまだ予期 どおり の伸びを示していない。なかん

ずく 官公需要の割合が当地区ではいち じるしく少いこと

がわかる。 ( 表1 . 2， 3参照〉

表 1 ｉ 悶 ，ｦｴ ｊ ＲＸ ｾ ＳＱ 年生コン Ｙ リ ー ト 全国 地 区 別、工 組 別 生産恕
( 単位 m " )

ふ ご|

29 30 31  

関 東 区i ; 2114} 33484 認: 務I}510，
808

1務: 鵠I}向 。

東 海 岸 t : 231} 叫 Z : Z i |} 10164 3 ml} m

近 銑 |是 認j i i |} 4 8，4071 Z : 総I} 6吋

計 |ド土:1: 18即肌吋8釘机7れ，認謝紛4静}ドM凶41叫 …13，74必8いＰ官剣Ｚ詰 鋼 ｾ ｉ ｽ同釘仰仰 Ｙ ， Ｒ問 Ｒ別 ＷＴ Ｑ中 ｼド Ｔ吋 Ｒ
犯 226，58611 ｾ＾ｶ ，＠ ， "ul  338，19211  ｶＢＧｾＧｾ Ｑ＠ 715， 

' 土 :土木工耶" m: m築工事 通産 省 担 Ｚ ｬ￬ ｾｭ 材 ［ｷ 資料 よ り

表 2 ｉ 昭 和 ＲＸ ｾ ＳＱ 年 東 京 都 ｩ 内生産
{ 単位 m ")

〉 く |

28 29 30 31 

哩E
城 | … 7 1

サ ノ 1 69 却 |

東
京 1 35，727 1  

日

合
計 | 初 日3.7 1

表 3 昭 和 32 年 東 京 都 内 月 別 生 産

{ 単位 m
8

)

IX I  
1  2  3  5  6  計

鰐 城19，862 111，489 116，541 114ω 5  114，746 114，201 180，制

ァ咋 204. 61
17，406.9122，5吋ω 9116

凹 18120

吋
110，171

東 京1
6
，969.811

0，270.1112，075 ド，443. +1， 354.7 110，520. 6 1ω ，333. 3

日空114十叫7，217. 3113，3吋

小野田1
6 明

61
11，073 イ16，9刈14.3叫

合計 r 1.949.216…

当地区月別出荷量は表 4の通り 。

表 4 大 阪 地 区 月 別 出 荷 量

( 単位 m
3

)

〉 ミ | 大

|大 阪| 小野田 l
阪 アサノ レE コン 阪

計

31. 7  1 叩 9.7 1 845. 8 1  | 山 1 1  
9. 226. 5 

8  1 叩2 . 1511，511. 8  1  ｾ弘義 Ｑ 1. 773 1  8，786. 95 

ｾＲ Ｎ Ｒ Ｑ Ｓ ， ＰＱＵＮＶ＠ 1  勾1. 051 1. 651 1  10. 519. 85 

10 1  ＵＮＳＸＲ Ｎ ＲＵ Ｑ Ｓ • 鵬 ＲＵ Ｑ μω Ｑ 2. 271 1  13.1 

11 1  4. 911 司ω

12 1 ω 2 刊 日 山51 3. 878. 9 1 μ ω 1  22. 811. 805 

32. 1  1  忘却 741ι 772. 57 1 ω

2  1  7.4筋 3816，582. 5481 5. 598 1 ω ω 1  24.526.蜘

3  1ω  

4  1  9. 062.4 1仏127.8 1  6，225. 4 1 ω 9  1  28. 拙 6

5  Ｑ 叩 ＵＮ ＶＵ Ｑ Ｘ • 抑 ＷＳ Ｑ 6.430. 171 山 4 I  27. 972. 55 

6  1 叩 4.2 ド.376.7 1 ω 回 4 / 2，041 1  26. 176.3  

骨十 |臥 178. 741仏 揃.71 145. 問 471 3問 1 1 幻 附9・

位大阪:大阪主主コ ンヲリ ー卜 会社，大阪アサノ大阪アサノコン9 リー

ト会社，小野田レ E コン;小野図 レミコ ン会社，阪急阪急砕石コン

9 リート工業会社

需要部門別およ び工事種類別にみれば

表 5，表 B の通り である。

表 5 [ 1J 要 部 門 別 出 荷

子 週 土 |

公 共 事 業

大 21.お8.45

大 阪 ア サ ノ | 25. 983. 54 

小野田レミ コン | 8. 982. 77  

阪 12，011 

Ｈ閉 Ｓ ＱＮ ＷｾＳＲＮＶＩ
( 単位 m

8
)

民 間 工 m

66.610. 29 

39. 983. 17 

36. 670. 7 

26，840 

計 ( % ) 1  6脳 同 悦 附 | 肌 104. 16(71. 3%)
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表 8 工 事 種 類 別 出 荷 量 ( 制31.7-a2.6)
( I U位 m

8
)

子 ｾｉ 土 木 E且 S世

大 39.045.14 49.133.6 

大 阪 ア サ ノ | 37.405.79 28. 民主0.92

小 野 田 レ ミ コ ン | 16.142.62 29.510.85  

阪
怠 |

10.965 τ7.8晶晶

計 附 | 肌 明 白(43.4%) 1恥 ω1 町 民 側 )

以上の出荷生コンク 3 ートは別図に示す工場所在地か

ら供給されている。

2.  生産訟備および運織車輔

となる。運搬車の積載訟は近法米誌によると依大アジテ

ータとし て12 (Yd)3 (9m3). ミキサーとして 9(Yd)3 

(7m3
) というように容量が増大の傾向があるが，わが国

的では現在運行中のようにアジテータとして 3m3
車が適

当であると思われ，工事現場によっては 2m3車程度が便

利に使用でをる。

3. 原 材 料

当地区で使用されている生ゴシク Dー ト用主要原材料

のセメン トおよび骨材の生産地は表 8の巡りである。

表 8 届1 材 料 生 産 地

セ メ ン ト 砂 利

r  社別生産設備および運搬車の現状は表 ? の巡り。

なで|

ｾ＠

a‘  

， 

表 7 生 産 設 備 お よ び 述 調PI I 輔 ( 矧32. 7. 現在)

ポルトランドセメント( 普
吉井川， 吉 野JI! I都 民

大 阪 通，早強) 川 ，目前川

セメント( シリカ，高炉， 那賀川

早強高炉)

ｉ［Ｈ｟Ｍ］Ｍ｟ ＭＢ， ｉｾＺ｟ｾ ＭＭ， ＪｾｾＭｾｊＺｸｾＺ｜ 巡裂ーカ- 式B 切 ｘ［ＯＦ ｴｩＢ｜ ｾカ ｈ 種ー別Ｈ〆Ｉー Ｑ ＳｭＳ 12m311. 5m31  柄 数

大

阪 l r l m l ω1 12115 13卜。

大 阪 | ア サ ノ l  it ill 吉 野Jl Iポルトランドセメント( 普吉井川， 那貿川

ア サ ノ 通， ベロ早強) 川，日 高川

小 野 田
小ポ 野 田

那賀川 吉 野Jl IIルト強ランドセメント( 普 那 賀川

レ E コン 通 ，早 )

| ユ | 石JI! 烏コ 156X21…117 1  3  1  3  1  ア サ 阪ノ 一コグ型ーリンリグン 56X2  犬金新明和家剛 17 I  3  I  3  I  23 

叩 !??? : l m|…1
25

1  

阪 急 ¥ポイルワトラキンドセメント( 普1那• .tt JII . 紀ノ川1那賀川， 紀ノ 川

通，早強}

阪

急 l r I 2十
家 1

13

1  

針

生コンク 3 ート の供給能力は

砂は木津川，淀川，大和川，武郎川，揖保川などがlj 災

後の需要増加につれ乱調されて，河川管理上から採掘中

止または制限を受けるようになり ，近年は主としてその

供給を岡山県吉井川，高梁川，徳島県吉野川，那賀川に

あおいでいるが，吉井)11. 那賀川のごときも採取訟の減

少をきたしている。将来砂の大量入手は砂利以上困難に

なるのではないか。

① ① ① 

〈原材料の計量速度) x ( ミキサι の容量) x ( 運搬容量) x

@  

一一」一一ーに比例する諸元の中①の割合加最も大きい。

〈運搬距離〉

③運搬容量= ( 運搬車 1車両の積載量) x ( 柄数〉

砂利は和歌山県紀ノ川，有田川，日高川，沼田 )11. 日

笹川，徳島県吉野川，那賀川，海部川および兵庫県下の

表 9
骨 材 斌 駿 成 積 { 一 部 )

種 I ｾ＠ n  ｾ＠ ｉ 一一 ｾｉ ｴｮｾＤ Ｑ 蜘 ｬ 率 ｼ 容 Ｚｊ ｌｴ ml同 |間 一 |
別 採 取 地 0.15¥ 0.6 10.25 組組率 (%) (kg/mu) 比 EE (%) ( 根色矧の) 1  (% 

形 態， 組 成 者

弘弁 ｾ ｉｾ 1  0.61  42 1  89 1  2.88 ¥ 39. 0  ¥ 1617 1  2ω 1  0.5 I  1  1. 5  I  |西大寺市者十

砂

? 色野 JIJ JO.21  46 1  92 1  ＲｾＷＹ＠ I40ATi 蹴 12.61 1  0.4 1  1  1. 0  1  |欄村名郡田畑

F  F HJ 110|日 195 1  5.51 1  38. 2  1  1側 12.65 1  0.4 1 山 1 1. 4  1  |都村賀中郡島平叩島

民主必い 3142 1  89 1  2ω 1  35・411680 12ω 1 1. 2  1  |和歌山市外

I  5  1ぉ L40 1  

? 島野 4lj |o |ω1  97 1  7臼 I35.1 I  1681 1  2.59 I  0.4 I  1/8  I  1. 1 1  |板村野名郡田畑

砂 ? ? HJ |2 186 |1∞ 1  6.98 1  34.8 1  1710 1  2.62 1  0. 2  1  1  1. 3  1  |鶴 自 跨 占

ｾ＠ ｾ＠ ｾｉｊ＠ 1  1  I  ＹＱ ｾ ∞ Ｑ＠ 7.04 1ぉ 91  1734 1  2.62 I  0.2  1 山 1 1. 0  1  |那村賀中邸島平浦島

r  ｾ＠ JlJ  1  0  1  77 I  97 1  7.18 1  36.0 1  1670 I  2.61 I  0.3 1  1  1. 1 1  
|器 棚Jl I西

!私企」lJ im5liit11∞ | 山 I34.6 1  1714 1  2.62 I  0.3 1  。1 1. 2  ｉｾ 丸 ｅ 略石ををお主びとたし砂多岩角石撃英及周混平 ず | 和歌山llHI

利 fi ｾ＠ JlJ  1  8.61  ｾｾ ｲＡ＠ 85.6¥ 7.27 1  ::，.6_1_ 17!4__L 2“ 1  0.5 1  。1 1. 3  1奇24?住総数叫j とす |箕島市外

? 守 JlJ 1  2.81窓口 1∞ 17.10  1  35.5 1  1704 2臼 I 0.2 1  。1 0.3 1丸砂体討のを主ものと多てEしE省を耐とす

P 号11 |o li k|ω. 117ω 1  32. 0  1  1720 1  2回 |
1  0.6 1畿のとれた多角性'の もの多し

寧節目 の大き ( 111111)
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配 合 設 計 表

土 用)木

l凶 和 32 年 3 月 粗 骨 材 の 最 大 寸 法 40mm 関西生コンクリート懇話会

番 号 1

4 週 強 度 Wj C  

同 寸 容 積 配 合 比

コンクリート 1m"当りのほ (kg)

重 量 配 合 比

( kg/cm" )  ( %)  (cm) セ ; 1' . / 十 水 | 砂 砂 利 ( %)  

1  2.5 1 :  3. 39 :  5.31  1  :  3. 64 :  6.19 2υ7 155 754 1281 

2  5.0 1:  3. 19:  5.12  1  :  3.51  :  5.97  213  16u 748 エ272

3  7.5 1  :  3. 08  :  4. 94 1  :  3. 39 :  5. 76 219 164 742  1261  37. 2 

4  ] 0.0  1:  2. 97:  4. 77 1  :  3.27 :  5.56  225  169 735  1250  

5  15.0 1:  2.81  :  4.50  1  :  3. 09  :  5.25  235  176 725  1233  

6  2.5 1:  3. 21: 5. 30 1  :  3. 53 :  6. 18 211 148  745  1305 

7  5. 0  1  :  3. 08 :  5. 08 1  :  : U9 :  5.93  218 153  738 1292 

8  18U  7.5 1  :  2.96 :  4.89 1  :  3. 25 :  5.70  225 157  732 1282 26.5  

9  10. 0  1  :  2. 85 :  4.69 1  :  3.13  :  5.47  232 162 726 1270  

10 15.0 1  :  2. 65 :  4.37  1 :  2.91  :  5.10  245 172  714  1250  

11 2.5 1 :  3. 02:  5. 11 1  :  3.32 :  5. 90 221  144 733 1318  

12 5.0 1  :  2.90 :  4.92 1 :  3.19 :  5. 74 228 148 727 1308  

13  200 7.5  1  :  2.78 :  4. 72 1  :  3. 06 :  5.51  235 153 720  1296  35. 9 

14  10. 0  1  :  2. 68 :  4.55 1  :  2. 95 :  5.31  242  157 714 1285 

15  15.0 1 :  2.51 :  4. 25 1  :  2. 76 :  4.96 255 .1E6 703 1264 

716 1325 16  2.5 239  143 

17 5.0 1  :  2.63 :  4. 58 I  1:  2. 89 :  5.34 246 148 710 1313  

18 220  7.5 1  ;  2.53 ;  4.41  i  1 ;  2. 78 ;  5.15  253 152 704  1302  35. 3 

19 10. 0  1  :  2.44 :  4. 26 I  1 :  2. 68 :  4.97  260  156 691  1292 

20  15.0 1  :  2. 26 :  3.95 I  1 :  2.49 :  4.61  275 165 685 1268 

21  2.5  1  :  2.44 :  4. 36 1 :  2. G8:  5.09 260  143 697 1324 

22 5.0 1  :  2.36 :  4. 23 ]  :  2. 60 :  4. 93 266 146 691  1312  

23 250  55 7.5 1 :  2. 29  :  4. 10  1  :  2.52 :  4. 78 273 150 687 1305 34.7  

24 10. 0 1  :  2. 22 :  3.97 1  :  2.44  :  4. 63 280 154 682 1296  

25 15.0 1 :  2. 06  :  3. 69 ]  :  2. 26 :  4.31  295 164 E68 1270  

26 2.5 1':  2. 16 :  3. 98 1  :  2.38  :  4. 64 285 143 679 1300 

27  5.0  1 :  2.10:  3.86 1:  2.31 ・4. 50 292 146 674  1313  

28 7.5  1  :  2. 05  :  3. 75 1:  2.25 :  4  38  298 149 670 1306 34. 1  

29 10.0 1  :  1. 98 :  3. 65 1 :  2. 18 ・4.26 305 153 666  1298 

30  15. 0  1 :  1. 85 :  3.41  1  :  2. 04 :  3.98 320 160  653 1272  

31 2.5 1  :  1. 91 :  3.59  1:  2.10:  4.19 315 142 660 1321 

32 5. 0  1  :  1. 86 :  3. 51 1  :  2. 05 :  4. 09 321 144 657 1313 

33 45 7.5  1 :  1. 81  :  3.40 1  :  1. 99 :  3. 97 328 148 652 1304  33.5  

34 10.0  1  :  1. 76 :  3. 31  1  :  1. 93  .  3.86  335 151  647  1294 

35  15.0 1  :  1. 65  :  3.12  1  :  1. 82  :  3.64 350  158 637 1274 

36 2.5  1  :  1. 68 :  3. 26 1  :  1. 85 :  3. 80 347 139 644 1319  

37 5.0 1 :  1. 65:  3.17  1:  1. 81  :  3.70  354 142  639 1310  

38 40  7.5  1 :  1. 61  :  3.10 1  :  1. 77  :  3.62 360  144  636  1303 32.9  

39  10.0  1  :  1. 55 :  3.01  1 :  1. 71 :  3. 51  368 147 631 1293 

40 15.0  1  :  1. 47 :  2.85 1  :  1. 62 :  3.33  383 153 621 1274 

比 重 単位容積重泣 (kgfm" ) 砂、砂利の大きさ

註 i l l :Gl配合;¥?:t 1J基準 セ メ Y ト

砂

砂 利

3. 15 

2.60 

2‘ 62 

1509 

1650 

1750 

2. Smm以下

5mm- 40mm 
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d骨

4  

， 

-

昭 和 32 年 3 月

番 号

4;坦強l交 W/ C スランプ

kg/ cm" ， {予告 〉 (crn) 

l  5  

2  10 

3  75 15 

4  19 

5  22 

6  5  

7  10 

8  70 15 

9  19 

10 22 

11 5  

12  10 

13 200 65 15 

14 19 

15 22 

16 5  

17 10 

18 220 60 15  

19 19 

20 22 

21  5  

22 10 

23 250 55 15 

24 19 

25 22 

26 5  

27 10 

28 280  50 15 

29 19 

30 22 

31 5  

32 10 

33 320 45 15 

34 19 

35 22 

36 5  

37 10 

38 350 40 15 

39 19 

40 22 

立 ￭ｬｲ 騒調合 勿 Ｈｴ ｈ ｾ 主 嘩 ｬ

調 合 設 計 表

(建 築 用)

砂 利 粒 の 大 き さ 2 5 mm以下
関西生コンクリート懇話会

砂 ヰi ね古11水m
絶 体 容 積 (11m' ) m 位 川

( %)  (kg/mも) セ j :.- f  I 砂 | 砂 利 セ ; : . - ト
砂 | 砂 利 セ ) :/ ト| 砂 砂 手1J

44. 7 158  67 342 423 L10  882 1100 .140 .535 .647 

43.7 1E8  71 328  423 224 847 1100 . 149 . 514 .647 

42. 8 J 76 75 316 423 235 815 1108 . 157 .493 .647 

44.3 192  .  82 318 398 756 820 1035 .161 . 497 . to9 

47. 8 212  90 329  359 282 849 933 .188 . 515 .549 

44.3  159 72  336  423 227 867  1100 .151  .525 i  . 647 

43. 2 169 77 321 423 242 828 1100 .161 .502・ . 647 

42. 1 178 81 308 423 254 795 1100 . 169 .482 . 647 

43. 9 193  88 311 3911 276 802 J 035 . 184 .486 . 609 

47.4 212 96 323 359 30:3 833 933  . 202 .505 . 549 

43. 8 159 78 330 423 246 851  1100 . 164 .516 .647  

42. 7 169 83  315 423 260 813 1100 .173  . 493 . 647 

41. 7  178 87 302 423 274 779 1100 .183 . 472 .647  

43.5 193 93 306 398 297 789 1035 .198  .478 . 609 

46. 9 211 103 317  359 325 818 933 . 217 .496 .549  

43. 3 159 84 324 423  265 836 1100 .177 . 507 .647  

42. 1 169 90 308 423 282 795 1100 .188 .482  . 647 

40. 9 179 95 293 423 298 756 1100 .199 .458  . 647 

42. 8 193 102  297 766 1035 .215  .464 . 609 

46. 1  212 112 307 359  I  353 792 933 . 235 .480 .549 

42. 8 159 92 3lfi  423 289 815 1100 .193  .494 . 647 

41. 4  170 98 299 423 309 771 1100 . 206 .468 .647 

40. 0 180 105  282 423 330  728 1100 .220  .441  . 647 

41. 6  195  113  284 398 355 733 1035 .237 .444 .1::09  

45. 1 213 123 295 359 388 761 933 . 259 .461 .549  

41. 8  161 102  304 784 1100 . 215 .475 .E47  

40.4 171 109  287 423 I  342 740 1100 . 228 . 449 .E47 

38. 8 183 116 268 423 I  3(;6 691  1100 .244 .419 . 647 

125 270  398  I  394 e97 1035 . 263 .422 . 609 

43. 4 I  217 138 276 359 I  434 712 933 .289  .432 . 549 

40. 5 161 114 292 423 358 753 1100 .239 .457  .E47  

39. 0 174  123 270 423  387  697 1100 . 258 . 422 . 647 

36. 8 188 133 Ｒ ｾ Ｖ＠ 423 418 635 1100 . 279 . 385 647 

38. 2 203 143 246 398 452 635 1035 .301  .385 .609 

40.9  224 158 249 359 498 642 933 . 332 . 389 .549 

39. 1  165 131  271 423  413  699 1100 .275 .424 . 647 

36.3  182 11-4  241 423 455 622 1100 .303 . 37/ .647  

33. 4 198 157 212 423 496 547 1100 .331  .332 . 647 

33. 3 219 174 199 398 548 .366 .311 .609 

35.4 242 192 197 359 605 508 I  933 .403- . 3C8 .549 

( 見比掛比重震)
単位容f貴重盛(kgfmn) 砂、砂 利の大 きさ

セ ) :.- ト 3. 15  15∞ 

砂 2.58 1650 2.5mm以下

砂 ホl 2.60 17∞ 5mm....... Z5rnm 
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ｾＯｦ河川に依存してい る 。とのうち兵庫県下の諸河 川は 産

量おおむね乏しく，また材質も竪艇とはいいがたく，和

歌山，徳島両県政のあるものは，近年上流に建設された

ダムの影響をうけて産出量減少し，採取i也を遠隔の地に

求めつつあ る現状で，当地区も関東地方と同じく将来骨

材源の枯渇が愛l也され る。

上te骨材の材質は表 9の通りである。

砕石と軽量骨材

従来当地区での枠石骨材指定は生 コンクリ ート の; 場

合，米軍事基地工事現場以外には実紡はあ まりないが，

将来は 2 5 mm- 2 0 mm下砂利の入手困難に伴い，建築工事

設計において採用せらるる時期は近い と息われる。 東大

の浜田教授は日本砕石協会 より提供した全国の砕石につ

いて，数次にわたる試験の結果，次のように結論さ れて

いる。( 建築雑誌 No. 804)  

「建築の鉄筋ゴ Y ク日 ート 工 事 ( 必礎を除く 一般) に使

う砂利は 20mm以下とすべきであるが，最近多くの河川

の川砂利床の更生が不十分なために， 2 5 mm- 3 0 mmにお

よぶ大粒が平気で使われてい る。とれを是正するために

は 2 0 mm- 2 5 mmの砕石に切換えることがl時宜に適 してい

る。 j

土木工事においても天然産骨材に比して砕石が有利と

なれば，件石のもつ特長のゆえに広〈推奨されるにいた

るであろう。

軽量骨材は多 くの欠点もあるが利点もあって，そのil 逆

立に よって高府位築物の基礎工事授の節減に， また低熱

伝導率のために暖房冷房の失熱を少くするなどに役立つ

て，東京地区ではすでに多くの建策工事用生コ γ クリー

トに採用されているが，当地区ではν ンダー・ゴ ンク日

ートが一部に使用されてきたにすぎず，まだ生コ ンクY

ートへの利用実績は少い。

軽量骨材の産地が北海道， 秋田， 山形， 長野( 浅間

L1j ) ，静馬( 榛名山) ，東京 ( 大鳥〉，神奈川( 真鶴) ，お

よび鹿児島( 桜島，鹿屋〉と当地方から遠隔しており，

従って価絡も (1問32 .7 現在〕

火山砂利 ( 5 mm- 2 5 mm) 梅田駅レーノレ渡し

10. 000問/ 立1' 1'

近! 尽砂利 ( 5 mm- 2 5 mm) 水切放し 6. 300 

Ｈｩ ｊ ，ｾ＠ 石 ( 1 0 mm- 2 0 mm) 市内現場設し

7. 500 11 

となっていて! 隆弘骨材 の比i絞運賃f品が今 H採用上の英It

点とされる 。

4.  調 ( 配) 合設計

調 ( 面白台投A は; 的妥当反似IJ U) 指トとに よ る も ωω ほか

は，関西生コンクリート懇話会編調( 配) 合設計表によ

るか，または生コン各社技術良により，指示条件を満足

する調( 配) 合をそ のたびごと 設計している。関西生コ

ンク リート 懇訴会編設計は，建築工事j刊にありては粗骨
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材の最大寸法 25mm とし， I : : l 本建築学会建築工事総準仕

様書 ( J ASS5 1956) 調合表を基準として，当地区生コY

クリー ト業者使用の前記産地から採取の骨材の比重 (見

掛比量) およ び単位容積重l l i : tc より換算し，生 コンクリ

ート 4 社所属系統会社製セメ γ トを使用 して試験絞り し

た成績を照査して 4 選圧縮強度を決定したものである。

次に土木工事用にありては粗骨材の最大寸法 40mm と

し，土木学会制定 (l 昭和3 1年) コシク Y ート 標準示方替

に基き， A . C . I . 誌 ( J ournal 01  Amer i can  C onc ret e Insti -

tute)  rコγ ク3 ート 配合の設計に対する 勧告案」を参

照し，建築工事同様前記産地採取骨材の比重，単位容誌

に適合する配合設計を作り，前記セメントによる 試験紙

り成績の照査を行って表示の強さの決定を した ものであ

る。 との制( 配〉合設計表を別表 として添付する。( 別

表〕

生 コシクY ー トの混和剤は空気連行剤お よびセメ ン ト

分散 剤 ( 総括 して表面活性剤 という 。J ASS5) ，急結剤，

防7.1<，申jなどで， 多種の凶品名をもっ て市販されている

が，いずれも需要家の示方に従っ て使用することにして

い る ( 表10)

表10 混 和 剤 例

品 名

怠 セメント illlllK対する比E担

ピ ン プ ー ル レ ジ ン | 空 気 迎 行 剤 I 20%液 0. 003%

ポ ゾ リ ス NO. 5 I 分 f匝 剤 | 紛 末 0. 5%  

"  "  "  
1. 0%  

プ ラ ス テ メ ン ト |

"  
|  濃縮液 0.33%  

フ ラ イ アツシユ | セメント 代信用 |

思 化 カ 川 ウ ム | 急 結 剤 | 位 1. 0%  

ν リ カ ラ イ ト | 防

(ベ ン ト ナ イ ト )
水 剤 | 粉 末 3. 0%  

ロ ｾ＠
"  

ｼ 液 ｃ ｾ 日 ｫｧ 附し Ｑ Ｑ

三J 7  
M 

| 液 ＲｾＳ Ｅ＠

竺，
ザ ナ

"  
| 液 Ｑ ｾＳ Ｅ＠

‘ノ ポ

"  
2%  

5. 取 引

取引は施工主または建設業者が購入者であって生コン

クDート 業者へ直接または生コン特約販先屈を通 じて引

合を出す。購入者は，

111  {史用地

121 用 途

'131 車内 j羽

141 品 質 ( 調 配 合 )

151 数 量

161  代金決済方法

を指定して生 コジク リート 業者から見積を徴 し売買契約

を締結する。ついで工程に応 じて工事現場の コンク Dー

ト打・込みの日取になれば，その数日前搬入予定日 |侍を紡

-、

』



表11 (0)  ! s 伯ー 淵 合 表 ( ! s 築 JI1)

; Z3去五

15 c m 19 cπ1 22cm 

25mη 、
25 m m  25 m m  

印 刷 出 | I  C = 225kg. S→15kg .  G = l 肌 g I  C - 245kg. S = 820kg.  G = l附 g I  C = 27陶 S 8山 G - 9おk g

1切

"  
I  1羽合哀の通り I  C = お5 " S = 815 "  G - l lω "  I  C =舗 11 s = 脚 11 G  - 103 5 "  I  C = 282 "  S - 制 砂 G = 問 。

180 

"  "  
I  C = 制 勿 S - 795 -- G = l l ∞ 。IC - 276  "  S - 仰 が G 匡 1師 ゅ IC = 303 "  S  833 "  G  ｾ ＹＳＳ 砂

200 

"  
"  

I  C = 274 "  S = 別 " G = l l OO q  I  C = 297 "  S = 789 "  G = l問 。IC = 325 "  S = 制 砂 G = 叩 H

220 

"  "  
I  C = 298 "  S = 明 。 G = l l OO "  I  C= 322 "  S = 禍 " G= l 防 " I  C = 却 J / S = 加 11 G = 叩 H

C: セメン ト S: 砂 G  砂利

" t  

入者または施工者から生コγ クPート 業者，またはその

特約販売庖へ通知し，生コ Y クリー ト業者はとれを出荷

予定表に組入れる。なお型わく組立工の進捗状態，鉄筋

検査完了見込および天候などの変動に従って，念のため

れ込前日，さらにたがいにi T I 務ー連絡をす ること にしてい

4  

る。

以上が生コ ンクリー ト取引および搬入の常wきである

が，施工主または建設業者が生コ Y クHート 業者の中央

工場渡しをもって購入し，自家用運搬車で搬出する場合

がある。この場合は運賃を差引いた価格の取引となる。

また生コジク Dート製造業者は施工主から支給せられ

たセメ γ トによる生 コンク Dート の製造販先をもしてい

る。との場合セメシ トはなるべく次のように生コシク P

ート業者の同系セメントを支給すれば，後日製品品質ーの

口千Eの所在が明f t ( li t c . なるから，たがいに好都合である。

生コンクリート業者 同 系 セ 〆 ン ト

大阪生コンヲリート会社( 工勘( 1 11)

大阪終業セメ ン ト社製セ メン ト{ ヨーギ ヨー セ)

大阪アサノコンヲリート会社( " r41守)

日本セメント社製セメント ( 7 サ ノ セ )

小野田レ コン会社( " 北福崎)

小野田セメント社製セメント( 小野田セ)

阪急砕石コンヲリート工業会社( " 六軒町)

型空誠セメント剥製セメン ト(イ ワキ セ )

表11 (b) 同 ( 土 木 問 )

特妹条件 :

4 週 圧 縮 強 度= 28Ok g/c m
2

I  

I  1. セメント支給の樹合

ス ラ ン プ= 5 c m

I  2. 夜 間作業 (20時- 6 時) の渇合

組骨材の般大寸法 = 40 mm. I  

I  3.述鍛距向mll'l の場合

当地区現行では，取引上の標準調( 配) 合を大 l'桝i欠の

数種として原材料その他以側構成上の諸元の l時々の値動

きに応じて生コンクリ ート 販売値を建てている。このほ

かの調( 配) 合および特殊条件付のものはこれに地じて

価絡の増減算定をしている。( 表11)

以上生コ γ クリ ート の大阪地方における現況をごく常

識的に知っていただく ために，なるべくわかりやすく記

したつもりであるが，製品受渡しの前および納入後にお

ける生産者側，ならびに鵠入者側のおのおのの立場から

の要望事項，また販売価格に関係のある J ASS5 1956 に

よる施工級別による標準偏差値お よびセメン ト強度 ( K)

の気温によるもli正値，さらに強度決定に重大な役目をよい

す試験体養生の工事現場における具体的方法等について

当地区でも幾多の問題があって，生 コシク Pート 業者と

しても早期に結論を得たいと思っている。

( m者 大 阪 生 コ ン 世 リ ー ト 株 式 会 社 常fb取締役 柳田笑巳夫)

.  
・4

生 コ ン

関 西 コ ン生

ク 卜リ

ク 懇 話
4

2

 

リ ト
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コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク の 近 畿 に お け る 生 産 と 需 要

1  . 生 産

( A ) 工 場 数

日本 コンクリ ート プロック協会調 ( 31 .4. 30)

区

一

全

一

近

域 | 工 場 数

困| お

倣 1 2幻
7  

l 未 加 盟l 坦 チr ， - 岨 晶

|小 規 模 工 場| 明恒ニム明氏人

| 100 ，1  

1 23 1  

全国プ ロック工場 359 の内 BI 型 ( Rj J ちアメリカ式空

Jj，yプロック) 製造工場は 337 工場にして94% を占めてい

る。

(  B  ) 生 産 能 力

区 域 |乱出品空|

設備能対

|  万個|

全 国 I 765 I全国地方別月産設備能力表参照

I  I日本コンク Dート プロック 協会

1  101 1関西支部 14工場 80万個

近 畿 I 101 I 会

I  ，_， Iその他の小規模工場

|  I  36工 場 20万個

( C) 全園地方別形状別工場数 ( 31. 4. 30調)

地 方 別 工場数

BI型|附 |地 |型枠 |其他

北 海 道
80 78 2  

。 。 。

東 北 66 64 。 。 2  
。 l

|民l E巨 63  56 2  2  3  。

制l 59 59 。 。 。 。

近 E哉 27 21  3  。 2  

国 21  20 。 。 。

凶 国 5  5  。 。 。 。

;!L 1'I i  
38 34 

。 3  。

全 国 359 337 8  2  10 2  

%  1
1仰|切 11.8オ0 .6% 1 3% 1

0
.
6
%  

(  0  ) 全園地方別月産設備能力 (単位千個)

( 31 .4. 30調)

月建設備

JI S 表不

地 方 別 ラ4

許研工場

ｾ￬￭ｩ＠ ヨき

能 カ 工場数1備月産能設力

北 海 道
1. 170 16 。 。

東 :l t  
1，120 15  6  230 

関 東
1，720 23 8  650 

ヰ1 制1 1，000 13  2  160 

近 畿 1，010 13  。 。社昭和32年予中5

認可 の 定 l

凶 520 7  40 

凶 国
100  。 。

九 1ii 
930 12  2  80 

全 国 1 7 ω 1  100 1  19 1
1

，1ベ
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(  E) 近畿地区ブロック製造業者調 ( 32 .5 .現在〉

府 県 別 I工場数|l p日本zコiン I森f 喜0 ・7芸I無所属1 備 ヨ5-

大 阪 府 1 19 1  7  1  5  I  7  1諸事統 12 

兵 庫 県 1 17 1  3  1  1  14 1 "  
5  

京 都 府 1 3  I  2  1  1  1  1 "  

和歌山県 1 5  1  2  1  1  3  1 "  

奈 良 県 1 3  I  1  1  I  2  1 "  

。

滋 賀 県 1 1  1  I  1  1 "  

福井県ｾ I  2 1 "  

2  

計
1  50 1  15 1  5  I  25 1  

22工場

九

L  

日本コン空リート プロツヲ 協会関西支部 ( イロハ願)

( 事務所) 大阪市西区土佐堀船町( 大阪商工 ピJ レ211号室)

T  E  L  (44) 6  4  4  8  

工 場 名 | 工 場 所 在 地 | 成 型 機 | 台 数 回 品l

鰐工場! 神戸市東灘区 I t ニ式 部 I ｾ＠ 卜2万個

日 雪 コ 山 一 ト | 尼崎市

I F MC  刈 1 I  4  #  
ロツヲ 尼崎工婦

小 昨 ン41リ ー ト | 附 漉 区 トル側I 1 卜5
プロツヲ 戸工場

阪ブロ け 工 場 | 大 阪 市 醐11区 |附 刈 2  1 4 #  

|関 口 式 叫 3  1 6 "  プロック 製造工場 肩歌山

倒セメン ト 化 工 工 場 | 大 同 住 吉 区 | 否 認 i認I ｾ＠ I  5  "  

腸…工場 ｼ 京都附部ｼ胸式 刈 ｾ

一| 大 同 制11区 |盟F 吋 i 1

8
"  神崎工場 式 1ω 1

t策ブγ 場 | 楠 山 間 市 | 関 口 式 刈 1  I  2  "  

宇 都 ス ー 工 業 ! 大 同 区 ｬ ｭ 吋ｾ I  7  
大阪工場

F MC  100 I  1  I  (  "  

際 山 一 ト |奈 良 県 側 部 |附 刈 2 I  4 砂

プロツヲ工場

朝 純工費阪工場 | 大阪府中河 叫 M 刈 1  I  4 砂

三国主縦b | 大阪市住吉区 | 器 服 部 I ｾ＠ I  6  "  

昭 和 建 設 工 業 瑚 | 大 阪 町 区 | 不二式 1ω I 2  I  6  "  

( 合 計 )
| 初台 |ω万個

ー



，.. 

， ｾ邑

J  

日 本 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 協 会 会 員 工 場 分 布 図

中 園 地 方

@ 日 氷ハ ロー工 業( 株)

⑧ 朝 日 石綿工 業( 休 )

⑪河野スレート { 繰}

⑧ 徳 山 ス レ ー ト( 株)

⑮ 宇都 スレート工業( 線) ω

九 州 地 方

⑬白木建築プロ y ク( 線) ω

@ 刺 白 石 綿工 業( 係)

⑧ 新 日 本 プ ロ ッ: 7( 株)

@ 筑木窯業( 株 )ω

⑫照時硬化煉瓦( 繰)

⑮ 北 九 州 プ ロ ック工業 o

@ 肥 後絞光物産( 株)

⑫ 宵 木 合 名 会 社

⑪: ! (  ｾＩｪプロ γＷ 工業有限会 社

⑫ 縦 プ ロ γ タ工業( 繰)

⑬ 大 丸プロ y ク工業( 株)

周 囲 地 方

中 傷 " 方

@ 東 北 プ ロ y フ工 業{ 繰)

@ 日本海コンフリート工業( 繰)

⑮北陸コンタリート工業( 株)

｀双葉プ ロ ｹ ク建 Ａ ｾ工業

⑮ 名 京 建 設 ( 株 )

@ 日本コ ンクリー トプロ ック( 株 )

近 畿 地 方

⑩ 衣 川 鉄 工 所

｀昭 和建 ｾｾ工 業Ｈ ｾ量Ｉ

@ ナ ニ ワスレート( 株)

⑬ 日 米 ハ ロー建 設( 株)

⑬ 椛 セ メ ント 化工 有限会社

@ 四 国 プ ロ y ク興業 ( 検)

⑬ 小 野 田 コ ンフリ ートプロゥク { 株 J ω

⑬ 三国 コ ンクリ ート 工業{ 鯨)

⑪ 東洋 コ ンクリ ー トプ口 y ク{ 線 )

⑫ 鍬 興 築 ( 株)

@ 字 部 ス レート工業( 線 ) ω

⑬ 平和スレート・プロ y ク

⑬ 太 陽 プロ y ク( 株)

@ 朝 日 石 綿 工 業 I株)

⑪ 日 本 コ ンクリ ート プロ，> : 7( 繰)

⑫大阪プロック( 検)

⑬ 和 歌 山 ス レ ー トプロ y ク創造( ｾ量Ｉ

@ 南 海 建 築 プ ロ y ク( 株)

東 北 地 方

② 中' f t コ ンクリートプロ y フ工業

③ 大波プ ロ y ク( t * )  

④ 杉浦木村建設( 線)

③ 高 弥 媛 設 ( 株) ω

⑥ 同 和 鉱 業 ( 株) ω

⑦東 北プロ ｹ ク工業 Ｈｾ引の

③ 秋 田 佳 石 プ ロ y ク企 業 姐 合

③ 寒 河 江 プロ >: 7 ( 線)

⑬ 結 城 プ ロ γ フ工 業企業組舎

⑪( 株) 岩沼 七メ ン ト工業所 ω

⑫ 大 陸 建 設 ( 総}ω

⑬( 株) 富士工業 所

関 東 地 方

⑪ 白 光 コ ン ク リ ー トプロ > : 7( 悦)

⑬続日本プロック( 繰)

⑬ 野 鳥 建 材 ( 株 )

⑪ 町 本 コ ン フ リ ー 卜 プ ロ > : 7( 総)ω

⑬ 東 鉄 工 業 ( 株 )

⑬ 東 海 布 鉛 ( 株)ω

@ 京 帝 砂 利 ( 株 > o

@ 扶 桑 七 メ ン ト 工 業4株)

⑫朝日石綿工業( 線)ω

｀プロック建築Ｈｾ量ｽの

⑧羽図ヒューム管( 線} ω

@ 高村建材工業( 妹}

⑧ 西 川 プ ロ > : 7 燈設( 繰)ω

⑫ ハ ロープロ ック( 繰)

⑫ 4目 横 鉄 道 ( 株 ) の

⑫( 株) 岸 プロ y ク製作所

⑪アクス賀工業( 線)

⑥ 戸 部 鉱 業 ( 株 )

⑫ 小 野 閉 コ ンフリ ートプロ > : 7( 線}

⑬↑ 品栄プ ロ ック工業( 練)
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2. 需 要

( A) 全国需給状況 ( 通産省統計調)

年 度 別 | 予想数量 | 実 績数量 | 増加率

11何者] 29年 I  3 ，2町 世間I 3 ，200万個 |

1/  30 1/ I  3 ，800 1 /  I  4 ，800  1 /  I  4 7 % 

1/  31 1/  I  4 ，900 1 /  I  6 ，58 0  1 /  I  3 5 % 

2  1 /  I  5 ，500 1/  I  

昭和3 1年度の6 ，580万個 の内訳を見るに東京管内2 ，360

万個に対 し大阪管内 553 万 個に して東京の四分のー強の

需要数である。

(  C  ) 大阪通産省 ( 管内) 生産・出荷個数調

s I大 阪 府 | 兵 隊 以
京 都 府

183. 562 156. 604 

7 月 出 荷 数 |
238. 766 124. 114 

207，311 167. 151 

B 月

出 荷 数 | 185，217 173.990 

169. 713 166，713 

9 月

出 荷 数 | 173. 743 140. 140 

186，331 181. 258 

10月

出 荷 数 | 189. 009 159，958 

177. 440 169，300 

出 荷 数 168. 033 167. 646 

180. 786 177，806 

12月

出 荷 数 | 201. 529 149. 636 

173，955 153. 735 

出 荷 数 | 159. 612 154.969 

219. 589 230.264 

2 月

出 荷 数 | 180. 839 201. 183 

3 月

268. 525 236，099 

出 荷 数 | 222. 285 216. 723 

4 月

239. 157  291. 749 

出 荷 数 | 235.402 239. 475 

5 月

262. 625 373. 176 

山 荷 数 | 245. 6ω 248. 041 

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取 締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四丁目 ーO細 野 ピノレ三六 号

電話新町⑬九九五~九九八
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13. 130 

13. 797 

16. 528 

4.682 

11. 465 

15. 440 

8，617  

7. 203 

8.961 

10，123 

9，978 

11. 400 

9. 650 

5. 937 

7.890 

2. 097 

2. 517 

2. 596 

2. 712 

9. 527 

8. 724 

7. 日6

大阪管内 553 万仰の需要を月書11すると月需要46万個 と

なる。

( B  ) 近畿地区需給状況

年 度 別 | 上 JYI  行 J切 | 備 考

|昭和29年 I  20万個 |  25万例 I  ( 推定〉

H 30 1/  I  30 1/  

M 31 1/  1 ， 40 1/  | 46 1 /  I  (笑 紡〉

r 32 1/  I  56 1/  | 60 1 /  I く 1 / )  

1/  33 1 /  I  70 1/  I  80 1 /  Iく予 想〉

日 山 県 ｼ滋 賀県 ｼ 稲 羽 ｹｾ I合
日l

13.民国D 8，801 42. 547 417. 653 

10. 500 1. 150 23. 242 411. 569 

22. 500 21. 395 96，643 531. 528 

32. 500 12. 865 29. 791 439，045 

9. 200 17.875 90. 957 465. 923 

22. ωo 15，948 39. 290 407. 161 

7.回。 6.485 67. 111 457. 302 

13. 200 19.213 52. 224 440，807 

34. 300 8. 775 66.678 455，454 

10. 6∞ 10. 936  47. 515 414. 853 

9. 400 6.932 56. 087 440. 989 

12. 800 6. 738 38. 780 420，総3

6，500 12. 254 32，051 388. 145 

7. 700 5. 侭8 96.395 430. 251 

7，120 12. 161 51. 708 528. 732 

8. 120 8.803 22，830 423，872 

3. 200 9. 586 切 .407 570. 334 

10. 650 12. 479 52. 726 517.459 

17. 400 8. 549 64. 025 523. 592 

30. 500 9.232 切 . 951 575.087 

31. 277 11. 468 50. 由。 737. 770 

35. 669 9.880 51. 100 597.876  

大 会株 J口ｾ＠
防 耐 採 !ま をに

阪 社 式
理

章者

且5芳迂香 ーーーーーーー

日 - は電話市北 奥ー 的

%  
- 周

工
耐 一一

北 区 本寸

法
全 火下 進 軽 軽

@ 木 霊

長さ式量 量

四 勝 丘

責
中一町

三 五 衛
任 空
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E 彊盟E霊彊園田E 置

国
A  r  C  u  r  t  a  n  

1. ま え が き

Ai r Curt oi n は " Ai r Do or" ， I' Do orl ess Doorl / とも呼ば

れ，採暖時に商屈では客の頻ばんな出入に扉がはなはだ

邪まになるのをなんとか解決するために，スイス人が考

案ーしたもので， 1951 年，St ut t goけではじめて試みられた

が，お国もとのスイスでは 1955年1月， Zuri ch の J el moli

百貨庖が最初である。いまでは各同にその例がみられ，

日本でも東京の説先会館に設けられているが， Sul z er 兄

弟会社製が放も優れているといわれている。とくに変っ

ている点はなさそうだが，経験の最も多いことが有利な

のであろう。聞社はスイス，アメリヵのほかにイギリス

プラ γ スに製作工場を，アノレゼジテ; / ，ブラジノレ， ドイ

ツ，エデプト，日本，メキ ν コ，スペイ Y に技術的子会

社を持っている。

専門雑誌に文献として見出されはじめたのは昨年から

であるが，いづれも トピックスとしての納介程度であっ

( !F. 1. 2，3. 4. )  

た。本i l:: に至ってややくわしく設計上の指針や笑用計算

( 註5)

式などが発表されている。従来から let の性質について

は，空気調控設備の吹出口の問題としての必要上，多く

〈位6. 1 . 8. 9. 10 日)

の研究が発表されているが， ex houst の方は比較的少な

( 住12)

い。 Dol l o Vol l e の研究が有名であるう。との両方を組合

せた " push. pul l syst em" は，工場において有毒物質排気

対策の応用として，僅かな笑験報告が見られるに過ぎな

い。 Ai r Curt oi n はそれらとまた違った sys te m であり現

在では経験上のデータしかないようである。

理論は別 として，思いつきはなかなか面

白 く，百貨庖や繭庖以外にも銀行，ス ーパ

ーマーケッ ト，ν ョーノレーム，事務所，工

場などいろいろ応用が考えられるが，平方

I火当り 150 !II lから 250 弗( ただし既存建物

住S

の改造は 15% 増との こと〉というのでは

寸やたらにまねするわけにはいかないので

はないか。

2.  最近の実例

現夜一般に用いられている袋置は 図ー1

に di ogr om で示すとおり ，吹出口が上方に

あり ，直下床面グ Dノレから吸引される形式

である。工場では上部から I吹出し両側に吸

引したり，水平に吹出し水平に吸引 す る (

巾が小さいときのみ〕例もあるが大部分は

との式である。

一応説明を加える。①の天井グリノレは 4 ないし 6 列位

のスロットになっておりととから吹出した調整された空

気は通路を通って，①の床にある格子から地下に吸引き

れ，①のピットでは盤挨，紙屑，煙車の吸設など大きな

図形物が取除かれる。( ととは充分な広さがあるので安

気速度が落ちるから大きなものは干R力沈降でl徐かれる。

ときには水洗袋間と防火措拷がある) @のフィノレターを

通って再び清河化した空気は，①のヒータークーラーを

通過の際適当にj昆度調整されて後，空気は，①のフ 7 ; /

で再び天井のI吹出口に送られ所要の速度で吹出される。

たえず循環しているわけである。と の送気ダクトはもち

ろん片側のみでもよい。この図にはないが，スイス，フ

ランスの例ではフィノレターのほかにエァワッ ν ャーのあ

る場合が多い。

後述するように外界のl武力が大きい場合は無FI ! . をしな

ければならないから，できるだけ間接風力を受けないよ

うな工夫をすれば効果は非常によくなる。通行の閑散 JI寺

あるいは戸締としての扉またはν ャッターは5 J IJ にJ生けて

おく必要がある。

3.  設計データ

a.頭の位置における温度と風速の条件

通行中頭髪がみだれるととなくかっ不快な滑i 度でない

図- 1 エ ア カ ー テ ン ・ ダ イ ヤ グ ラ ム
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〆図- 2 風速と感覚の関係 図- 3 Resul t ant  

T emperat l1re  

ことを条件とする。 8 人の被験者による実験では 図- 2

に示すどとく， 240f t / mi n ( 1. 2m/ sec) になると 8 人とも

不快を感じている。頭髪も感覚も個人差が大きいが，大

体感じと頭髪のみだれは相関するという 。と れ で は 事

実 iet としては小さ過ぎるし，ま た直ぐに通過するので

あるからもう少し風速を大きくして. 外界無風のとき

600f pm ( 3m/ sec)  ，有風時 ＱＴＰＰｾＱＶＰＰｦｰｭ ＨＷｾＸｭ Ｏ ｳ･｣ Ｉ＠

を限度とするのが実際的であるとしている。( ただし微

風に対して) 冬期における快適空気条件として の潟度 と

風速の関係を Missenard の Resul tant Temperat ure で示

すと 図- 3 のとおりで， R = W C を快適の採準とする

から風速 600f pm では 76

0

F となるが，床上 6ft における

設計のレペノレは r880F，1200- 1600f pmJ  とするのがよ

いと 経験者はいっている。 頭上温度と風速の関係は簡単

にいえば次のとおりである。

ｴ ］ ｡ ￭ ｶ Ｋ ｾｾｾ￬＠
l. v + 390J  

ただし， a:  85
0

_ 9 0
0

F  

v : 頭の位置における風速， fpm 

b. 吹出口および吸込口の速度と温度

上記のように頭の高さにおける温度と風速を規準とし

て，丁度その値になるような吹出口の温度 と速度を決定

註9

する。 Koestel によれば，吹出 口から Zf t の距離にある

点の速度 V" と吹出口の中心速度 V . ( 何れも f pm) との

関係の実用式は，

2. ; t o  .. .Iト

f1r

E T

九

Ｘｆｔ ， 什 ｖ ，Ｇ｟， υｒｔａｊｾ

LA 
Ｘ Ｂ の中のＮｾ出口

図- 4 速 度 及 温 度 プ ロ フ ィ ル

(吹tfl 速度4∞Of pm吸込速度1∞Of pm吹1: 11禍度160・F)

132 

V . _ K 〆' 2

V，，- Z汚J

ｋ 宇 ＴｾＶ

D o=i et の直径 ( f t)

10‘  

ただし ，次に示す Cadi ergues の伊j では V 。を 1600f pm

とした場合， V. はとの式で計算した値より 2 % ほど大

きい。すなわち吹出速度 4000f pmで頭の レベル 1600fpm

伎になるから速度低下は約60% であるという。温度降下

の方は，V" が Vcl 2 になる点までは，i毘度降下は迷度

低下に比例するが，それから先は前者が少し大きくなる。

との統では， 室内 64

0

F，室外 28

0

F，頭のレペノレ87

0

F と

すると，吹出空気i毘度は約 160

0

F を要し ，約68 %の淑度

降下となる。これらのプロフィノレを示すと 図ー4 のごと

くである。左は速度フ. ロフィル，右は等温線である。た

だし 8 吋巾 の吸込口からは 1000f pmの速度で吸引してい

-、

る。

この吸込ロについては， Dal l a Val le によれば吸込ロF付

近の等速度線は 図- 5のとおりにな る。吸引なしでも

800f pm になるから 1000f pm のl汲引をすればおそら く

1600f pm伎の速度になるであろう。( 巾は吹/ : I i 口 の3 - 4

倍とする。)

ユ‘

ぷ//「
図- 5 8' ダ空トで速度10∞f pmの排気をした場合の等速度線

E 吹出口の形状

l次出口には let の連続と slot と 2 種類がある。 let の

.. .  
連続については Koes tel の研究があるが，間隔の 3 倍位

から合流がはじまり，以下 let の中心速度は減哀し， jet 

間の中間速度は一時増加するがまた減哀をはじめ6 -
8f:き

になると一連の Cυ rtoin になってしまう。

との両者の佐賀を比較してみると，

1  正方形の吹出口を持つ連続 let と同一断面の slot

では，中心速度の減少は slot の方が少ない。( 図- 6)

2  ダクトからの吹出角度はいづれにおいても速度圧

のペ クトノレと 静圧のベク トノレの合成方向に出る。 jet の

1  

氏1 . 00

出

年連日。

零度

芯 t 0. 20 

支 0.10

n  

Eじ 0. 05

I  2. 5  10 2o 50  100 

比Ｚ路島Ｏ、 Ｏｄｾ ｴｬＺ ｄ 断面積

図- 6 連 続 j et と slQt の比較
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..c: 

J  

方は速度が非常に少ないから角度はほ とんど直角になる

が，slol の方はダクト断面に対する slol の面積比が小さ

いほど直角に近くなる。 図- 7に示すごとく rl] のせまい

方が均一かつ垂直に近い。

. . .  1- = 4 0'  1.. .. .4 0.' L・4 0. L = 40"  

グワ ト-. . .

155 S Q，I凶.

V' { =互( ， .

図- 7 スロットの巾をかえた時の吹出角度

l.. x W 

面積比 ］ ｾーは左から ＰＮＳＸＷ ， 0 .775， 1.08， 

115  

1. 44である が，との比が 2/ 5 以下がよいとさ れている。

3.  全長にわたって均一カ ーテγ を作るととは，連続

el の方がやさしい。 slol の場合静圧も吹出速度も一定に

するためには，ダク ト断面を変化せしめなくてはならな

住 10

い。 断而変化は次式のとおり直線的である。

A . =  ( - S C" l anO) Z+ A
a  

ただし A. : Z 点におけるダ クト断面

S = slol のrl J C，，=吹出係数ヰ0 .6

0 = 吹出角度 Z = 距離

A a = ダクト 断面積

ただしガイドペー γ をつけなければ完全に垂直にはなら

ない。

4.  I次出口から Z の距離における lel の空気低 Q の

enlrai nmenl  ral io Q. / Q。は

Q. / Qo= 〆玄/6d… 巾 d の slol の場合

= Z / 3 .5 V互… 断面積A の矩形または円形 jel

の場合

すなわち slol の方が小さいから吸引監が少なくて有利で

ある。吸込口巾 も小さくてすむ。

d.風圧のかかる時の吹出量

外部から風圧のかかるとき，Ai r Curl ai n はどの程度有

効かという ととが， 一般に疑問視もさ れ問題になってい

る。 ブラ シスでは扉前風速は 9m/ sec (圧に して 5 mm水

柱) 位であるから影響ーはそう大きくないと考えている。

f f S 

Cadi ergues では， 風圧がかかる ときの吹出空気温は次

式で計算できる とし ている。

ｑ］ＰＮＱＳｈ ＲｘｾＯ 互
r  Vo  y "  

ととに，Q: 関口部長さ 1f 1当り風琵 ( ft 3/ mi n per ft )  

H : 関口部高 さ (ft)

Vo : 吹出速度 ( fI 3/ mi n)

V : 風速 ( ft / mi n)

y : 許しうる地面上での偏り ( ft )

たとえば H  =9.  9ft Y  =  1  .  3ft V  =  790f l / min 

-= 4m( sec 

V
o

=4000 ft/mi n ( 20m/ sec)  

とすれば Q  =  4800 ft 3  / mi n .  per  れ となる。

Vo  =  4000f t  /  mi n だから slol 巾 15" になり ， 100fl / mi n 

で吸引すると ，図- 4 のとおりになる。

アメ Pカのエアカ ーテ シ会社の Gygax は 40mi l e/ hour  

( 17 .6 m/ 5ec) の風に対 して， また 1" 7) <. 柱の内部圧に

対して充分な運転を行ったといってしiPのに対して，

Sul zer は疑問に思っているようであるが， 5101 の奥行を

大きくするととによって，設計は可能であろうと恩われ

る。ただし必要があるかどうかは別である。またアメ y

カでは 図一日に示すように吹出方向を可動にして目的を

riL 

a. b  C  

図- 8 可 動 slot の 例

｡Ｍ ＰＹ ｾ から風が吹いたとき

b ー無風のとき

c - 内部圧の高いと邑

達 している。との操作は自動的にも行えるが，手動で適

宜庖員が操作 している場合が多い。 Sulzer の説では風速

5 .7 m/5ec( 風圧で 2 .03mmAg) 以上. では効果がないし，吹

出 5101 の方向をかえるよりは， 吹出長をかえた方が経済

的であるといっているが，いづれが正しいかは問題であ

ろう。 Sul zer は吹出速度は 4000f pm を通例としているが

とくに強風に対してたえねばならないときは 15，000f pm

まで使っている ようである。

住

1. E. E.  Gy g a x  :  "Ai r  Cur t ai n Seal s a  Door  Openi ng"  

H .P. A. C.  J an.  1956 

2. "Ent r ance ar e Seal ed Behi nd Ai r  Cur t ai nヘ Ref.

Eng.  Apr .  1956 

3. "Can Ai r  Cur t ai n St ops 40 Mp h  Wi nd? ." H. P. A. C.  

Ma r c h 1956 

4. 以上3舗は衛生工業協会i誌 問31. 11月号に抄録さ れている。

5. R .  Cadi er gues II War m. ai r  Cur t ai n/' Heat i ng &  

Vent i l at i ng Eng.  Ma r c h 1957 

( L れはのI ndust r i es Ther mi ques， Nov.  1956" よ りのほ

-ん釈である )

6.  Koest el ， A.  &  T uv e， G. L.  ' T he  Di schar ge of  Ai r  

f r om a  L ong Sl ot ，"  Tr ans.  A. S.H.V. E.  Vol  54 p. 87. 

7.  Hel ander ， L .， &  J akowat z ， C. V.  ' Do wnwa r d  

Proi . ct i on of  Heat ed Ai r ' 同上 Vol 54， p.71 

8. Hel ar，der ， L. ， yen， S. M.  &  Knee， L .B.  "Char ac  

teri st i cs of  Dow nwa r d J et s of  Heat ed Ai r  f r om a  

Vert i cal  J ets of  Hot  or  Col d Ai r " 同上' yol. ω，p. 

385，外I q司 Tr ans. Vol  57. 59 等IC も多くの険文がある 。

9.  Koest el ， A .  &  A ustin. J r. J ，B.  ' Ai r  Vel oci t i es in 

T wo  Paral l el  Vent i l at i ng J et s"  H.P.A .C.  F eb .  1956. 

p. 137 

10. Koest el ， A .  &  y oung， C.  ' T he  Cont rol  of  Ai r  

St r eams f r om a  L ong Sl ot '  A. S.H.  V. E.  Tr ans.  

V ol. 57， p. 407 

(1957- 9 関西設備原論研究会田中良太郎)
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彰国社新刊案内

新 刊

農 村 の 住 宅 改 善

建 築 文 庫 ・ 10

北ヨーロツパの住宅(1)  

建 築 文 庫 ・25

19建 築 耐 震 論

塔 の

建築学大系 全40巻

あ る 風
.!i! 

男宅』

蔵田周忠 随筆集

設計競技入選図集 (1)

公 民 舘 ・中 学 校

重 版 建 築 学 大 系 ・ 3 建 築 経 済

建 築 学 大 系 ・ 9 建築弾塑性学

建 築 学 大 系 ・ 16 鉄筋コンクリー卜

構 造 ・ 基 礎 構 造

建築士技術全書・ 2計画原論・設備

建築ハンドブック・ 6 木 構 造

建築ハンドブ ック・ 10 計 画 ( 謹 )

構造力学. lV トラス・ラーメン篇

病 院 建 築 ( 計画と設備)

下河辺千穂子帯 木23は段村住宅改善の! 夜3と

から解きおこし， tE村住宅の現状からその改

普む 必要ｾ ｾと 動向をとらえ解説した ものです

B6変形判 112頁 上 製 定 価 ￥ 150 千 20

上野洋若木管は北ヨーロッパの住宅事情と

政策について，住宅建設の状況，政策の歴史

的展開，住宅金融，宅地を明述したものです

B6判変形 168頁 上 製 定 価 ￥ 190 〒 20

迎築学大系編集委員会編執準は， ffH長構造

j命- ' J ，i . 藤範平 ・線村魁 ・酒井良児，振動陣将

一大築志夫 ・'1" 川恭次と最適の執筆陣です。

ａ ＵｩｾｊＴＷＲ 頁特製函入予定 価￥ Ｑ ， ＱＸＰ 〒 ＱＲＰ

蔵凹周忠著 わが国建築界の先2存者であり ，

建築設計 ・民家 ・小住宅の研究家として多角

的な活雌を示す蔵田教授の随筆集であ りま す

B6判 318頁 上 製 函 入 定 価 ￥1，200 〒120

11木 建 築 学 会 編 学 会が昭和29 ・30年 と募集

した競技設計の入選作を収録したもので，わ

が閃建築設計の準拠を知るうえの好関築です

B5わl横 80頁_ I - . 製定仰i ￥ 600 〒 60

執' ' [ ←伊総 ・内山 ・3例記 ・松岡 ・下総他 7 名

A5相J 370頁特- 製函入定仰1 ￥920 干 100

執筆 ｾｬ￬ｴ 性学一好弁・普勝，塑性学一田治見宏

ａ Ｕｾｊ＠ 336頁 特 製 雨 入 定価 ￥850 干 90

執* 石井 ・岩Ilcf J ・小企 ・高橋 ・大山市 ・T片朕m

A5制IJ 522頁 特 製 面 白 入 定 価￥1，300 〒130

改訂・ 新版 船越義房編 ここに全面的改訂

A5判 388頁 上製 定価 ￥ 750 干 80

平沢郷男著実例図録をそえて具体的に解説

ｂ Ｖ ｾ 司 ｊ 350頁 上 製 定価 ￥ 300 干 30

三木部著 すぐ役立つよう編集された手引 ib

B6判 236頁 上 製 定価 ￥ 300 〒 30

服部屋福平帯 構造力学のi権威になる逸本。

BS'fi J  262頁 上 製 函入 定 価 ￥ 900 〒 90

小川健比子著 実際に即 して詳述 した大著作

B  ｳｩｾｊ＠ 338頁 上製匝l入 定 価 ￥1，300 干130

医 院 病 院 建 築 図 集 Er三者JLj、病院認すTZ??Z

‘』 一一一ｾ
・ ｅ 置置盟盟 国 ｅ 冨量霊冨盟国 ｾ ｾ ｭ Ｍ ｬ 7 4 5 . 4 5 2 3 E量 置 函 圃
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て. いくつかの小委日会を設けてfM] 的に計簡を進める

ことやテーマなどについて蒋治したが決定に到らず. さ

らに次回審議を続行するとととした。 131第 2 阿茶い会員

のｾい開催の件 内総委貝から実施イト阿を報告しこれを

承認した。 141メタルフォーム説明会開催の件前回報告

のとおり実施のととを承認。 151明治乳業大阪工場見学会

の件報告のとおり実施をijk認。 1618 月 9 月の事業企

画の件 会貝互の懇親会，キリ Y ピーノレ工場見会学を企

画のとおり実施することを承認したが 9 月以降の合同

についても審議し，造船所，船舶の見学などを合同する

ことに決定した。 171その他 福井市における左官 lて事誠

淡会の実施を承認した。

理 事 会

10日 Ｔ ＱｾｩＭ Ｕ ＱＱ 与 於会館会議宅

l山市青諌早疎京外 10坪ー事事務局 I 名

議 事 川定款改正に関する f l二吉田委員長から委貝

会の経過および改正案について説明し芯見の交換を行っ

たが，本日は会長副会長ともに欠町につき，次回に議決

するととになった。 121その他 福井市における左官工事

講演会実施の件を承認。 131入退会者詮衡の件。 141報告

事項。( イ) 今回の国土建設週間に際し，本会ならびに

本会々艮が建設大臣より表彰を受けた件。 ( ロ) 中国文

部の支部長，高1 ) 支部長，顧問新付ーの件。( ハ) 6  ) :j 会 ，， 1

報告。( ニ) 6 万事業報告。

F  

且

編集委員会

幹 事 会

12日 3時半- 5時半 於会館会議室

出 席 者 佐 野 委 員 長 外6名

10月「住宅特集」号企両のため，委員長，足立幹事，

関係編集委員の外，住宅委日会，住宅公開からも出席を

願って協議し，一応具体案を決定した。

委 員 会

13日 2時半- 5時半 於会館会議室

出 席 者 佐 野 委 員 長 外 11委 員 事 務 局2名

議 事 1118 月「防災特集」号経過報告。 1219 月「施

工特集」号経過報告。 131現夜の投稿原稿の処置方につい

て協議決定した。 14112月号以降 7 月ま での特集テーマを

応決定。 151広告改普委員会委員の件編集委員会 より

は政問，岩本の両委員を選任。 161東販会社へ会誌委託販

売の件 さらに詳細検討の上理事会の審議を経ること と

した。 17110月「住宅特集」号・企画の件 幹事会衆を誌に

協議して案を決定した。

法規委員会

4日 3時半- 5時 於会館会議室

出 席 者 恒 問 委 貝 長 外9委 貝 事 務 局 1名

相周委貝長から，建築ｾ準法改正の資料について，本

年の改正によってすでに実施に移されたもの，今後改正

が考慮されていると思われる主要なものなどについて説

明があり，なお参考として，改正に対する各自花道府県か

らの意見の主なるものについて報告があった。次回から

はさらに建築基準法全般に百ーって板本的なものにつき再

検討を進めるととに決定した。

事業委員会

8日 5時半- 71時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 尾 包 幹 事 外6委 員 事 務 局2名

議 事 111第 1 回新建材説明会開催の件矢野主査よ

り説明，なお資料の「雄策塗料」を全会民に配付する件

を審議し ，これに対し郵送料20円を徴収することを決定

した。 121第 2 回新総材説明会企画の件今後の企画とし
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建材審査委員会

分科会 ( へトロンボード)

17日 3時半ー4時半 於会館会議室

出席 者 政 問 外4委 員 事 務 局2名

一応優良 と認められる旨の窓見であったが，審議の結

果，1，也の同種品2，3積と比較試験を行うとととなり，こ

の試験を奥島委貝に委嘱した。

出版委員会

分科会 ( 床仕上工事の内塗りもの)

17日 5時半- 7時 於会館会議室

出1m者 奥 島 委 員 長 外4委 員 事 務 局2名

協議の結果， 8 月10日前後に特殊床の各業者を招いて

その取扱品について諮を聞くこととし，なお後日に左官

を招いて . 一般床の塗り イ士」ニに関する話を聞くとととし

た。追って 8 月上旬に本委員会開催のことを決定。

住宅委員会

23日 3時半- 6時 於会館会議室

出席者西島委員長外9委 員 事 務 局2名

議 事 川桜井婦人会との座談会記録の件西島委員

長 と北村， 白木両委員の 3 者でとれを組めるとと とし

た。(21大阪府婦人連合会 との座談会企画の件協会主催

で 8 月上旬に行うと とを決定し，司会者，協会倶IJ 出席者

などを予定した。 131会誌10月「住宅特集」号に関する件

同号に住宅委貝会から提出する資料の担当者を決定し

た。141その他 公営アパー トに関するものと不良アパー

ト調査に関するものとのこつの小委貝会を設けることと

して とれが小委員をそれぞれ委唱した。

名簿発行委員会

6日 5時半- 7時 於会館談話-室

出 席 者 谷 口 外2委 員 事 務 局4名

経過報告の後，表紙図案ならびに染者案内の業種別分

類な どについて協議した。

官範演 会

新建材説明会 「建築塗料」について

16日 2時- 5時 於大阪建設会館

事業委員会に於て永らく実施企画を検討していたが，

資料のパ γ フレ ットも刊行をみて全会貝に配付を了した

ので，下記に よって説明会を開催した。

1.  閥会の挨拶 事業委員長驚尾健三氏

1. 司会者の挨拶 小委員会主査矢野豊作氏

1.  建築塗料一般説明 日本塗料工業会西日本支部

技 術 課 長 南 誠 佑 氏

1. 内壁の塗袋について 同 上

技術協議会委員児島修二氏

136 

J  ナッジュの塗装について 同 上

技術協議会委員長大森監吉氏

なお質疑応答のため，とくに塗料工業会技術協議会委

員および塗装工業会の会員の方々が多数出席された。

一題自についての説明が終るご とに質問が行われ，使

用者，メ ーカー，塗談業者と三者の立場から希望. や不

満，意見など交々応答が交わさ れて，品質，技術に| 刻す

るととから施工上の注意，さらには価絡についての機微

な問題など広い範囲に亘って熱心に語り合った。従来の

説明会と異って単に材料についての説明を関くというだ

けでなく，むしろ研究会のような集会であり非常に好評

を得た。当日は約 100 名の方々が参集された。

福井市左官工法議演会

19日 10時半- 5時半於福井人絹会館

福井県建築士会主催で本会と関西建材協会の後援で1m

催した。神大教授伴| 等土の「建築材料 と構造的怠匠」と

題する講演や， 5 会社の新材料の紹介説明とともに，本

会派巡の山田幸一講師が約 3 時聞に亘って左官工法とく

に日本墜について懇切に講演された。学理と実際施工の

話を織り混せ' ての講演で，かような機会の少い地方では

大変参考になったことと考えられる。当日の聡衆は約80

名であった。

メタルフ ォーム説明会

20日 21時一5時 於大阪建設会館

約80名の参集者を迎えて下記のとおり説明会を開催し

た。

1.  コγ クPートとメタノレフォ ーム

東 大 教 授 工 博 浜 問 稔 氏

1.  メタノレフォームによる設計について

市浦建築事務所長 市 浦 彼 氏

1. メタノレフォ ームについて

八幡メタノレフォ ームKK 常 務 草 野 美 男 氏

鷲尾事業委員長の閥会の挨拶についで，浜田博士は，

メタノレフォ ームの一般論からメタノレフォームに よるコシ

クDート の特性，同打放し コンク. ! ) - ｾ，さらに ゴ γ ク

Dート函の塗装について講演され，市浦氏は大量生産に

よる安い良い建築を作る必要とモデユーノレについて説か

れ，メタノレフォームの特長を推薦された。最後に草野常

務から八幡メタノレフォームの製品に関して説明があり，

実物による組立ての実認誌を行った。暑さの折柄にもかか

わらず参会者は終始熱心に聴講し凝会視に閉会した。

座 談 会

婦人会との住宅座畿会

5日 2時半- 4時半 於箕面桜ケ丘会館

出席者西島住宅委員長外6住宅委員

婦人会側8氏

住宅委員会の主催で，箕面市桜井婦人会の会員の方々

-、

，.， 
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と主婦の身近い住宅に関する色々の問題について座談会

を催した。間取りと部屋の大きさ，監と板の間，押入，

化粧室， ｾ 愛房 ，台処および風 呂場，鬼門に関することな

ど多方面に亘って意見の交換や希望の陳述があり，住宅

に関しての主婦の声を直接聞いて，住宅委貝において大

変参考になる点があったとともに，主婦に対する住宅問

題啓請をにも資するところ多大なものがあった。

造型に関する座議会

12日 6時一8時半 於会館会議室

出席者池上主査笹川委貝招待者足立氏外6氏

教育委貝会造型小委員会の企画によって開催した。一

応テーマを予定していたが，なお他の身近かな適当な問

i舗を扱つては との怠晃があり，予定のテーマを離れて東

京と大阪との比較論を行った。ジャ ーナ Dスティックに

賑わされる東京に比し，大阪は実質的には決して遜色な

いとー聞大気焔を揚げ，その意気すこぶる盛なものがあ

った。

若い会員の集い

18日 6時半- 8 時半 於会館集会室

第 2 回目の開催で一応テーマを先般会誌で取り扱った

「建築のライフ」とし，との問題をさらに掘り下げてい

った。今回は とくに鷲尾事業委員長の出席もあり，中心

としては地問，足立の両先生が出席されて，約 2 時間一

l百! 熱心に語り合った。当日の出席者は三品主査をはじめ

13名であった。

併存住宅座談会

30日 S時半- 8時 於会館会議室

11¥1市 者 編 集 委 員 足 立 幹 事 外2名 招 待 者 凶 山

博士外6氏

会誌10月 「住宅特集号」の企画として編集委員会主催

で開催。西山博士の司会で，法律改正によって最近華々

しい実施発足をみた併存住宅の問題から都市の再開発，

ｾ先住宅と 具 体的問題をテーマに，さらに ｪ ぶくわが国の

住宅政策に亘って，官庁，公団，その他住宅関係会社の

実務担当者が，平索考えている意見を忌判lなく述べ合っ

た。

見 学 会

明治事L業 K.K. 大阪工場見学会

27日 1時半- 5 時 参加者60名

同工場施工者銭高組御提供の貸切パスで八尾市の悶工

場に向う。会議室で新鮮な牛乳，アイスク Pームの御接

待に預りながら，設計者山下事務所の清水支社長から計

画概要，施工者銭高組林建築課長から施工概要を承わり

ついで同工場小山事務課長から牛乳精製の工程や同工場

の規模能力などについてのお話を伺った。引き続き聞社

製作の牛乳に関する P. R 映画を観賞して工場内へ案内を

叉・ける。お話しと l映画によって一応牛乳材製工程の概念

正 会 員 山 口 儀 三 郎 君 逝 去 さ る

正会員山口儀三郎君には予て

病気療養中の とと ろ， 6 月10日

逝去された。享年51 才。同君は

本会に昭和 9 年入会され，その

後昭和 12年より昭和 14年の間，

本会の法制委員会委員 とし て活

躍されるなど，本会事業に尽き

れたとと多大であったが，突然その御言卜報に接して

淘に痛惜に堪えない。 ととにその御逃影 と略歴を掲

げて衷心哀悼の意を表す。

明治39年 9 月14 日

昭和 3 年 3 月

昭和 10年 3 月

昭和 3 年 9 月

l昭和 4 年 10月

昭和 13年 6 月

昭和21年 4 月

略 歴

東京に生る

東京高等工業学校建築科卒

立命館大学法経学部法律学科卒

奈良県立吉野工業学校教諭

大阪市立都島工業学校教諭

大阪府立今宮ヱ業学校教諭

1霧南工業専門学校 ( 現在大阪工

業大学) 教授

昭和2 4年 よ り 現 在 ま で 株 式 会 社 安 藤 組 社 員

表ｾ

昭和 9 年 7 月 日本建築協会 f都市武袋 J 懸

賞論文 1等 1 席に入選

を得たとととて，工場内の見学も大変了解し易かった。

オー トメーν ョY 化された部分が多いので工貝の数も少

し食品工場だけに非常に清潔な工場である。級後に岩

崎事業副委員長が一同を代表して関係者にj享〈謝意を表

し，再びパスで帰途についた。

A. I. A. 会長歓迎晩餐会

2白 7時- 9時 於大阪倶楽部

A . I. A 会長レ才 Y ・チャタレーγ 氏夫妻が，先般の問

会 100 年祭に関する答礼のため来日され，日本建築家協

会萩理事の案内で来阪さ れたので，本会，学会支部，土

会，建築家協会支部，建設業協会の 5 会共催で歓迎晩餐

会を開催した。各会から 17氏が出席され，尾崎本会理事

の日米! 瑚の時間的距離の接近に より 今後ますます日米の

親善交歓を期待する旨の歓迎の挨拶に対 し，同会長は，

先般の 100 年祭は過去の 100 年を祝ったものではない，

将来の20年 100 年を祝ったもので，今後日米建築家の提

携を進めたい，来日以来親切な歓迎を受けて感謝に堪え

ない旨の謝辞を述べて一同乾査の後会食に入った。食事

中も歓談尽きることなく，とくに会長夫人は隣f . ' 官の竹内

女史と終始にとやかに談笑して淘に和やかな晩餐会であ

った。なかなか輿も尽きなかったが時刻も迫ったので，

置抱氏の閉会の挨拶で散会したが，意義ある日米建築家

交歓のータであった。
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建材説明打合会 11:1 ・11- 21時

福井， 岐阜地方出張説明会詳細協議，7) <. 谷，山本， 1:1宝

問島， 浪速合板，五社出席， 事務局長と万般打合 18 日出

発決定

徳島講習会 4 臼 ・1 - 5. 30

於徳島駅前段業会館ホーノレにてライ トグージとメタノレブ .

:t ームにつき説明会を聞いた。約200人

松山講習会 6 日 ・1- 5. 30

於 ｴ，ｩｾ 山市文化センタ ー ，徳島と同様ライ ト グ ー ジ

説明会を聞く ，約 150 人以上詳細 6 月号建築と社会掲載

の通り。

家具装飾部門座談会 13日午後3- 61時，於会館四階

家具装飾部にては総合デヂイナー協会々貝岡村実氏外五

氏を招き前月掲載の通り最近の家具装飾について

材料施工など意見交換をなした。

理 事 会 15日 ・3 - 5 . 30

青木副会長，室谷理事長，山本潔，金光，太田，若井，

村石，志垣，鈴木，平田，松本理事出席

諸報告後就業規則楽につき分科委員検討結果審議

胞内i隙貝代表の希望怠見も聴取 し， 一部修正意見を加え

分科委只にまを備を托した。本理事会として本日を以て本

案の決議済を申合せた。新名符 11月発行決議し，実行方

卒業委f . . 1 に一任した。業種別部門検討し ，なお設計方面

の意見を聡すること とした。夏期大会を協会和歌山支部

催し の橋本納涼会に合流すること。人事問題。事業遂行

上男子一名を必要 とする旨事務局長提案，適当者あらば

l臨時採用の件申合せた。理事長 より採用する場合は予備

1¥， 20万より支弁する予定を述べた。

茨木煙草工場見学会 7. 16日12. 30- 41時

12時40分会館前 より貸切パスにて出発 1 時すぎ日本専

52公社茨木工場着，直ちに 2 階休憩室に入り，大和事務

局長挨拶後同工場営業課長官岡秀雄氏より概要説明を|出

4

2

 

7  幸E
4

2

 

月 分

いた後凶班に別れ， 聞社秋元光夫氏外案内にて屋上より

順位 1 階まで各階を原料 より発送に至るまで一貫作業の

実況 と先仰せる厚生施設の状態，建物，ととに 12分に消

畿を行われつつある床面その他の保全状況は工場 として

これ以上の美観を施されている ととろがあるだろうとか

と一同感心深まものがあった。再び休憩室に集り ，1百l所

でいまできたはかりの煙草， i憩」を提供され一服し質

問などあった後，事務局長謝意を述べ辞去，再びパスで

4 時大阪駅で解散した。

追って当日申込90人あり しも願の都合上60人に制限した

にもかかわらず，参加が30余人で見学願提出入貝 と甚だ

しく差を生 じ，またパス手配など，誠に逃憾であった。

福井建築講習ならびに建材説明会 19 日，10- 5. 30 

於人絹会館

10時附始，30分間三塁 P タイノレ外オートカラースライド

映写後，高間福井県建築係長司会の下に開会， 福井県建

築士会副会長吉田賢吉氏開会の辞，大和事務局長は建材

協会紹介と 本日のスケジ ューノレを述べ挨拶，神戸大学伴

博士，材料 と構造的定、匠，大阪市大山間 講師，左官工法

概論，ハー ドボード， 浪速合板，スローノレ， 111本建材，

ヒノレコン， 日宝蛭石，塗料，7 J ( 谷ペイ Y ト各社説明後ペ

イジトについて水谷ペイシトの塗装についての 16 ミ91映

写，アルミンと ν ングノレ，任l島応用説明で建材部を終了

手島協会理事，建築協会と して挨拶を述べ小憩後， 3. 30 

- 5 . 30山田講師，左官工法についての講演を以て終了，

福井士会中山副会長より本日の講習説明会がいかに有意

議であったかについ て感激深い閉会の辞があって解散，

米聡 105 名暑中にかかわらず終始熱心であった。

建物保全部会 20日1 1 - 21侍

鈴木，山崎， 71<.島， 三宮，小総，福井，111下，不二，沢

田，国品，浦谷 ＱＳ 名出 ｾ ｩｾ ，標 準仕 ｩ 様書作成問題外協議

-、

;A_'  

<  

茨 木 短 瓜 工 場 見 学 一 部
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福 井 講 習 説 明 会 光 銭 山 田 講 師 熱 弁 中 山 信 弁 士 会 副 会 長 閉 会 の 辞

日 誌

， 

#i; 

1 日 鹿内主事茨木専売会社出張見学願山

2 日 午後大和事務局長は鷲尾，伴雨博士ならびに中

島製鋼，大阪鋼材KK社員など と南海経由四国説明会出発

5 日 午前事務局長高松市に立寄り，香川大学長谷施

設課長 と会合，今秋左官工法 と建材説明会開催の件協議

午後新居浜市にて服部住友化学土建課長，近藤士会副会

長と会合，同上打合せ松山説明会を終り 7 日帰阪

8  B  建築協会和歌山支部島村氏来会，八日橋本にて

納涼会開催につき建材協会貝の参加方打合せた。

10日 事務局長はケットク社長訪問，さきに多数会員

招待を受けた。すわらじ品目lの件につき本会を代表して謝

意を表した。

12日 事務局長は福井出張，同県士会ならびに建築課

幹部と講習説明開催につき打合せ， 13 日午後帰阪

17日 3時- 7時，建築協会建材審査ならびに出版委員

分科会あり，大和事務局長出席

18日 大和事務局長，田島履は建材出税者とともに 11

1時大阪発福井- 説明会に出張，田島履は手品協会理事と 19

日夜行にて，事務局長は20日午後それぞれ帰阪した

23日 午後1時- 5時30分，東税務署吏貝来会，所得税

外帳簿等調査腿内主事応接

26回 定例全館清掃ケントクネ上米餅; 胞」ー

本会顧問東畑先生におかれては今般事務所を伏見山J に新

築移転されたので本日青木副会長と事務局長は参上祝意

を表した

会 員 秦 氏 の あ め り か 便 り

1・4  

本会々貝，日昌工業K K泰孝治郎氏はロックフエラ ー財

団の招2121で米国公私立大学その他調査研究のため渡米

中であるが 1957年 8 月 1 日付でオ平ハ大学より短信を

寄せられたので，ととにその内材料に関するこ，三を

ピックアップ して御紹介申し上げる 。

視祭の対象は主としてホテル，エ アポート学校の建造物

であるが，各大学は本校と寮との聞を廊下を以て連絡し

ているところが多く，その屋根あるいは塀にポリエステ

ノレ波型板が使われている。また衝立，氾気スタ γ ドなど

は日本紙を使った型容ポ Y ボ 3式である。竹材のカ ーテ

ンなどやIれも色彩を絡され， さながら省 ｾ￬ ホテノレを思わ

せ， u本選主味鐙かである o W材はアスファノレトタイノレが

多く，模織色彩は全く大J ' J l 石のようなlさを抱かしめてい

る。また図、iJ 室，食堂にはチップボードが床板に使用さ

れ，音が響かす' 落定まが見せられている。

ロスアシゼノレス日本人教会の間仕切にタイガボー 1: を青

年が奉仕的に施工している現状を見た。それは日本品に

比しやや厚味のものであった。

ジカゴ空港に行ったとき丁度アスファノレトタイノレの床張

工事中だったが，ととではアスファノレト， イY ジュレー

ト会社製品を使っていた白地に黒 ｾＧｊｾ 校総で品質は日本

製よりやや劣るように見受けた。

21 の学校を視察した結果から見ると概してガラス使用の

面積は日本の比でない。学校外としては殊t c . i / ョクク イ

ドは最大のガラスを使い，色彩と熱l段収品を使って豪華

を競っている。波型ポリ エステノレも相当E 使用されてい

るが，石綿スレートは オモハ市ストックヤードでは相当

施工されているのを見たが，その他はほと んど見当らな

かった。これはどういうわけだろうか ? 住宅用として

の一文字縦線の平板各種は木自のスレート ，フレキ ν ボ

ードなど屋根下見に非常に使用されていた。ハーパー ド

大学はベニヤJ阪を使っていたが，これは日本製だった。

他校はアメ 3 カ製だったが日本品の方が俊れているよう

に} J t った。 ドアーはことごとく木討を鮮かにラッカ塗り

で仕上げられていた。椅子テープノレの様式に日本雌l床が

多分に織りこまれて食堂も茶の間j の感触をもった設計・が

なされていた。また米軍空港の士宮食堂に仏像の模型三

基が ロビーに飾ってあったのはいささか郷愁をおぼえる

とともに 寸・ 奇ｾＺの感 ｩ ｴ｣Ｎ打たれた。これはおそらく日本

駐屯より帰米した士宮速が日本趣味と日本芸術へのあと

がれのー端を示しているものではないかと想像しなつか

しみを感じた次第である。

終りに室谷理事長外会員各位の御健勝を祈る。

( 1957. 8. 1  オハモ大学より)
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特 別 広 告 関 係 (JI民不 |百J)
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大阪市東区京橋3- 75 ｦｦＡ ｾＸＶ Ｑ ｾ Ｖ ，＠ ＱＱＵＱ ｾ Ｔ＠

東洋キャ P ア工業kk大 阪 支 庖 … B

kk大阪電気商会大阪暖房商会. . . 6  

須賀工業株式会社京都支庖…- …・ 6

大阪瓦斯kk … … .. ....・ H ・.. . …. . 7  

大阪市東区平野町5ー1 低⑧555・1031' 4055

日本板硝子kk ・H ・H ・- … ・…・ ・… 8  

大阪市東区北浜シー23 fI! @6781 大 代

140 

山武ノ、ネク エノレ吾|・告書kk …. . . ・H ・.. 9  

大阪市南区塩町通4- 43 ( 大和銀行船場ピル)

ｭ｀ＸＳ Ｑ ｾＴ＠

亀井kk ・・ H ・H ・- ……・ ・......・ H ・..…・ 9  

淡陶kk大阪支庖 ・… …・ ・・…- …・ 9

大阪市西区阿波座中通1- 48 電⑧432. 1247

kk奥村 組 … .. … … … .... ・H ・.. 10

大阪市阿倍野区松崎町1- 51

情｀代表 ＳＳＷｾＹ ・ Ｑ ＵＰＰ

浅海電気kk …・ …- … - … ・・ …… 11

第一工業kk ……・・ .. ・・.. . .・ H ・.. .. 11 

大阪建材工業kk .. … … - … … 12 

kk矢橋大理石商庖 … … … . ...・H ・.12

東興建設kk . …- … ・… ・・……… 13

東京都港区芝新総2- 30(織田ピル)

ff! @8416・6774
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本 社 東 京 都 墨 田 区 吾似i町東 4 .1 122 電話減東⑮0870，0970

錦 糸 工 場 東 京 都 墨 田 区 錦 糸 IRJ 1  .1 '25 電話本所⑧0790

小 倉 工 場 小kr 市鍛冶目IJ 1 ノ 1 電話小倉653 【出磁所】 JII 的 ・名古屋 ・小
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大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地
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電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 濯 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 J i . 四

包 括 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 1寄

工 場 大 阪 市 西淀川区御幣島東一丁目 ニ0

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7  8  

営業所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市北区中之島三丁 目三 朝日ピ ノレ6 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表)

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 日 四 丁 目十一番地

電 話 大 阪 局 @ 5 2 0 1 番( 代 表)

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜 三 丁 目 四 七 包 括北浜@770- 3

支 出 福 岡 市 上 東 町 十 五 包 括 東 ③ 5010

支 底 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸 ・直 方 ・田川 ・大分

電 気 工 事 設 計 施 工

ー 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 二 丁 目 五 一

電 話 ⑬ 5148 ・6460 ・侃46

営業所 大阪市北区絹笠町五o ( 堂 ピノレ八階)

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1  

出 張 所 * 京 ・名 古 屋

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

φ 安是
松 室 電 機 窃 底

2  

取 締 役 社 長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 務 地

:屯 訴 北 浜 @ 6951 ( 代表) - 3  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
.，d..  

:a: f生

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小怠 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大阪市北区曾線崎上一丁目凶 ー

電話 大阪 @ 8131代表- 4

営業所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

本 桂 大 阪 市 北 区 西 痢 川 町 15 務 地

電 話 ⑧ 代 3 0 5 6

東京営業所 東京都中央区銀路東 8 丁目 4 務地

全国燃料会館502号 室 包 括 ⑪7464

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 輿

取締役社長 坪 井 大

タケ ν

社

本 社 大 阪 市 北 区絹笠町50務地 位ビル703号室〉

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町三丁目 二番地

電 話 兜町⑧1478 ・1479 ・1470務

出 張 所 大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ュー ズ 分電 盤 N F ノ ー ヒュー ズ 配 屯 盤

鐙 光灯 ・モ ー タ ー・ 変 更 器 ・冷 暖 房 ・エ レ ベ ー タ ー

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商

大阪市東区南本町二丁目四三番地

電 話 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・15 7 5 - 9

. 6.  

:z::s; 

a‘  

コh

℃ 
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暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式会社

本 社

出張所

社

@ 代26日・2061

8 4伺 6

e心 2346

a  295 

A  

A  

次

式

文

大阪市西区京町堀上通一丁 目七

神戸市灘区福住通二丁目ーの五二

名古屋市中区宮出町四七

東京都 北区上+ 条一丁目- 0

岡山市住 町七六

問

株

山

業

取締役社長

エ田山

本 社

営 業 所

出 張 所

会

会

電 示二暖 冷房 ・7.1<.語三衛 生

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

庖 大阪市酋区江戸煽南通一丁円 三七( s: 地

電話代表土佐煽@ 5231蒋

東 京 都 中 火 区 銀 凶 来 二丁回 一 三m: 地

電話代表銀雌東⑧43911普

名 古 屋 市 中 区 南 武 平 町 二丁目 一番地

電 話 代 表 中 @ 4491 務

京 都 ・神戸 ・岡山 ・広 島 ・福 岡 ・熊 本

札 幌 ・仙 台 ・新潟 ・金 沢 ・稲 井

株式

会社

給 排 水

暖 冷 房
設 計 施 工

22大 阪 城 口 研 究 所

生

気

術

主集-
a  

e  

本

東 京 支 広

名古屋支広

代表取締役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 屋 町 一 ・電話盤的⑨ 7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・包括紙図⑤ 4945- 6

神戸市生田区下山手迎六ノー ・電話元町0 5892

.... 

F賢張出

創 業

大正二年

式

社

東

株

会

后

広

名 古 屋 広

阪

幌

大

キL

庖

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

本

! 暖房 ・冷 房 ・水 晶 ・衛生工業設l 1 i i i

設 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福ぬ lさ堂島浜辺 4 T I I

l 代 表 1 1  7  1 係

電 話 @i 代 表 1 3 5 1 孫

東京都港区芝田村III} 6 丁目 屯 ;i.li ⑩代表7151

名古屋市中区材木PI S l 丁目 包 訴 @ 2780 

京都市下京区烏丸通俗以下ノレ Ｇｾｉ ￬Ａｩ⑤ 1989 

神戸市生田区北長狭通2J i l 氾 .I吊③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 III } '， E ，; 百@代 表4735

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水 道 ・電気 ・厨 房 ・3誕炉

銅 製 建 共 ・軽 量 閣 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

縫 鋼 管 ・五:j 役 機 械 ・製 造 販 売

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北 区堂島北町一四 @ 代 表7031

東京都港区芝琴平町四O ⑧ 9278 

名古屋市中区新栄町二丁 目 ー ③1820

福井市宝永上町一O五 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④ 1158 

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉⑧3761・3762・37臼 ・3764

大阪市西区土佐堀通大同ピノレ 714'号

電話土佐姻@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0010 ・0956③ 4661

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田 ビ ル 522号 電 話 中 応 @1766 

水道 ・衛 生 ・媛 冷 房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレーフドレイ Y 製造販売

( 旧斎勝久孝事務所)

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順ｾ町通一丁目凶凶番地
包括本町周@ 代表4496- 8 祷

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 十1' 12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8  i寄

金沢市高岡町三五電話金沢本氏・②2074

稲井市城之橋下町一O 屯 話 相 井2436

高松市中新聞J ーO六 ノ三 電話高松5195

社5頁

東 京 支 j占

名古屋支庖

京 都 支 広

神 戸 支 j占

福岡支} ，s

三機工業株式会社大阪支庖

2951 
大阪市東区南il1!t橋三1 目壱番地 ・包括代表26局 3076

本社 *J;( 都千代田区有楽町営丁目 十番地

支) ; 5 ・出日長所 名占尾 . ｒ ｾ 附 ・ 札幌 ・ 広品
工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 flt ・六 郷

p・

給水 ・排 水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処. PH装世

空 気 調 和 装 置 及 術 生 設 備

設 計 施 工

社材建

株式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

ム

一
品

式株

ス 支 阪 底

大阪市北区中ノ島三丁目( 朝日ピノレ ) L 階)

電 話 北 浜 @ 13 3 9 ・4 3 2 0 ・6574 ・8544・8686

本社及東京支庖 東京都中央区八i I 1 : i州三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西 万l町二 f 目ー

大阪市大淀区 i ド津南j直二丁目五一番 j也

電 話 柄 砧 @ 3 4 1 6 - 8 -1Ji: 

東京事務所 東京，ffl S浴|実西芝IlIi 三Tel - ffi:地

屯，訴 と三日i @ 9 3 7 1 (il:

3  
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設計並ニ施工

社 大 阪 支 底

温湿度調整装置、媛房、冷房、水道、搬送機設備

A  

zコE工 業 株 式第

f  ( 代表)0977

l 0978- 9・0970

2 6 3 1 - 4  

7  3  3  2  

2  8  9  3  

@  

@  

電 話 大 阪

話

諾

諾

沼

市
仙

沼

大阪市北 区 富 田 町 三 O 番 地

東京都千代田区丸ノ 内ニノ ー0

仙 台 市 新 伝 馬 町 六 O

名古屋市東区東門前町三 ノ六

本 社

イIII 台 支 庖

名古屋出張所 ③ 

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

4・• 
暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

東洋キャリア工業株式会社

工施計設

2‘  
庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日 大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑧ 局 S 3 5 6 ( 代表〕

本 社 東京都中央区 日本橋兜町三丁 目二四番地

出張所 名 古 屋 ・九 州 工 場 東京都足立灰

支阪大高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日 ピノレ 7 階)

包 話 北 浜 @9945- 6 ・7359 ・3784- 5

社 東 京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地本

媛 衿 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 r倣 t 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目 一審地

i氾 話 福 島 ⑮ 3 3 9 1 - 4 審

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 蕃 地

電 話 四 谷 1 3  2  4  'ift: 

神戸市生田区下 山手通八 丁 目 三 三

低 話 元 町 o 5  ｾ＠ 7 審

工業用 及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン 卜 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

ぷ:...

.::ZIt 
株 式会社

大阪市北区曽根崎新地三丁 目五十三ノー

( 市電桜橋停留所前) 電話大阪@ 1274- 6

支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

rn 

本

支

出張所

陶管 ・ベンチレーター

CONT RACT OR PAI NTI NG 

必量、

::z:s;: 

株 式 竺 忌ユ

会 社 ι 平

大阪市」ヒ区曽根崎土ー ノ囚

屯 話 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ム

商

庖

負

装

請

塗

事工装

林

塗

式

社

株

会

客企耳

目ユヒTEL. 大 阪 @ ＱＷＵＶ Ｍ Ｗ ・ 東 京 ｾ 1335 

鈴木式防火シヤタアリグノイド床・床材料

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出強所
製 造 ・販 売 ・施工

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会
福屋工業株式会社

大阪市北区茶屋陀三十三番地

電話 登 崎 ⑧ 98 ・5837 ・8729

大阪市西区南堀江上通一丁 目知一

電 話 新 町 @ 3 4 2 6 - 7

4  
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和瓦より安い

ｒｾ 元

大
組

大仏瓦 ・各秘和洋瓦

工 事 請 負 一 式

本 庖 京 都 市 東 山 区 今 熊 野 池 田 町 九 ⑤3555

大阪営業所大阪市東区内淡路 IIIJ 一 丁 目 ⑧ 975  

仏

寸
審

aピ

E E週買盟国E

持許織物性 型枠艶 ｾｉｊ 塗料

株式会社金剛商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車 野里電停前

東 京 坂 巻サンヒット 商 会 屯 淀 川②0417・4091

本社神戸市生田区長狭通四ノ一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

支 応 大 阪 市北区絹笠町五o ｾ主ピル Ｕ 師寺
T E L: 大阪⑧2021・3486 ・1141
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標 準 セ メ ン ト防水材・ 特 許 ニ ッ ポ ン

特許=ニッポン防水液 ・急給液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポシ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

風雨に強い浮努武

( 国立大阪ヱ業試験所創躯) セメン ト防水材特許継実

施工場

諮 佐 村 木 商 庖
実用新案

( 大阪営鍵所) 北区芝田町六八 電話北@7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

営 鎌 所 大阪市東区京僑前之町二 各種瓦萄; 工事 請負業

話 ⑧ 1 5  2  8  
御 影 ③ 2723

浪板.i当樋・水切軒樋

排気ダクト . :'¥:.チLーヲー G霊; t

ニ Ｒ ・ Ｓ￘Ｚ［ ダ ＧＮＮｾＧｾ￘ｬＢ 日本建築技会優良証暇領

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 批

S T A NDA R D ME T A L  

本有1・対肺域lli 野江東芝膨4丁目電話狐東( 3 3) 4481

真底・新居浜市・電話新居浜3n. S36 出菊帯四日市市電話四日市65 ・広阜市 2473 

コヌポード
③ 

日本楽器製高級合板

ー ・ ・ ・ ー ・ ・ ' タ ム テ キ ス
目柑商省建材部

- ー ・ ・ ・ ー ・ 3

ヤ八ズ・ラス.  . : l > 可

- ・ ・ ・ “ . .  神戸市生国区栄町通2/ 3銭安田 火災ピル、

.  .  ｾ＠ .  ｾ＠ .  .  .  .  .'  フローリン匁 電 話 神 戸 @0591- 3番

G  

窓 掛 、 鍛 帳 、 日 除 、 壁 紙 室 内 装 飾 級 輩、舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの千イロシ鍛遁と級聾発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝 寺町 四丁目 ( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  3  5  3  ，.__ 5番

経 験 ι ⑥ 技 術

I . C. コンべヌ{ リクγ ィド)

ゴ ム タ イ ル ス ボ ン ヂ シ ー ト

プラスチヴクラブ 7 ス77/""*-1

太阪Ｍ］ｴｾザミ之窓材社

4・• 

=ー

.. 

ｾ＠

.  



アリザヌト: ; "

Ｅｉｾ ・圏、，ヲト
最も進んだゴムのク . ν

ま ｩ じ ｑ もな Ｑｾ 争ど Ｍｊ ｻｊｾ

ｆ スフ ＷＷｽｾ ト
防水工事. 耐画監工. .

大阪市北区樋上町45

B周i E 議主

計11111111111 N. G. C 式 剛l川1111111111111111111111111111111111111111111川 州111111111111111111111111111111111川111川1111111111111111111111州 1酬 1111酬 IHI 州 H川l川 l川川酬酬酬|附酬酬削州刷H州l酬 l川附削酬u刷州馴11州11川州H

N. G. イ ン シ ユ ラ イ 卜 断 熱 材 製 進 発 売 元 霊

メ タ リ ヤ ン メ ツ シ ユ D . M 3 8 番 責 任 施 エ 三

霊 責 任 施 工 米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア JルL ト販売

Z  ア ス フ ア ル ト 防 水工 事 内 外 工 業 株 式 会 社 i
霊 セ メ ン ト 防 水 工 事

三 アスファノレトモノレタノレ床舗装工事 脇 山 静 夫 E  
本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一

三 耐 酸 ア ス フ ァノレトモ ノレタノレ工事 工場大阪市阿倍野区畑町ニノ六六 三
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T  E  L  (34)  8157 ・8158 ・8159

之、ｾｪＡの

-

e・

8(  

[  一手|

営 業 種 目

スカイライト 坂 本 式 ベ ン チ レ ー タ 一

連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 修 工 場! 系為ゑl坂 本 式

坂 本 式

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 兎 京 都中央区日本織江戸繍 1- 11(1児治ピノレ)

電話千代田@7266. 9859・9918

東 京 都 墨 閏 区 寺 島 町 2 - 5  0  

電 話 城 東 ⑧ 3 9  1  8  

場エ

-
・

4

シリンタ2・レJr- }l ) F Mi

縛ボ宇ンi ( シリンタ-- I i

アンチ試シリンタ1・n

シリンタz・ナイトラッ子

シリン夕刊由 主』 鐙

各種［Ｆｾ膨込 ｩｩ

谷 山 梨 ' 作 所

大阪市東副ｉｬｾ三湯屋北逼皿 電話豊崎 (37) 3117 ・7 7 2 4

J  

// く行をの 最 高 水 準製 品トンメセ石 綿 ・

質E更 板 m ベストク ォーノレ)綿石

社会

9

式

ω
目

U

株

汀

M

町

、

⑧

業

、「

間

j

•. 

北

姻

「

]

区

話

綿

一
一
電

阪

石

大

泉

建物内外壁、間仕切、 天井扉、

電気室、発電所、配電室、製鋼 、

ガ ラ ス 工 場 の 壁 な ど に 最 適

呈 カタログ
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社式株業工板

圃

図

鋼

園

国

京東

ス チ ー ル サ ッ シ ユ j

ス チ ー ル ド ア ー !

ス チ ー ル シ ャ ツ タ ー ;

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番地( 衆暗ピノレ三階〉

電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8  

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 ノl. COO 電 話 荒 川 ⑮8131- 4

今 各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

革協試呂・ボイラー・ガス風呂

ll 白 蟻 11

特 許

松 平 式 白 蟻 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 城 戸 南 方 I1汀28 屯ぷ 茶 良 4 098

( 近口移転先}

奈良市主主大路三落田J ( 博物館前) 屯活条良4的8

1I 1'}l l所ボ良市存日開J 尾 団 組 内 定 活 6011 ・6012

，f>: 部 両 知 県 街 毛 市 街 モ IsJ 2  6  3  9  

改 訂 増 補 版

コ ン ク リ ー ト 施 工 指 針

￥330.  ( 会員￥300. ) 送料￥35.

社団法人 日本建築協会発刊

F UT  A B A  Y A  D E C OR A  T OR S， L  TD.  

建築物船舶等造作工事

家具・建具・室 内 装 飾 工 事 設 計 施 工

内外線物 ・敷 物 類 一 式

d 室長、 ( 創業大正 7 年)

た紛二葉屋装備工業株式会社

モ デ 取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎IIf J 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630

8  

舎、

E・

一在 ｖ 壬 ｢ｾ 鱒槻

J bャド

がひ戸:ル
白 爪嶋手主主主湾9

情実務極

.

‘

」
F

1  

モデルルームへどうぞ

すで色時代選定lこ校Lょうど紛 t L  Y、ます

辺諸踊組問

工場文阪市住舌区西加賀屋町4丁目81 ・電話 住吉 ( 67) 5109
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豊 国 セ メ

ヨ事 社

司E 務 所

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

福

@  

_，; ト 株 式 会 社

岡 県 苅 回 町

倉 ・大 阪 ・東 庁、

郡 平 田 建 築 構 造 研 究 所

所 長 平 固 定 男

大阪市北区堂島上三丁目十二番地( 永和ピノレ内) T E L@ 5 0 7 1 - 4  

3自らω建家uは・績をま仇 ttd錦

風文信ぺT ント脳会祉
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登

録

商

練

材料販売並責任胞工

ウツボライトM

ポリクレタンスポンジの吸音内装材

ウツボライト S

ポ リスチレンスポシジの吸音断熱内装材

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深町一務地のー T E L⑧ 0129 

肉 Ｙｾ［ 史ぺシチレＭＧＱＭ
性能をまさる ヨシ子=アヌ並に筒型 !312認

肉例式ヌ拘イライト

一般硝子屋根 = ワイヤ波型硝子屋損

25 内 外 土 木 建 材 社

ｾ＠

可.. .  

強力・堅牢・

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 組 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま すわ

.  

.  

時

-

L

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 底

22 峰 岸 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁 目8 番地

電 話 土 佐 堀 @ 0 8 4 2 ・2 1  8  1  

10 
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営 業 種 目

高性能防水美装塗料…… アーマーコート

特殊防水 ・ヨーキ Y グパグー・・・ノ《ノレカテ ッ ク ス

ｩ アーマーコｾ
床 面 滑 り 止 め 塗 料 … … グ リ ッ プ デ ッ ク

ラテ ックスペイジ ト - … スプレ ッ ド・サテジ

コンクリート ，モノレタ ノレの陸屋狼，地下室，外壁等の防水美装塗料

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 三 三 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 3 0  0  3 悉
近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

'f・

.. 寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ア ス フ ァノレ ト 防 水 工 事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 ア ス フ ア ル トタイノレ工事選

議 耐 酸 モノレタノレ工 事 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業 PR

大阪市北区浮田町82番地 電話豊 崎@1333番

日 本 建 築 ・協 4=z』zz 発 刊

図 書 案
旬 、

内

漏電とピルのダクト火災とその対策

A  5 判 3  6 頁 定 価 ￥ 5  0  〒 8

最新引l

.  

建 築 塗 料

大 阪 附 近 地 質 図 表.  
-、

B  5 半lJ 2 0 0 頁 定 価 ￥ 1. 200 〒 5 0  

新 しい建築材料資料 1
.、

J  B 5単! 日頁 定 佃i ￥70 〒20
改 訂 建

物 及 設 備 の 保 全再 版

A  5  Ｇ ｉｾｊ＠ 8  0 頁 定 価
￥ 1  1  0  〒 16

再 版 左
F届= 0  

エ 法 指 針

A  5  ｾ ｊ＠ 1 3 0 頁 定 価 ￥ 1  2  0  〒 1 6  

- 日本建築協会会員κ は、
ま寄 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 施 工 指 針

割引い たし ます。

A  S 半lJ 3 0 0 寅 定 価 ￥ 3 3 0  〒 3 2  

11 



阪 昭 朝 国 宇 南 ナ 太

梶 和! 大 小 日 ! 日

急 和 国 日 際 部 海
一 陽

セ プ 歌 阪 野 本 米
ネ土

リ仲

賛

建 コ 石 コ ス 建 ワ プ メ ロ 山 プ ト田 コ ハ

E読F 本日I  :石 設 ン 綿 プ ン レ プ 築 ス

トコ ク ロ ク | ロ レ ロ

シ ツ ス プ コ ブ シ ロ

ト ク レ ロ ロ ン ロ ク l  

ーン 助 エ 工 リ エ ツリ 工 ト ツ |  ツ 化 製 | ツ ッ ク

業 ク 業 業 | 業 ク | 業 ク ト ク 工 喜和歌可山Iつll  l  l  ク ク y
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双胸の図面が摺り合され自然1 1 : 気密度が高い。

神高型竪形と出し窓

両開きや片岡きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓

と出しと上釣りとが完全に平衡迷結され操作経

快、開閉確実、体裁優秀な新型。

逓 増減 分銅付きシャツター

大型シャツターも軽くはや〈開閉出来る 。

普及型上吊り引違い窓

質実堅牢で最もl J 価 ・校舎宿舎など K 最適

独 特 製 品

，・

ｾ＠

鉄材が少くてすみ施工簡易な格納隊 ・工場 ・体育鮒の建築には

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

ン
-フク

h

…
一
時
反
応
仙

“ ORI MOTO"  DI AMOND T R USS 

.
4

・4

J  

設計の御依頼に応じます( 施工は御自由です〉
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最新式 耐酸 レヂンライニング

ポリエステル系レヂンライニング
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自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 通 2 1 番 地
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リヲテーJしを使用することによって 1 m
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当り材料" が 180 何節約となり尚昆つ強度が

10.2%- 6.4 %場進することにより非常に経

済的な施工が期待し得る

カタログ ・見本進呈 ・

.. . .の使用で・ セプシト節約

ｬｄｾ ロ ＱＵｗ 日ＩＩ ICS) 

神戸市建敵局生コンクリート混合所
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朝日石綿工業株式会社
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大阪営業所

本 社

工 場

大阪市北区神山町四六電話犬阪⑧ 2333諸説

東京銀座七. 営業所- 東京検浜. 名古屋岡山九州北海道

東京. 横浜山梨 . 名古屋. 大阪岡山門司宮城

接着剤はセメダイン附の

サンライトセメダイン

E Z  

|標準サイズ厚 さ 重量: ( 枚) {出l 持 ( 枚)

3尺 x 6尺 6. 0kg ￥ 390 

1. 3分 ( 4 現時)

4 尺x 8 尺 10.7kg ￥ 850 

3 尺x 6 尺 7. 7kg ￥ 620 

1. 5分 ( 5  'x. )  

4 尺x 8 尺 13.5kg ￥ 990 

3 尺× 刊 誌 ￥

2.0分 (6. 5彩)

4 尺 x 8 尺 ￥1，3∞
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硬質繊維板 (ハードボード)
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